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(57)【要約】
　本発明は、殺虫活性を有する式（Ｉ）
【化１】

（式中、Ｙ、Ｘ1、Ｘ２およびＱは請求項１に定義され
ているとおりである）
の新規なトリアゾール誘導体またはその塩、その製造方
法および中間体、これらを含む殺虫性、殺ダニ性、殺線
虫性または殺軟体動物性組成物、ならびに、昆虫、ダニ
類、線虫または軟体有害生物を駆除および防除するため
のこれらの使用方法に関する。
【選択図】　なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）
【化１】

（式中、
Ｙは、塩素、臭素、ヨウ素、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルまたはＣ1～Ｃ４
ハロアルコキシであり、
Ｘ1は、水素、フッ素またはメトキシであり、
Ｘ2は水素またはシアノであり、ただし、Ｘ2がシアノである場合、Ｘ1は水素であり、
Ｒは、水素またはＣ1～Ｃ4アルキルであり、
Ｑは、Ｑ１、Ｑ２、Ｑ３、Ｑ４およびＱ５から選択される基であり、ここで、
Ｑ１は式（ＩＩａ）

【化２】

（式中、前記置換基Ｗ１は、水素、ハロゲン、シアノ、ニトロ、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1

～Ｃ4ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ4アルコキシまたはＣ1～Ｃ4ハロアルコキシから独立して選
択され、
ｎ１は０、１または２である）
の基であり、
Ｑ２は式（ＩＩｂ）

【化３】

（式中、Ｗ2は、水素、ハロゲン、シアノ、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル、
Ｃ1～Ｃ4アルコキシまたはＣ1～Ｃ4ハロアルコキシから選択される）
の基であり、
Ｑ３は式（ＩＩｃ）
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【化４】

（式中、Ｗ3は、水素、ハロゲン、シアノ、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル、
Ｃ1～Ｃ4アルコキシまたはＣ1～Ｃ4ハロアルコキシから選択される）
の基であり、
Ｑ４は式（ＩＩｄ）
【化５】

（式中、Ｗ4は、水素、ハロゲン、シアノ、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル、
Ｃ1～Ｃ4アルコキシまたはＣ1～Ｃ4ハロアルコキシから選択される）
の基であり、
Ｑ５は式（ＩＩｅ）

【化６】

（式中、Ｗ5は、水素、水素、ハロゲン、シアノ、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアル
キル、Ｃ1～Ｃ４アルコキシまたはＣ1～Ｃ4ハロアルコキシから選択される）
の基である）
の化合物、またはその農芸化学的に許容可能な塩。
【請求項２】
　Ｑが、Ｑ１、Ｑ２、Ｑ３、Ｑ４およびＱ５から選択される基であり、ここで、
Ｑ１は式（ＩＩａ）
【化７】

（式中、前記置換基Ｗ1はシアノであり、および
ｎ１は１である）
の基であり、
Ｑ２は式（ＩＩｂ）
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【化８】

（式中、Ｗ2は水素である）
の基であり、
Ｑ３は式（ＩＩｃ）

【化９】

（式中、Ｗ3は水素である）
の基であり、
Ｑ４は式（ＩＩｄ）
【化１０】

（式中、Ｗ4は水素である）
の基であり、
Ｑ５は式（ＩＩｅ）

【化１１】

（式中、Ｗ5は水素である）
の基であることを特徴とする、請求項１に記載の式（Ｉ）の化合物。
【請求項３】
　Ｘ1が、水素、フッ素またはメトキシであり、
Ｘ2が、水素またはシアノであり、ただし、Ｘ2がシアノである場合、Ｘ1は水素であり、
Ｒが、水素、メチルまたはエチルであることを特徴とする、請求項１または２に記載の式
（Ｉ）の化合物。
【請求項４】
　Ｘ1がメトキシであり、およびＸ2が水素であることを特徴とする、請求項１に記載の式
（Ｉ）の化合物。
【請求項５】
　Ｘ2がシアノであり、およびＸ1が水素であることを特徴とする、請求項４に記載の式（
Ｉ）の化合物。
【請求項６】
　式（ＩＩＩ）
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【化１２】

（式中、Ｙは、塩素、臭素、ヨウ素、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルまたはＣ

1～Ｃ4ハロアルコキシである）
の化合物。
【請求項７】
　有害生物、有害生物の生息地、または有害生物による被害を受けやすい植物に、殺虫的
に、殺ダニ的に、殺線虫的にまたは殺軟体動物的に有効な量で請求項１～５のいずれか一
項に記載の式（Ｉ）の化合物を適用するステップを含む、昆虫、ダニ類、線虫または軟体
動物を防除する方法。
【請求項８】
　殺虫的に、殺ダニ的に、殺線虫的にまたは殺軟体動物的に有効な量の請求項１～５のい
ずれか一項に記載の式（Ｉ）の化合物を、農芸化学的に許容可能な希釈剤またはキャリア
と共に含む、殺虫性、殺ダニ性、殺線虫性または殺軟体動物性組成物。
【請求項９】
　追加の殺虫性、殺ダニ性、殺線虫性または殺軟体動物性化合物をさらに１種以上含む、
請求項８に記載の組成物。
【請求項１０】
　有用な植物を昆虫、ダニ類、線虫または軟体動物から保護する方法であって、前記植物
、その生息地またはその植物繁殖体に、殺虫的に、殺ダニ的に、殺線虫的にまたは殺軟体
動物的に有効な量の請求項１～５のいずれか一項に記載の式Ｉの化合物を適用するステッ
プを含む方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ビス－アミド誘導体、これらを調製するためのプロセスおよび中間体、これ
らを用いて昆虫、ダニ類、線虫および軟体有害生物を防除する方法、ならびに、これらを
含む殺虫性、殺ダニ性、殺線虫性および殺軟体動物性組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　殺虫特性を有する化合物が、例えば、欧州特許第１７１４９５８号明細書、特開２００
６３０６７７１号公報、国際公開第２００６１３７３７６号パンフレット、欧州特許第１
９１６２３６号明細書、国際公開第２００７０１７０７５号パンフレット、国際公開２０
０８０００４３８号パンフレット、国際公開２００８／０７４４２７号パンフレット、国
際公開２００９０４９８４５号パンフレットおよび国際公開２０１０１２７９２８号パン
フレットに開示されている。有害生物を防除するための代替的な方法に対する要求が存在
している。好ましくは、新たな化合物は、向上した効力、向上した選択性、低い毒性を有
し、耐性が形成される傾向が低く、または広範囲の有害生物に対する活性などの向上した
殺虫特性を有し得る。この化合物は、より有利に配合され得、またはより効率的に作用部
位に送達されると共に作用部位でより効率的に保持され得、またはより容易に生分解され
得る。
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【０００３】
　意外なことに、ジフルオロメトキシを有するアリールハロアルキル基で置換されている
一定のビスアミド誘導体は有益な特性を有し、これにより、殺虫剤としての使用に特に好
適とされることが見いだされた。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明は、従って、式（Ｉ）
【化１】

（式中、
Ｙは、塩素、臭素、ヨウ素、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ4アルコ
キシまたはＣ1～Ｃ４ハロアルコキシであり、
Ｘ1は、水素、フッ素またはメトキシであり、
Ｘ2は水素またはシアノであり、ただし、Ｘ2がシアノである場合、Ｘ1は水素であり、
Ｒは水素またはＣ1～Ｃ4アルキルであり、
Ｑは、Ｑ１、Ｑ２、Ｑ３、Ｑ４およびＱ５から選択される基であり、ここで、
Ｑ１は式（ＩＩａ）
【化２】

（式中、置換基Ｗ１は、水素、ハロゲン、シアノ、ニトロ、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～Ｃ4

ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ4アルコキシまたはＣ1～Ｃ4ハロアルコキシから独立して選択され
、および
ｎ１は０、１または２である）
の基であり、
Ｑ２は式（ＩＩｂ）

【化３】

（式中、Ｗ2は、水素、ハロゲン、シアノ、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル、
Ｃ1～Ｃ4アルコキシまたはＣ1～Ｃ4ハロアルコキシから選択される）
の基であり、
Ｑ３は式（ＩＩｃ）
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【化４】

（式中、Ｗ3は、水素、ハロゲン、シアノ、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル、
Ｃ1～Ｃ4アルコキシまたはＣ1～Ｃ4ハロアルコキシから選択される）
の基であり、
Ｑ４は式（ＩＩｄ）
【化５】

（式中、Ｗ4は、水素、ハロゲン、シアノ、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル、
Ｃ1～Ｃ4アルコキシまたはＣ1～Ｃ4ハロアルコキシから選択される）
の基であり、
Ｑ５は式（ＩＩｅ）

【化６】

（式中、Ｗ5は、水素、ハロゲン、シアノ、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル、
Ｃ1～Ｃ４アルコキシまたはＣ1～Ｃ4ハロアルコキシから選択される）
の基である）
の化合物、またはその農芸化学的に許容可能な塩を提供する。
【０００５】
　式（Ｉ）の化合物は、異なる幾何学または光学異性体（エナンチオマーおよび／または
ジアステレオ異生体）または互変異形態で存在していてもよい。本発明は、すべてのこの
ような異性体および互変異性体、およびすべての割合でのこれらの混合物、ならびに重水
素化化合物などの同位体形態を包含している。
【０００６】
　単独またはより大型の基の一部としての各アルキル部分（アルコキシ、アルコキシカル
ボニル、アルキルカルボニル、アルキルアミノカルボニル、ジアルキルアミノカルボニル
など）は直鎖または分岐鎖であり、例えば、メチル、エチル、ｎ－プロピル、ｎ－ブチル
、イソ－プロピル、ｎ－ブチル、ｓｅｃ－ブチル、イソ－ブチルまたはｔ－ブチルである
。アルキル基は、好ましくはＣ1～Ｃ6アルキル基、より好ましくはＣ1～Ｃ4、最も好まし
くはＣ1～Ｃ3アルキル基である。
【０００７】
　好ましくは、本発明は式（Ｉ）の化合物を提供し、式中、
Ｘ1は、水素、フッ素またはメトキシであり、
Ｘ2は水素またはシアノであり、ただし、Ｘ2がシアノである場合、Ｘ1は水素であり、
Ｒは、水素、メチルまたはエチルであり、
Ｑは、Ｑ１、Ｑ２、Ｑ３、Ｑ４およびＱ５から選択される基であり、ここで、
Ｑ１は式（ＩＩａ）
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【化７】

（式中、置換基Ｗ1はシアノであり、および
ｎ１は１である）
の基であり、
Ｑ２は式（ＩＩｂ）

【化８】

（式中、Ｗ2は水素である）
の基であり、
Ｑ３は式（ＩＩｃ）
【化９】

（式中、Ｗ3は水素である）
の基であり、
Ｑ４は式（ＩＩｄ）

【化１０】

（式中、Ｗ4は水素である）
の基であり、
Ｑ５は式（ＩＩｅ）

【化１１】

（式中、Ｗ5は水素である）
の基である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　好ましい一実施形態において、Ｑ１は式（ＩＩａ）の基である。
【０００９】
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　好ましい一実施形態において、Ｑ２は式（ＩＩｂ）の基である。
【００１０】
　好ましい一実施形態において、Ｑ３は式（ＩＩｃ）の基である。
【００１１】
　好ましい一実施形態において、Ｑ４は式（ＩＩｄ）の基である。
【００１２】
　好ましい一実施形態において、Ｑ５は式（ＩＩｅ）の基である。
【００１３】
　好ましい一実施形態において、Ｘ1はメトキシであり、およびＸ2は水素である。
【００１４】
　好ましい一実施形態において、Ｘ2シアノであり、およびＸ1は水素である。
【００１５】
　本発明のさらなる態様は式（ＩＩＩ）
【化１２】

（式中、Ｙは、塩素、臭素、ヨウ素、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル、Ｃ1～
Ｃ4アルコキシまたはＣ1～Ｃ4ハロアルコキシである）
の化合物に関する。
【００１６】
　好ましくは、Ｙは、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＣＨ3、ＣＦ3、ＣＨＦ2、ＯＣＦ3、ＯＣＨ3、Ｏ
ＣＨＦ2である。
【００１７】
　構造（ＩＩＩ）の化合物は式（Ｉ）に係る化合物の合成において有用である。
【００１８】
　以下の表Ａ１～Ａ１２中の化合物は本発明の化合物を例示する。
【００１９】
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【表１－１】
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【表１－２】
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【表１－３】



(13) JP 2017-502037 A 2017.1.19

10

20

30

40

【表１－４】
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【表１－５】

【００２０】
　表Ａ１は構造（Ｉ）の化合物（Ａ１．１～Ａ１．１１２）を記載するものであり、ここ
で、ＹおよびＱは表Ａ（行１～１１２）に示されている値を有し、Ｘ１は水素であり、Ｘ
２は水素であり、Ｒは水素である。
【００２１】
　表Ａ２は構造（Ｉ）の化合物（Ａ２．１～Ａ２．１１２）を記載するものであり、ここ
で、ＹおよびＱは表Ａ（行１～１１２）に示されている値を有し、Ｘ１は水素であり、Ｘ
２は水素であり、Ｒはメチルである。
【００２２】
　表Ａ３は構造（Ｉ）の化合物（Ａ３．１～Ａ３．１１２）を記載するものであり、ここ
で、ＹおよびＱは表Ａ（行１～１１２）に示されている値を有し、Ｘ１は水素であり、Ｘ
２は水素であり、Ｒはエチルである。
【００２３】
　表Ａ４は構造（Ｉ）の化合物（Ａ４．１～Ａ４．１１２）を記載するものであり、ここ
で、ＹおよびＱは表Ａ（行１～１１２）に示されている値を有し、Ｘ１はフッ素であり、
Ｘ２は水素であり、Ｒは水素である。
【００２４】
　表Ａ５は構造（Ｉ）の化合物（Ａ５．１～Ａ５．１１２）を記載するものであり、ここ
で、ＹおよびＱは表Ａ（行１～１１２）に示されている値を有し、Ｘ１はフッ素であり、
Ｘ２は水素であり、Ｒはメチルである。
【００２５】
　表Ａ６は構造（Ｉ）の化合物（Ａ６．１～Ａ６．１１２）を記載するものであり、ここ
で、ＹおよびＱは表Ａ（行１～１１２）に示されている値を有し、Ｘ１はフッ素であり、
Ｘ２は水素であり、Ｒはエチルである。
【００２６】
　表Ａ７は構造（Ｉ）の化合物（Ａ７．１～Ａ７．１１２）を記載するものであり、ここ
で、ＹおよびＱは表Ａ（行１～１１２）に示されている値を有し、Ｘ１はメトキシであり
、Ｘ２は水素であり、Ｒは水素である。
【００２７】
　表Ａ８は構造（Ｉ）の化合物（Ａ８．１～Ａ８．１１２）を記載するものであり、ここ
で、ＹおよびＱは表Ａ（行１～１１２）に示されている値を有し、Ｘ１はメトキシであり
、Ｘ２は水素であり、Ｒはメチルである。
【００２８】
　表Ａ９は構造（Ｉ）の化合物（Ａ９．１～Ａ９．１１２）を記載するものであり、ここ
で、ＹおよびＱは表Ａ（行１～１１２）に示されている値を有し、Ｘ１はメトキシであり
、Ｘ２は水素であり、Ｒはエチルである。
【００２９】
　表Ａ１０は構造（Ｉ）の化合物（Ａ１０．１～Ａ１０．１１２）を記載するものであり
、ここで、ＹおよびＱは表Ａ（行１～１１２）に示されている値を有し、Ｘ１は水素であ
り、Ｘ２はシアノであり、Ｒは水素である。
【００３０】
　表Ａ１１は構造（Ｉ）の化合物（Ａ１１．１～Ａ１１．１１２）を記載するものであり
、ここで、ＹおよびＱは表Ａ（行１～１１２）に示されている値を有し、Ｘ１は水素であ
り、Ｘ２はシアノであり、Ｒはメチルである。
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【００３１】
　表Ａ１２は構造（Ｉ）の化合物（Ａ１２．１～Ａ１２．１１２）を記載するものであり
、ここで、ＹおよびＱは表Ａ（行１～１１２）に示されている値を有し、Ｘ１は水素であ
り、Ｘ２はシアノであり、Ｒはエチルである。
【００３２】
式（ＩＩＩ）の構造
【化１３】

【００３３】
【表２】

【００３４】
　本発明の化合物は、例えば国際公開第０８／０００４３８号パンフレットまたは国際公
開第２０１０／１２７９２８号パンフレットに開示されている方法といった多様な方法に
より形成され得る。
【００３５】
　１）式（Ｉ）の化合物は、式（ＩＶ）の化合物（式中、Ｘ1、Ｘ2、ＹおよびＲは式（Ｉ
）について定義されているとおりである）を式（Ｖ）の化合物（式中、Ｑは式（Ｉ）につ
いて定義されているとおりであり、およびＲ2は、ＯＨ、Ｃ1～Ｃ6アルコキシ、Ｃｌ、Ｆ
、ＢｒまたはＩである）で処理することにより形成され得る。Ｒ2がＯＨである場合、こ
のような反応は、ＤＣＣ（Ｎ，Ｎ’－ジシクロヘキシルカルボジイミド）、ＥＤＣ（１－
エチル－３－［３－ジメチルアミノ－プロピル］カルボジイミドヒドロクロリド）または
ＢＯＰ－Ｃｌ（ビス（２－オキソ－３－オキサゾリジニル）ホスホン酸クロリド）などの
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カップリング試薬の存在下、ピリジン、トリエチルアミン、４－（ジメチルアミノ）ピリ
ジンまたはジイソプロピルエチルアミンなどの塩基の存在下、および任意選択により、ヒ
ドロキシベンゾトリアゾールなどの求核性触媒の存在下で実施され得る。Ｒ2がＣｌであ
る場合、このような反応は、例えばピリジン、トリエチルアミン、４－（ジメチルアミノ
）ピリジンまたはジイソプロピルエチルアミンの存在下といった塩基性条件下で、および
任意選択により、求核性触媒の存在下で実施され得る。あるいは、例えばヨウ化カリウム
といったヨウ化物塩を、アセトニトリルなどの不活性溶剤中の酸塩化物に触媒量添加して
、生成物を得ることが可能である（例えばＯｒｇａｎｉｃ　Ｌｅｔｔｅｒｓ，１５（３）
，ｐｐ．７０２－７０５，２０１３を参照のこと）。さらなる代替において、この反応は
、好ましくは酢酸エチルといった有機溶剤と、好ましくは重炭酸ナトリウムの溶液といっ
た水性溶剤とを含む二相系で実施され得る。Ｒ2がＣ1～Ｃ6アルコキシである場合、エス
テルは、エステルおよびアミンを熱プロセスにおいて一緒に加熱することにより、直接ア
ミドに転換され得る。
【化１４】

【００３６】
　２）Ｒ2がＣｌ、ＦまたはＢｒである式（Ｖ）の酸ハロゲン化物は、Ｒ2がＯＨである式
（Ｖ）のカルボン酸から、塩化チオニルもしくは塩化オキサリルを伴う処理により、また
はホスホリルブロミドを伴う処理、またはフッ化シアヌリルを伴う処理により形成され得
る。
【００３７】
　３）Ｒ2がＯＨである式（Ｖ）のカルボン酸は、Ｒ2がＣ1～Ｃ6アルコキシである式（Ｖ
）のエステルから、エタノールなどの溶剤中における水酸化ナトリウムなどのアルカリ水
酸化物によるこのエステルの処理により形成され得る。
【００３８】
　４）Ｒ2がＣ1～Ｃ6アルコキシである式（Ｖ）のエステルは、１）に記載のとおり標準
条件下における、式Ｑ－ＣＯＯＨのカルボン酸またはＨａｌがＣｌ、ＦもしくはＢｒであ
る式Ｑ－ＣＯＨａｌの酸ハロゲン化物を伴うアシル化による、Ｒ2aがＣ1～Ｃ6アルキルで
あるＲ2a－ＯＨの処理により形成され得る。
【００３９】
　５）Ｒが水素以外であり、Ｘ1、Ｘ2およびＹが式（Ｉ）について定義されているとおり
である式（ＩＶ）の化合物は、Ｎ－Ｒ結合の形成により形成可能である。例えば、還元ア
ミノ化は、アルデヒドまたはケトン、およびシアノ水素化ホウ素ナトリウムなどの還元剤
によるアニリン（ＩＶａ）の処理により達成され得る。あるいは、アルキル化は、任意選
択により塩基の存在下でハロゲン化アルキルなどのアルキル化剤によりアミン（ＩＶａ）
を処理することにより達成され得る。
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【化１５】

【００４０】
　６）Ｘ1、Ｘ2およびＹが式（Ｉ）について定義されているとおりである式（ＩＶａ）の
化合物は、例えば適合性の溶剤中における水素とパラジウムのような金属系触媒または金
属酸化物系触媒とを用いる還元といった、一般に周知である多様な条件下における－ＮＯ

2官能基の還元により式（ＶＩ）の化合物から形成可能である。この反応は、好ましくは
－３０℃～１５０℃、最も好ましくは１０℃～５０℃の幅広い温度範囲、および好ましく
は大気圧～２００ａｔｍ、最も好ましくは１０ａｔｍ未満の圧力で実施可能である。芳香
族ニトロ基をアミノ基に還元するさらなる方法では、ＳｎＣｌ2が、プロトン性溶剤中に
おいて、酸の存在下で用いられる。さらなる方法では、鉄のような金属が還元剤として、
およびＨＣｌ、酢酸またはＮＨ4Ｃｌのような酸が用いられる。
【化１６】

【００４１】
　７）Ｘ1がＯＭｅであると共に、Ｘ2およびＹが式（Ｉ）について定義されているとおり
である式（ＶＩ）の化合物は、例えば、メチルアルコール中において、好ましくは炭酸カ
リウムのような塩基の存在下において処理することにより、Ｘ1がＦであると共にＸ2およ
びＹが式（Ｉ）について定義されているとおりである式（ＶＩ）の化合物のフッ素原子を
置換することによって形成され得る。
【化１７】

【００４２】
　８）Ｘ1、Ｘ2およびＹが式（Ｉ）について定義されているとおりである式（ＶＩ）の化
合物は、Ｙが式（Ｉ）について定義されているとおりである式（ＶＩＩ）の化合物と、Ｘ

1およびＸ2が式（Ｉ）について定義されているとおりであると共に、Ｒ3がＯＨ、Ｃｌ、
Ｆ、ＢｒまたはＩである式（ＶＩＩＩ）の化合物とを反応させることにより調製可能であ
る。Ｒ3がＯＨである場合、このような反応は、ＤＣＣ（Ｎ，Ｎ’－ジシクロヘキシルカ
ルボジイミド）、ＥＤＣ（１－エチル－３－［３－ジメチルアミノ－プロピル］カルボジ
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イミドヒドロクロリド）またはＢＯＰ－Ｃｌ（ビス（２－オキソ－３－オキサゾリジニル
）ホスホン酸クロリド）などのカップリング試薬の存在下、ピリジン、トリエチルアミン
、４－（ジメチルアミノ）ピリジンまたはジイソプロピルエチルアミンなどの塩基の存在
下、および任意選択により、ヒドロキシベンゾトリアゾールなどの求核性触媒の存在下で
実施され得る。Ｒ3がＣｌである場合、このような反応は、例えばピリジン、トリエチル
アミン、４－（ジメチルアミノ）ピリジンもしくはジイソプロピルエチルアミンの存在下
といった塩基性条件下で、または好ましくは非塩基性条件下で、任意選択により、求核性
触媒の存在下に実施され得る。式（ＶＩＩＩ）の化合物は市販されている。
【化１８】

【００４３】
　９）Ｙが式（Ｉ）について定義されているとおりである式（ＶＩＩ）の化合物は、式（
ＩＸ）の化合物とＺがＩまたはＢｒである式（Ｘ）の化合物とを、国際公開第２０１１０
０９５４０号パンフレットと同様に反応させることにより調製可能である。化合物（Ｘ）
は容易に入手可能である。

【化１９】

【００４４】
　１０）Ｙが式（Ｉ）について定義されているとおりである式（ＩＸ）の化合物は、標準
的な方法を用いて、Ｙが式（Ｉ）について定義されているとおりである式（ＸＩ）の化合
物のニトロ官能基を還元することにより調製され得る。式（ＸＩ）の化合物は、式（ＸＩ
Ｉ）の化合物のジフルオロメチル化により形成可能である。多くの式（ＸＩＩ）の化合物
が文献中に記載されているか、または同様に形成可能である。

【化２０】

【００４５】
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　１１）あるいは、Ｙが塩素、臭素またはヨウ素である式（ＶＩＩ）の化合物は、国際公
開第２０１１００９５４０号パンフレットに記載の式（ＸＩＩＩ）の化合物と、例えばＮ
－クロロスクシンイミド（ＮＣＳ）、Ｎ－ブロモスクシンイミド（ＮＢＳ）またはＮ－ヨ
ードスクシンイミド（ＮＩＳ）といったハロゲン化試薬とを反応させることにより調製可
能である。
【化２１】

【００４６】
　１２）式（Ｉ）の化合物はまた、Ｑ、Ｘ1、Ｘ2およびＲが式（Ｉ）について定義されて
いるとおりであると共に、Ｒ4がＯＨ、Ｃｌ、Ｆ、ＢｒまたはＩである式（ＸＩＶ）の化
合物をＹが式（Ｉ）について定義されているとおりである式（ＶＩＩ）の化合物で処理す
ることにより形成され得る。Ｒ4がＯＨである場合、このような反応は、ＤＣＣ（Ｎ，Ｎ
’－ジシクロヘキシルカルボジイミド）、ＥＤＣ（１－エチル－３－［３－ジメチルアミ
ノ－プロピル］カルボジイミドヒドロクロリド）またはＢＯＰ－Ｃｌ（ビス（２－オキソ
－３－オキサゾリジニル）ホスホン酸クロリド）などのカップリング試薬の存在下、ピリ
ジン、トリエチルアミン、４－（ジメチルアミノ）ピリジンまたはジイソプロピルエチル
アミン塩基の存在下、および任意選択により、ヒドロキシベンゾトリアゾールなどの求核
性触媒の存在下で実施され得る。Ｒ4がＣｌである場合、このような反応は、例えばピリ
ジン、トリエチルアミン、４－（ジメチルアミノ）ピリジンもしくはジイソプロピルエチ
ルアミンの存在下、および任意選択により、求核性触媒の存在下といった塩基性条件下で
、または非塩基性条件下で実施され得る。

【化２２】

【００４７】
　１３）あるいは、式（Ｉ）の化合物はまた、Ｑ、Ｘ1、Ｘ2およびＲが式（Ｉ）について
定義されているとおりであると共に、Ｒ4がＣｌ、Ｆ、ＢｒまたはＩである式（ＸＩＶ）
の化合物を、Ｙが式（Ｉ）について定義されているとおりである式（ＩＩＩ）の化合物で
処理することにより形成され得る。このような反応は、例えばピリジン、トリエチルアミ
ン、４－（ジメチルアミノ）ピリジンまたはジイソプロピルエチルアミンの存在下といっ
た塩基性条件で、および任意選択により、求核性触媒の存在下に実施され得る。イミド中
間体は単離されていてもいなくてもよく、後処理の最中に温和なアルカリ条件下で簡便に
加水分解されてもよい。
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【化２３】

【００４８】
　１４）Ｙが式（Ｉ）について定義されているとおりである式（ＩＩＩ）の化合物は、Ｙ
が式（Ｉ）について定義されているとおりである式（ＶＩＩ）の化合物から、無水酢酸ま
たは塩化アセチルのような活性化形態の酢酸による処理によって調製可能である。
【化２４】

【００４９】
　１５）式（ＸＩＶ）の化合物は、Ｘ1、Ｘ2およびＲが式（Ｉ）について定義されている
とおりであると共に、Ｒ5がＣ1～Ｃ6アルコキシである式（ＸＶＩ）の化合物を、Ｑが式
（Ｉ）について定義されているとおりであると共に、Ｒ2がＯＨ、Ｃ1～Ｃ6アルコキシ、
Ｃｌ、Ｆ、ＢｒまたはＩである式（Ｖ）の化合物で処理することにより形成され得る。Ｒ

2がＯＨである場合、このような反応は、ＤＣＣ（Ｎ，Ｎ’－ジシクロヘキシルカルボジ
イミド）、ＥＤＣ（１－エチル－３－［３－ジメチルアミノ－プロピル］カルボジイミド
ヒドロクロリド）またはＢＯＰ－Ｃｌ（ビス（２－オキソ－３－オキサゾリジニル）ホス
ホン酸クロリド）などのカップリング試薬の存在下、ピリジン、トリエチルアミン、４－
（ジメチルアミノ）ピリジンまたはジイソプロピルエチルアミンなどの塩基の存在下、お
よび任意選択により、ヒドロキシベンゾトリアゾールなどの求核性触媒の存在下で実施さ
れ得る。Ｒ2がＣｌである場合、このような反応は、例えばピリジン、トリエチルアミン
、４－（ジメチルアミノ）ピリジンまたはジイソプロピルエチルアミンの存在下といった
塩基性条件、および任意選択により、求核性触媒の存在下で実施され得る。あるいは、こ
の反応は、酢酸エチルであることが好ましい有機溶剤と重炭酸ナトリウムの溶液であるこ
とが好ましい水性溶剤とを含む二相系において実施され得る。Ｒ2がＣ1～Ｃ6アルコキシ
である場合、このエステルは、熱プロセスにおいてエステルおよびアミンを一緒に加熱す
ることによりアミドに直接転換され得る。式（ＸＩＶ）の化合物において、基Ｒ4は、Ｌ
ｉＯＨのような塩基によるエステル官能基の加水分解によってＣ1～Ｃ6アルコキシからＯ
Ｈに変更可能であり、次いで、最終的には、塩化チオニルまたは塩化オキサリルによって
塩化物に変更可能である。
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【化２５】

【００５０】
　１６）Ｘ1、Ｘ2およびＲが式（Ｉ）について定義されているとおりであると共に、Ｒ5

がＣ1～Ｃ6アルコキシである式（ＸＶＩ）の化合物は、Ｘ1およびＸ2が式（Ｉ）について
定義されているとおりであると共に、Ｒ5がＣ1～Ｃ6アルコキシである式（ＸＶＩＩ）の
化合物のニトロ官能基を還元することにより、また、Ｒが水素以外である式（ＸＶＩ）の
化合物についてアニリンを還元アミノ化に供することにより形成され得る。式（ＸＶＩＩ
）の化合物は公知であり、または当業者によって同様に形成されることが可能である。
【化２６】

【００５１】
　１７）Ｘ1、Ｘ2、ＹおよびＲが式（Ｉ）について定義されているとおりであると共に、
ＱがＱ3またはＱ5である式（Ｉ）の化合物はまた、例えばペルオキソ酸、ｍ－クロロ過安
息香酸といった酸化剤を伴う処理による、Ｘ1、Ｘ2、ＹおよびＲが式（Ｉ）について定義
されているとおりであり、それぞれＱがＱ2またはＱ4である式（Ｉ）の化合物の処理によ
って入手され得る。

【化２７】

【００５２】
　本発明に係る化合物、すなわち、式（Ｉ）および（ＩＩＩ）の化合物、ならびに、本発
明に係る方法において記載されている化合物は、異なる幾何学異性体もしくは光学異性体
または互変異性形態で存在していてもよい。
【００５３】
　本発明は、すべてのこのような異性体および互変異性体、およびすべての割合でのこれ
らの混合物、ならびに、重水素化化合物などの同位体形態を包含している。
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【００５４】
　本発明はまた、本発明のすべての化合物の塩を包含する。
【００５５】
　式（Ｉ）の化合物は、鱗翅目、双翅目、半翅目、総翅目、直翅目、網翅目、鞘翅目、ノ
ミ目、膜翅目および等翅目などの昆虫有害生物、ならびに、例えば、ダニ、線虫および軟
体有害生物といった他の無脊椎有害生物の侵襲に対処し、これらを防除するために用いら
れることが可能である。昆虫、ダニ、線虫および軟体動物は、以降本明細書においては、
まとめて有害生物と称される。本発明の化合物の使用により対処および防除され得る有害
生物は、農業（この用語は、食品および繊維製品用の作物の栽培を含む）、園芸、および
畜産、伴侶動物、林業、および野菜に由来する製品（果実、穀物および材木など）の保管
に関連する有害生物；人工建造物の損傷、ならびに、人および動物の疾病の伝播に関連す
る有害生物；ならびに、不快な有害生物（ハエなど）をも含む。
　上述の動物有害生物の例は、以下のとおりである。
　ダニ目（Ａｃａｒｉｎａ）から、例えば、
アカリツス属の一種（Ａｃａｌｉｔｕｓ　ｓｐｐ．）、アカルス属の一種（Ａｃｕｌｕｓ
　ｓｐｐ．）、アカリカルス属の一種（Ａｃａｒｉｃａｌｕｓ　ｓｐｐ．）、アセリア属
の一種（Ａｃｅｒｉａ　ｓｐｐ．）、アシブトコナダニ（Ａｃａｒｕｓ　ｓｉｒｏ）、ア
ンブリオンマ属の一種（Ａｍｂｌｙｏｍｍａ　ｓｐｐ．）、ナガヒメダニ属の一種（Ａｒ
ｇａｓ　ｓｐｐ．）、ブーフィラス属の一種（Ｂｏｏｐｈｉｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ヒメハ
ダニの一種（Ｂｒｅｖｉｐａｌｐｕｓ　ｓｐｐ．）、ブリオビア属の一種（Ｂｒｙｏｂｉ
ａ　ｓｐｐ．）、カリピトリメルス属の一種（Ｃａｌｉｐｉｔｒｉｍｅｒｕｓ　ｓｐｐ．
）、ショクヒヒゼンダニ属の一種（Ｃｈｏｒｉｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）、ワクモ（Ｄｅｒ
ｍａｎｙｓｓｕｓ　ｇａｌｌｉｎａｅ）、デルマトファゴイデス属の一種（Ｄｅｒｍａｔ
ｏｐｈａｇｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、エオテトラニカス属の一種（Ｅｏｔｅｔｒａｎｙｃ
ｈｕｓ　ｓｐｐ．）、エリオフィエス属の一種（Ｅｒｉｏｐｈｙｅｓ　ｓｐｐ．）、ヘミ
タルソネムス属の一種（Ｈｅｍｉｔａｒｓｏｎｅｍｕｓ　ｓｐｐ．）、イボマダニ属の一
種（Ｈｙａｌｏｍｍａ　ｓｐｐ．）、マダニ属の一種（Ｉｘｏｄｅｓ　ｓｐｐ．）、オリ
ゴニクス属の一種（Ｏｌｙｇｏｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、カズキダニ属の一種（Ｏｒｎ
ｉｔｈｏｄｏｒｏｓ　ｓｐｐ．）、ポリファゴタルソネラタス（Ｐｏｌｙｐｈａｇｏｔａ
ｒｓｏｎｅ　ｌａｔｕｓ）、パノニクス属の一種（Ｐａｎｏｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、
ミカンサビダニ（Ｐｈｙｌｌｏｃｏｐｔｒｕｔａ　ｏｌｅｉｖｏｒａ）、フィトネムス属
の一種（Ｐｈｙｔｏｎｅｍｕｓ　ｓｐｐ．）、ポリファゴタルソネムス属の一種（Ｐｏｌ
ｙｐｈａｇｏｔａｒｓｏｎｅｍｕｓ　ｓｐｐ．）、キュウセンヒゼンダニ属の一種（Ｐｓ
ｏｒｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）、コイタマダニ属の一種（Ｒｈｉｐｉｃｅｐｈａｌｕｓ　ｓ
ｐｐ．）、リゾグリフス属の一種（Ｒｈｉｚｏｇｌｙｐｈｕｓ　ｓｐｐ．）、サルコプテ
ス属の一種（Ｓａｒｃｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）、ステネオタルソネムス属の一種（Ｓｔｅ
ｎｅｏｔａｒｓｏｎｅｍｕｓ　ｓｐｐ．）、ホコリダニ属の一種（Ｔａｒｓｏｎｅｍｕｓ
　ｓｐｐ．）、およびテトラニクス属の一種（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）；
　シラミ目（Ａｎｏｐｌｕｒａ）から、例えば、
ブタジラミ属の一種（Ｈａｅｍａｔｏｐｉｎｕｓ　ｓｐｐ．）、ケモノホソジラミ属の一
種（Ｌｉｎｏｇｎａｔｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ペディクルス属の一種（Ｐｅｄｉｃｕｌｕｓ
　ｓｐｐ．）、ペムフィグス属の一種（Ｐｅｍｐｈｉｇｕｓ　ｓｐｐ．）、およびネアブ
ラムシ属の一種（Ｐｈｙｌｌｏｘｅｒａ　ｓｐｐ．）；
　鞘翅目（Ｃｏｌｅｏｐｔｅｒａ）から、例えば、
アグリオテス属の一種（Ａｇｒｉｏｔｅｓ　ｓｐｐ．）、アンフィマロンマジャレ（Ａｍ
ｐｈｉｍａｌｌｏｎ　ｍａｊａｌｅ）、セマダラコガネ（Ａｎｏｍａｌａ　ｏｒｉｅｎｔ
ａｌｉｓ）、アントノムス属の一種（Ａｎｔｈｏｎｏｍｕｓ　ｓｐｐ．）、アンフォディ
ウス属の一種（Ａｐｈｏｄｉｕｓ　ｓｐｐ．）、アスチラスアトロマクラタス（Ａｓｔｙ
ｌｕｓ　ａｔｒｏｍａｃｕｌａｔｕｓ）、アテニウス属の一種（Ａｔａｅｎｉｕｓ　ｓｐ
ｐ．）、アトマリアリネアリス（ａｒｉａ　ｌｉｎｅａｒｉｓ）、カエトクネマチビアリ
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ス（Ｃｈａｅｔｏｃｎｅｍａ　ｔｉｂｉａｌｉｓ）、セロトマ属の一種（Ｃｅｒｏｔｏｍ
ａ　ｓｐｐ．）、コノデルス属の一種（Ｃｏｎｏｄｅｒｕｓ　ｓｐｐ．）、コスモポリテ
ス属の一種（Ｃｏｓｍｏｐｏｌｉｔｅｓ　ｓｐｐ．）、コチニスニチダ（Ｃｏｔｉｎｉｓ
　ｎｉｔｉｄａ）、クルクリオ属の一種（Ｃｕｒｃｕｌｉｏ　ｓｐｐ．）、シクロセファ
ラ属の一種（Ｃｙｃｌｏｃｅｐｈａｌａ　ｓｐｐ．）、デルメステス属の一種（Ｄｅｒｍ
ｅｓｔｅｓ　ｓｐｐ．）、ディアブロティカ属の一種（Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ　ｓｐｐ．
）、アデルスツノカブト（Ｄｉｌｏｂｏｄｅｒｕｓ　ａｂｄｅｒｕｓ）、エピラクナ属の
一種（Ｅｐｉｌａｃｈｎａ　ｓｐｐ．）、エレムヌス属の一種（Ｅｒｅｍｎｕｓ　ｓｐｐ
．）、ヘテロニクスアラトル（Ｈｅｔｅｒｏｎｙｃｈｕｓ　ａｒａｔｏｒ）、ヒポテネム
スハンペイ（Ｈｙｐｏｔｈｅｎｅｍｕｓ　ｈａｍｐｅｉ）、ラグリアフイロサ（Ｌａｇｒ
ｉａ　ｖｉｌｏｓａ）、コロラドハムシ（Ｌｅｐｔｉｎｏｔａｒｓａ　ｄｅｃｅｍＬｉｎ
ｅａｔａ）、リッソルホプトルス属の一種（Ｌｉｓｓｏｒｈｏｐｔｒｕｓ　ｓｐｐ．）、
リオゲニス属の一種（Ｌｉｏｇｅｎｙｓ　ｓｐｐ．）、マエコラスピス属の一種（Ｍａｅ
ｃｏｌａｓｐｉｓ　ｓｐｐ．）、アカビロウドコガネ（Ｍａｌａｄｅｒａ　ｃａｓｔａｎ
ｅａ）、メガセリス属の一種（Ｍｅｇａｓｃｅｌｉｓ　ｓｐｐ．）、メリゲテスアエネウ
ス（Ｍｅｌｉｇｈｅｔｅｓ　ａｅｎｅｕｓ）、メロロンタ属の一種（Ｍｅｌｏｌｏｎｔｈ
ａ　ｓｐｐ．）、マイオクロウスアルマツス（Ｍｙｏｃｈｒｏｕｓ　ａｒｍａｔｕｓ）、
オリジャエフィルス属の一種（Ｏｒｙｃａｅｐｈｉｌｕｓ　ｓｐｐ．）、オチオリンクス
属の一種（Ｏｔｉｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、フィロファーガ属の一種（Ｐｈｙｌ
ｌｏｐｈａｇａ　ｓｐｐ．）、フリクチヌス属の一種（Ｐｈｌｙｃｔｉｎｕｓ　ｓｐｐ．
）、ポピリア属の一種（Ｐｏｐｉｌｌｉａ　ｓｐｐ．）、プシリオデス属の一種（Ｐｓｙ
ｌｌｉｏｄｅｓ　ｓｐｐ．）、リソマツスアウブチリス（Ｒｈｙｓｓｏｍａｔｕｓ　ａｕ
ｂｔｉｌｉｓ）、リゾペルタ属の一種（Ｒｈｉｚｏｐｅｒｔｈａ　ｓｐｐ．）、コガネム
シ科（Ｓｃａｒａｂｅｉｄａｅ）、シトフィルス属の一種（Ｓｉｔｏｐｈｉｌｕｓ　ｓｐ
ｐ．）、シトトルガ属の一種（Ｓｉｔｏｔｒｏｇａ　ｓｐｐ．）、ソマチカス属の一種（
Ｓｏｍａｔｉｃｕｓ　ｓｐｐ．）、スフェノフォラス属の一種（Ｓｐｈｅｎｏｐｈｏｒｕ
ｓ　ｓｐｐ．）、ステルネクススブシグナツス（Ｓｔｅｒｎｅｃｈｕｓ　ｓｕｂｓｉｇｎ
ａｔｕｓ）、ゴミムシダマシ属の一種（Ｔｅｎｅｂｒｉｏ　ｓｐｐ．）、トリボリウム属
の一種（Ｔｒｉｂｏｌｉｕｍ　ｓｐｐ．）、およびトロゴデルマ属の一種（Ｔｒｏｇｏｄ
ｅｒｍａ　ｓｐｐ．）；
　双翅目（Ｄｉｐｔｅｒａ）から、例えば、
ヤブカ属の一種（Ａｅｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ハマダラカ属の一種（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　
ｓｐｐ．）、アンテリゴナソカタ（Ａｎｔｈｅｒｉｇｏｎａ　ｓｏｃｃａｔａ）、バクト
ロシアオレアエ（Ｂａｃｔｒｏｃｅａ　ｏｌｅａｅ）、ビビオホルツラヌス（Ｂｉｂｉｏ
　ｈｏｒｔｕｌａｎｕｓ）、ブラジシア属の一種（Ｂｒａｄｙｓｉａ　ｓｐｐ．）、カリ
ホラエリスロセファラ（Ｃａｌｌｉｐｈｏｒａ　ｅｒｙｔｈｒｏｃｅｐｈａｌａ）、セラ
チチス属の一種（Ｃｅｒａｔｉｔｉｓ　ｓｐｐ．）、オビキンバエ属の一種（Ｃｈｒｙｓ
ｏｍｙｉａ　ｓｐｐ．）、イエカ属の一種（Ｃｕｌｅｘ　ｓｐｐ．）、クテレブラ属の一
種（Ｃｕｔｅｒｅｂｒａ　ｓｐｐ．）、ダクス属の一種（Ｄａｃｕｓ　ｓｐｐ．）、デリ
ア属の一種（Ｄｅｌｉａ　ｓｐｐ．）、キイロショウジョウバエ（Ｄｒｏｓｏｐｈｉｌａ
　ｍｅｌａｎｏｇａｓｔｅｒ）、ヒメイエバエ属の一種（Ｆａｎｎｉａ　ｓｐｐ．）、ガ
ストロフィラス属の一種（Ｇａｓｔｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ゲオミザトリプンク
タタ（Ｇｅｏｍｙｚａ　ｔｒｉｐｕｎｃｔａｔａ）、ツェツェバエ属の一種（Ｇｌｏｓｓ
ｉｎａ　ｓｐｐ．）、ヒフバエ属の一種（Ｈｙｐｏｄｅｒｍａ　ｓｐｐ．）、ヒッポボス
カ属の一種（Ｈｙｐｐｏｂｏｓｃａ　ｓｐｐ．）、リリオミザ属の一種（Ｌｉｒｉｏｍｙ
ｚａ　ｓｐｐ．）、ギンバエ属の一種（Ｌｕｃｉｌｉａ　ｓｐｐ．）、メラナグロミザ属
の一種（Ｍｅｌａｎａｇｒｏｍｙｚａ　ｓｐｐ．）、イエバエ属の一種（Ｍｕｓｃａ　ｓ
ｐｐ．）、ヒツジバエ属の一種（Ｏｅｓｔｒｕｓ　ｓｐｐ．）、オルセオリア属の一種（
Ｏｒｓｅｏｌｉａ　ｓｐｐ．）、オシネラフリット（Ｏｓｃｉｎｅｌｌａ　ｆｒｉｔ）、
アカザモグリハナバエ（Ｐｅｇｏｍｙｉａ　ｈｙｏｓｃｙａｍｉ）、ホルビア属の一種（
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Ｐｈｏｒｂｉａ　ｓｐｐ．）、ラゴレチス属の一種（Ｒｈａｇｏｌｅｔｉｓ　ｓｐｐ．）
、リベリアクアドリファシアタ（Ｒｉｖｅｌｉａ　ｑｕａｄｒｉｆａｓｃｉａｔａ）、ス
カテラ属の一種（Ｓｃａｔｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、キノコバエ属の一種（Ｓｃｉａｒａ　
ｓｐｐ．）、サシバエ属の一種（Ｓｔｏｍｏｘｙｓ　ｓｐｐ．）、アブ属の一種（Ｔａｂ
ａｎｕｓ　ｓｐｐ．）、タニア属の一種（Ｔａｎｎｉａ　ｓｐｐ．）、およびガガンボ属
の一種（Ｔｉｐｕｌａ　ｓｐｐ．）；
　半翅目（Ｈｅｍｉｐｔｅｒａ）から、例えば、
アカントコリススカブラトル（Ａｃａｎｔｈｏｃｏｒｉｓ　ｓｃａｂｒａｔｏｒ）、アク
ロステルナム属の一種（Ａｃｒｏｓｔｅｒｎｕｍ　ｓｐｐ．）、ウススジカスミカメ（Ａ
ｄｅｌｐｈｏｃｏｒｉｓ　ｌｉｎｅｏｌａｔｕｓ）、アンブリペルタニチダ（Ａｍｂｌｙ
ｐｅｌｔａ　ｎｉｔｉｄａ）、バチコエリアタラシナ（Ｂａｔｈｙｃｏｅｌｉａ　ｔｈａ
ｌａｓｓｉｎａ）、ブリサス属の一種（Ｂｌｉｓｓｕｓ　ｓｐｐ．）、トコジラミ属の一
種（Ｃｉｍｅｘ　ｓｐｐ．）、クラビグララトメントシコリス（Ｃｌａｖｉｇｒａｌｌａ
　ｔｏｍｅｎｔｏｓｉｃｏｌｌｉｓ）、クレオンチアデス属の一種（Ｃｒｅｏｎｔｉａｄ
ｅｓ　ｓｐｐ．）、ジスタンチエラテオブロマ（Ｄｉｓｔａｎｔｉｅｌｌａ　ｔｈｅｏｂ
ｒｏｍａ）、ジケロプスフルカツス（Ｄｉｃｈｅｌｏｐｓ　ｆｕｒｃａｔｕｓ）、ジスデ
ルクス属の一種（Ｄｙｓｄｅｒｃｕｓ　ｓｐｐ．）、イデッサ属の一種（Ｅｄｅｓｓａ　
ｓｐｐ．）、オイキスツス属の一種（Ｅｕｃｈｉｓｔｕｓ　ｓｐｐ．）、ヒメナガメ（Ｅ
ｕｒｙｄｅｍａ　ｐｕｌｃｈｒｕｍ）、エウリガステル属の一種（Ｅｕｒｙｇａｓｔｅｒ
　ｓｐｐ．）、クサギカメムシ（Ｈａｌｙｏｍｏｒｐｈａ　ｈａｌｙｓ）、ホルシアスノ
ビレルス（Ｈｏｒｃｉａｓ　ｎｏｂｉｌｅｌｌｕｓ）、レプトコリサ属の一種（Ｌｅｐｔ
ｏｃｏｒｉｓａ　ｓｐｐ．）、メクラカメムシ属の一種（Ｌｙｇｕｓ　ｓｐｐ．）、マル
ガロデス属の一種（Ｍａｒｇａｒｏｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ムルガンチアヒストリオニク（
Ｍｕｒｇａｎｔｉａ　ｈｉｓｔｒｉｏｎｉｃ）、ネオメガロトムス属の一種（Ｎｅｏｍｅ
ｇａｌｏｔｏｍｕｓ　ｓｐｐ．）、タバコカスミカメ（Ｎｅｓｉｄｉｏｃｏｒｉｓ　ｔｅ
ｎｕｉｓ）、ネザラ属の一種（Ｎｅｚａｒａ　ｓｐｐ．）、ニシウスシムランス（Ｎｙｓ
ｉｕｓ　ｓｉｍｕｌａｎｓ）、オエバルスインスラリス（Ｏｅｂａｌｕｓ　ｉｎｓｕｌａ
ｒｉｓ）、ピエスマ属の一種（Ｐｉｅｓｍａ　ｓｐｐ．）、ピエゾドルス属の一種（Ｐｉ
ｅｚｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、ロドニウス属の一種（Ｒｈｏｄｎｉｕｓ　ｓｐｐ．）、
サールベルゲラシングラリス（Ｓａｈｌｂｅｒｇｅｌｌａ　ｓｉｎｇｕｌａｒｉｓ）、ス
カプトコリスカスタネア（Ｓｃａｐｔｏｃｏｒｉｓ　ｃａｓｔａｎｅａ）、スコチノファ
ラ属の一種（Ｓｃｏｔｉｎｏｐｈａｒａ　ｓｐｐ．）、チアンタ属の一種（Ｔｈｙａｎｔ
ａ　ｓｐｐ．）、サシガメ属の一種（Ｔｒｉａｔｏｍａ　ｓｐｐ．）、ヴァチガイルデン
ス（Ｖａｔｉｇａ　ｉｌｌｕｄｅｎｓ）；
アシルトシウムピスム（Ａｃｙｒｔｈｏｓｉｕｍ　ｐｉｓｕｍ）、アダルゲス属の一種（
Ａｄａｌｇｅｓ　ｓｐｐ．）、アガリアナエンシゲラ（Ａｇａｌｌｉａｎａ　ｅｎｓｉｇ
ｅｒａ）、アゴノセナタルギオニイ（Ａｇｏｎｏｓｃｅｎａ　ｔａｒｇｉｏｎｉｉ）、ア
レウロジクス属の一種（Ａｌｅｕｒｏｄｉｃｕｓ　ｓｐｐ．）、アレウロカンツス属の一
種（Ａｌｅｕｒｏｃａｎｔｈｕｓ　ｓｐｐ．）、アレウロロブスバロデンシス（Ａｌｅｕ
ｒｏｌｏｂｕｓ　ｂａｒｏｄｅｎｓｉｓ）、アレウロトリキスフロッコスス（Ａｌｅｕｒ
ｏｔｈｒｉｘｕｓ　ｆｌｏｃｃｏｓｕｓ）、アレイロデスブラシカエ（Ａｌｅｙｒｏｄｅ
ｓ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）、フタテンミドリヒメヨコバイ（Ａｍａｒａｓｃａ　ｂｉｇｕ
ｔｔｕｌａ）、アムリトズスアトキンソニ（Ａｍｒｉｔｏｄｕｓ　ａｔｋｉｎｓｏｎｉ）
、アオニジエラ属の一種（Ａｏｎｉｄｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、アリマキ科（Ａｐｈｉｄ
ｉｄａｅ）、ワタアブラムシ属の一種（Ａｐｈｉｓ　ｓｐｐ．）、アスピジオツス属の一
種（Ａｓｐｉｄｉｏｔｕｓ　ｓｐｐ．）、ジャガイモヒゲナガアブラムシ（Ａｕｌａｃｏ
ｒｔｈｕｍ　ｓｏｌａｎｉ）、バクテリセラコッケレリ（Ｂａｃｔｅｒｉｃｅｒａ　ｃｏ
ｃｋｅｒｅｌｌｉ）、ベミシア属の一種（Ｂｅｍｉｓｉａ　ｓｐｐ．）、ブラキカウダス
属の一種（Ｂｒａｃｈｙｃａｕｄｕｓ　ｓｐｐ．）、ダイコンアブラムシ（Ｂｒｅｖｉｃ
ｏｒｙｎｅ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）、カコプシラ属の一種（Ｃａｃｏｐｓｙｌｌａ　ｓｐ
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ｐ．）、ニンジンフタオアブラムシ（Ｃａｖａｒｉｅｌｌａ　ａｅｇｏｐｏｄｉｉ　Ｓｃ
ｏｐ．）、セロプラスタ属の一種（Ｃｅｒｏｐｌａｓｔｅｒ　ｓｐｐ．）、クリソムファ
ルスアオニジウム（Ｃｈｒｙｓｏｍｐｈａｌｕｓ　ａｏｎｉｄｉｕｍ）、オンシツマルカ
イガラムシ（Ｃｈｒｙｓｏｍｐｈａｌｕｓ　ｄｉｃｔｙｏｓｐｅｒｍｉ）、シカデラ属の
一種（Ｃｉｃａｄｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、シロオオヨコバイ（Ｃｏｆａｎａ　ｓｐｅｃｔ
ｒａ）、クリプトミズス属の一種（Ｃｒｙｐｔｏｍｙｚｕｓ　ｓｐｐ．）、シカヅリナ属
の一種（Ｃｉｃａｄｕｌｉｎａ　ｓｐｐ．）、ヒラタカタカイガラムシ（Ｃｏｃｃｕｓ　
ｈｅｓｐｅｒｉｄｕｍ）、ダルブルスマイジス（Ｄａｌｂｕｌｕｓ　ｍａｉｄｉｓ）、ジ
アレウロデス属の一種（Ｄｉａｌｅｕｒｏｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ミカンキジラミ（Ｄｉａ
ｐｈｏｒｉｎａ　ｃｉｔｒｉ）、ジウラフィスノキシア（Ｄｉｕｒａｐｈｉｓ　ｎｏｘｉ
ａ）、ジサフィス属の一種（Ｄｙｓａｐｈｉｓ　ｓｐｐ．）、カキノヒメヨコバイ属の一
種（エムポアスカ属の一種（Ｅｍｐｏａｓｃａ　ｓｐｐ．））、リンゴワタムシ（Ｅｒｉ
ｏｓｏｍａ　ｌａｒｉｇｅｒｕｍ）、エリスロネウラ属の一種（Ｅｒｙｔｈｒｏｎｅｕｒ
ａ　ｓｐｐ．）、カスカルジア属の一種（Ｇａｓｃａｒｄｉａ　ｓｐｐ．）、グリカスピ
スブリンブレコンベイ（Ｇｌｙｃａｓｐｉｓ　ｂｒｉｍｂｌｅｃｏｍｂｅｉ）、ヒアダフ
ィスシュードブラシカエ（Ｈｙａｄａｐｈｉｓ　ｐｓｅｕｄｏｂｒａｓｓｉｃａｅ）、ヒ
アロプテルス属の一種（Ｈｙａｌｏｐｔｅｒｕｓ　ｓｐｐ．）、ヒペロミズスパリズス（
Ｈｙｐｅｒｏｍｙｚｕｓ　ｐａｌｌｉｄｕｓ）、リュウガンズキンヨコバイ（Ｉｄｉｏｓ
ｃｏｐｕｓ　ｃｌｙｐｅａｌｉｓ）、ヤコビアスカリビカ（Ｊａｃｏｂｉａｓｃａ　ｌｙ
ｂｉｃａ）、ラオデルファクス属の一種（Ｌａｏｄｅｌｐｈａｘ　ｓｐｐ．）、ミズキカ
タカイガラムシ（Ｌｅｃａｎｉｕｍ　ｃｏｒｎｉ）、レピドサフェス属の一種（Ｌｅｐｉ
ｄｏｓａｐｈｅｓ　ｓｐｐ．）、ニセダイコンアブラムシ（Ｌｏｐａｐｈｉｓ　ｅｒｙｓ
ｉｍｉ）、リオゲニスマイヂス（Ｌｙｏｇｅｎｙｓ　ｍａｉｄｉｓ）、マクロシフム属の
一種（Ｍａｃｒｏｓｉｐｈｕｍ　ｓｐｐ．）、マハナルワ属の一種（Ｍａｈａｎａｒｖａ
　ｓｐｐ．）、メタカルファプルイノサ（Ｍｅｔｃａｌｆａ　ｐｒｕｉｎｏｓａ）、ムギ
ウスイロアブラムシ（Ｍｅｔｏｐｏｌｏｐｈｉｕｍ　ｄｉｒｈｏｄｕｍ）、ミンズスクル
ズス（Ｍｙｎｄｕｓ　ｃｒｕｄｕｓ）、ミズス属の一種（Ｍｙｚｕｓ　ｓｐｐ．）、ネオ
トキソプテラ属の一種（Ｎｅｏｔｏｘｏｐｔｅｒａ　ｓｐｐ．）、ツマグロヨコバイ属の
一種（Ｎｅｐｈｏｔｅｔｔｉｘ　ｓｐｐ．）、ニラパルバタ属の一種（Ｎｉｌａｐａｒｖ
ａｔａ　ｓｐｐ．）、ナシミドリオオアブラムシ（Ｎｉｐｐｏｌａｃｈｎｕｓ　ｐｉｒｉ
　Ｍａｔｓ）、オドナスピスルタエ（Ｏｄｏｎａｓｐｉｓ　ｒｕｔｈａｅ）、オレグマラ
ニゲラゼンター（Ｏｒｅｇｍａ　ｌａｎｉｇｅｒａ　Ｚｅｈｎｔｅｒ）、ヤマモモコナジ
ラミ（Ｐａｒａｂｅｍｉｓｉａ　ｍｙｒｉｃａｅ）、パラトリオザコッケレリ（Ｐａｒａ
ｔｒｉｏｚａ　ｃｏｃｋｅｒｅｌｌｉ）、パルラトリア属の一種（Ｐａｒｌａｔｏｒｉａ
　ｓｐｐ．）、ペムフィグス属の一種（Ｐｅｍｐｈｉｇｕｓ　ｓｐｐ．）、トウモロコシ
ウンカ（Ｐｅｒｅｇｒｉｎｕｓ　ｍａｉｄｉｓ）、ペルキンシエラ属の一種（Ｐｅｒｋｉ
ｎｓｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、ホップイボアブラムシ（Ｐｈｏｒｏｄｏｎ　ｈｕｍｕｌｉ
）、ネアブラムシ属の一種（Ｐｈｙｌｌｏｘｅｒａ　ｓｐｐ．）、プラノコッカス属の一
種（Ｐｌａｎｏｃｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ．）、プセウダウラカスピス属の一種（Ｐｓｅｕｄ
ａｕｌａｃａｓｐｉｓ　ｓｐｐ．）、シュードコッカス属の一種（Ｐｓｅｕｄｏｃｏｃｃ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、ワタノミハムシ（Ｐｓｅｕｄａｔｏｍｏｓｃｅｌｉｓ　ｓｅｒｉａｔ
ｕｓ）、プシラ属の一種（Ｐｓｙｌｌａ　ｓｐｐ．）、プルビナリアエチオピカ（Ｐｕｌ
ｖｉｎａｒｉａ　ａｅｔｈｉｏｐｉｃａ）、クアドラズピジオツス属の一種（Ｑｕａｄｒ
ａｓｐｉｄｉｏｔｕｓ　ｓｐｐ．）、クエサダギガス（Ｑｕｅｓａｄａ　ｇｉｇａｓ）、
イナズマヨコバイ（Ｒｅｃｉｌｉａ　ｄｏｒｓａｌｉｓ）、ロパロシフム属の一種（Ｒｈ
ｏｐａｌｏｓｉｐｈｕｍ　ｓｐｐ．）、サイセチア属の一種（Ｓａｉｓｓｅｔｉａ　ｓｐ
ｐ．）、スカホイデウス属の一種（Ｓｃａｐｈｏｉｄｅｕｓ　ｓｐｐ．）、スチザフィス
属の一種（Ｓｃｈｉｚａｐｈｉｓ　ｓｐｐ．）、シトビオン属の一種（Ｓｉｔｏｂｉｏｎ
　ｓｐｐ．）、セジロウンカ（Ｓｏｇａｔｅｌｌａ　ｆｕｒｃｉｆｅｒａ）、スピシスチ
ルスフェスチヌス（Ｓｐｉｓｓｉｓｔｉｌｕｓ　ｆｅｓｔｉｎｕｓ）、タロファガスプロ
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セルピナ（Ｔａｒｏｐｈａｇｕｓ　Ｐｒｏｓｅｒｐｉｎａ）、トキソプテラ属の一種（Ｔ
ｏｘｏｐｔｅｒａ　ｓｐｐ．）、トリアロイデス属の一種（Ｔｒｉａｌｅｕｒｏｄｅｓ　
ｓｐｐ．）、トリジスカスポロボリ（Ｔｒｉｄｉｓｃｕｓ　ｓｐｏｒｏｂｏｌｉ）、トリ
オニムス属の一種（Ｔｒｉｏｎｙｍｕｓ　ｓｐｐ．）、ミカントガリキジラミ（Ｔｒｉｏ
ｚａ　ｅｒｙｔｒｅａｅ）、ニセヤノネカイガラムシ（Ｕｎａｓｐｉｓ　ｃｉｔｒｉ）、
ジギナフラミゲラ（Ｚｙｇｉｎａ　ｆｌａｍｍｉｇｅｒａ）、ジギニジアスクテラリス（
Ｚｙｇｉｎｉｄｉａ　ｓｃｕｔｅｌｌａｒｉｓ）；
　膜翅目（Ｈｙｍｅｎｏｐｔｅｒａ）から、例えば、
ヒメハキリアリ属（Ａｃｒｏｍｙｒｍｅｘ）、アルゲ属の一種（Ａｒｇｅ　ｓｐｐ．）、
アッタ属の一種（Ａｔｔａ　ｓｐｐ．）、セフス属の一種（Ｃｅｐｈｕｓ　ｓｐｐ．）、
ジプリオン属の一種（Ｄｉｐｒｉｏｎ　ｓｐｐ．）、マツハバチ科（Ｄｉｐｒｉｏｎｉｄ
ａｅ）、シマトウヒハバチ（Ｇｉｌｐｉｎｉａ　ｐｏｌｙｔｏｍａ）、ホプロカンパ属の
一種（Ｈｏｐｌｏｃａｍｐａ　ｓｐｐ．）、ケアリ属の一種（Ｌａｓｉｕｓ　ｓｐｐ．）
、イエヒメアリ（Ｍｏｎｏｍｏｒｉｕｍ　ｐｈａｒａｏｎｉｓ）、ネオジプリオン属の一
種（Ｎｅｏｄｉｐｒｉｏｎ　ｓｐｐ．）、クロナガアリ（Ｐｏｇｏｎｏｍｙｒｍｅｘ　ｓ
ｐｐ．）、スレノプシスインビクタ（Ｓｌｅｎｏｐｓｉｓ　ｉｎｖｉｃｔａ）、ソレノプ
シス属の一種（Ｓｏｌｅｎｏｐｓｉｓ　ｓｐｐ．）、およびベスパ属の一種（Ｖｅｓｐａ
　ｓｐｐ．）；
　等翅目（Ｉｓｏｐｔｅｒａ）から、例えば、
コプトテルメス属の一種（Ｃｏｐｔｏｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．）、コルニテルネスクムラ
ンス（Ｃｏｒｎｉｔｅｒｎｅｓ　ｃｕｍｕｌａｎｓ）、インシシテルメス属の一種（Ｉｎ
ｃｉｓｉｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．）、マクロテルメス属の一種（Ｍａｃｒｏｔｅｒｍｅｓ
　ｓｐｐ．）、マストテルメス属の一種（Ｍａｓｔｏｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．）、ミクロ
テルメス属の一種（Ｍｉｃｒｏｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．）、ヤマトシロアリ属の一種（Ｒ
ｅｔｉｃｕｌｉｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．）；ソレノプシスゲミナーテ（Ｓｏｌｅｎｏｐｓ
ｉｓ　ｇｅｍｉｎａｔｅ）
　鱗翅目（Ｌｅｐｉｄｏｐｔｅｒａ）から、例えば、
アクレリス属の一種（Ａｃｌｅｒｉｓ　ｓｐｐ．）、アドキソフィエス属の一種（Ａｄｏ
ｘｏｐｈｙｅｓ　ｓｐｐ．）、アエゲリア属の一種（Ａｅｇｅｒｉａ　ｓｐｐ．）、アグ
ロティス属の一種（Ａｇｒｏｔｉｓ　ｓｐｐ．）、アラバマアルギラセア（Ａｌａｂａｍ
ａ　ａｒｇｉｌｌａｃｅａｅ）、アミロイス属の一種（Ａｍｙｌｏｉｓ　ｓｐｐ．）、ア
ンチカルシアゲマタリス（Ａｎｔｉｃａｒｓｉａ　ｇｅｍｍａｔａｌｉｓ）、アルチップ
ス属の一種（Ａｒｃｈｉｐｓ　ｓｐｐ．）、アルギレスチア属の一種（Ａｒｇｙｒｅｓｔ
ｈｉａ　ｓｐｐ．）、アルギロタエニア属の一種（Ａｒｇｙｒｏｔａｅｎｉａ　ｓｐｐ．
）、アウトグラファ属の一種（Ａｕｔｏｇｒａｐｈａ　ｓｐｐ．）、ブックラトリクスツ
ルベリエラ（Ｂｕｃｃｕｌａｔｒｉｘ　ｔｈｕｒｂｅｒｉｅｌｌａ）、アフリカズイム（
Ｂｕｓｓｅｏｌａ　ｆｕｓｃａ）、スジマダラメイガ（Ｃａｄｒａ　ｃａｕｔｅｌｌａ）
、モモシンクイガ（Ｃａｒｐｏｓｉｎａ　ｎｉｐｐｏｎｅｎｓｉｓ）、キロ属の一種（Ｃ
ｈｉｌｏ　ｓｐｐ．）、コリストネウラ属の一種（Ｃｈｏｒｉｓｔｏｎｅｕｒａ　ｓｐｐ
．）、クリソテウチアトピアリア（Ｃｈｒｙｓｏｔｅｕｃｈｉａ　ｔｏｐｉａｒｉａ）、
クリシアアンビグエラ（Ｃｌｙｓｉａ　ａｍｂｉｇｕｅｌｌａ）、クナファロクロシス属
の一種（Ｃｎａｐｈａｌｏｃｒｏｃｉｓ　ｓｐｐ．）、クネファシア属の一種（Ｃｎｅｐ
ｈａｓｉａ　ｓｐｐ．）、コチリス属の一種（Ｃｏｃｈｙｌｉｓ　ｓｐｐ．）、コレオフ
ォラ属の一種（Ｃｏｌｅｏｐｈｏｒａ　ｓｐｐ．）、コリアスレスビア（Ｃｏｌｉａｓ　
ｌｅｓｂｉａ）、ワタアカキリバ（Ｃｏｓｍｏｐｈｉｌａ　ｆｌａｖａ）、クラムバス属
の一種（Ｃｒａｍｂｕｓ　ｓｐｐ．）、ケブカノメイガ（Ｃｒｏｃｉｄｏｌｏｍｉａ　ｂ
ｉｎｏｔａｌｉｓ）、クリプトフレビアロイコトレタ（Ｃｒｙｐｔｏｐｈｌｅｂｉａ　ｌ
ｅｕｃｏｔｒｅｔａ）、シダリマペルスペクタリス（Ｃｙｄａｌｉｍａ　ｐｅｒｓｐｅｃ
ｔａｌｉｓ）、シジア属の一種（Ｃｙｄｉａ　ｓｐｐ．）、ジアファニアペルスペクタリ
ス（Ｄｉａｐｈａｎｉａ　ｐｅｒｓｐｅｃｔａｌｉｓ）、ジアトラエア属の一種（Ｄｉａ
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ｔｒａｅａ　ｓｐｐ．）、ジパロプシスカスタネア（Ｄｉｐａｒｏｐｓｉｓ　ｃａｓｔａ
ｎｅａ）、エアリアス属の一種（Ｅａｒｉａｓ　ｓｐｐ．）、エルダナサッカリナ（Ｅｌ
ｄａｎａ　ｓａｃｃｈａｒｉｎａ）、エフェスチア属の一種（Ｅｐｈｅｓｔｉａ　ｓｐｐ
．）、エピノチア属の一種（Ｅｐｉｎｏｔｉａ　ｓｐｐ．）、エスチグメネアクレア（Ｅ
ｓｔｉｇｍｅｎｅ　ａｃｒｅａ）、エチエラジンキネラ（Ｅｔｉｅｌｌａ　ｚｉｎｃｋｉ
ｎｅｌｌａ）、オイコスマ属の一種（Ｅｕｃｏｓｍａ　ｓｐｐ．）、ブドウホソハマキ（
Ｅｕｐｏｅｃｉｌｉａ　ａｍｂｉｇｕｅｌｌａ）、ユープロクチス属の一種（Ｅｕｐｒｏ
ｃｔｉｓ　ｓｐｐ．）、エウクソア属の一種（Ｅｕｘｏａ　ｓｐｐ．）、フェルチアジャ
クリフェリア（Ｆｅｌｔｉａ　ｊａｃｕｌｉｆｅｒｉａ）、グラホリタ属の一種（Ｇｒａ
ｐｈｏｌｉｔａ　ｓｐｐ．）、ヘディアヌビフェラナ（Ｈｅｄｙａ　ｎｕｂｉｆｅｒａｎ
ａ）、ヘリオティス属の一種（Ｈｅｌｉｏｔｈｉｓ　ｓｐｐ．）、ハイマダラノメイガ（
Ｈｅｌｌｕｌａ　ｕｎｄａｌｉｓ）、ヘルペトグラマ属の一種（Ｈｅｒｐｅｔｏｇｒａｍ
ｍａ　ｓｐｐ．）、アメリカシロヒトリ（Ｈｙｐｈａｎｔｒｉａ　ｃｕｎｅａ）、ケイフ
ェリアリコペルシセラ（Ｋｅｉｆｅｒｉａ　ｌｙｃｏｐｅｒｓｉｃｅｌｌａ）、モロコシ
マダラメイガ（Ｌａｓｍｏｐａｌｐｕｓ　ｌｉｇｎｏｓｅｌｌｕｓ）、レウコプテラシテ
ラ（Ｌｅｕｃｏｐｔｅｒａ　ｓｃｉｔｅｌｌａ）、リトコレチス属の一種（Ｌｉｔｈｏｃ
ｏｌｌｅｔｈｉｓ　ｓｐｐ．）、ホソバヒメハマキ（Ｌｏｂｅｓｉａ　ｂｏｔｒａｎａ）
、ロキソステゲビフィダリス（Ｌｏｘｏｓｔｅｇｅ　ｂｉｆｉｄａｌｉｓ）、リマントリ
ア属の一種（Ｌｙｍａｎｔｒｉａ　ｓｐｐ．）、リオネチア属の一種（Ｌｙｏｎｅｔｉａ
　ｓｐｐ．）、マラコソマ属の一種（Ｍａｌａｃｏｓｏｍａ　ｓｐｐ．）、ヨトウガ（Ｍ
ａｍｅｓｔｒａ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）、タバコスズメガ（Ｍａｎｄｕｃａ　ｓｅｘｔａ
）、ミチムナ属の一種（Ｍｙｔｈｉｍｎａ　ｓｐｐ．）、ノクツア属の一種（Ｎｏｃｔｕ
ａ　ｓｐｐ．）、オペロフテラ属の一種（Ｏｐｅｒｏｐｈｔｅｒａ　ｓｐｐ．）、オルニ
オデスインディカ（Ｏｒｎｉｏｄｅｓ　ｉｎｄｉｃａ）、ヨーロッパアワノメイガ（Ｏｓ
ｔｒｉｎｉａ　ｎｕｂｉｌａｌｉｓ）、パメネ属の一種（Ｐａｍｍｅｎｅ　ｓｐｐ．）、
パンデミス属の一種（Ｐａｎｄｅｍｉｓ　ｓｐｐ．）、マツキリガ（Ｐａｎｏｌｉｓ　ｆ
ｌａｍｍｅａ）、パパイペマネブリス（Ｐａｐａｉｐｅｍａ　ｎｅｂｒｉｓ）、ワタアカ
ミムシ（Ｐｅｃｔｉｎｏｐｈｏｒａ　ｇｏｓｓｙｐｉｅｌａ）、ペリレウコプテラコッフ
ェエラ（Ｐｅｒｉｌｅｕｃｏｐｔｅｒａ　ｃｏｆｆｅｅｌｌａ）、シューダレチアウニプ
ンクタ（Ｐｓｅｕｄａｌｅｔｉａ　ｕｎｉｐｕｎｃｔａ）、ジャガイモガ（Ｐｈｔｈｏｒ
ｉｍａｅａ　ｏｐｅｒｃｕｌｅｌｌａ）、モンシロチョウ（Ｐｉｅｒｉｓ　ｒａｐａｅ）
、ピエリス属の一種（Ｐｉｅｒｉｓ　ｓｐｐ．）、コナガ（Ｐｌｕｔｅｌｌａ　ｘｙｌｏ
ｓｔｅｌｌａ）、プレイス属の一種（Ｐｒａｙｓ　ｓｐｐ．）、シュードプルシア属の一
種（Ｐｓｅｕｄｏｐｌｕｓｉａ　ｓｐｐ．）、ラキプルシアヌ（Ｒａｃｈｉｐｌｕｓｉａ
　ｎｕ）、リチアアルビコスタ（Ｒｉｃｈｉａ　ａｌｂｉｃｏｓｔａ）、シルポファガ属
の一種（Ｓｃｉｒｐｏｐｈａｇａ　ｓｐｐ．）、セサミア属の一種（Ｓｅｓａｍｉａ　ｓ
ｐｐ．）、スパルガノチス属の一種（Ｓｐａｒｇａｎｏｔｈｉｓ　ｓｐｐ．）、スポドプ
テラ属の一種（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｓｐｐ．）、シレプタデロガテ（Ｓｙｌｅｐｔａ
　ｄｅｒｏｇａｔｅ）、シナンテドン属の一種（Ｓｙｎａｎｔｈｅｄｏｎ　ｓｐｐ．）、
タウメトポエア属の一種（Ｔｈａｕｍｅｔｏｐｏｅａ　ｓｐｐ．）、トルトリックス属の
一種（Ｔｏｒｔｒｉｘ　ｓｐｐ．）、イラクサギンウワバ（Ｔｒｉｃｈｏｐｌｕｓｉａ　
ｎｉ）、トマトキバガ（Ｔｕｔａ　ａｂｓｏｌｕｔａ）、およびスガ属の一種（Ｙｐｏｎ
ｏｍｅｕｔａ　ｓｐｐ．）；
　食毛目（Ｍａｌｌｏｐｈａｇａ）から、例えば、
ダマリネア属の一種（Ｄａｍａｌｉｎｅａ　ｓｐｐ．）、およびケモノハジラミ属の一種
（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｃｔｅｓ　ｓｐｐ．）；
　直翅目（Ｏｒｔｈｏｐｔｅｒａ）から、例えば、
ゴキブリ属の一種（Ｂｌａｔｔａ　ｓｐｐ．）、チャバネゴキブリ属の一種（Ｂｌａｔｔ
ｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、ケラ属の一種（Ｇｒｙｌｌｏｔａｌｐａ　ｓｐｐ．）、マデイラ
ゴキブリ（Ｌｅｕｃｏｐｈａｅａ　ｍａｄｅｒａｅ）、ロクスタ属の一種（Ｌｏｃｕｓｔ
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ａ　ｓｐｐ．）、ネオクルチラヘキサダクチラ（Ｎｅｏｃｕｒｔｉｌｌａ　ｈｅｘａｄａ
ｃｔｙｌａ）、ワモンゴキブリ属の一種（Ｐｅｒｉｐｌａｎｅｔａ　ｓｐｐ．）、スカプ
テリスクス属の一種（Ｓｃａｐｔｅｒｉｓｃｕｓ　ｓｐｐ．）、およびコオロギ属の一種
（Ｓｃｈｉｓｔｏｃｅｒｃａ　ｓｐｐ．）；
　チャタテムシ目（Ｐｓｏｃｏｐｔｅｒａ）から、例えば、
リポセリス属の一種（Ｌｉｐｏｓｃｅｌｉｓ　ｓｐｐ．）；
　ノミ目（Ｓｉｐｈｏｎａｐｔｅｒａ）から、例えば、
ナガノミ属の一種（Ｃｅｒａｔｏｐｈｙｌｌｕｓ　ｓｐｐ．）、イヌノミ属の一種（Ｃｔ
ｅｎｏｃｅｐｈａｌｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、およびケオプスネズミノミ（Ｘｅｎｏｐｓｙ
ｌｌａ　ｃｈｅｏｐｉｓ）；
　総翅目（Ｔｈｙｓａｎｏｐｔｅｒａ）から、例えば、
カリオトリプスファセオリ（Ｃａｌｌｉｏｔｈｒｉｐｓ　ｐｈａｓｅｏｌｉ）、ハナアザ
ミウマ属の一種（Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、ヘリオトリプス属の一種（
Ｈｅｌｉｏｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）、ヘルシノトリプス属の一種（Ｈｅｒｃｉｎｏｔｈ
ｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）、パルテノトリプス属の一種（Ｐａｒｔｈｅｎｏｔｈｒｉｐｓ　ｓ
ｐｐ．）、シルトトリプスアウランチィ（Ｓｃｉｒｔｏｔｈｒｉｐｓ　ａｕｒａｎｔｉｉ
）、ダイズアザミウマ（Ｓｅｒｉｃｏｔｈｒｉｐｓ　ｖａｒｉａｂｉｌｉｓ）、タエニオ
トリプス属の一種（Ｔａｅｎｉｏｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）、トリプス属の一種（Ｔｈｒ
ｉｐｓ　ｓｐｐ．）；
　シミ目（Ｔｈｙｓａｎｕｒａ）から、例えば、
セイヨウシミ（Ｌｅｐｉｓｍａ　ｓａｃｃｈａｒｉｎａ）。
【００５６】
　本発明による活性処方成分は、特に、農業、園芸および森林における特に有用な植物お
よび観賞用植物といった植物、またはこのような植物の果実、花、群葉、茎、塊茎もしく
は根などの器官に発生する上述の種類の有害生物を防除、すなわち、抑制または駆除する
ために用いられることが可能であり、いくつかの事例においては、時間的に後になって形
成される植物器官さえもこれらの有害生物に対する保護が維持される。
【００５７】
　好適な標的作物は、特に、コムギ、オオムギ、ライ麦、カラスムギ、イネ、トウモロコ
シまたはモロコシ属（Ｓｏｒｇｈｕｍ）などの穀類；サトウダイコンまたは飼料用ビート
などのビート；リンゴ、セイヨウナシ、セイヨウスモモ、モモ、アーモンド、サクランボ
、または例えばイチゴ、ラズベリーもしくはブラックベリーといった液果類などの例えば
仁果、石果または軟果といった果実；インゲンマメ、レンズマメ、エンドウマメまたはダ
イズなどのマメ科作物；アブラナ、マスタード、ケシ、オリーヴ、ヒマワリ、ココナツ、
トウゴマ、カカオまたは落花生などの油作物；カボチャ、キュウリまたはメロンなどのウ
リ科植物；綿、亜麻、アサまたはジュートなどの繊維植物；オレンジ、レモン、グレープ
フルーツまたはタンジェリンなどの柑橘果実；ホウレンソウ、レタス、アスパラガス、キ
ャベツ、ニンジン、タマネギ、トマト、ジャガイモまたはピーマンなどの野菜；アボカド
、シナモンまたは樟脳などのクスノキ科；ならびに、タバコ、堅果、コーヒー、ナス、サ
トウキビ、チャ、コショウ、ブドウ、ホップ、オオバコ科、ラテックス植物および観賞用
植物である。
【００５８】
　本発明は、従って、殺虫的に、殺ダニ的に、殺線虫的にもしくは殺軟体動物的に有効量
の式（Ｉ）の化合物または式（Ｉ）の化合物を含有する組成物を、有害生物、有害生物の
生息場所（a locus of pest）、好ましくは植物、または有害生物による被害を受けやす
い植物（a plant susceptible to attack by a pest）に適用するステップを含む昆虫、
ダニ類、線虫または軟体動物を退治および防除する方法を提供する。式（Ｉ）の化合物は
、昆虫、ダニ類または線虫に対して用いられることが好ましい。
【００５９】
　コナダニとは、例えば、ニセナミハダニ（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｃｉｎｎａｂａｒ
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ｉｎｕｓ）、ナミハダニ（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｕｒｔｉｃａｅ）、ミカンハダニ（
Ｐａｎｏｎｙｃｈｕｓ　ｃｉｔｒｉ）、ミカンサビダニ（Ａｃｕｌｏｐｓ　ｐｅｌｅｋａ
ｓｓｉ）、ホコリダニ属の一種（Ｔａｒｓｏｎｅｍｕｓ　ｓｐｐ．）である。
【００６０】
　線虫とは、例えば、サツマイモネコブセンチュウ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏ
ｇｎｉｔａ）、マツノザイセンチュウ（Ｂｕｒｓａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｌｉｇｎｉｃ
ｏｌｕｓ　Ｍａｍｉｙａ　ｅｔ　Ｋｉｙｏｈａｒａ）、イネシンガレセンチュウ（Ａｐｈ
ｅｌｅｎｃｈｏｉｄｅｓ　ｂｅｓｓｅｙｉ）、ダイズシストセンチュウ（Ｈｅｔｅｒｏｄ
ｅｒａ　ｇｌｙｃｉｎｅｓ）、ネグサレセンチュウ属の一種（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ
　ｓｐｐ．）である。
【００６１】
　また、本化合物は、農芸、園芸、獣医学製剤分野、森林、庭およびレジャー施設、保管
製品および材料の保護、ならびに、衛生区域において遭遇する、特に昆虫、クモ類、蠕虫
、線虫および軟体動物といった動物有害生物の防除に用いることが可能である。これらは
、植物保護剤として利用されることが好ましい場合がある。これらは、通常の感受性種お
よび耐性種に対して、ならびに、すべてもしくはいくつかの成長ステージに対して活性で
あり得る。
【００６２】
　これらの有害生物はとりわけ以下を含む。
　シラミ目（Ａｎｏｐｌｕｒａ）（シラミ目（Ｐｈｔｈｉｒａｐｔｅｒａ））から、例え
ば、ハジラミ属の一種（Ｄａｍａｌｉｎｉａ　ｓｐｐ．）、ブタジラミ属の一種（Ｈａｅ
ｍａｔｏｐｉｎｕｓ　ｓｐｐ．）、シラミ属の一種（Ｌｉｎｏｇｎａｔｈｕｓ　ｓｐｐ．
）、ペディクルス属の一種（Ｐｅｄｉｃｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ケモノハジラミ属の一種
（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｃｔｅｓ　ｓｐｐ．）。
【００６３】
　蛛形綱から、例えば、アシブトコナダニ（Ａｃａｒｕｓ　ｓｉｒｏ）、アケリアシェル
ドニ（Ａｃｅｒｉａ　ｓｈｅｌｄｏｎｉ）、アクロプス属の一種（Ａｃｕｌｏｐｓ　ｓｐ
ｐ．）、アカルス属の一種（Ａｃｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）、アンブリオンマ属の一種（Ａｍ
ｂｌｙｏｍｍａ　ｓｐｐ．）、ナガヒメダニ属の一種（Ａｒｇａｓ　ｓｐｐ．）、ウシマ
ダニ属の一種（Ｂｏｏｐｈｉ－ｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ヒメハダニ属の一種（Ｂｒｅｖｉｐ
ａｌｐｕｓ　ｓｐｐ．）、クローバーハダニ（Ｂｒｙｏｂｉａ　ｐｒａｅｔｉｏｓａ）、
ショクヒヒゼンダニ属の一種（Ｃｈｏｒｉｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）、ワクモ（Ｄｅｒｍａ
ｎｙｓｓｕｓ　ｇａｌｌｉｎａｅ）、エオテトラニカス属の一種（Ｅｏｔｅｔｒａｎｙｃ
ｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ナシサビダニ（Ｅｐｉｔｒｉｍｅｒｕｓ　ｐｙｒｉ）、エウテトラ
ニクス属の一種（Ｅｕｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、エリオフィエス属の一種（
Ｅｒｉｏｐｈｙｅｓ　ｓｐｐ．）、ヘミタルソネムス属の一種（Ｈｅｍｉｔａｒｓｏｎｅ
ｍｕｓ　ｓｐｐ．）、イボマダニ属の一種（Ｈｙａｌｏｍｍａ　ｓｐｐ．）、マダニ属の
一種（Ｉｘｏｄｅｓ　ｓｐｐ．）、クロゴケグモ（Ｌａｔｒｏｄｅｃｔｕｓ　ｍａｃｔａ
ｎｓ）、メタテトラニクス属の一種（Ｍｅｔａｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、オ
リゴニクス属の一種（Ｏｌｉｇｏｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、カズキダニ属の一種（Ｏｒ
ｎｉｔｈｏｄｏｒｏｓ　ｓｐｐ．）、パノニクス属の一種（Ｐａｎｏｎｙｃｈｕｓ　ｓｐ
ｐ．）、ミカンサビダニ（Ｐｈｙｌｌｏｃｏｐｔｒｕｔａ　ｏｌｅｉｖｏｒａ）、チャノ
ホコリダニ（Ｐｏｌｙｐｈａｇｏｔａｒｓｏｎｅｍｕｓ　ｌａｔｕｓ）、キュウセンヒゼ
ンダニ属の一種（Ｐｓｏｒｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）、コイタマダニ属の一種（Ｒｈｉｐｉ
ｃｅｐｈａｌｕｓ　ｓｐｐ．）、リゾグリフス属の一種（Ｒｈｉｚｏｇｌｙｐｈｕｓ　ｓ
ｐｐ．）、サルコプテス属の一種（Ｓａｒｃｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）、イスラエルゴール
デンスコーピオン（Ｓｃｏｒｐｉｏ　ｍａｕｒｕｓ）、ステノタルソネムス属の一種（Ｓ
ｔｅｎｏｔａｒｓｏｎｅｍｕｓ　ｓｐｐ．）、ホコリダニ属の一種（Ｔａｒｓｏｎｅｍｕ
ｓ　ｓｐｐ．）、テトラニクス属の一種（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、バサテ
スリコペルシシ（Ｖａｓａｔｅｓ　ｌｙｃｏｐｅｒｓｉｃｉ）。
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【００６４】
　双殻類から、例えば、カワホトトギスガイ属の一種（Ｄｒｅｉｓｓｅｎａ　ｓｐｐ．）
。
【００６５】
　唇脚綱から、例えば、ジムカデ属の一種（Ｇｅｏｐｈｉｌｕｓ　ｓｐｐ．）、スクティ
ゲラ属の一種（Ｓｃｕｔｉｇｅｒａ　ｓｐｐ．）。
【００６６】
　鞘翅目から、例えば、インゲンマメゾウムシ（Ａｃａｎｔｈｏｓｃｅｈｄｅｓ　ｏｂｔ
ｅｃｔｕｓ）、アドレツス属の一種（Ａｄｏｒｅｔｕｓ　ｓｐｐ．）、アゲラスチカアル
ニ（Ａｇｅｌａｓｔｉｃａ　ａｌｎｉ）、アグリオテス属の一種（Ａｇｒｉｏｔｅｓ　ｓ
ｐｐ．）、アムフィマロンソルスチチアリス（Ａｍｐｈｉｍａｌｌｏｎ　ｓｏｌｓｔｉｔ
ｉａｌｉｓ）、アノビウムプンクタツム（Ａｎｏｂｉｕｍ　ｐｕｎｃｔａｔｕｍ）、アノ
プロフォラ属の一種（Ａｎｏｐｌｏｐｈｏｒａ　ｓｐｐ．）、アントノムス属の一種（Ａ
ｎｔｈｏｎｏｍｕｓ　ｓｐｐ．）、アトレヌス属の一種（Ａｎｔｈｒｅｎｕｓ　ｓｐｐ．
）、アポゴニア属の一種（Ａｐｏｇｏｎｉａ　ｓｐｐ．）、アトマリア属の一種（Ａｔｏ
ｍａｒｉａ　ｓｐｐ．）、アタゲヌス属の一種（Ａｔｔａｇｅｎｕｓ　ｓｐｐ．）、ブル
キジウスオブテクタス（Ｂｒｕｃｈｉｄｉｕｓ　ｏｂｔｅｃｔｕｓ）、ブルクス属の一種
（Ｂｒｕｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、シュートリンクス属の一種（Ｃｅｕｔｈｏｒｈｙｎｃｈ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、クレオヌスメンディクス（Ｃｌｅｏｎｕｓ　ｍｅｎｄｉｃｕｓ）、コ
ノデルス属の一種（Ｃｏｎｏｄｅｒｕｓ　ｓｐｐ．）、コスモポリテス属の一種（Ｃｏｓ
ｍｏｐｏｌｉｔｅｓ　ｓｐｐ．）、コステリトラゼアランジカ（Ｃｏｓｔｅｌｙｔｒａ　
ｚｅａｌａｎｄｉｃａ）、クルクリオ属の一種（Ｃｕｒｃｕｌｉｏ　ｓｐｐ．）、ヤナギ
シリジロゾウムシ（Ｃｒｙｐｔｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｌａｐａｔｈｉ）、デルメステス属
の一種（Ｄｅｒｍｅｓｔｅｓ　ｓｐｐ．）、ディアブロティカ属の一種（Ｄｉａｂｒｏｔ
ｉｃａ　ｓｐｐ．）、エピラクナ属の一種（Ｅｐｉｌａｃｈｎａ　ｓｐｐ．）、ファウス
チヌスクバエ（Ｆａｕｓｔｉｎｕｓ　ｃｕｂａｅ）、セマルヒョウホンムシ（Ｇｉｂｂｉ
ｕｍ　ｐｓｙｌｌｏｉｄｅｓ）、ヘテロニクスアラトル（Ｈｅｔｅｒｏｎｙｃｈｕｓ　ａ
ｒａｔｏｒ）、ヒラモルファエレガンス（Ｈｙｌａｍｏｒｐｈａ　ｅｌｅｇａｎｓ）、ヨ
ーロッパイエカミキリ（Ｈｙｌｏｔｒｕｐｅｓ　ｂａｊｕｌｕｓ）、アルファルファタコ
ゾウムシ（Ｈｙｐｅｒａ　ｐｏｓｔｉｃａ）、ヒポテネムス属の一種（Ｈｙｐｏｔｈｅｎ
ｅｍｕｓ　ｓｐｐ．）、ラクノステルナコンサングイネア（Ｌａｃｈｎｏｓｔｅｒｎａ　
ｃｏｎｓａｎｇｕｉｎｅａ）、コロラドハムシ（Ｌｅｐｔｉｎｏｔａｒｓａ　ｄｅｃｅｍ
ｌｉｎｅａｔａ）、イネミズゾウムシ（Ｌｉｓｓｏｒｈｏｐｔｒｕｓ　ｏｒｙｚｏｐｈｉ
ｌｕｓ）、リクサス属の一種（Ｌｉｘｕｓ　ｓｐｐ．）、リクタス属の一種（Ｌｙｃｔｕ
ｓ　ｓｐｐ．）、メリゲテスアエネウス（Ｍｅｌｉｇｅｔｈｅｓ　ａｅｎｅｕｓ）、メロ
ロンタメロロンタ（Ｍｅｌｏｌｏｎｔｈａ　ｍｅｌｏｌｏｎｔｈａ）、ミグドルス（Ｍｉ
ｇｄｏｌｕｓ　ｓｐｐ．）、モノカムス属の一種（Ｍｏｎｏｃｈａｍｕｓ　ｓｐｐ．）、
ナウパクタスキサントグラフス（Ｎａｕｐａｃｔｕｓ　ｘａｎｔｈｏｇｒａｐｈｕｓ）、
ニプタスホロレウクス（Ｎｉｐｔｕｓ　ｈｏｌｏｌｅｕｃｕｓ）、タイワンカブトムシ（
Ｏｒｙｃｔｅｓ　ｒｈｉｎｏｃｅｒｏｓ）、ノコギリヒラタムシ（Ｏｒｙｚａｅｐｈｉｌ
ｕｓ　ｓｕｒｉｎａｍｅｎｓｉｓ）、キンケクチブトゾウムシ（Ｏｔｉｏｒｒｈｙｎｃｈ
ｕｓ　ｓｕｌｃａｔｕｓ）、コアオハナムグリ（Ｏｘｙｃｅｔｏｎｉａ　ｊｕｃｕｎｄａ
）、ファエドンコクレアリアエ（Ｐｈａｅｄｏｎ　ｃｏｃｈｌｅａｒｉａｅ）、フィロフ
ァーガ属の一種（Ｐｈｙｌｌｏｐｈａｇａ　ｓｐｐ．）、マメコガネ（Ｐｏｐｉｌｌｉａ
　ｊａｐｏｎｉｃａ）、プレムノトリペス属の一種（Ｐｒｅｍｎｏｔｒｙｐｅｓ　ｓｐｐ
．）、プシリオデスクリソセファラ（Ｐｓｙｌｌｉｏｄｅｓ　ｃｈｒｙｓｏｃｅｐｈａｌ
ａ）、プチヌス属の一種（Ｐｔｉｎｕｓ　ｓｐｐ．）、リゾビウスベントラリス（Ｒｈｉ
ｚｏｂｉｕｓ　ｖｅｎｔｒａｌｉｓ）、コナナガシンクイ（Ｒｈｉｚｏｐｅｒｔｈａ　ｄ
ｏｍｉｎｉｃａ）、シトフィルス属の一種（Ｓｉｔｏｐｈｉｌｕｓ　ｓｐｐ．）、スフェ
ノフォラス属の一種（Ｓｐｈｅｎｏｐｈｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、ステルネクス属の一種（
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Ｓｔｅｒｎｅｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、シムフィレテス属の一種（Ｓｙｍｐｈｙｌｅｔｅｓ
　ｓｐｐ．）、チャイロコメノゴミムシダマシ（Ｔｅｎｅｂｒｉｏ　ｍｏｌｉｔｏｒ）、
トリボリウム属の一種（Ｔｒｉｂｏｌｉｕｍ　ｓｐｐ．）、トロゴデルマ属の一種（Ｔｒ
ｏｇｏｄｅｒｍａ　ｓｐｐ．）、チキウス属の一種（Ｔｙｃｈｉｕｓ　ｓｐｐ．）、キシ
ロトレクス属の一種（Ｘｙｌｏｔｒｅｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ザブルス属の一種（Ｚａｂ
ｒｕｓ　ｓｐｐ．）。
【００６７】
　トビムシ目（Ｃｏｌｌｅｍｂｏｌａ）から、例えば、オニキウルスアルマツス（Ｏｎｙ
ｃｈｉｕｒｕｓ　ａｒｍａｔｕｓ）。
【００６８】
　革翅目（Ｄｅｒｍａｐｔｅｒａ）から、例えば、ヨーロッパクギヌキハサミムシ（Ｆｏ
ｒｆｉｃｕｌａ　ａｕｒｉｃｕｌａｒｉａ）。
【００６９】
　倍脚網から、例えば、ブラニウラスグツラツス（Ｂｌａｎｉｕｌｕｓ　ｇｕｔｔｕｌａ
ｔｕｓ）。
【００７０】
　双翅目から、例えば、ヤブカ属の一種（Ａｅｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ハナダラカ属の一種
（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ｓｐｐ．）、ビビオホルツラヌス（Ｂｉｂｉｏ　ｈｏｒｔｕｌａ
ｎｕｓ）、カリホラエリスロセファラ（Ｃａｌｌｉｐｈｏｒａ　ｅｒｙｔｈｒｏｃｅｐｈ
ａｌａ）、チチュウカイミバエ（Ｃｅｒａｔｉｔｉｓ　ｃａｐｉｔａｔａ）、クリゾミア
属の一種（Ｃｈｒｙｓｏｍｙｉａ　ｓｐｐ．）、コクリオミイア属の一種（Ｃｏｃｈｌｉ
ｏｍｙｉａ　ｓｐｐ．）、コルディロビアアンスロポファガ（Ｃｏｒｄｙｌｏｂｉａ　ａ
ｎｔｈｒｏｐｏｐｈａｇａ）、イエカ属の一種（Ｃｕｌｅｘ　ｓｐｐ．）、クテレブラ属
の一種（Ｃｕｔｅｒｅｂｒａ　ｓｐｐ．）、オリーブミバエ（Ｄａｃｕｓ　ｏｌｅａｅ）
、ヒトヒフバエ（Ｄｅｒｍａｔｏｂｉａ　ｈｏｍｉｎｉｓ）、ショウジョウバエ属の一種
（Ｄｒｏｓｏｐｈｉｌａ　ｓｐｐ．）、ヒメイエバエ属の一種（Ｆａｎｎｉａ　ｓｐｐ．
）、ウマバエ属の一種（Ｇａｓｔｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ハイレミア属の一種（
Ｈｙｌｅｍｙｉａ　ｓｐｐ．）、シラミバエ属の一種（Ｈｙｐｐｏｂｏｓｃａ　ｓｐｐ．
）、ウシバエ属の一種（Ｈｙｐｏｄｅｒｍａ　ｓｐｐ．）、リリオミザ属の一種（Ｌｉｒ
ｉｏｍｙｚａ　ｓｐｐ．）、ギンバエ属の一種（Ｌｕｃｉｌｉａ　ｓｐｐ．）、イエバエ
属の一種（Ｍｕｓｃａ　ｓｐｐ．）、ネザラ属の一種（Ｎｅｚａｒａ　ｓｐｐ．）、ヒツ
ジバエ属の一種（Ｏｅｓｔｒｕｓ　ｓｐｐ．）、オスキネラフリツ（Ｏｓｃｉｎｅｌｌａ
　ｆｒｉｔ）、アカザモグリハナバエ（Ｐｅｇｏｍｙｉａ　ｈｙｏｓｃｙａｍｉ）、ホル
ビア属の一種（Ｐｈｏｒｂｉａ　ｓｐｐ．）、サシバエ属の一種（Ｓｔｏｍｏｘｙｓ　ｓ
ｐｐ．）、アブ属の一種（Ｔａｂａｎｕｓ　ｓｐｐ．）、タニア属の一種（Ｔａｎｎｉａ
　ｓｐｐ．）、チプラパルドサ（Ｔｉｐｕｌａ　ｐａｌｕｄｏｓａ）、ヴォールファール
トニクバエ属の一種（Ｗｏｈｌｆａｈｒｔｉａ　ｓｐｐ．）。
【００７１】
　腹足綱から、例えば、アリオン属の一種（Ａｒｉｏｎ　ｓｐｐ．）、ビオンファラリア
属の一種（Ｂｉｏｍｐｈａｌａｒｉａ　ｓｐｐ．）、ブリナス属の一種（Ｂｕｌｉｎｕｓ
　ｓｐｐ．）、デロセラス属の一種（Ｄｅｒｏｃｅｒａｓ　ｓｐｐ．）、ガルバ属の一種
（Ｇａｌｂａ　ｓｐｐ．）、モノアラガイ属の一種（Ｌｙｍｎａｅａ　ｓｐｐ．）、片山
貝属の一種（Ｏｎｃｏｍｅｌａｎｉａ　ｓｐｐ．）、スクシネア属の一種（Ｓｕｃｃｉｎ
ｅａ　ｓｐｐ．）。
【００７２】
　蠕虫から、例えば、ズビニ鉤虫（Ａｎｃｙｌｏｓｔｏｍａ　ｄｕｏｄｅｎａｌｅ）、セ
イロン鉤虫（Ａｎｃｙｌｏｓｔｏｍａ　ｃｅｙｌａｎｉｃｕｍ）、アシロストマブラジリ
エンシス（Ａｃｙｌｏｓｔｏｍａ　ｂｒａｚｉｌｉｅｎｓｉｓ）、鉤虫属の一種（Ａｎｃ
ｙｌｏｓｔｏｍａ　ｓｐｐ．）、アカリアルブリコイデス（Ａｓｃａｒｉｓ　ｌｕｂｒｉ
ｃｏｉｄｅｓ）、回虫属の一種（Ａｓｃａｒｉｓ　ｓｐｐ．）、マレー糸状虫（Ｂｒｕｇ
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ｉａ　ｍａｌａｙｉ）、ブルギアチモリ（Ｂｒｕｇｉａ　ｔｉｍｏｒｉ）、ブノストムム
属の一種（Ｂｕｎｏｓｔｏｍｕｍ　ｓｐｐ．）、チャベルチア属の一種（Ｃｈａｂｅｒｔ
ｉａ　ｓｐｐ．）、クロノルキス属の一種（Ｃｌｏｎｏｒｃｈｉｓ　ｓｐｐ．）、クーペ
リア属の一種（Ｃｏｏｐｅｒｉａ　ｓｐｐ．）、槍形吸虫属の一種（Ｄｉｃｒｏｃｏｅｌ
ｉｕｍ　ｓｐｐ．）、ディクチオカウルスフィラリア（Ｄｉｃｔｙｏｃａｕｌｕｓ　ｆｉ
ｌａｒｉａ）、広節裂頭条虫（Ｄｉｐｈｙｌｌｏｂｏｔｈｒｉｕｍ　ｌａｔｕｍ）、メジ
ナ虫（Ｄｒａｃｕｎｃｕｌｕｓ　ｍｅｄｉｎｅｎｓｉｓ）、単包条虫（Ｅｃｈｉｎｏｃｏ
ｃｃｕｓ　ｇｒａｎｕｌｏｓｕｓ）、多包条虫（Ｅｃｈｉｎｏｃｏｃｃｕｓ　ｍｕｌｔｉ
ｌｏｃｕｌａｒｉｓ）、ギョウチュウ（Ｅｎｔｅｒｏｂｉｕｓ　ｖｅｒｍｉｃｕｌａｒｉ
ｓ）、ファキオラ属の一種（Ｆａｃｉｏｌａ　ｓｐｐ．）、捻転胃虫属の一種（Ｈａｅｍ
ｏｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ヘテラキス属の一種（Ｈｅｔｅｒａｋｉｓ　ｓｐｐ．）、ナ
ナ条虫（Ｈｙｍｅｎｏｌｅｐｉｓ　ｎａｎａ）、ヒオストロングルス属の一種（Ｈｙｏｓ
ｔｒｏｎｇｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ロア糸状虫（Ｌｏａ　Ｌｏａ）、ネマトジルス属の一
種（Ｎｅｍａｔｏｄｉｒｕｓ　ｓｐｐ．）、腸結節虫属の一種（Ｏｅｓｏｐｈａｇｏｓｔ
ｏｍｕｍ　ｓｐｐ．）、オピストルキス属の一種（Ｏｐｉｓｔｈｏｒｃｈｉｓ　ｓｐｐ．
）、回旋糸状虫（Ｏｎｃｈｏｃｅｒｃａ　ｖｏｌｖｕｌｕｓ）、オステルタジア属の一種
（Ｏｓｔｅｒｔａｇｉａ　ｓｐｐ．）、肺吸虫属の一種（Ｐａｒａｇｏｎｉｍｕｓ　ｓｐ
ｐ．）、シストソメン属の一種（Ｓｃｈｉｓｔｏｓｏｍｅｎ　ｓｐｐ．）、ストロンギロ
イデスフエレボルニ（Ｓｔｒｏｎｇｙｌｏｉｄｅｓ　ｆｕｅｌｌｅｂｏｒｎｉ）、フンセ
ンチュウ（Ｓｔｒｏｎｇｙｌｏｉｄｅｓ　ｓｔｅｒｃｏｒａｌｉｓ）、ストロニロイデス
属の一種（Ｓｔｒｏｎｙｌｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、無鉤条虫（Ｔａｅｎｉａ　ｓａｇｉ
ｎａｔａ）、有鉤条虫（Ｔａｅｎｉａ　ｓｏｌｉｕｍ）、トリキネラスピラリス（Ｔｒｉ
ｃｈｉｎｅｌｌａ　ｓｐｉｒａｌｉｓ）、トリキネラナチバ（Ｔｒｉｃｈｉｎｅｌｌａ　
ｎａｔｉｖａ）、トリキネラブリトビ（Ｔｒｉｃｈｉｎｅｌｌａ　ｂｒｉｔｏｖｉ）、ト
リキネラネルソニ（Ｔｒｉｃｈｉｎｅｌｌａ　ｎｅｌｓｏｎｉ）、トリキネラシュードプ
シラリス（Ｔｒｉｃｈｉｎｅｌｌａ　ｐｓｅｕｄｏｐｓｉｒａｌｉｓ）、トリコストロン
グルス属の一種（Ｔｒｉｃｈｏｓｔｒｏｎｇｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）、トリクリストリクリ
ア（Ｔｒｉｃｈｕｒｉｓ　ｔｒｉｃｈｕｒｉａ）、パンクロフト糸状虫（Ｗｕｃｈｅｒｅ
ｒｉａ　ｂａｎｃｒｏｆｔｉ）。
【００７３】
　エイメリア（Ｅｉｍｅｒｉａ）属などの原生動物を防除することもまた可能であり得る
。
【００７４】
　カメムシ亜目（Ｈｅｔｅｒｏｐｔｅｒａ）から、例えば、アナサトリスチス（Ａｎａｓ
ａ　ｔｒｉｓｔｉｓ）、アンテスチオプシス属の一種（Ａｎｔｅｓｔｉｏｐｓｉｓ　ｓｐ
ｐ．）、ブリサス属の一種（Ｂｌｉｓｓｕｓ　ｓｐｐ．）、カロコリス属の一種（Ｃａｌ
ｏｃｏｒｉｓ　ｓｐｐ．）、カムピロンマリビダ（Ｃａｍｐｙｌｏｍｍａ　ｌｉｖｉｄａ
）、カベレリウス属の一種（Ｃａｖｅｌｅｒｉｕｓ　ｓｐｐ．）、トコジラミ属の一種（
Ｃｉｍｅｘ　ｓｐｐ．）、クレオンチアデスジルツス（Ｃｒｅｏｎｔｉａｄｅｓ　ｄｉｌ
ｕｔｕｓ）、ダシヌスピペリス（Ｄａｓｙｎｕｓ　ｐｉｐｅｒｉｓ）、ジケロプスフルカ
ツス（Ｄｉｃｈｅｌｏｐｓ　ｆｕｒｃａｔｕｓ）、ジコノコリスヘウェチ（Ｄｉｃｏｎｏ
ｃｏｒｉｓ　ｈｅｗｅｔｔｉ）、ジスデルクス属の一種（Ｄｙｓｄｅｒｃｕｓ　ｓｐｐ．
）、ユースキスツス属の一種（Ｅｕｓｃｈｉｓｔｕｓ　ｓｐｐ．）、エウリガステル属の
一種（Ｅｕｒｙｇａｓｔｅｒ　ｓｐｐ．）、ヘリオペルチス属の一種（Ｈｅｌｉｏｐｅｌ
ｔｉｓ　ｓｐｐ．）、ホルシアスノビレルス（Ｈｏｒｃｉａｓ　ｎｏｂｉｌｅｌｌｕｓ）
、レプトコリサ属の一種（Ｌｅｐｔｏｃｏｒｉｓａ　ｓｐｐ．）、レプトグロススフィロ
プス（Ｌｅｐｔｏｇｌｏｓｓｕｓ　ｐｈｙｌｌｏｐｕｓ）、メクラカメムシ科の一種（Ｌ
ｙｇｕｓ　ｓｐｐ．）、マクロペスエクスカバツス（Ｍａｃｒｏｐｅｓ　ｅｘｃａｖａｔ
ｕｓ）、メクラカメムシ科（Ｍｉｒｉｄａｅ）、ネザラ属の一種（Ｎｅｚａｒａ　ｓｐｐ
．）、オエバルス属の一種（Ｏｅｂａｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ペントミダエ（Ｐｅｎｔｏｍ
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ｉｄａｅ）、ピエスマクアドラタ（Ｐｉｅｓｍａ　ｑｕａｄｒａｔａ）、ピエゾドルス属
の一種（Ｐｉｅｚｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、プサルスセリアツス（Ｐｓａｌｌｕｓ　ｓ
ｅｒｉａｔｕｓ）、シューダシスタペルセア（Ｐｓｅｕｄａｃｙｓｔａ　ｐｅｒｓｅａ）
、ロドニウス属の一種（Ｒｈｏｄｎｉｕｓ　ｓｐｐ．）、サールベルゲラシングラリス（
Ｓａｈｌｂｅｒｇｅｌｌａ　ｓｉｎｇｕｌａｒｉｓ）、スコチノホラ（Ｓｃｏｔｉｎｏｐ
ｈｏｒａ　ｓｐｐ．）、ナシグンバイ（Ｓｔｅｐｈａｎｉｔｉｓ　ｎａｓｈｉ）、チブラ
カ属の一種（Ｔｉｂｒａｃａ　ｓｐｐ．）、サシガメ属の一種（Ｔｒｉａｔｏｍａ　ｓｐ
ｐ．）。
【００７５】
　同翅目から、例えば、アシルトシポン属の一種（Ａｃｙｒｔｈｏｓｉｐｏｎ　ｓｐｐ．
）、アエネオラミア属の一種（Ａｅｎｅｏｌａｍｉａ　ｓｐｐ．）、アゴノセナ属の一種
（Ａｇｏｎｏｓｃｅｎａ　ｓｐｐ．）、アレウロデス属の一種（Ａｌｅｕｒｏｄｅｓ　ｓ
ｐｐ．）、アレウロロブスバロデンシス（Ａｌｅｕｒｏｌｏｂｕｓ　ｂａｒｏｄｅｎｓｉ
ｓ）、アレウロトリクス属の一種（Ａｌｅｕｒｏｔｈｒｉｘｕｓ　ｓｐｐ．）、アムラス
カ属の一種（Ａｍｒａｓｃａ　ｓｐｐ．）、アヌラフィスカルズイ（Ａｎｕｒａｐｈｉｓ
　ｃａｒｄｕｉ）、アオニジエラ属の一種（Ａｏｎｉｄｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、アファ
ノスチグマピリ（Ａｐｈａｎｏｓｔｉｇｍａ　ｐｉｒｉ）、ワタアブラムシ属の一種（Ａ
ｐｈｉｓ　ｓｐｐ．）、フタテンヒメヨコバイ（Ａｒｂｏｒｉｄｉａ　ａｐｉｃａｌｉｓ
）、アスピジエラ属の一種（Ａｓｐｉｄｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、アスピジオツス属の一
種（Ａｓｐｉｄｉｏｔｕｓ　ｓｐｐ．）、アタヌス属の一種（Ａｔａｎｕｓ　ｓｐｐ．）
、ジャガイモヒゲナガアブラムシ（Ａｕｌａｃｏｒｔｈｕｍ　ｓｏｌａｎｉ）、ベミシア
属の一種（Ｂｅｍｉｓｉａ　ｓｐｐ．）、ムギワラギクオマルアブラムシ（Ｂｒａｃｈｙ
ｃａｕｄｕｓ　ｈｅｌｉｃｈｒｙｓｉｉ）、ブラキコルス属の一種（Ｂｒａｃｈｙｃｏｌ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、ダイコンアブラムシ（Ｂｒｅｖｉｃｏｒｙｎｅ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ
）、カリギポナマルギナタ（Ｃａｌｌｉｇｙｐｏｎａ　ｍａｒｇｉｎａｔａ）、カルネオ
セフラフルギダ（Ｃａｒｎｅｏｃｅｐｈａｌａ　ｆｕｌｇｉｄａ）、カンショワタムシ（
Ｃｅｒａｔｏｖａｃｕｎａ　ｌａｎｉｇｅｒａ）、アワフキ（Ｃｅｒｃｏｐｉｄａｅ）、
セロプラステス属の一種（Ｃｅｒｏｐｌａｓｔｅｓ　ｓｐｐ．）、イチゴケナガアブラム
シ（Ｃｈａｅｔｏｓｉｐｈｏｎ　ｆｒａｇａｅｆｏｌｉｉ）、キオナスピステガレンシス
（Ｃｈｉｏｎａｓｐｉｓ　ｔｅｇａｌｅｎｓｉｓ）、クロリタオヌキイ（Ｃｈｌｏｒｉｔ
ａ　ｏｎｕｋｉｉ）、クロマフィスユグランジコラ（Ｃｈｒｏｍａｐｈｉｓ　ｊｕｇｌａ
ｎｄｉｃｏｌａ）、アカホシマルカイガラムシ（Ｃｈｒｙｓｏｍｐｈａｌｕｓ　ｆｉｃｕ
ｓ）、シカズリナムビラ（Ｃｉｃａｄｕｌｉｎａ　ｍｂｉｌａ）、コッコミチルスハリイ
（Ｃｏｃｃｏｍｙｔｉｌｕｓ　ｈａｌｌｉ）、コックス属の一種（Ｃｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ
．）、クリプトミズスリビス（Ｃｒｙｐｔｏｍｙｚｕｓ　ｒｉｂｉｓ）、ダルブルス属の
一種（Ｄａｌｂｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ジアレウロデス属の一種（Ｄｉａｌｅｕｒｏｄｅ
ｓ　ｓｐｐ．）、ジアホリナ属の一種（Ｄｉａｐｈｏｒｉｎａ　ｓｐｐ．）、ジアスピス
属の一種（Ｄｉａｓｐｉｓ　ｓｐｐ．）、ドラリス属の一種（Ｄｏｒａｌｉｓ　ｓｐｐ．
）、ドロシカ属の一種（Ｄｒｏｓｉｃｈａ　ｓｐｐ．）、ジサフィス属の一種（Ｄｙｓａ
ｐｈｉｓ　ｓｐｐ．）、ジスミコックス属の一種（Ｄｙｓｍｉｃｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ．）
、エムポアスカ属の一種（Ｅｍｐｏａｓｃａ　ｓｐｐ．）、エリオソマ属の一種（Ｅｒｉ
ｏｓｏｍａ　ｓｐｐ．）、エリスロネウラ属の一種（Ｅｒｙｔｈｒｏｎｅｕｒａ　ｓｐｐ
．）、ユースセリスビロバタス（Ｅｕｓｃｅｌｉｓ　ｂｉｌｏｂａｔｕｓ）、ゲオコック
スコッフェアエ（Ｇｅｏｃｏｃｃｕｓ　ｃｏｆｆｅａｅ）、ホマロジスカコアグラタ（Ｈ
ｏｍａｌｏｄｉｓｃａ　ｃｏａｇｕｌａｔａ）、モモコフキアブラムシ（Ｈｙａｌｏｐｔ
ｅｒｕｓ　ａｒｕｎｄｉｎｉｓ）、イセルヤ属の一種（Ｉｃｅｒｙａ　ｓｐｐ．）、イジ
オセルス属の一種（Ｉｄｉｏｃｅｒｕｓ　ｓｐｐ．）、イジオスコプス属の一種（Ｉｄｉ
ｏｓｃｏｐｕｓ　ｓｐｐ．）、ヒメトビウンカ（Ｌａｏｄｅｌｐｈａｘ　ｓｔｒｉａｔｅ
ｌｌｕｓ）、レカニウム属の一種（Ｌｅｃａｎｉｕｍ　ｓｐｐ．）、レピドサフェス属の
一種（Ｌｅｐｉｄｏｓａｐｈｅｓ　ｓｐｐ．）、ニセダイコンアブラムシ（Ｌｉｐａｐｈ
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ｉｓ　ｅｒｙｓｉｍｉ）、マクロシフム属の一種（Ｍａｃｒｏｓｉｐｈｕｍ　ｓｐｐ．）
、マハナルバフィムブリオラタ（Ｍａｈａｎａｒｖａ　ｆｉｍｂｒｉｏｌａｔａ）、ヒエ
ノアブラムシ（Ｍｅｌａｎａｐｈｉｓ　ｓａｃｃｈａｒｉ）、メトカルフィエラ属の一種
（Ｍｅｔｃａｌｆｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、ムギウスイロアブラムシ（Ｍｅｔｏｐｏｌｏ
ｐｈｉｕｍ　ｄｉｒｈｏｄｕｍ）、モネリアコスタリス（Ｍｏｎｅｌｌｉａ　ｃｏｓｔａ
ｌｉｓ）、モネリオプシスペカニス（Ｍｏｎｅｌｌｉｏｐｓｉｓ　ｐｅｃａｎｉｓ）、ミ
ズス属の一種（Ｍｙｚｕｓ　ｓｐｐ．）、レタスヒゲナガアブラムシ（Ｎａｓｏｎｏｖｉ
ａ　ｒｉｂｉｓｎｉｇｒｉ）、ツマグロヨコバイ属の一種（Ｎｅｐｈｏｔｅｔｔｉｘ　ｓ
ｐｐ．）、トビイロウンカ（Ｎｉｌａｐａｒｖａｔａ　ｌｕｇｅｎｓ）、オンコメトピア
属の一種（Ｏｎｃｏｍｅｔｏｐｉａ　ｓｐｐ．）、オルテジアプラエロンガ（Ｏｒｔｈｅ
ｚｉａ　ｐｒａｅｌｏｎｇａ）、ヤマモモコナジラミ（Ｐａｒａｂｅｍｉｓｉａ　ｍｙｒ
ｉｃａｅ）、パラトリオザ属の一種（Ｐａｒａｔｒｉｏｚａ　ｓｐｐ．）、パルラトリア
属の一種（Ｐａｒｌａｔｏｒｉａ　ｓｐｐ．）、ペムフィグス属の一種（Ｐｅｍｐｈｉｇ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、トウモロコシウンカ（Ｐｅｒｅｇｒｉｎｕｓ　ｍａｉｄｉｓ）、フェ
ナコックス属の一種（Ｐｈｅｎａｃｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ．）、フロエオミズスパセリニイ
（Ｐｈｌｏｅｏｍｙｚｕｓ　ｐａｓｓｅｒｉｎｉｉ）、ホップイボアブラムシ（Ｐｈｏｒ
ｏｄｏｎ　ｈｕｍｕｌｉ）、ネアブラムシ属の一種（Ｐｈｙｌｌｏｘｅｒａ　ｓｐｐ．）
、ハランナガカイガラムシ（Ｐｉｎｎａｓｐｉｓ　ａｓｐｉｄｉｓｔｒａｅ）、プラノコ
ッカス属の一種（Ｐｌａｎｏｃｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ．）、ナシガタカタカイガラムシ（Ｐ
ｒｏｔｏｐｕｌｖｉｎａｒｉａ　ｐｙｒｉｆｏｒｍｉｓ）、クワシロカイガラムシ（Ｐｓ
ｅｕｄａｕｌａｃａｓｐｉｓ　ｐｅｎｔａｇｏｎａ）、シュードコッカス属の一種（Ｐｓ
ｅｕｄｏｃｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ．）、プシラ属の一種（Ｐｓｙｌｌａ　ｓｐｐ．）、プテ
ロマルス属の一種（Ｐｔｅｒｏｍａｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ピリラ属の一種（Ｐｙｒｉｌｌ
ａ　ｓｐｐ．）、クアドラズピジオツス属の一種（Ｑｕａｄｒａｓｐｉｄｉｏｔｕｓ　ｓ
ｐｐ．）、クエサダギガス（Ｑｕｅｓａｄａ　ｇｉｇａｓ）、ラストロコックス属の一種
（Ｒａｓｔｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ．）、ロパロシフム属の一種（Ｒｈｏｐａｌｏｓｉ
ｐｈｕｍ　ｓｐｐ．）、サイセチア属の一種（Ｓａｉｓｓｅｔｉａ　ｓｐｐ．）、スカホ
イデスチタヌス（Ｓｃａｐｈｏｉｄｅｓ　ｔｉｔａｎｕｓ）、ムギミドリアブラムシ（Ｓ
ｃｈｉｚａｐｈｉｓ　ｇｒａｍｉｎｕｍ）、セレナスピズスアルチクラツス（Ｓｅｌｅｎ
ａｓｐｉｄｕｓ　ａｒｔｉｃｕｌａｔｕｓ）、ソガタ属の一種（Ｓｏｇａｔａ　ｓｐｐ．
）、セジロウンカ（Ｓｏｇａｔｅｌｌａ　ｆｕｒｃｉｆｅｒａ）、ソガトデス属の一種（
Ｓｏｇａｔｏｄｅｓ　ｓｐｐ．）、スチクトセファラフェスチナ（Ｓｔｉｃｔｏｃｅｐｈ
ａｌａ　ｆｅｓｔｉｎａ）、テナラファラマラエンシス（Ｔｅｎａｌａｐｈａｒａ　ｍａ
ｌａｙｅｎｓｉｓ）、チノカリスカリアエホリアエ（Ｔｉｎｏｃａｌｌｉｓ　ｃａｒｙａ
ｅｆｏｌｉａｅ）、トマスピス属の一種（Ｔｏｍａｓｐｉｓ　ｓｐｐ．）、トキソプテラ
属の一種（Ｔｏｘｏｐｔｅｒａ　ｓｐｐ．）、オンシツコナジラミ（Ｔｒｉａｌｅｕｒｏ
ｄｅｓ　ｖａｐｏｒａｒｉｏｒｕｍ）、トリオザ属の一種（Ｔｒｉｏｚａ　ｓｐｐ．）、
チフロシバ属の一種（Ｔｙｐｈｌｏｃｙｂａ　ｓｐｐ．）、ユナプシス属の一種（Ｕｎａ
ｓｐｉｓ　ｓｐｐ．）、ブドウネアブラムシ（Ｖｉｔｅｕｓ　ｖｉｔｉｆｏｌｉｉ）。
【００７６】
　膜翅目から、例えば、ジプリオン属の一種（Ｄｉｐｒｉｏｎ　ｓｐｐ．）、ホプロカム
パ属の一種（Ｈｏｐｌｏｃａｍｐａ　ｓｐｐ．）、ケアリ属の一種（Ｌａｓｉｕｓ　ｓｐ
ｐ．）、イエヒメアリ（Ｍｏｎｏ－ｍｏｒｉｕｍ　ｐｈａｒａｏｎｉｓ）、ベスパ属の一
種（Ｖｅｓｐａ　ｓｐｐ．）。
【００７７】
　等脚目から、例えば、オカダンゴムシ（Ａｒｍａｄｉｌｌｉｄｉｕｍ　ｖｕｌｇａｒｅ
）、ホンワラジムシ（Ｏｎｉｓｃｕｓ　ａｓｅｌｌｕｓ）、ワラジムシ（Ｐｏｒｃｅｌｌ
ｉｏ　ｓｃａｂｅｒ）。
【００７８】
　等翅目から、例えば、ヤマトシロアリ属の一種（Ｒｅｔｉｃｕｌｉｔｅｒｍｅｓ　ｓｐ
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ｐ．）、オドントテルメス属の一種（Ｏｄｏｎｔｏｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．）。
【００７９】
　鱗翅目から、例えば、オオケンモン（Ａｃｒｏｎｉｃｔａ　ｍａｊｏｒ）、ナカジロシ
タバ（Ａｅｄｉａ　ｌｅｕｃｏｍｅｌａｓ）、アグロティス属の一種（Ａｇｒｏｔｉｓ　
ｓｐｐ．）、アラバマアルギラシア（Ａｌａｂａｍａ　ａｒｇｉｌｌａｃｅａ）、アンチ
カルシア属の一種（Ａｎｔｉｃａｒｓｉａ　ｓｐｐ．）、ヨトウガ（Ｂａｒａｔｈｒａ　
ｂｒａｓｓｉｃａｅ）、ブックラトリクスツルベリエラ（Ｂｕｃｃｕｌａｔｒｉｘ　ｔｈ
ｕｒｂｅｒｉｅｌｌａ）、ブパルスピニアリウス（Ｂｕｐａｌｕｓ　ｐｉｎｉａｒｉｕｓ
）、カコエシアポダナ（Ｃａｃｏｅｃｉａ　ｐｏｄａｎａ）、カプアレチクラナ（Ｃａｐ
ｕａ　ｒｅｔｉｃｕｌａｎａ）、シンクイガ（Ｃａｒｐｏｃａｐｓａ　ｐｏｍｏｎｅｌｌ
ａ）、ケイマトビアブルマタ（Ｃｈｅｉｍａｔｏｂｉａ　ｂｒｕｍａｔａ）、キロ属の一
種（Ｃｈｉｌｏ　ｓｐｐ．）、トウヒシントメハマキ（Ｃｈｏｒｉｓｔｏｎｅｕｒａ　ｆ
ｕｍｉｆｅｒａｎａ）、ブドウホソハマキ（Ｃｌｙｓｉａ　ａｍｂｉｇｕｅｌｌａ）、ク
ナファロセルス属の一種（Ｃｎａｐｈａｌｏｃｅｒｕｓ　ｓｐｐ．）、ミスジアオリンガ
（Ｅａｒｉａｓ　ｉｎｓｕｌａｎａ）、スジコナマダラメイガ（Ｅｐｈｅｓｔｉａ　ｋｕ
ｅｈｎｉｅｌｌａ）、ユープロクティスクリソロエア（Ｅｕｐｒｏｃｔｉｓ　ｃｈｒｙｓ
ｏｒｒｈｏｅａ）、エウクソア属の一種（Ｅｕｘｏａ　ｓｐｐ．）、フェルチ属の一種（
Ｆｅｌｔｉａ　ｓｐｐ．）、ハチノスツヅリガ（Ｇａｌｌｅｒｉａ　ｍｅｌｌｏｎｅｌｌ
ａ）、ヘリコベルパ属の一種（Ｈｅｌｉｃｏｖｅｒｐａ　ｓｐｐ．）、ヘリオティス属の
一種（Ｈｅｌｉｏｔｈｉｓ　ｓｐｐ．）、ホフマンノフィラシュードスプレテラ（Ｈｏｆ
ｍａｎｎｏｐｈｉｌａ　ｐｓｅｕｄｏｓｐｒｅｔｅｌｌａ）、チャハマキ（Ｈｏｍｏｎａ
　ｍａｇｎａｎｉｍａ）、ヒポノメウタパデラ（Ｈｙｐｏｎｏｍｅｕｔａ　ｐａｄｅｌｌ
ａ）、ラフィグマ属の一種（Ｌａｐｈｙｇｍａ　ｓｐｐ．）、リトコレチスブランカルデ
ラ（Ｌｉｔｈｏｃｏｌｌｅｔｉｓ　ｂｌａｎｃａｒｄｅｌｌａ）、リトファネアンテナタ
（Ｌｉｔｈｏｐｈａｎｅ　ａｎｔｅｎｎａｔａ）、ロクサグロチスアルビコスタ（Ｌｏｘ
ａｇｒｏｔｉｓ　ａｌｂｉｃｏｓｔａ）、リマントリア属の一種（Ｌｙｍａｎｔｒｉａ　
ｓｐｐ．）、オビカレハ（Ｍａｌａｃｏｓｏｍａ　ｎｅｕｓｔｒｉａ）、ヨトウガ（Ｍａ
ｍｅｓｔｒａ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）、モシスレパンダ（Ｍｏｃｉｓ　ｒｅｐａｎｄａ）
、アワヨトウ（Ｍｙｔｈｉｍｎａ　ｓｅｐａｒａｔａ）、オリア属の一種（Ｏｒｉａ　ｓ
ｐｐ．）、イネクビボソハムシ（Ｏｕｌｅｍａ　ｏｒｙｚａｅ）、マツキリガ（Ｐａｎｏ
ｌｉｓ　ｆｌａｍｍｅａ）、ワタアカミムシガ（Ｐｅｃｔｉｎｏｐｈｏｒａ　ｇｏｓｓｙ
ｐｉｅｌｌａ）、ミカンコハモグリ（Ｐｈｙｌｌｏｃｎｉｓｔｉｓ　ｃｉｔｒｅｌｌａ）
、ピエリス属の一種（Ｐｉｅｒｉｓ　ｓｐｐ．）、コナガ（Ｐｌｕｔｅｌｌａ　ｘｙｌｏ
ｓｔｅｌｌａ）、プロデニア属の一種（Ｐｒｏｄｅｎｉａ　ｓｐｐ．）、シューダレチア
属の一種（Ｐｓｅｕｄａｌｅｔｉａ　ｓｐｐ．）、シュードプルシアインクルデンス（Ｐ
ｓｅｕｄｏｐｌｕｓｉａ　ｉｎｃｌｕｄｅｎｓ）、ピラウスタヌビラリス（Ｐｙｒａｕｓ
ｔａ　ｎｕｂｉｌａｌｉｓ）、スポドプテラ属の一種（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｓｐｐ．
）、テルメシアゲムマタリス（Ｔｈｅｒｍｅｓｉａ　ｇｅｍｍａｔａｌｉｓ）、イガ（Ｔ
ｉｎｅａ　ｐｅｌｌｉｏｎｅｌｌａ）、コイガ（Ｔｉｎｅｏｌａ　ｂｉｓｓｅｌｌｉｅｌ
ｌａ）、トルトリクスビリダナ（Ｔｏｒｔｒｉｘ　ｖｉｒｉｄａｎａ）、トリコプルシア
属の一種（Ｔｒｉｃｈｏｐｌｕｓｉａ　ｓｐｐ．）。
【００８０】
　直翅目から、例えば、イエコオロギ（Ａｃｈｅｔａ　ｄｏｍｅｓｔｉｃｕｓ）、トウヨ
ウゴキブリ（Ｂｌａｔｔａ　ｏｒｉｅｎｔａｌｉｓ）、チャバネゴキブリ（Ｂｌａｔｔｅ
ｌｌａ　ｇｅｒｍａｎｉｃａ）、グリロタルパ属の一種（Ｇｒｙｌｌｏｔａｌｐａ　ｓｐ
ｐ．）、マデイラゴキブリ（Ｌｅｕｃｏｐｈａｅａ　ｍａｄｅｒａｅ）、ロクスタ属の一
種（Ｌｏｃｕｓｔａ　ｓｐｐ．）、メラノプルス属の一種（Ｍｅｌａｎｏｐｌｕｓ　ｓｐ
ｐ．）、ワモンゴキブリ（Ｐｅｒｉｐｌａｎｅｔａ　ａｍｅｒｉｃａｎａ）、サバクトビ
バッタ（Ｓｃｈｉｓｔｏｃｅｒｃａ　ｇｒｅｇａｒｉａ）。
【００８１】



(36) JP 2017-502037 A 2017.1.19

10

20

30

40

50

　ノミ目から、例えば、ナガノミ属の一種（Ｃｅｒａｔｏｐｈｙｌｌｕｓ　ｓｐｐ．）、
ケオプスネズミノミ（Ｘｅｎｏｐｓｙｌｌａ　ｃｈｅｏｐｉｓ）。
【００８２】
　結合綱から、例えば、ソウチゲレライムマクラタ（Ｓｃｕｔｉｇｅｒｅｌｌａ　ｉｍｍ
ａｃｕｌａｔａ）。
【００８３】
　総翅目から、例えば、バリオトリプスビホルミス（Ｂａｌｉｏｔｈｒｉｐｓ　ｂｉｆｏ
ｒｍｉｓ）、エネオトリプスフラベンス（Ｅｎｎｅｏｔｈｒｉｐｓ　ｆｌａｖｅｎｓ）、
ハナアザミウマ属の一種（Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、ヘリオトリプス属
の一種（Ｈｅｌｉｏｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）、クリバネアザミウマ（Ｈｅｒｃｉｎｏｔ
ｈｒｉｐｓ　ｆｅｍｏｒａｌｉｓ）、カコトリプス属の一種（Ｋａｋｏｔｈｒｉｐｓ　ｓ
ｐｐ．）、リピホロトリプスクルエンタツス（Ｒｈｉｐｉｐｈｏｒｏｔｈｒｉｐｓ　ｃｒ
ｕｅｎｔａｔｕｓ）、スキルトトリプス属の一種（Ｓｃｉｒｔｏｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．
）、タエニオトリプスカルダモニ（Ｔａｅｎｉｏｔｈｒｉｐｓ　ｃａｒｄａｍｏｎｉ）、
トリプス属の一種（Ｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）。
【００８４】
　シミ目から、例えば、セイヨウシミ（Ｌｅｐｉｓｍａ　ｓａｃｃｈａｒｉｎａ）。
【００８５】
　植物性寄生性線虫としては、例えば、アングイナ属の一種（Ａｎｇｕｉｎａ　ｓｐｐ．
）、アフェレンコイデス属の一種（Ａｐｈｅｌｅｎｃｈｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ベロノ
アイムス属の一種（Ｂｅｌｏｎｏａｉｍｕｓ　ｓｐｐ．）、ブルサフェレンクス属の一種
（Ｂｕｒｓａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、クキセンチュウ（Ｄｉｔｙｌｅｎｃｈ
ｕｓ　ｄｉｐｓａｃｉ）、グロボデラ属の一種（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｓｐｐ．）、ヘリ
オコチレンクス属の一種（Ｈｅｌｉｏｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、シストセン
チュウ属の一種（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｓｐｐ．）、ロンギドルス属の一種（Ｌｏｎｇ
ｉｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、メロイドギネ属の一種（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｓｐｐ．
）、ネグサレセンチュウ属の一種（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ネモグリセ
ンチュウ属の一種（Ｒａｄｏｐｈｏｌｕｓ　ｓｉｍｉｌｉｓ）、ロチレンクス属の一種（
Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、トリコドルス属の一種（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ
　ｓｐｐ．）、チレンコルヒンクス属の一種（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｓｐ
ｐ．）、チレンクルス属の一種（Ｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ミカンネセンチ
ュウ（Ｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｓｅｍｉｐｅｎｅｔｒａｎｓ）、キシフィネマ属の一種
（Ｘｉｐｈｉｎｅｍａ　ｓｐｐ．）が挙げられる。
【００８６】
　しかも、獣医学製剤の分野において、本発明の新規な化合物は、例えば昆虫およびウジ
虫といった種々の有害な動物寄生性有害生物（内寄生生物および外寄生生物）に対して効
果的に用いられることが可能である。
【００８７】
　このような動物寄生性有害生物の例としては、以下に記載の有害生物が挙げられる。
【００８８】
　昆虫の例としては、ウマバエ属の一種（Ｇａｓｔｅｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｓｐｐ．）、サ
シバエ属の一種（Ｓｔｏｍｏｘｙｓ　ｓｐｐ．）、ケモノハジラミ属の一種（Ｔｒｉｃｈ
ｏｄｅｃｔｅｓ　ｓｐｐ．）、ロドニウス属の一種（Ｒｈｏｄｎｉｕｓ　ｓｐｐ．）、イ
ヌノミ（Ｃｔｅｎｏｃｅｐｈａｌｉｄｅｓ　ｃａｎｉｓ）、シムクスレクツリウス（Ｃｉ
ｍｘ　ｌｅｃｔｕｒｉｕｓ）、ネコノミ（Ｃｔｅｎｏｃｅｐｈａｌｉｄｅｓ　ｆｅｌｉｓ
）、ヒツジキンバエ（Ｌｕｃｉｌｉａ　ｃｕｐｒｉｎａ）等が挙げられる。
【００８９】
　コナダニの例としては、カズキダニ属の一種（Ｏｒｎｉｔｈｏｄｏｒｏｓ　ｓｐｐ．）
、マダニ属の一種（Ｉｘｏｄｅｓ　ｓｐｐ．）、オウシマダニ属の一種（Ｂｏｏｐｈｉｌ
ｕｓ　ｓｐｐ．）等が挙げられる。



(37) JP 2017-502037 A 2017.1.19

10

20

30

40

50

【００９０】
　例えば獣医学製剤の分野といった獣医学の分野において、本発明の有効化合物は、特に
外寄生生物または内寄生生物といった動物寄生虫に対して有効である。
【００９１】
　内寄生生物という用語は、条虫、線虫または吸虫などの特に蠕虫、および球胞子虫亜綱
などの原生動物を含む。
【００９２】
　外寄生生物は、典型的には、および好ましくは、節足動物、特にハエ（刺咬性および非
刺咬性）などの昆虫、寄生性ハエ幼虫、シラミ、毛シラミ、ハジラミ、ノミ等；または例
えばカタダニまたはヒメダニといったマダニ類などのダニ、または瘡蓋ダニ、ツツガムシ
、ハダニ等などのダニである。
【００９３】
　これらの寄生虫としては以下が挙げられる。
　アノプルリダ目（Ａｎｏｐｌｕｒｉｄａ）から、例えばブタジラミ属の一種（Ｈａｅｍ
ａｔｏｐｉｎｕｓ　ｓｐｐ．）、シラミ属の一種（Ｌｉｎｏｇｎａｔｈｕｓ　ｓｐｐ．）
、ペディクルス属の一種（Ｐｅｄｉｃｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）、フチルス属の一種（Ｐｈｔ
ｉｒｕｓ　ｓｐｐ．）、ソレノポテス属の一種（Ｓｏｌｅｎｏｐｏｔｅｓ　ｓｐｐ．）；
特定の例は：イヌジラミ（Ｌｉｎｏｇｎａｔｈｕｓ　ｓｅｔｏｓｕｓ）、ウシホソジラミ
（Ｌｉｎｏｇｎａｔｈｕｓ　ｖｉｔｕｌｉ）、ヒツジジラミ（Ｌｉｎｏｇｎａｔｈｕｓ　
ｏｖｉｌｌｕｓ）、リノグナサスオビホルミス（Ｌｉｎｏｇｎａｔｈｕｓ　ｏｖｉｆｏｒ
ｍｉｓ）、リノグナサスペダリス（Ｌｉｎｏｇｎａｔｈｕｓ　ｐｅｄａｌｉｓ）、ヤギジ
ラミ（Ｌｉｎｏｇｎａｔｈｕｓ　ｓｔｅｎｏｐｓｉｓ）、ヘマトピヌスアシニマクロセフ
ァルス（Ｈａｅｍａｔｏｐｉｎｕｓ　ａｓｉｎｉ　ｍａｃｒｏｃｅｐｈａｌｕｓ）、ウシ
ジラミ（Ｈａｅｍａｔｏｐｉｎｕｓ　ｅｕｒｙｓｔｅｒｎｕｓ）、ブタジラミ（Ｈａｅｍ
ａｔｏｐｉｎｕｓ　ｓｕｉｓ）、アタマジラミ（Ｐｅｄｉｃｕｌｕｓ　ｈｕｍａｎｕｓ　
ｃａｐｉｔｉｓ）、コロモジラミ（Ｐｅｄｉｃｕｌｕｓ　ｈｕｍａｎｕｓ　ｃｏｒｐｏｒ
ｉｓ）、フィロエラヴァスタトリクス（Ｐｈｙｌｌｏｅｒａ　ｖａｓｔａｔｒｉｘ）、ケ
ジラミ（Ｐｈｔｈｉｒｕｓ　ｐｕｂｉｓ）、ケブカウシジラミ（Ｓｏｌｅｎｏｐｏｔｅｓ
　ｃａｐｉｌｌａｔｕｓ）であり；ハジラミ目、ならびに、マルツノハジラミ亜目および
ホソツノハジラミ亜目から、例えば、トリメノポン属の一種（Ｔｒｉｍｅｎｏｐｏｎ　ｓ
ｐｐ．）、タンカクハジラミ属の一種（Ｍｅｎｏｐｏｎ　ｓｐｐ．）、トリノトン属の一
種（Ｔｒｉｎｏｔｏｎ　ｓｐｐ．）、ボビコーラ属の一種（Ｂｏｖｉｃｏｌａ　ｓｐｐ．
）、ウェルネキエラ属の一種（Ｗｅｒｎｅｃｋｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、レピケントロン
属の一種（Ｌｅｐｉｋｅｎｔｒｏｎ　ｓｐｐ．）、ダマリナ属の一種（Ｄａｍａｌｉｎａ
　ｓｐｐ．）、ケモノハジラミ属の一種（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｃｔｅｓ　ｓｐｐ．）、フェ
リコラ属の一種（Ｆｅｌｉｃｏｌａ　ｓｐｐ．）；特定の例は：ウシハジラミ（Ｂｏｖｉ
ｃｏｌａ　ｂｏｖｉｓ）、ヒツジハジラミ（Ｂｏｖｉｃｏｌａ　ｏｖｉｓ）、ボビコラリ
ンバタ（Ｂｏｖｉｃｏｌａ　ｌｉｍｂａｔａ）、ダマリナボビス（Ｄａｍａｌｉｎａ　ｂ
ｏｖｉｓ）、イヌハジラミ（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｃｔｅｓ　ｃａｎｉｓ）、ネコハジラミ（
Ｆｅｌｉｃｏｌａ　ｓｕｂｒｏｓｔｒａｔｕｓ）、ヤギハジラミ（Ｂｏｖｉｃｏｌａ　ｃ
ａｐｒａｅ）、レピケントロンオビス（Ｌｅｐｉｋｅｎｔｒｏｎ　ｏｖｉｓ）、ウェルネ
オキエラエキ（Ｗｅｒｎｅｃｋｉｅｌｌａ　ｅｑｕｉ）であり；双翅目、ならびに、ネマ
トセリナ（Ｎｅｍａｔｏｃｅｒｉｎａ）亜目およびブラキセリナ（Ｂｒａｃｈｙｃｅｒｉ
ｎａ）亜目から、例えばヤブカ属の一種（Ａｅｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ハナダラカ属の一種
（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ｓｐｐ．）、イエカ属の一種（Ｃｕｌｅｘ　ｓｐｐ．）、ブユ属
の一種（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｓｐｐ．）、エウシムリウム属の一種（Ｅｕｓｉｍｕｌｉｕ
ｍ　ｓｐｐ．）、サシチョウバエ属の一種（Ｐｈｌｅｂｏｔｏｍｕｓ　ｓｐｐ．）、ルツ
ォミヤ属の一種（Ｌｕｔｚｏｍｙｉａ　ｓｐｐ．）、キュリコイデス属の一種（Ｃｕｌｉ
ｃｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、メクラアブ属の一種（Ｃｈｒｙｓｏｐｓ　ｓｐｐ．）、オダ
グミア属の一種（Ｏｄａｇｍｉａ　ｓｐｐ．）、ビルヘルミア属の一種（Ｗｉｌｈｅｌｍ
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ｉａ　ｓｐｐ．）、キボシアブ属の一種（Ｈｙｂｏｍｉｔｒａ　ｓｐｐ．）、アチロータ
ス属の一種（Ａｔｙｌｏｔｕｓ　ｓｐｐ．）、アブ属の一種（Ｔａｂａｎｕｓ　ｓｐｐ．
）、ゴマフアブ属の一種（Ｈａｅｍａｔｏｐｏｔａ　ｓｐｐ．）、フィリポミイア属の一
種（Ｐｈｉｌｉｐｏｍｙｉａ　ｓｐｐ．）、ブラウラ属の一種（Ｂｒａｕｌａ　ｓｐｐ．
）、イエバエ属の一種（Ｍｕｓｃａ　ｓｐｐ．）、トゲアシメマトイ属の一種（Ｈｙｄｒ
ｏｔａｅａ　ｓｐｐ．）、サシバエ属の一種（Ｓｔｏｍｏｘｙｓ　ｓｐｐ．）、ハエマト
ビア属の一種（Ｈａｅｍａｔｏｂｉａ　ｓｐｐ．）、モレリア属の一種（Ｍｏｒｅｌｌｉ
ａ　ｓｐｐ．）、ヒメイエバエ属の一種（Ｆａｎｎｉａ　ｓｐｐ．）、ツェツェバエ属の
一種（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｓｐｐ．）、オオクロバエ属の一種（Ｃａｌｌｉｐｈｏｒａ　
ｓｐｐ．）、ギンバエ属の一種（Ｌｕｃｉｌｉａ　ｓｐｐ．）、クリゾミア属の一種（Ｃ
ｈｒｙｓｏｍｙｉａ　ｓｐｐ．）、ヴォールファールトニクバエ属の一種（Ｗｏｈｌｆａ
ｈｒｔｉａ　ｓｐｐ．）、サルコファガ属の一種（Ｓａｒｃｏｐｈａｇａ　ｓｐｐ．）、
ヒツジバエ属の一種（Ｏｅｓｔｒｕｓ　ｓｐｐ．）、ウシバエ属の一種（Ｈｙｐｏｄｅｒ
ｍａ　ｓｐｐ．）、ウマバエ属の一種（Ｇａｓｔｅｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｓｐｐ．）、シラ
ミバエ属の一種（Ｈｉｐｐｏｂｏｓｃａ　ｓｐｐ．）、リポプテナ属の一種（Ｌｉｐｏｐ
ｔｅｎａ　ｓｐｐ．）、ヒツジシラミバエ属の一種（Ｍｅｌｏｐｈａｇｕｓ　ｓｐｐ．）
、リノエスツルス属の一種（Ｒｈｉｎｏｅｓｔｒｕｓ　ｓｐｐ．）、ガガンボ属の一種（
Ｔｉｐｕｌａ　ｓｐｐ．）；特定の例は：ネッタイシマカ（Ａｅｄｅｓ　ａｅｇｙｐｔｉ
）、ヒトスジシマカ（Ａｅｄｅｓ　ａｌｂｏｐｉｃｔｕｓ）、アエデスタエニオリノフス
（Ａｅｄｅｓ　ｔａｅｎｉｏｒｈｙｎｃｈｕｓ）、ガンビエハマダラカ（Ａｎｏｐｈｅｌ
ｅｓ　ｇａｍｂｉａｅ）、アノフェレスマクリペニス（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ｍａｃｕｌ
ｉｐｅｎｎｉｓ）、カリホラエリスロセファラ（Ｃａｌｌｉｐｈｏｒａ　ｅｒｙｔｈｒｏ
ｃｅｐｈａｌａ）、クリソゾナプルビアリス（Ｃｈｒｙｓｏｚｏｎａ　ｐｌｕｖｉａｌｉ
ｓ）、ネッタイイエカ（Ｃｕｌｅｘ　ｑｕｉｎｑｕｅｆａｓｃｉａｔｕｓ）、アカイエカ
（Ｃｕｌｅｘ　ｐｉｐｉｅｎｓ）、キュレクスタルサリス（Ｃｕｌｅｘ　ｔａｒｓａｌｉ
ｓ）、ヒメイエバエ（Ｆａｎｎｉａ　ｃａｎｉｃｕｌａｒｉｓ）、サルコファガカルナリ
ア（Ｓａｒｃｏｐｈａｇａ　ｃａｒｎａｒｉａ）、サシバエ（Ｓｔｏｍｏｘｙｓ　ｃａｌ
ｃｉｔｒａｎｓ）、チプラパルドサ（Ｔｉｐｕｌａ　ｐａｌｕｄｏｓａ）、ヒツジキンバ
エ（Ｌｕｃｉｌｉａ　ｃｕｐｒｉｎａ）、ヒロズキンバエ（Ｌｕｃｉｌｉａ　ｓｅｒｉｃ
ａｔａ）、シムリウムレプタンス（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｒｅｐｔａｎｓ）、フレボトムス
パパタシ（Ｐｈｌｅｂｏｔｏｍｕｓ　ｐａｐａｔａｓｉ）、ヒゲナガサシチョウバエ（Ｐ
ｈｌｅｂｏｔｏｍｕｓ　ｌｏｎｇｉｐａｌｐｉｓ）、ツメトゲブユ（Ｏｄａｇｍｉａ　ｏ
ｒｎａｔａ）、ウマブユ（Ｗｉｌｈｅｌｍｉａ　ｅｑｕｉｎａ）、ボオフトラエリツロセ
ファラ（Ｂｏｏｐｈｔｈｏｒａ　ｅｒｙｔｈｒｏｃｅｐｈａｌａ）、タバヌスブロミウス
（Ｔａｂａｎｕｓ　ｂｒｏｍｉｕｓ）、タバヌススポドプテルス（Ｔａｂａｎｕｓ　ｓｐ
ｏｄｏｐｔｅｒｕｓ）、タバヌスアトラツス（Ｔａｂａｎｕｓ　ａｔｒａｔｕｓ）、タバ
ヌススデチクス（Ｔａｂａｎｕｓ　ｓｕｄｅｔｉｃｕｓ）、ヒボミトラシウレア（Ｈｙｂ
ｏｍｉｔｒａ　ｃｉｕｒｅａ）、クリソプスカエオウチエンス（Ｃｈｒｙｓｏｐｓ　ｃａ
ｅｃｕｔｉｅｎｓ）、クリソプスレリクタス（Ｃｈｒｙｓｏｐｓ　ｒｅｌｉｃｔｕｓ）、
ハエマトポタプリビアリス（Ｈａｅｍａｔｏｐｏｔａ　ｐｌｕｖｉａｌｉｓ）、ハエマト
ポタイタリカ（Ｈａｅｍａｔｏｐｏｔａ　ｉｔａｌｉｃａ）、ムスカオータムナリス（Ｍ
ｕｓｃａ　ａｕｔｕｍｎａｌｉｓ）、イエバエ（Ｍｕｓｃａ　ｄｏｍｅｓｔｉｃａ）、ノ
サシバエ（Ｈａｅｍａｔｏｂｉａ　ｉｒｒｉｔａｎｓ　ｉｒｒｉｔａｎｓ）、ノサシバエ
（Ｈａｅｍａｔｏｂｉａ　ｉｒｒｉｔａｎｓ　ｅｘｉｇｕａ）、ハエマトビアスチムラン
ス（Ｈａｅｍａｔｏｂｉａ　ｓｔｉｍｕｌａｎｓ）、ヒドロタエアイリタンス（Ｈｙｄｒ
ｏｔａｅａ　ｉｒｒｉｔａｎｓ）、シラホシトゲアシメマトイ（Ｈｙｄｒｏｔａｅａ　ａ
ｌｂｉｐｕｎｃｔａ）、クリソミアクロロピガ（Ｃｈｒｙｓｏｍｙａ　ｃｈｌｏｒｏｐｙ
ｇａ）、ラセンウジバエ（Ｃｈｒｙｓｏｍｙａ　ｂｅｚｚｉａｎａ）、ヒツジバエ（Ｏｅ
ｓｔｒｕｓ　ｏｖｉｓ）、ウシバエ（Ｈｙｐｏｄｅｒｍａ　ｂｏｖｉｓ）、キスジウシバ
エ（Ｈｙｐｏｄｅｒｍａ　ｌｉｎｅａｔｕｍ）、プルゼバルスキアナシレヌス（Ｐｒｚｈ
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ｅｖａｌｓｋｉａｎａ　ｓｉｌｅｎｕｓ）、ヒトヒフバエ（Ｄｅｒｍａｔｏｂｉａ　ｈｏ
ｍｉｎｉｓ）、ヒツジシラミバエ（Ｍｅｌｏｐｈａｇｕｓ　ｏｖｉｎｕｓ）、リポプテナ
カプレオリ（Ｌｉｐｏｐｔｅｎａ　ｃａｐｒｅｏｌｉ）、リププテナセルビ（Ｌｉｐｏｐ
ｔｅｎａ　ｃｅｒｖｉ）、ヒポボスカバリエガタ（Ｈｉｐｐｏｂｏｓｃａ　ｖａｒｉｅｇ
ａｔａ）、ウマジラミバエ（Ｈｉｐｐｏｂｏｓｃａ　ｅｑｕｉｎａ）、ウマバエ（Ｇａｓ
ｔｅｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｔｅｓｔｉｎａｌｉｓ）、ガステロフィルスヘモロイダリス
（Ｇａｓｔｅｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｈａｅｍｏｒｒｏｉｄａｌｉｓ）、ガステロフィルスイ
ネルミス（Ｇａｓｔｅｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｅｒｍｉｓ）、ガステロフィルスナサリス
（Ｇａｓｔｅｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｎａｓａｌｉｓ）、ガステロフィルスニグリコルニス（
Ｇａｓｔｅｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｎｉｇｒｉｃｏｒｎｉｓ）、ガステロフィルスペコラム（
Ｇａｓｔｅｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｐｅｃｏｒｕｍ）、ミツバチシラミバエ（Ｂｒａｕｌａ　
ｃｏｅｃａ）であり；シホナプテリダ（Ｓｉｐｈｏｎａｐｔｅｒｉｄａ）から、例えばヒ
トノミ属の一種（Ｐｕｌｅｘ　ｓｐｐ．）、イヌノミ属の一種（Ｃｔｅｎｏｃｅｐｈａｌ
ｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ツンガ属の一種（Ｔｕｎｇａ　ｓｐｐ．）、ネズミノミ属の一種
（Ｘｅｎｏｐｓｙｌｌａ　ｓｐｐ．）、ナガノミ属の一種（Ｃｅｒａｔｏｐｈｙｌｌｕｓ
　ｓｐｐ．）；特定の例は：イヌノミ（Ｃｔｅｎｏｃｅｐｈａｌｉｄｅｓ　ｃａｎｉｓ）
、ネコノミ（Ｃｔｅｎｏｃｅｐｈａｌｉｄｅｓ　ｆｅｌｉｓ）、ヒトノミ（Ｐｕｌｅｘ　
ｉｒｒｉｔａｎｓ）、スナノミ（Ｔｕｎｇａ　ｐｅｎｅｔｒａｎｓ）、ケオプスネズミノ
ミ（Ｘｅｎｏｐｓｙｌｌａ　ｃｈｅｏｐｉｓ）であり；異翅類から、例えばトコジラミ属
の一種（Ｃｉｍｅｘ　ｓｐｐ．）、サシガメ属の一種（Ｔｒｉａｔｏｍａ　ｓｐｐ．）、
ロドニウス属の一種（Ｒｈｏｄｎｉｕｓ　ｓｐｐ．）、アカモンサシガメ属の一種（Ｐａ
ｎｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）。
【００９４】
　ゴキブリ類から、例えばトウヨウゴキブリ（Ｂｌａｔｔａ　ｏｒｉｅｎｔａｌｉｓ）、
ワモンゴキブリ（Ｐｅｒｉｐｌａｎｅｔａ　ａｍｅｒｉｃａｎａ）、チャバネゴキブリ（
Ｂｌａｔｔｅｌａ　ｇｅｒｍａｎｉｃａ）、スペラ属の一種（Ｓｕｐｅｌｌａ　ｓｐｐ．
）（例えばスペラロンギパルパ（Ｓｕｐｐｅｌｌａ　ｌｏｎｇｉｐａｌｐａ））。
【００９５】
　ダニ類（Ａｃａｒｉ）（ダニ類（Ａｃａｒｉｎａ））、ならびに、マダニ亜目および中
気門亜目から、例えばナガヒメダニ属の一種（Ａｒｇａｓ　ｓｐｐ．）、カズキダニ属の
一種（Ｏｒｎｉｔｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、オトビウス属の一種（Ｏｔｏｂｉｕｓ　
ｓｐｐ．）、マダニ属の一種（Ｉｘｏｄｅｓ　ｓｐｐ．）、アンブリオンマ属の一種（Ａ
ｍｂｌｙｏｍｍａ　ｓｐｐ．）、コイタマダニ属の一種（Ｒｈｉｐｉｃｅｐｈａｌｕｓ（
Ｂｏｏｐｈｉｌｕｓ）ｓｐｐ．）、カクマダニ属の一種（Ｄｅｒｍａｃｅｎｔｏｒ　ｓｐ
ｐ．）、ヘモフィサリス属の一種（Ｈａｅｍｏｐｈｙｓａｌｉｓ　ｓｐｐ．）、イボマダ
ニ属の一種（Ｈｙａｌｏｍｍａ　ｓｐｐ．）、デルマニッスス属の一種（Ｄｅｒｍａｎｙ
ｓｓｕｓ　ｓｐｐ．）、コイタマダニ属の一種（Ｒｈｉｐｉｃｅｐｈａｌｕｓ　ｓｐｐ．
）（多宿主マダニ類の元の属）、イエダニ属の一種（Ｏｒｎｉｔｈｏｎｙｓｓｕｓ　ｓｐ
ｐ．）、ニューモニサス属の一種（Ｐｎｅｕｍｏｎｙｓｓｕｓ　ｓｐｐ．）、ライリエチ
ア属の一種（Ｒａｉｌｌｉｅｔｉａ　ｓｐｐ．）、ニューモニサス属の一種（Ｐｎｅｕｍ
ｏｎｙｓｓｕｓ　ｓｐｐ．）、ステルノストマ属の一種（Ｓｔｅｒｎｏｓｔｏｍａ　ｓｐ
ｐ．）、バロア属の一種（Ｖａｒｒｏａ　ｓｐｐ．）、アカラピス属の一種（Ａｃａｒａ
ｐｉｓ　ｓｐｐ．）；特定の例は：ナガヒメダニ（Ａｒｇａｓ　ｐｅｒｓｉｃｕｓ）、ア
ルガスレフレクサス（Ａｒｇａｓ　ｒｅｆｌｅｘｕｓ）、カズキダニ（Ｏｒｎｉｔｈｏｄ
ｏｒｕｓ　ｍｏｕｂａｔａ）、オトビウスメグニニ（Ｏｔｏｂｉｕｓ　ｍｅｇｎｉｎｉ）
、オウシマダニ（Ｒｈｉｐｉｃｅｐｈａｌｕｓ（Ｂｏｏｐｈｉｌｕｓ）ｍｉｃｒｏｐｌｕ
ｓ）、リピセファラス（ボオフィラス）デコロラタス（Ｒｈｉｐｉｃｅｐｈａｌｕｓ（Ｂ
ｏｏｐｈｉｌｕｓ）ｄｅｃｏｌｏｒａｔｕｓ）、リピセファラス（ボオフィラス）アニュ
ラタス（Ｒｈｉｐｉｃｅｐｈａｌｕｓ（Ｂｏｏｐｈｉｌｕｓ）ａｎｎｕｌａｔｕｓ）、リ
ピセファラス（ボオフィラス）カルセラタス（Ｒｈｉｐｉｃｅｐｈａｌｕｓ（Ｂｏｏｐｈ
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ｉｌｕｓ）ｃａｌｃｅｒａｔｕｓ）、ヒアロンマアナトリクム（Ｈｙａｌｏｍｍａ　ａｎ
ａｔｏｌｉｃｕｍ）、ヒアロンマアエギプチクム（Ｈｙａｌｏｍｍａ　ａｅｇｙｐｔｉｃ
ｕｍ）、ヒアロンママルギナツム（Ｈｙａｌｏｍｍａ　ｍａｒｇｉｎａｔｕｍ）、ヒアロ
ンマトランシエンス（Ｈｙａｌｏｍｍａ　ｔｒａｎｓｉｅｎｓ）、リピセファルスエヴェ
ルツシ（Ｒｈｉｐｉｃｅｐｈａｌｕｓ　ｅｖｅｒｔｓｉ）、イクソデスリシヌス（Ｉｘｏ
ｄｅｓ　ｒｉｃｉｎｕｓ）、イクソデスヘキサゴナス（Ｉｘｏｄｅｓ　ｈｅｘａｇｏｎｕ
ｓ）、イクソデスカニスガ（Ｉｘｏｄｅｓ　ｃａｎｉｓｕｇａ）、イクソデスピロサス（
Ｉｘｏｄｅｓ　ｐｉｌｏｓｕｓ）、イクソデスルビクンダス（Ｉｘｏｄｅｓ　ｒｕｂｉｃ
ｕｎｄｕｓ）、クロアシマダニ（Ｉｘｏｄｅｓ　ｓｃａｐｕｌａｒｉｓ）、イクソデスホ
ロチクルス（Ｉｘｏｄｅｓ　ｈｏｌｏｃｙｃｌｕｓ）、イスカチマダニ（Ｈａｅｍａｐｈ
ｙｓａｌｉｓ　ｃｏｎｃｉｎｎａ）、ヘマフィサリスプンクタータ（Ｈａｅｍａｐｈｙｓ
ａｌｉｓ　ｐｕｎｃｔａｔａ）、ヘマフィサリスシンナバリナ（Ｈａｅｍａｐｈｙｓａｌ
ｉｓ　ｃｉｎｎａｂａｒｉｎａ）、ヘマフィサリスオトフィラ（Ｈａｅｍａｐｈｙｓａｌ
ｉｓ　ｏｔｏｐｈｉｌａ）、ヘマフィサリスリーチ（Ｈａｅｍａｐｈｙｓａｌｉｓ　ｌｅ
ａｃｈｉ）、フタトゲチマダニ（Ｈａｅｍａｐｈｙｓａｌｉｓ　ｌｏｎｇｉｃｏｒｎｉ）
、デルマセンターマルギナツス（Ｄｅｒｍａｃｅｎｔｏｒ　ｍａｒｇｉｎａｔｕｓ）、デ
ルマセンターレチクラツス（Ｄｅｒｍａｃｅｎｔｏｒ　ｒｅｔｉｃｕｌａｔｕｓ）、デル
マセンターピクツス（Ｄｅｒｍａｃｅｎｔｏｒ　ｐｉｃｔｕｓ）、デルマセンターアルビ
ピクツス（Ｄｅｒｍａｃｅｎｔｏｒ　ａｌｂｉｐｉｃｔｕｓ）、デルマセンターアンデル
ソニ（Ｄｅｒｍａｃｅｎｔｏｒ　ａｎｄｅｒｓｏｎｉ）、アメリカイヌカクマダニ（Ｄｅ
ｒｍａｃｅｎｔｏｒ　ｖａｒｉａｂｉｌｉｓ）、ヒアロンママウリタニクム（Ｈｙａｌｏ
ｍｍａ　ｍａｕｒｉｔａｎｉｃｕｍ）、クリイロコイタマダニ（Ｒｈｉｐｉｃｅｐｈａｌ
ｕｓ　ｓａｎｇｕｉｎｅｕｓ）、リピセファルスブルサ（Ｒｈｉｐｉｃｅｐｈａｌｕｓ　
ｂｕｒｓａ）、リピセファルスアッペンジクラツス（Ｒｈｉｐｉｃｅｐｈａｌｕｓ　ａｐ
ｐｅｎｄｉｃｕｌａｔｕｓ）、リピセファルスカペンシス（Ｒｈｉｐｉｃｅｐｈａｌｕｓ
　ｃａｐｅｎｓｉｓ）、リピセファルスツラニクス（Ｒｈｉｐｉｃｅｐｈａｌｕｓ　ｔｕ
ｒａｎｉｃｕｓ）、リピセファルスザンベジエンシス（Ｒｈｉｐｉｃｅｐｈａｌｕｓ　ｚ
ａｍｂｅｚｉｅｎｓｉｓ）、アムブリオンマアメリカヌム（Ａｍｂｌｙｏｍｍａ　ａｍｅ
ｒｉｃａｎｕｍ）、アムブリオンマバリエガツム（Ａｍｂｌｙｏｍｍａ　ｖａｒｉｅｇａ
ｔｕｍ）、アムブリオンママクラツム（Ａｍｂｌｙｏｍｍａ　ｍａｃｕｌａｔｕｍ）、ア
ムブリオンマヘブレウム（Ａｍｂｌｙｏｍｍａ　ｈｅｂｒａｅｕｍ）、アムブリオンマカ
ジェネンセ（Ａｍｂｌｙｏｍｍａ　ｃａｊｅｎｎｅｎｓｅ）、ワクモ（Ｄｅｒｍａｎｙｓ
ｓｕｓ　ｇａｌｌｉｎａｅ）、オルニトニススブルサ（Ｏｒｎｉｔｈｏｎｙｓｓｕｓ　ｂ
ｕｒｓａ）、オルニトニススシルビアルム（Ｏｒｎｉｔｈｏｎｙｓｓｕｓ　ｓｙｌｖｉａ
ｒｕｍ）、ミツバチヘギイタダニ（Ｖａｒｒｏａ　ｊａｃｏｂｓｏｎｉ）であり；ケダニ
目（ケダニ亜目）およびコナダニ目（コナダニ亜目）から、例えばアカラピス属の一種（
Ａｃａｒａｐｉｓ　ｓｐｐ．）、ツメダニ属の一種（Ｃｈｅｙｌｅｔｉｅｌｌａ　ｓｐｐ
．）、オルニトケイレチア属の一種（Ｏｒｎｉｔｈｏｃｈｅｙｌｅｔｉａ　ｓｐｐ．）、
ミオビア属の一種（Ｍｙｏｂｉａ　ｓｐｐ．）、ヒツジツメダニ属の一種（Ｐｓｏｒｅｒ
ｇａｔｅｓ　ｓｐｐ．）、ニキビダニ属の一種（Ｄｅｍｏｄｅｘ　ｓｐｐ．）、ツツガム
シ属の一種（Ｔｒｏｍｂｉｃｕｌａ　ｓｐｐ．）、リストロホルス属の一種（Ｌｉｓｔｒ
ｏｐｈｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、アカルス属の一種（Ａｃａｒｕｓ　ｓｐｐ．）、ケナガコ
ナダニ属の一種（Ｔｙｒｏｐｈａｇｕｓ　ｓｐｐ．）、ゴミコナダニ属の一種（Ｃａｌｏ
ｇｌｙｐｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ヒポデクテス属の一種（Ｈｙｐｏｄｅｃｔｅｓ　ｓｐｐ．
）、プテロリクス属の一種（Ｐｔｅｒｏｌｉｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、キュウセンヒゼンダ
ニ属の一種（Ｐｓｏｒｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）、ショクヒヒゼンダニ属の一種（Ｃｈｏｒ
ｉｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）、ミミヒゼンダニ属の一種（Ｏｔｏｄｅｃｔｅｓ　ｓｐｐ．）
、サルコプテス属の一種（Ｓａｒｃｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）、ノトエドレス属の一種（Ｎ
ｏｔｏｅｄｒｅｓ　ｓｐｐ．）、クネミドコプテス属の一種（Ｋｎｅｍｉｄｏｃｏｐｔｅ
ｓ　ｓｐｐ．）、シトジテス属の一種（Ｃｙｔｏｄｉｔｅｓ　ｓｐｐ．）、ラミノシオプ
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テス属の一種（Ｌａｍｉｎｏｓｉｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）；特定の例は：イヌツメダニ（
Ｃｈｅｙｌｅｔｉｅｌｌａ　ｙａｓｇｕｒｉ）、ネコツメダニ（Ｃｈｅｙｌｅｔｉｅｌｌ
ａ　ｂｌａｋｅｉ）、イヌニキビダニ（Ｄｅｍｏｄｅｘ　ｃａｎｉｓ）、ウシニキビダニ
（Ｄｅｍｏｄｅｘ　ｂｏｖｉｓ）、ヒツジニキビダニ（Ｄｅｍｏｄｅｘ　ｏｖｉｓ）、ヤ
ギニキビダニ（Ｄｅｍｏｄｅｘ　ｃａｐｒａｅ）、ウマニキビダニ（Ｄｅｍｏｄｅｘ　ｅ
ｑｕｉ）、デモデクスカバリ（Ｄｅｍｏｄｅｘ　ｃａｂａｌｌｉ）、ブタニキビダニ（Ｄ
ｅｍｏｄｅｘ　ｓｕｉｓ）、ヨーロッパアキダニ（Ｎｅｏｔｒｏｍｂｉｃｕｌａ　ａｕｔ
ｕｍｎａｌｉｓ）、ネオトロンビクラデサレリ（Ｎｅｏｔｒｏｍｂｉｃｕｌａ　ｄｅｓａ
ｌｅｒｉ）、ネオションガスチアキセロテルモビア（Ｎｅｏｓｃｈｏｎｇａｓｔｉａ　ｘ
ｅｒｏｔｈｅｒｍｏｂｉａ）、アカツツガムシ（Ｔｒｏｍｂｉｃｕｌａ　ａｋａｍｕｓｈ
ｉ）、イヌミミヒゼンダニ（Ｏｔｏｄｅｃｔｅｓ　ｃｙｎｏｔｉｓ）、ネコショウヒゼン
ダニ（Ｎｏｔｏｅｄｒｅｓ　ｃａｔｉ）、サルコプチスカニス（Ｓａｒｃｏｐｔｉｓ　ｃ
ａｎｉｓ）、サルコプテスボビス（Ｓａｒｃｏｐｔｅｓ　ｂｏｖｉｓ）、サルコプテスオ
ビス（Ｓａｒｃｏｐｔｅｓ　ｏｖｉｓ）、サルコプテスルピカプラエ（Ｓａｒｃｏｐｔｅ
ｓ　ｒｕｐｉｃａｐｒａｅ（Ｓ．ｃａｐｒａｅ））、サルコプテスエクイ（Ｓａｒｃｏｐ
ｔｅｓ　ｅｑｕｉ）、サルコプテススイス（Ｓａｒｃｏｐｔｅｓ　ｓｕｉｓ）、ヒツジキ
ュウセンヒゼンダニ（Ｐｓｏｒｏｐｔｅｓ　ｏｖｉｓ）、ウサギキュウセンヒダニ（Ｐｓ
ｏｒｏｐｔｅｓ　ｃｕｎｉｃｕｌｉ）、ウマキュウセンヒダニ（Ｐｓｏｒｏｐｔｅｓ　ｅ
ｑｕｉ）、ウシショクヒヒゼンダニ（Ｃｈｏｒｉｏｐｔｅｓ　ｂｏｖｉｓ）、ソエルガテ
スオビス（Ｐｓｏｅｒｇａｔｅｓ　ｏｖｉｓ）、ニューモニソイデックマンゲ（Ｐｎｅｕ
ｍｏｎｙｓｓｏｉｄｉｃ　ｍａｎｇｅ）、イヌハナダニ（Ｐｎｅｕｍｏｎｙｓｓｏｉｄｅ
ｓ　ｃａｎｉｎｕｍ）、アカリンダニ（Ａｃａｒａｐｉｓ　ｗｏｏｄｉ）である。
【００９６】
　本発明の有効化合物はまた、動物を攻撃する節足動物、蠕虫および原生動物の防除に好
適である。
【００９７】
　動物としては、例えば、ウシ、ヒツジ、ヤギ、ウマ、ブタ、ロバ、ラクダ、バッファロ
ー、ウサギ、ニワトリ、シチメンチョウ、カモ、ガチョウ、観賞魚、ミツバチなどの農畜
が挙げられる。
【００９８】
　しかも、動物は、例えば、イヌ、ネコ、飼鳥、観賞魚、ならびに、例えばハムスター、
テンジクネズミ、ラットおよびマウスなどの実験動物として知られるものなどの家畜動物
（伴侶動物とも称される）を含む。
【００９９】
　これらの節足動物、蠕虫および／または原生動物の防除によって、死亡数を低減させ、
ならびに、品質（肉、乳、ウール、皮、卵、蜜等の場合には）および宿主動物の健康状態
を改善することが意図されており、本発明の有効化合物を用いることでより経済的で簡単
な動物の飼育が可能となることが意図されている。
【０１００】
　例えば、寄生虫による宿主からの吸血を予防または防止することが好ましい。
【０１０１】
　また、寄生虫の防除は、感染因子の伝播の予防を補助し得る。
【０１０２】
　本明細書において用いられるところ、「防除する」という用語は、獣医学の分野に関し
て、有効化合物が、このような寄生虫に寄生された動物における係る寄生虫発生レベルを
無害なレベルに低減させるのに有効であることを意味する。
【０１０３】
　より具体的には、本明細書において用いられるところ、「防除する」とは、有効化合物
が、係る寄生虫の死滅、その成長の阻害、またはその増殖の阻害に有効であることを意味
する。一般に、動物の処置に用いられる場合、本発明の有効化合物は直接的に適用される
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ことが可能である。
【０１０４】
　好ましくは、これらは、技術分野において公知である薬学的に許容可能な賦形物および
／または助剤を含有していてもよい薬学組成物として適用される。
【０１０５】
　獣医学分野および動物飼育において、有効化合物は、例えば、錠剤、カプセル、飲料、
水薬、顆粒、ペースト、ボーラス、経飼料法、座薬といった経腸投与形態により；例えば
、注射（筋肉内、皮下、静脈、腹腔内等）、植込錠などの非経口投与により、経鼻投与に
より、例えば沐浴または浸漬、吹付け、ポアオンおよびスポットオン、洗浄、散粉といっ
た経皮投与形態により、カラー、耳標、テールタグ、肢バンド、手綱、マーキングデバイ
ス等などの有効化合物含有付形物品の補助を伴って、公知の様式で適用（例えば投与）さ
れる。
【０１０６】
　有効化合物は、シャンプーとして、またはエアロゾル、例えばポンプスプレーおよびア
トマイザスプレーといった無加圧スプレーにおいて使用可能な好適な配合物として配合さ
れ得る。
【０１０７】
　家畜、家禽、家畜動物等に用いられる場合、本発明の有効化合物は、有効化合物を１～
８０重量パーセントの量で含む配合物（例えば粉末、水和剤［「ＷＰ」］、エマルジョン
、乳化性濃縮物［「ＥＣ」］、フロアブル剤、均質溶液および懸濁濃縮物［「ＳＣ」］）
として、直接もしくは希釈後（例えば１００～１００００倍希釈）に、または薬槽として
適用されることが可能である。
【０１０８】
　獣医学分野において用いられる場合、本発明の有効化合物は、例えば、殺ダニ剤、殺虫
剤、駆虫薬、抗原虫薬などの好適な共力剤または他の有効化合物と組み合わされて用いら
れ得る。
【０１０９】
　本発明においては、これらのすべてを含む有害生物に対して殺虫作用を有する物質が殺
虫剤として称される。
【０１１０】
　本発明の有効化合物は、殺虫剤として用いられる場合には従来の配合物形態で調製され
ることが可能である。
【０１１１】
　配合物形態の例としては、燃焼装置（例えば、燃焼装置として燻蒸および燻煙カートリ
ッジ、缶、コイル等）、ＵＬＶ（冷霧、温霧）等と共に用いられる溶液、エマルジョン、
水和剤、水分散性顆粒、懸濁液、粉末、フォーム、ペースト、錠剤、顆粒、エアロゾル、
有効化合物浸潤天然および合成材料、マイクロカプセル、種子粉衣薬剤、配合物が挙げら
れる。
【０１１２】
　これらの配合物は、それ自体公知の方法により生成されることが可能である。
【０１１３】
　例えば、配合物は、有効化合物を、展開剤、すなわち、液体希釈剤またはキャリア；液
化ガス希釈剤またはキャリア；固体希釈剤またはキャリアと、ならびに、任意により、界
面活性剤、すなわち、乳化剤および／または分散剤および／または発泡剤と混合すること
により生成されることが可能である。
【０１１４】
　水が展開剤として用いられる場合、例えば、有機溶剤もまた助溶剤として用いられるこ
とが可能である。
【０１１５】
　液体希釈剤またはキャリアの例としては、芳香族炭化水素（例えば、キシレン、トルエ
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ン、アルキルナフタレン等）、塩素化芳香族または塩素化脂肪族炭化水素（例えば、クロ
ロベンゼン、塩化エチレン、塩化メチレン）、脂肪族炭化水素（例えば、シクロヘキサン
）、パラフィン（例えば、鉱油留分）、アルコール（例えば、ブタノール、グリコールお
よびこれらのエーテル、エステル等）、ケトン（例えば、アセトン、メチルエチルケトン
、メチルイソブチルケトン、シクロヘキサノン等）、強度に極性の溶剤（例えば、ジメチ
ルホルムアミド、ジメチルスルホキシド等）、水等が挙げられる。液化ガス希釈剤または
キャリアは、通常の温度および通常の圧力下では気体である、例えば、ブタン、プロパン
、窒素ガス、二酸化炭素およびハロゲン化炭化水素などのエアロゾル噴射剤であり得る。
固体希釈剤の例としては、微粉化天然ミネラル（例えば、カオリン、クレイ、タルク、チ
ョーク、水晶、アタパルジャイト、モンモリロナイト、珪藻土等）、微粉化合成ミネラル
（例えば、高分散ケイ酸、アルミナ、ケイ酸等）等が挙げられる。顆粒用の固体キャリア
の例としては、微粉化した、およびふるいにかけた岩石（例えば、方解石、大理石、軽石
、セピオライト、ドロマイト等）、無機および有機粉末の合成顆粒、有機材料の微細な粒
子（例えば、おがくず、ココナツの殻、トウモロコシの芯、タバコの茎等）等が挙げられ
る。乳化剤および／または発泡剤の例としては、ノニオン性およびアニオン性乳化剤［例
えば、ポリオキシエチレン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレン脂肪酸アルコールエーテ
ル（例えば、アルキルアリールポリグリコールエーテル）、アルキルスルホネート、アル
キルサルフェート、アリールスルホネート等］、アルブミンヒドロライセート等が挙げら
れる。分散剤の例としては、リグニン亜硫酸廃液およびメチルセルロースが挙げられる。
【０１１６】
　安定剤もまた配合物（粉末、顆粒、エマルジョン）中において用いられることが可能で
あり、安定剤の例としては、カルボキシメチルセルロース、天然および合成ポリマー（例
えば、アラビアゴム、ポリビニルアルコール、ポリ酢酸ビニル等）等が挙げられる。着色
剤もまた用いられることが可能であり、着色剤の例としては、無機顔料（例えば、酸化鉄
、酸化チタン、プルシアンブルー等）、アリザリン染料、アゾ染料または金属フタロシア
ニン染料などの有機染料、ならびに、加えて、鉄、マンガン、ホウ素、銅、コバルト、モ
リブデンおよび亜鉛の塩などの微量元素が挙げられる。配合物は、普通、重量基準で、０
．１～９５重量パーセント、および好ましくは０．５～９０パーセントの範囲の量で有効
成分を含有することが可能である。本発明の化合物はまた、例えば、殺虫剤、毒餌、殺菌
剤、殺ダニ剤、殺線虫剤、殺菌・殺カビ剤、成長調節剤、除草剤等といった他の有効化合
物との混和物として、これらの商業的な有用な配合物形態で、およびこれらの配合物から
調製された適用形態で存在することが可能である。
【０１１７】
　商業的に有用な適用形態における本発明の化合物の含有量は、広い範囲内で様々である
ことが可能である。
【０１１８】
　実際に使用される本発明の有効化合物の濃度は、例えば、０．００００００１～１００
重量パーセント、好ましくは０．００００１～１重量パーセントの範囲内であることが可
能である。
【０１１９】
　本発明の化合物は、使用形態に適切な従来の方法で使用されることが可能である。
【０１２０】
　本発明の有効化合物は、衛生害虫および保管されている製品に関連する有害生物に対し
て用いられる場合、石灰質材料のアルカリに対して有効な安定性を有し、ならびに、木材
および土壌に対して優れた残存有効性をも示す。本発明の化合物は、適用量、残渣配合物
、選択性、毒性、生産法、高い活性、広範な防除範囲、安全性、例えば有機リン薬剤およ
び／またはカルバメート薬剤に対して耐性である有害生物といった耐性生物の防除に関し
て有利な特性を有し得る。
【０１２１】
　本発明のさらなる実施形態が以下に記載されている。
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【０１２２】
　式（Ｉ）の化合物は、鱗翅目、双翅目、半翅目、総翅目、直翅目、網翅目、鞘翅目、ノ
ミ目、膜翅目および等翅目などの昆虫有害生物、ならびに、例えば、ダニ類、線虫および
軟体有害生物といった他の無脊椎有害生物による侵襲を退治および防除するために用いら
れることが可能である。昆虫、ダニ類、線虫および軟体動物は、本明細書中以降、総括し
て有害生物と称する。本発明の化合物の使用によって退治および防除され得るこれらの有
害生物は、農業（この用語は、食品および繊維製品のための作物の栽培を含む）、園芸お
よび家畜学、伴侶動物、林業および植物由来の製品の生成物の保管（果実、穀粒およびひ
き材など）に関連する有害生物；人工構造物の損傷、および人および動物の疾病の伝染に
関連する有害生物；ならびに、不快な有害生物（ハエなど）を含む。
【０１２３】
　本発明の化合物は、芝生、花などの観賞用植物、潅木、闊葉樹または常緑樹、例えば針
葉樹に、ならびに、樹幹注入、有害生物管理等に用いられ得る。
【０１２４】
　本発明の化合物は、以下を含む動物に生息する有害生物の防除に用いられ得る：アリ、
ナンキンムシ（成体）、ハチ、甲虫、ボックスエルダーバグ（Ｂｏｘｅｌｄｅｒ　Ｂｕｇ
）、クマバチ、カツオブシムシ、ムカデ、タバコシバンムシ、クローバダニ、ゴキブリ、
ヒラタコクヌストモドキ、コオロギ、ハサミムシ、マダラシミ、ノミ、ハエ、コナナガシ
ンクイムシ、ヤスデ、蚊、コクヌストモドキ、ココクゾウムシ、ノコギリヒラタムシ、セ
イヨウシミ、ワラジムシ、クモ、シロアリ、マダニ類、大型のハチ（Ｗａｓｐ）、ゴキブ
リ、コオロギ、ハエ、ゴミムシ（ゴミムシダマシ、ハラジロカツオブシムシおよびシデム
シなど）、蚊、ダンゴムシ、サソリ、クモ、ハダニ（ナミハダニ、スプルースダニ）、マ
ダニ類。
【０１２５】
　本発明の化合物は、以下を含む装飾物有害生物の防除に用いられ得る：アリ（フシアリ
の一種を含む）、アーミーワーム、アザレアキャタピラ、アブラムシ、ミノムシ、キンケ
クチブトゾウムシ（成体）、ボックスエルダーバグ、バッドワーム、カリフォルニアオー
クワーム、シャクトリムシ、ゴキブリ、コオロギ、根切虫、テンマクケムシの一種（Ｅａ
ｓｔｅｒｎ　ｔｅｎｔ　ｃａｔｅｒｐｉｌｌａｒ）、ニレハムシ、ヨーロッパソーフライ
、アメリカシロヒトリ、ノミハムシ、テンマクケムシの一種（Ｆｏｒｅｓｔ　ｔｅｎｔ　
ｃａｔｅｒｐｉｌｌａｒ）、マイマイガ幼虫、マメコガネ（Ｊａｐａｎｅｓｅ　ｂｅｅｔ
ｌｅ）（成体）、コフキコガネ（成体）、アワダチソウグンバイ、食葉性のイモムシ、リ
ーフホッパー、葉もぐり虫（成体）、ハマキムシ、リーフスケルトナイザ、ミジ、蚊、オ
レアンダーモスの幼虫、ダンゴムシ、マツハバチ、パインシュートビートル、パインチッ
プモス、カスミカメムシ、ルートウィービル、ハバチ、カイガラムシ（クローラ）、クモ
、アワフキ、ストライプドビートル、ストライプドオークワーム、アザミウマ、チップモ
ス、ドクガの幼虫、大型のハチ（Ｗａｓｐ）、ブロードマイト、ブラウンソフトスケール
、アカマルカイガラムシ（クローラ）、クローバマイト、イボタムシ、パインニードルス
ケール（クローラ）、ハダニ、コナジラミ。
【０１２６】
　本発明の化合物は、以下を含む芝生有害生物の防除に用いられ得る：アリ（フシアリの
一種を含む）、アーミーワーム、ムカデ、コオロギ、根切虫、ハサミムシ、ノミ（成体）
、バッタ、マメコガネ（Ｊａｐａｎｅｓｅ　ｂｅｅｔｌｅ）（成体）、ヤスデ、ダニ、蚊
（成体）、ダンゴムシ、ソッドウェブワーム、ワラジムシ、マダニ類（ライム病を伝染さ
せる種を含む）、ブルーグラスビルバグ（成体）、ブラックターフグラスアテニウス（成
体）、ツツガムシ、ノミ（成体）、地虫（抑制）、オサゾウムシ（成体）、ケラ（若虫お
よび若成体）、ケラ（成熟成体）、コバネナガカメムシ。
【０１２７】
　式（Ｉ）の化合物によって防除され得る有害生物種の例としては：モモアカアブラムシ
（Ｍｙｚｕｓ　ｐｅｒｓｉｃａｅ）（アブラムシ）、ワタアブラムシ（Ａｐｈｉｓ　ｇｏ
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ｓｓｙｐｉｉ）（アブラムシ）、マメクロアブラムシ（Ａｐｈｉｓ　ｆａｂａｅ）（アブ
ラムシ）、メクラカメムシ属の一種（Ｌｙｇｕｓ　ｓｐｐ．）（カプシッド）、ジスデル
クス属の一種（Ｄｙｓｄｅｒｃｕｓ　ｓｐｐ．）（カプシッド）、トビイロウンカ（Ｎｉ
ｌａｐａｒｖａｔａ　ｌｕｇｅｎｓ）（トビイロウンカ）、ツマグロヨコバイ（Ｎｅｐｈ
ｏｔｅｔｔｉｘｃ　ｉｎｃｔｉｃｅｐｓ）（リーフホッパー）、ネザラ属の一種（Ｎｅｚ
ａｒａ　ｓｐｐ．）（カメムシ）、ユースキスツス属の一種（Ｅｕｓｃｈｉｓｔｕｓ　ｓ
ｐｐ．）（カメムシ）、レプトコリサ属の一種（Ｌｅｐｔｏｃｏｒｉｓａ　ｓｐｐ．）（
カメムシ）、ミカンキイロアザミウマ（Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ　ｏｃｃｉｄｅｎｔ
ａｌｉｓ）（アザミウマ）、トリプス属の一種（Ｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）（アザミウマ
）、コロラドハムシ（Ｌｅｐｔｉｎｏｔａｒｓａ　ｄｅｃｅｍｌｉｎｅａｔａ）（コロラ
ドハムシ）、メキシコワタミゾウムシ（Ａｎｔｈｏｎｏｍｕｓ　ｇｒａｎｄｉｓ）（ワタ
ミゾウムシ）、アオニジエラ属の一種（Ａｏｎｉｄｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．）（カイガラム
シ）、トリアロイデス属の一種（Ｔｒｉａｌｅｕｒｏｄｅｓ　ｓｐｐ．）（コナジラミ）
、タバココナジラミ（Ｂｅｍｉｓｉａ　ｔａｂａｃｉ）（コナジラミ）、ヨーロッパアワ
ノメイガ（Ｏｓｔｒｉｎｉａ　ｎｕｂｉｌａｌｉｓ）（アワノメイガ）、スポドプテラク
ットラリス（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｌｉｔｔｏｒａｌｉｓ）（コットンリーフワーム（
ｃｏｔｔｏｎ　ｌｅａｆｗｏｒｍ））、ニセアメリカタバコガ（Ｈｅｌｉｏｔｈｉｓ　ｖ
ｉｒｅｓｃｅｎｓ）（ニセアメリカタバコガ）、オオタバコガ（Ｈｅｌｉｃｏｖｅｒｐａ
　ａｒｍｉｇｅｒａ）（オオタバコガ（ｃｏｔｔｏｎ　ｂｏｌｌｗｏｒｍ））、アメリカ
タバコガ（Ｈｅｌｉｃｏｖｅｒｐａ　ｚｅａ）（オオタバコガ（ｃｏｔｔｏｎ　ｂｏｌｌ
ｗｏｒｍ））、シレプタデロガタ（Ｓｙｌｅｐｔａ　ｄｅｒｏｇａｔａ）（ワタノメイガ
）、シロチョウ（Ｐｉｅｒｉｓ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）（モンシロチョウ）、コナガ（Ｐ
ｌｕｔｅｌｌａ　ｘｙｌｏｓｔｅｌｌａ）（コナガ）、アグロティス属の一種（Ａｇｒｏ
ｔｉｓ　ｓｐｐ．）（ヨトウムシ）、ニカメイガ（Ｃｈｉｌｏ　ｓｕｐｐｒｅｓｓａｌｉ
ｓ）（ニカメイチュウ）、トノサマバッタ（Ｌｏｃｕｓｔａ　ｍｉｇｒａｔｏｒｉａ）（
バッタ）、オーストラリアトビバッタ（Ｃｈｏｒｔｉｏｃｅｔｅｓ　ｔｅｒｍｉｎｉｆｅ
ｒａ）（バッタ）、ディアブロティカ属の一種（Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ　ｓｐｐ．）（ネ
クイムシ）、リンゴハダニ（Ｐａｎｏｎｙｃｈｕｓ　ｕｌｍｉ）（リンゴハダニ）、ミカ
ンハダニ（Ｐａｎｏｎｙｃｈｕｓ　ｃｉｔｒｉ）（ミカンハダニ）、ナミハダニ（Ｔｅｔ
ｒａｎｙｃｈｕｓ　ｕｒｔｉｃａｅ）（ナミハダニ）、ニセナミハダニ（Ｔｅｔｒａｎｙ
ｃｈｕｓ　ｃｉｎｎａｂａｒｉｎｕｓ）（ニセナミハダニ）、ミカンサビダニ（Ｐｈｙｌ
ｌｏｃｏｐｔｒｕｔａ　ｏｌｅｉｖｏｒａ）（ミカンサビダニ）、チャノホコリダニ（Ｐ
ｏｌｙｐｈａｇｏｔａｒｓｏｎｅｍｕｓ　ｌａｔｕｓ）（チャノホコリダニ）、ブレビパ
ルプス属の一種（Ｂｒｅｖｉｐａｌｐｕｓ　ｓｐｐ．）（ヒメハダニ）、オウシマダニ（
Ｂｏｏｐｈｉｌｕｓ　ｍｉｃｒｏｐｌｕｓ）（ウシマダニ）、アメリカイヌカクマダニ（
Ｄｅｒｍａｃｅｎｔｏｒ　ｖａｒｉａｂｉｌｉｓ）（カクマダニ）、ネコノミ（Ｃｔｅｎ
ｏｃｅｐｈａｌｉｄｅｓ　ｆｅｌｉｓ）（ネコノミ）、リリオミザ属の一種（Ｌｉｒｉｏ
ｍｙｚａ　ｓｐｐ．）（葉もぐり虫）、イエバエ（Ｍｕｓｃａ　ｄｏｍｅｓｔｉｃａ）（
イエバエ）、ネッタイシマカ（Ａｅｄｅｓ　ａｅｇｙｐｔｉ）（カ）、ハマダラカ属の一
種（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ｓｐｐ．）（カ）、イエカ属の一種（Ｃｕｌｅｘ　ｓｐｐ．）
（カ）、ルシリア属の一種（Ｌｕｃｉｌｌｉａ　ｓｐｐ．）（クロバエ）、チャバネゴキ
ブリ（Ｂｌａｔｔｅｌｌａ　ｇｅｒｍａｎｉｃａ）（ゴキブリ）、ワモンゴキブリ（Ｐｅ
ｒｉｐｌａｎｅｔａ　ａｍｅｒｉｃａｎａ）（ゴキブリ）、トウヨウゴキブリ（Ｂｌａｔ
ｔａ　ｏｒｉｅｎｔａｌｉｓ）（ゴキブリ）、ムカシシロアリ科のシロアリ（例えば、マ
ストテルメス属の一種（Ｍａｓｔｏｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．））、レイビシロアリ科のシ
ロアリ（例えば、ネオテルメス属の一種（Ｎｅｏｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．））、ミゾガシ
ラシロアリ科のシロアリ（例えば、イエシロアリ（Ｃｏｐｔｏｔｅｒｍｅｓ　ｆｏｒｍｏ
ｓａｎｕｓ）、キアシシロアリ（Ｒｅｔｉｃｕｌｉｔｅｒｍｅｓ　ｆｌａｖｉｐｅｓ）、
ヤマトシロアリ（Ｒ．ｓｐｅｒａｔｕ）、Ｒ．ビルギニクス（Ｒ．ｖｉｒｇｉｎｉｃｕｓ
）、Ｒ．ヘスペルス（Ｒ．ｈｅｓｐｅｒｕｓ）、およびＲ．サントネンシス（Ｒ．ｓａｎ
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ｔｏｎｅｎｓｉｓ））ならびにシロアリ科のシロアリ（例えばキイロマルガシラシロアリ
（Ｇｌｏｂｉｔｅｒｍｅｓ　ｓｕｌｆｕｒｅｕｓ））、アカカミアリ（Ｓｏｌｅｎｏｐｓ
ｉｓ　ｇｅｍｉｎａｔａ）（アカカミアリ）、イエヒメアリ（Ｍｏｎｏｍｏｒｉｕｍ　ｐ
ｈａｒａｏｎｉｓ）（イエヒメアリ）、ダマリニア属の一種（Ｄａｍａｌｉｎｉａ　ｓｐ
ｐ．）およびケモノホソジラミ属の一種（Ｌｉｎｏｇｎａｔｈｕｓ　ｓｐｐ．）（ハジラ
ミおよびシラミの一種）、メロイドギネ属の一種（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｓｐｐ．）
（ネコブセンチュウ）、グロボデラ属の一種（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｓｐｐ．）およびシ
ストセンチュウ属の一種（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｓｐｐ．）（シストセンチュウ）、プ
ラチレンクス属の一種（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）（ネグサレセンチュウ）
、ロドホラス属の一種（Ｒｈｏｄｏｐｈｏｌｕｓ　ｓｐｐ．）（バナナネモグリセンチュ
ウ）、チレンクルス属の一種（Ｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）（ミカンネセンチュ
ウ）、捻転胃虫（Ｈａｅｍｏｎｃｈｕｓ　ｃｏｎｔｏｒｔｕｓ）（捻転胃虫）、カエノラ
ブディティスエレガンス（Ｃａｅｎｏｒｈａｂｄｉｔｉｓ　ｅｌｅｇａｎｓ）（センチュ
ウ）、毛様線虫属の一種（Ｔｒｉｃｈｏｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）（胃腸線虫の
一種）、ならびに、ノハラナメクジ（Ｄｅｒｏｃｅｒａｓ　ｒｅｔｉｃｕｌａｔｕｍ）（
ナメクジ）が挙げられる。
【０１２８】
　本発明の化合物は、ダイズ（例えばいくつかの場合において１０～７０ｇ／ｈａ）、コ
ーン（例えばいくつかの場合において１０～７０ｇ／ｈａ）、サトウキビ（例えばいくつ
かの場合において２０～２００ｇ／ｈａ）、アルファルファ（例えばいくつかの場合にお
いて１０～７０ｇ／ｈａ）、アブラナ属（例えばいくつかの場合において１０～５０ｇ／
ｈａ）、アブラナ（例えばカノーラ）（例えばいくつかの場合において２０～７０ｇ／ｈ
ａ）、ジャガイモ（サツマイモを含む）（例えばいくつかの場合において１０～７０ｇ／
ｈａ）、綿（例えばいくつかの場合において１０～７０ｇ／ｈａ）、イネ（例えばいくつ
かの場合において１０～７０ｇ／ｈａ）、コーヒー（例えばいくつかの場合において３０
～１５０ｇ／ｈａ）、柑橘類（例えばいくつかの場合において６０～２００ｇ／ｈａ）、
アーモンド（例えばいくつかの場合において４０～１８０ｇ／ｈａ）、結果野菜（例えば
トマト、コショウ、トウガラシ、ナス、キュウリ、カボチャ等）（例えばいくつかの場合
において１０～８０ｇ／ｈａ）、チャ（例えばいくつかの場合において２０～１５０ｇ／
ｈａ）、鱗茎野菜（例えばタマネギ、リーキ等）（例えばいくつかの場合において３０～
９０ｇ／ｈａ）、ブドウ（例えばいくつかの場合において３０～１８０ｇ／ｈａ）、仁果
果実（例えばリンゴ、セイヨウナシ等）（例えばいくつかの場合において３０～１８０ｇ
／ｈａ）、および石果果実（例えばセイヨウナシ、セイヨウスモモ等）（例えばいくつか
の場合において３０～１８０ｇ／ｈａ）を含む種々の植物における有害生物防除に用いら
れ得る。
【０１２９】
　本発明の化合物は、例えば、モロコシマダラメイガ（Ｅｌａｓｍｏｐａｌｐｕｓ　ｌｉ
ｇｎｏｓｅｌｌｕｓ）、アデルスツノカブト（Ｄｉｌｏｂｏｄｅｒｕｓ　ａｂｄｅｒｕｓ
）、ジアブロチカスペシオサ（Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ　ｓｐｅｃｉｏｓａ）、ステルネク
ススブシグナツス（Ｓｔｅｒｎｅｃｈｕｓ　ｓｕｂｓｉｇｎａｔｕｓ）、アリ科（Ｆｏｒ
ｍｉｃｉｄａｅ）、タマヤナガ（Ａｇｒｏｔｉｓ　ｙｐｓｉｌｏｎ）、ジュルス属の一種
（Ｊｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）、アンチカルシアゲマタリス（Ａｎｔｉｃａｒｓｉａ　ｇｅｍ
ｍａｔａｌｉｓ）、メガセリス属の一種（Ｍｅｇａｓｃｅｌｉｓ　ｓｐｐ．）、プロコル
ニテルメス属の一種（Ｐｒｏｃｏｒｎｉｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．）、ケラ科（Ｇｒｙｌｌ
ｏｔａｌｐｉｄａｅ）、ミナミアオカメムシ（Ｎｅｚａｒａ　ｖｉｒｉｄｕｌａ）、ピエ
ゾドルス属の一種（Ｐｉｅｚｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、アクロステルナム属の一種（Ａ
ｃｒｏｓｔｅｒｎｕｍ　ｓｐｐ．）、ネオメガロトムス属の一種（Ｎｅｏｍｅｇａｌｏｔ
ｏｍｕｓ　ｓｐｐ．）、セロトマトリフルカタ（Ｃｅｒｏｔｏｍａ　ｔｒｉｆｕｒｃａｔ
ａ）、マメコガネ（Ｐｏｐｉｌｌｉａ　ｊａｐｏｎｉｃａ）、イデッサ属の一種（Ｅｄｅ
ｓｓａ　ｓｐｐ．）、リオゲニスフスクス（Ｌｉｏｇｅｎｙｓ　ｆｕｓｃｕｓ）、ユーチ
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スツスヘロス（Ｅｕｃｈｉｓｔｕｓ　ｈｅｒｏｓ）、茎穿孔性害虫、スカプトコリスカス
タネア（Ｓｃａｐｔｏｃｏｒｉｓ　ｃａｓｔａｎｅａ）、フィロファーガ属の一種（Ｐｈ
ｙｌｌｏｐｈａｇａ　ｓｐｐ．）、シュードプルシアインクルデンス（Ｐｓｅｕｄｏｐｌ
ｕｓｉａ　ｉｎｃｌｕｄｅｎｓ）、スポドプテラ属の一種（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｓｐ
ｐ．）、タバココナジラミ（Ｂｅｍｉｓｉａ　ｔａｂａｃｉ）、アグリオテス属の一種（
Ａｇｒｉｏｔｅｓ　ｓｐｐ．）を防除するためにダイズに用いられ得る。本発明の化合物
は好ましくは、アデルスツノカブト（Ｄｉｌｏｂｏｄｅｒｕｓ　ａｂｄｅｒｕｓ）、ジア
ブロチカスペシオサ（Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ　ｓｐｅｃｉｏｓａ）、ミナミアオカメムシ
（Ｎｅｚａｒａ　ｖｉｒｉｄｕｌａ）、ピエゾドルス属の一種（Ｐｉｅｚｏｄｏｒｕｓ　
ｓｐｐ．）、アクロステルナム属の一種（Ａｃｒｏｓｔｅｒｎｕｍ　ｓｐｐ．）、セロト
マトリフルカタ（Ｃｅｒｏｔｏｍａ　ｔｒｉｆｕｒｃａｔａ）、マメコガネ（Ｐｏｐｉｌ
ｌｉａ　ｊａｐｏｎｉｃａ）、ユーチスツスヘロス（Ｅｕｃｈｉｓｔｕｓ　ｈｅｒｏｓ）
、フィロファーガ属の一種（Ｐｈｙｌｌｏｐｈａｇａ　ｓｐｐ．）、アグリオテス属の一
種（Ａｇｒｉｏｔｅｓ　ｓｐｐ．）を防除するためにダイズに用いられる。
【０１３０】
　本発明の化合物は、例えば、ユーチスツスヘロス（Ｅｕｃｈｉｓｔｕｓ　ｈｅｒｏｓ）
、ジケロプスフルカツス（Ｄｉｃｈｅｌｏｐｓ　ｆｕｒｃａｔｕｓ）、アデルスツノカブ
ト（Ｄｉｌｏｂｏｄｅｒｕｓ　ａｂｄｅｒｕｓ）、モロコシマダラメイガ（Ｅｌａｓｍｏ
ｐａｌｐｕｓ　ｌｉｇｎｏｓｅｌｌｕｓ）、スポドプテラフルギペルダ（Ｓｐｏｄｏｐｔ
ｅｒａ　ｆｒｕｇｉｐｅｒｄａ）、ミナミアオカメムシ（Ｎｅｚａｒａ　ｖｉｒｉｄｕｌ
ａ）、セロトマトリフルカタ（Ｃｅｒｏｔｏｍａ　ｔｒｉｆｕｒｃａｔａ）、マメコガネ
（Ｐｏｐｉｌｌｉａ　ｊａｐｏｎｉｃａ）、タマヤナガ（Ａｇｒｏｔｉｓ　ｙｐｓｉｌｏ
ｎ）、ジアブロチカスペシオサ（Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ　ｓｐｅｃｉｏｓａ）、カメムシ
亜目（異翅類）、プロコルニテルメス属の一種（Ｐｒｏｃｏｒｎｉｔｅｒｍｅｓ　ｓｓｐ
．）、スカプトコリスカスタネア（Ｓｃａｐｔｏｃｏｒｉｓ　ｃａｓｔａｎｅａ）、アリ
科（Ｆｏｒｍｉｃｉｄａｅ）、ジュルス属の一種（Ｊｕｌｕｓ　ｓｓｐ．）、ダルブルス
マイジス（Ｄａｌｂｕｌｕｓ　ｍａｉｄｉｓ）、ウェスターンコーンルートワーム（Ｄｉ
ａｂｒｏｔｉｃａ　ｖｉｒｇｉｆｅｒａ）、モシスラプチペス（Ｍｏｃｉｓ　ｌａｔｉｐ
ｅｓ）、タバココナジラミ（Ｂｅｍｉｓｉａ　ｔａｂａｃｉ）、ヘリオティス属の一種（
ｈｅｌｉｏｔｈｉｓ　ｓｐｐ．）、テトラニクス属の一種（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｓ
ｐｐ．）、トリプス属の一種（Ｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）、フィロファーガ属の一種（ｐ
ｈｙｌｌｏｐｈａｇａ　ｓｐｐ．）、スカプトコリス属の一種（ｓｃａｐｔｏｃｏｒｉｓ
　ｓｐｐ．）、リオゲニスフスクス（Ｌｉｏｇｅｎｙｓ　ｆｕｓｃｕｓ）、スポドプテラ
属の一種（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｓｐｐ．）、オストリニア属の一種（Ｏｓｔｒｉｎｉ
ａ　ｓｐｐ．）、セサミア属の一種（Ｓｅｓａｍｉａ　ｓｐｐ．）、アグリオテス属の一
種（Ａｇｒｉｏｔｅｓ　ｓｐｐ．）を防除するためにコーンに用いられ得る。本発明の化
合物は好ましくは、ユーチスツスヘロス（Ｅｕｃｈｉｓｔｕｓ　ｈｅｒｏｓ）、ジケロプ
スフルカツス（Ｄｉｃｈｅｌｏｐｓ　ｆｕｒｃａｔｕｓ）、アデルスツノカブト（Ｄｉｌ
ｏｂｏｄｅｒｕｓ　ａｂｄｅｒｕｓ）、ミナミアオカメムシ（Ｎｅｚａｒａ　ｖｉｒｉｄ
ｕｌａ）、セロトマトリフルカタ（Ｃｅｒｏｔｏｍａ　ｔｒｉｆｕｒｃａｔａ）、マメコ
ガネ（Ｐｏｐｉｌｌｉａ　ｊａｐｏｎｉｃａ）、ジアブロチカスペシオサ（Ｄｉａｂｒｏ
ｔｉｃａ　ｓｐｅｃｉｏｓａ）、ウェスターンコーンルートワーム（Ｄｉａｂｒｏｔｉｃ
ａ　ｖｉｒｇｉｆｅｒａ）、テトラニクス属の一種（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．
）、トリプス属の一種（Ｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）、フィロファーガ属の一種（Ｐｈｙｌ
ｌｏｐｈａｇａ　ｓｐｐ．）、スカプトコリス属の一種（Ｓｃａｐｔｏｃｏｒｉｓ　ｓｐ
ｐ．）、アグリオテス属の一種（Ａｇｒｉｏｔｅｓ　ｓｐｐ．）を防除するためにコーン
に用いられる。
【０１３１】
　本発明の化合物は、例えば、スフェノフォラス属の一種（Ｓｐｈｅｎｏｐｈｏｒｕｓ　
ｓｐｐ．）、シロアリ、マハナルワ属の一種（Ｍａｈａｎａｒｖａ　ｓｐｐ．）を防除す
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るためにサトウキビに用いられ得る。本発明の化合物は好ましくは、シロアリ、マハナル
ワ属の一種（Ｍａｈａｎａｒｖａ　ｓｐｐ．）を防除するためにサトウキビに用いられる
。
【０１３２】
　本発明の化合物は、例えば、ヒペラブルネイペニス（Ｈｙｐｅｒａ　ｂｒｕｎｎｅｉｐ
ｅｎｎｉｓ）、アルファルファタコゾウムシ（Ｈｙｐｅｒａ　ｐｏｓｔｉｃａ）、コリア
スユリテム（Ｃｏｌｉａｓ　ｅｕｒｙｔｈｅｍｅ）、コロプス属の一種（Ｃｏｌｌｏｐｓ
　ｓｐｐ．）、エムポアスカソラナ（Ｅｍｐｏａｓｃａ　ｓｏｌａｎａ）、エピトリクス
（Ｅｐｉｔｒｉｘ）、ゲオコリス属の一種（Ｇｅｏｃｏｒｉｓ　ｓｐｐ．）、リグスヘス
ペルス（Ｌｙｇｕｓ　ｈｅｓｐｅｒｕｓ）、リグスリネオラリス（Ｌｙｇｕｓ　ｌｉｎｅ
ｏｌａｒｉｓ）、スピシスチルス属の一種（Ｓｐｉｓｓｉｓｔｉｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ス
ポドプテラ属の一種（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｓｐｐ．）、イラクサギンウワバ（Ｔｒｉ
ｃｈｏｐｌｕｓｉａ　ｎｉ）を防除するためにアルファルファに用いられ得る。本発明の
化合物は好ましくは、ヒペラブルネイペニス（Ｈｙｐｅｒａ　ｂｒｕｎｎｅｉｐｅｎｎｉ
ｓ）、アルファルファタコゾウムシ（Ｈｙｐｅｒａ　ｐｏｓｔｉｃａ）、エムポアスカソ
ラナ（Ｅｍｐｏａｓｃａ　ｓｏｌａｎａ）、エピトリクス（Ｅｐｉｔｒｉｘ）、リグスヘ
スペルス（Ｌｙｇｕｓ　ｈｅｓｐｅｒｕｓ）、リグスリネオラリス（Ｌｙｇｕｓ　ｌｉｎ
ｅｏｌａｒｉｓ）、イラクサギンウワバ（Ｔｒｉｃｈｏｐｌｕｓｉａ　ｎｉ）を防除する
ためにアルファルファに用いられる。
【０１３３】
　本発明の化合物は、例えば、コナガ（Ｐｌｕｔｅｌｌａ　ｘｙｌｏｓｔｅｌｌａ）、ピ
エリス属の一種（Ｐｉｅｒｉｓ　ｓｐｐ．）、マメストラ属の一種（Ｍａｍｅｓｔｒａ　
ｓｐｐ．）、プルシア属の一種（Ｐｌｕｓｉａ　ｓｐｐ．）、イラクサギンウワバ（Ｔｒ
ｉｃｈｏｐｌｕｓｉａ　ｎｉ）、フィロトレタ属の一種（Ｐｈｙｌｌｏｔｒｅｔａ　ｓｐ
ｐ．）、スポドプテラ属の一種（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｓｐｐ．）、エムポアスカソラ
ナ（Ｅｍｐｏａｓｃａ　ｓｏｌａｎａ）、トリプス属の一種（Ｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）
、スポドプテラ属の一種（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｓｐｐ．）、デリア属の一種（Ｄｅｌ
ｉａ　ｓｐｐ．）を防除するためにアブラナ属に用いられ得る。本発明の化合物は好まし
くは、コナガ（Ｐｌｕｔｅｌｌａ　ｘｙｌｏｓｔｅｌｌａ）、ピエリス属の一種（Ｐｉｅ
ｒｉｓ　ｓｐｐ．）、プルシア属の一種（Ｐｌｕｓｉａ　ｓｐｐ．）、イラクサギンウワ
バ（Ｔｒｉｃｈｏｐｌｕｓｉａ　ｎｉ）、フィロトレタ属の一種（Ｐｈｙｌｌｏｔｒｅｔ
ａ　ｓｐｐ．）、トリプス属の一種（Ｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）を防除するためにアブラ
ナ属に用いられる。
【０１３４】
　本発明の化合物は、例えば、メリゲテス属の一種（Ｍｅｌｉｇｅｔｈｅｓ　ｓｐｐ．）
、シュートリンクスナピ（Ｃｅｕｔｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｎａｐｉ）、プシロイデス属の
一種（Ｐｓｙｌｌｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）を防除するために例えばカノーラといったアブ
ラナに用いられ得る。
【０１３５】
　本発明の化合物は、例えば、エムポアスカ属の一種（Ｅｍｐｏａｓｃａ　ｓｐｐ．）、
レプチノタルサ属の一種（Ｌｅｐｔｉｎｏｔａｒｓａ　ｓｐｐ．）、ジアブロチカスペシ
オサ（Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ　ｓｐｅｃｉｏｓａ）、フトリマエア属の一種（Ｐｈｔｈｏ
ｒｉｍａｅａ　ｓｐｐ．）、パラトリオザ属の一種（Ｐａｒａｔｒｉｏｚａ　ｓｐｐ．）
、マラデラマトリダ（Ｍａｌａｄｅｒａ　ｍａｔｒｉｄａ）、アグリオテス属の一種（Ａ
ｇｒｉｏｔｅｓ　ｓｐｐ．）を防除するためにサツマイモを含むジャガイモに用いられ得
る。本発明の化合物は好ましくは、エムポアスカ属の一種（Ｅｍｐｏａｓｃａ　ｓｐｐ．
）、レプチノタルサ属の一種（Ｌｅｐｔｉｎｏｔａｒｓａ　ｓｐｐ．）、ジアブロチカス
ペシオサ（Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ　ｓｐｅｃｉｏｓａ）、フトリマエア属の一種（Ｐｈｔ
ｈｏｒｉｍａｅａ　ｓｐｐ．）、パラトリオザ属の一種（Ｐａｒａｔｒｉｏｚａ　ｓｐｐ
．）、アグリオテス属の一種（Ａｇｒｉｏｔｅｓ　ｓｐｐ．）を防除するためにサツマイ
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モを含むジャガイモに用いられる。
【０１３６】
　本発明の化合物は、例えば、メキシコワタミゾウムシ（Ａｎｔｈｏｎｏｍｕｓ　ｇｒａ
ｎｄｉｓ）、ペクチノホラ属の一種（Ｐｅｃｔｉｎｏｐｈｏｒａ　ｓｐｐ．）、ヘリオテ
ィス属の一種（Ｈｅｌｉｏｔｈｉｓ　ｓｐｐ．）、スポドプテラ属の一種（Ｓｐｏｄｏｐ
ｔｅｒａ　ｓｐｐ．）、テトラニクス属の一種（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、
エムポアスカ属の一種（Ｅｍｐｏａｓｃａ　ｓｐｐ．）、トリプス属の一種（Ｔｈｒｉｐ
ｓ　ｓｐｐ．）、タバココナジラミ（Ｂｅｍｉｓｉａ　ｔａｂａｃｉ）、メクラカメムシ
科の一種（Ｌｙｇｕｓ　ｓｐｐ．）、フィロファーガ属の一種（Ｐｈｙｌｌｏｐｈａｇａ
　ｓｐｐ．）、スカプトコリス属の一種（Ｓｃａｐｔｏｃｏｒｉｓ　ｓｐｐ．）を防除す
るために綿に用いられ得る。本発明の化合物は好ましくは、メキシコワタミゾウムシ（Ａ
ｎｔｈｏｎｏｍｕｓ　ｇｒａｎｄｉｓ）、テトラニクス属の一種（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕ
ｓ　ｓｐｐ．）、エムポアスカ属の一種（Ｅｍｐｏａｓｃａ　ｓｐｐ．）、トリプス属の
一種（Ｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）、メクラカメムシ科の一種（Ｌｙｇｕｓ　ｓｐｐ．）、
フィロファーガ属の一種（ｐｈｙｌｌｏｐｈａｇａ　ｓｐｐ．）、スカプトコリス属の一
種（Ｓｃａｐｔｏｃｏｒｉｓ　ｓｐｐ．）を防除するために綿に用いられる。
【０１３７】
　本発明の化合物は、例えば、レプトコリサ属の一種（Ｌｅｐｔｏｃｏｒｉｓａ　ｓｐｐ
．）、クナファロクロシス属の一種（Ｃｎａｐｈａｌｏｃｒｏｓｉｓ　ｓｐｐ．）、チロ
属の一種（Ｃｈｉｌｏ　ｓｐｐ．）、シルポファガ属の一種（Ｓｃｉｒｐｏｐｈａｇａ　
ｓｐｐ．）、リッソルホプトルス属の一種（Ｌｉｓｓｏｒｈｏｐｔｒｕｓ　ｓｐｐ．）、
オエバルスプグナクス（Ｏｅｂａｌｕｓ　ｐｕｇｎａｘ）を防除するためにイネに用いら
れ得る。本発明の化合物は好ましくは、レプトコリサ属の一種（Ｌｅｐｔｏｃｏｒｉｓａ
　ｓｐｐ．）、リッソルホプトルス属の一種（Ｌｉｓｓｏｒｈｏｐｔｒｕｓ　ｓｐｐ．）
、オエバルスプグナクス（Ｏｅｂａｌｕｓ　ｐｕｇｎａｘ）を防除するためにイネに用い
られる。
【０１３８】
　本発明の化合物は、例えば、ヒポテネムスハンペイ（Ｈｙｐｏｔｈｅｎｅｍｕｓ　Ｈａ
ｍｐｅｉ）、ペリレウコプテラコッフェエラ（Ｐｅｒｉｌｅｕｃｏｐｔｅｒａ　Ｃｏｆｆ
ｅｅｌｌａ）、テトラニクス属の一種（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）を防除する
ためにコーヒーに用いられ得る。本発明の化合物は好ましくは、ヒポテネムスハンペイ（
Ｈｙｐｏｔｈｅｎｅｍｕｓ　Ｈａｍｐｅｉ）、ペリレウコプテラコッフェエラ（Ｐｅｒｉ
ｌｅｕｃｏｐｔｅｒａ　ｃｏｆｆｅｅｌｌａ）を防除するためにコーヒーに用いられる。
【０１３９】
　本発明の化合物は、例えば、ミカンハダニ（Ｐａｎｏｎｙｃｈｕｓ　ｃｉｔｒｉ）、ミ
カンサビダニ（Ｐｈｙｌｌｏｃｏｐｔｒｕｔａ　ｏｌｅｉｖｏｒａ）、ヒメハダニ属の一
種（Ｂｒｅｖｉｐａｌｐｕｓ　ｓｐｐ．）、ミカンキジラミ（Ｄｉａｐｈｏｒｉｎａ　ｃ
ｉｔｒｉ）、スキルトトリプス属の一種（Ｓｃｉｒｔｏｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）、トリ
プス属の一種（Ｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）、ユナプシス属の一種（Ｕｎａｓｐｉｓ　ｓｐ
ｐ．）、チチュウカイミバエ（Ｃｅｒａｔｉｔｉｓ　ｃａｐｉｔａｔａ）、フィロクニス
チス属の一種（Ｐｈｙｌｌｏｃｎｉｓｔｉｓ　ｓｐｐ．）を防除するために柑橘類に用い
られ得る。本発明の化合物は好ましくは、ミカンハダニ（Ｐａｎｏｎｙｃｈｕｓ　ｃｉｔ
ｒｉ）、ミカンサビダニ（Ｐｈｙｌｌｏｃｏｐｔｒｕｔａ　ｏｌｅｉｖｏｒａ）、ヒメハ
ダニ属の一種（Ｂｒｅｖｉｐａｌｐｕｓ　ｓｐｐ．）、ミカンキジラミ（Ｄｉａｐｈｏｒ
ｉｎａ　ｃｉｔｒｉ）、スキルトトリプス属の一種（Ｓｃｉｒｔｏｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ
．）、トリプス属の一種（Ｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）、フィロクニスチス属の一種（Ｐｈ
ｙｌｌｏｃｎｉｓｔｉｓ　ｓｐｐ．）を防除するために柑橘類に用いられる。
【０１４０】
　本発明の化合物は、例えば、アミエロイストランシテラ（Ａｍｙｅｌｏｉｓ　ｔｒａｎ
ｓｉｔｅｌｌａ）、テトラニクス属の一種（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）を防除
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するためにアーモンドに用いられ得る。
【０１４１】
　本発明の化合物は、トリプス属の一種（Ｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）、テトラニクス属の
一種（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ポリファゴタロソネムス属の一種（Ｐｏｌ
ｙｐｈａｇｏｔａｒｓｏｎｅｍｕｓ　ｓｐｐ．）、アクロプス属の一種（Ａｃｕｌｏｐｓ
　ｓｐｐ．）、エムポアスカ属の一種（Ｅｍｐｏａｓｃａ　ｓｐｐ．）、スポドプテラ属
の一種（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｓｐｐ．）、ヘリオティス属の一種（Ｈｅｌｉｏｔｈｉ
ｓ　ｓｐｐ．）、トマトキバガ（Ｔｕｔａ　ａｂｓｏｌｕｔａ）、リリオミザ属の一種（
Ｌｉｒｉｏｍｙｚａ　ｓｐｐ．）、タバココナジラミ（Ｂｅｍｉｓｉａ　ｔａｂａｃｉ）
、トリアロイデス属の一種（Ｔｒｉａｌｅｕｒｏｄｅｓ　ｓｐｐ．）、パラトリオザ属の
一種（Ｐａｒａｔｒｉｏｚａ　ｓｐｐ．）、ミカンキイロアザミウマ（Ｆｒａｎｋｌｉｎ
ｉｅｌｌａ　ｏｃｃｉｄｅｎｔａｌｉｓ）、ハナアザミウマ属の一種（Ｆｒａｎｋｌｉｎ
ｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、アントノムス属の一種（Ａｎｔｈｏｎｏｍｕｓ　ｓｐｐ．）、
フィロトレタ属の一種（Ｐｈｙｌｌｏｔｒｅｔａ　ｓｐｐ．）、アムラスカ属の一種（Ａ
ｍｒａｓｃａ　ｓｐｐ．）、エピラクナ属の一種（Ｅｐｉｌａｃｈｎａ　ｓｐｐ．）、ハ
リオモルファ属の一種（Ｈａｌｙｏｍｏｒｐｈａ　ｓｐｐ．）、スキルトトリプス属の一
種（Ｓｃｉｒｔｏｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）、ルーシノデス属の一種（Ｌｅｕｃｉｎｏｄ
ｅｓ　ｓｐｐ．）、ネオレウシノデス属の一種（Ｎｅｏｌｅｕｃｉｎｏｄｅｓ　ｓｐｐ．
）を防除するためにトマト、コショウ、トウガラシ、ナス、キュウリ、カボチャ等を含む
結果野菜に用いられ得る。本発明の化合物は好ましくは、例えば、トリプス属の一種（Ｔ
ｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）、テトラニクス属の一種（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）
、ポリファゴタロソネムス属の一種（Ｐｏｌｙｐｈａｇｏｔａｒｓｏｎｅｍｕｓ　ｓｐｐ
．）、アクロプス属の一種（Ａｃｕｌｏｐｓ　ｓｐｐ．）、エムポアスカ属の一種（Ｅｍ
ｐｏａｓｃａ　ｓｐｐ．）、スポドプテラ属の一種（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｓｐｐ．）
、ヘリオティス属の一種（Ｈｅｌｉｏｔｈｉｓ　ｓｐｐ．）、トマトキバガ（Ｔｕｔａ　
ａｂｓｏｌｕｔａ）、リリオミザ属の一種（Ｌｉｒｉｏｍｙｚａ　ｓｐｐ．）、パラトリ
オザ属の一種（Ｐａｒａｔｒｉｏｚａ　ｓｐｐ．）、ミカンキイロアザミウマ（Ｆｒａｎ
ｋｌｉｎｉｅｌｌａ　ｏｃｃｉｄｅｎｔａｌｉｓ）、ハナアザミウマ属の一種（Ｆｒａｎ
ｋｌｉｎｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、アムラスカ属の一種（Ａｍｒａｓｃａ　ｓｐｐ．）、
スキルトトリプス属の一種（Ｓｃｉｒｔｏｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）、ルーシノデス属の
一種（Ｌｅｕｃｉｎｏｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ネオレウシノデス属の一種（Ｎｅｏｌｅｕｃ
ｉｎｏｄｅｓ　ｓｐｐ．）を防除するためにトマト、コショウ、トウガラシ、ナス、キュ
ウリ、カボチャ等を含む結果野菜に用いられる。
【０１４２】
　本発明の化合物は、例えば、プセウダウラカスピス属の一種（Ｐｓｅｕｄａｕｌａｃａ
ｓｐｉｓ　ｓｐｐ．）、エムポアスカ属の一種（Ｅｍｐｏａｓｃａ　ｓｐｐ．）、スキル
トトリプス属の一種（Ｓｃｉｒｔｏｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）、チャノハマキホソガ（Ｃ
ａｌｏｐｔｉｌｉａ　ｔｈｅｉｖｏｒａ）を防除するためにチャに用いられ得る。本発明
の化合物は好ましくは、エムポアスカ属の一種（Ｅｍｐｏａｓｃａ　ｓｐｐ．）、スキル
トトリプス属の一種（Ｓｃｉｒｔｏｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）を防除するためにチャに用
いられる。
【０１４３】
　本発明の化合物は、例えば、トリプス属の一種（Ｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）、スポドプ
テラ属の一種（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｓｐｐ．）、ヘリオティス属の一種（Ｈｅｌｉｏ
ｔｈｉｓ　ｓｐｐ．）を防除するためにタマネギ、リーキ等を含む鱗茎野菜に用いられ得
る。本発明の化合物は好ましくは、トリプス属の一種（Ｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）を防除
するためにタマネギ、リーキ等を含む鱗茎野菜に用いられる。
【０１４４】
　本発明の化合物は、例えば、エムポアスカ属の一種（Ｅｍｐｏａｓｃａ　ｓｐｐ．）、
ロベシア属の一種（Ｌｏｂｅｓｉａ　ｓｐｐ．）、ハナアザミウマ属の一種（Ｆｒａｎｋ
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ｌｉｎｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、トリプス属の一種（Ｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）、テトラ
ニクス属の一種（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、リピホロトリプスクルエンタツ
ス（Ｒｈｉｐｉｐｈｏｒｏｔｈｒｉｐｓ　Ｃｒｕｅｎｔａｔｕｓ）、エオテトラニクスウ
ィラメッテイ（Ｅｏｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　Ｗｉｌｌａｍｅｔｔｅｉ）、エリスロネウ
ラエレガンツラ（Ｅｒｙｔｈｒｏｎｅｕｒａ　Ｅｌｅｇａｎｔｕｌａ）、スカノホイデス
属の一種（Ｓｃａｐｈｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）を防除するためにブドウに用いられ得る。
本発明の化合物は好ましくは、ハナアザミウマ属の一種（Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ　
ｓｐｐ．）、トリプス属の一種（Ｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）、テトラニクス属の一種（Ｔ
ｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、リピホロトリプスクルエンタツス（Ｒｈｉｐｉｐｈ
ｏｒｏｔｈｒｉｐｓ　Ｃｒｕｅｎｔａｔｕｓ）、スカノホイデス属の一種（Ｓｃａｐｈｏ
ｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）を防除するためにブドウに用いられる。
【０１４５】
　本発明の化合物は、例えば、カコプシラ属の一種（Ｃａｃｏｐｓｙｌｌａ　ｓｐｐ．）
、プシラ属の一種（Ｐｓｙｌｌａ　ｓｐｐ．）、リンゴハダニ（Ｐａｎｏｎｙｃｈｕｓ　
ｕｌｍｉ）、コドリンガ（Ｃｙｄｉａ　ｐｏｍｏｎｅｌｌａ）を防除するためにリンゴ、
ナシ等を含む仁果果実に用いられ得る。本発明の化合物は好ましくは、カコプシラ属の一
種（Ｃａｃｏｐｓｙｌｌａ　ｓｐｐ．）、プシラ属の一種（Ｐｓｙｌｌａ　ｓｐｐ．）、
リンゴハダニ（Ｐａｎｏｎｙｃｈｕｓ　ｕｌｍｉ）を防除するためにリンゴ、ナシ等を含
む仁果果実に用いられる。
【０１４６】
　本発明の化合物は、例えば、ナシヒメシンクイ（Ｇｒａｐｈｏｌｉｔａ　ｍｏｌｅｓｔ
ａ）、スキルトトリプス属の一種（Ｓｃｉｒｔｏｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）、トリプス属
の一種（Ｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）、ハナアザミウマ属の一種（Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌ
ｌａ　ｓｐｐ．）、テトラニクス属の一種（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）を防除
するために石果に用いられ得る。本発明の化合物は好ましくは、スキルトトリプス属の一
種（Ｓｃｉｒｔｏｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）、トリプス属の一種（Ｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ
．）、ハナアザミウマ属の一種（Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、テトラニク
ス属の一種（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）を防除するために石果に用いられる。
本発明は、従って、有害生物に、有害生物の場所に、または有害生物による被害を受けや
すい植物に、有害生物の防除的に有効な量の式（Ｉ）の化合物を適用するステップを含む
、例えば無脊椎有害生物といった動物の有害生物に対処および／またはこれを防除する方
法を提供する。特に、本発明は、殺虫的に、殺ダニ的に、殺線虫的にまたは殺軟体動物的
に有効量の式（Ｉ）の化合物もしくは式（Ｉ）の化合物を含有する組成物を、有害生物に
、有害生物の場所（好ましくは植物）に、または有害生物による被害を受けやすい植物に
適用するステップを含む、昆虫、ダニ、線虫または軟体動物に対処および／またはこれら
を防除する方法を提供する。式（Ｉ）の化合物は、昆虫、ダニまたは線虫に対して用いら
れることが好ましい。
【０１４７】
　「植物」という用語は、本明細書において用いられるところ、苗、低木および高木を含
む。作物とは、従来の交配法または遺伝子操作により、除草剤または除草剤のクラス（例
えばＡＬＳ－、ＧＳ－、ＥＰＳＰＳ－、ＰＰＯ－およびＨＰＰＤ－抑制剤）に対して耐性
とされた作物をも包含するとして理解されるべきである。従来の交配法により例えばイマ
ザモックスといったイミダゾリノンに対して耐性とされた作物の例は、Ｃｌｅａｒｆｉｅ
ｌｄ（登録商標）夏ナタネ（アブラナ）である。遺伝子操作法により除草剤に対して耐性
とされた作物の例としては、商品名ＲｏｕｎｄｕｐＲｅａｄｙ（登録商標）およびＬｉｂ
ｅｒｔｙＬｉｎｋ（登録商標）で市販されている例えばグリホサート－およびグルホシネ
ート－耐性トウモロコシ品種が挙げられる。
【０１４８】
　作物はまた、例えばＢｔトウモロコシ（アワノメイガに耐性）、Ｂｔ綿（メキシコワタ
ミゾウムシに耐性）、また、Ｂｔジャガイモ（コロラドハムシに耐性）といった、遺伝子
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操作法によって有害な昆虫に対する耐性が与えられたものであると理解されるべきである
。Ｂｔトウモロコシの例は、ＮＫ（登録商標）（Ｓｙｎｇｅｎｔａ　Ｓｅｅｄｓ）のＢｔ
１７６トウモロコシ交配種である。殺虫性の耐性をコードし、１種以上の毒素を発現する
１種以上の遺伝子を含む遺伝子組換え植物の例は、ＫｎｏｃｋＯｕｔ（登録商標）（トウ
モロコシ）、Ｙｉｅｌｄ　Ｇａｒｄ（登録商標）（トウモロコシ）、ＮｕＣＯＴＩＮ３３
Ｂ（登録商標）（綿）、Ｂｏｌｌｇａｒｄ（登録商標）（綿）、ＮｅｗＬｅａｆ（登録商
標）（ジャガイモ）、ＮａｔｕｒｅＧａｒｄ（登録商標）およびＰｒｏｔｅｘｃｔａ（登
録商標）である。植物作物もしくはその種子材は共に、除草剤に耐性であることが可能で
あり、かつ、同時に、昆虫の摂食に耐性であることが可能である（「重畳的な」トランス
ジェニックイベント）。例えば、種子は、殺虫性Ｃｒｙ３タンパク質の発現能を有してい
ることが可能であり、その一方で、同時にグリホサートに対して耐性である。
【０１４９】
　作物はまた、従来の交配法もしくは遺伝子操作により得られ、およびいわゆる、出力形
質（例えば向上した貯蔵安定性、高い栄養価および向上された風味）を有するものとして
理解されるべきである。
【０１５０】
　殺虫剤、殺ダニ剤、殺線虫剤または殺軟体動物剤として、式（Ｉ）の化合物を有害生物
に、有害生物の場所に、または有害生物による被害を受けやすい植物に適用するために、
式（Ｉ）の化合物は、通常、式（Ｉ）の化合物に追加して、好適な不活性希釈剤またはキ
ャリア、および任意により、表面活性剤（ＳＦＡ）を含む組成物に配合される。ＳＦＡは
、界面張力を低下させることにより界面（例えば、液体／固体、液体／空気または液体／
液体界面）の特性を改変させ、これにより、他の特性（例えば分散性、乳化性および濡れ
性）に変化をもたらすことが可能である化学物質である。すべての組成物（固体および液
体配合物の両方）が、重量基準で、０．０００１～９５％、より好ましくは１～８５％、
例えば５～６０％の式（Ｉ）の化合物を含んでいることが好ましい。組成物は、一般に、
式（Ｉ）の化合物が、０．１ｇ～１０ｋｇ／ヘクタール、好ましくは１ｇ～６ｋｇ／ヘク
タール、より好ましくは１ｇ～１ｋｇ／ヘクタールの量で適用されるような様式で、有害
生物の防除に用いられる。
【０１５１】
　種子粉衣において用いられる場合、式（Ｉ）の化合物は、種子１キログラム当たり、０
．０００１ｇ～１０ｇ（例えば０．００１ｇまたは０．０５ｇ）、好ましくは０．００５
ｇ～１０ｇ、より好ましくは０．００５ｇ～４ｇの量で用いられる。
【０１５２】
　他の態様において、本発明は、有害生物の防除的に有効な量の式（Ｉ）の化合物を含む
組成物であって、特に、殺虫的に、殺ダニ的に、殺線虫的にまたは殺軟体動物的に有効量
の式（Ｉ）の化合物、およびこれに好適なキャリアもしくは希釈剤を含む殺虫、殺ダニ、
殺線虫または殺軟体動物組成物を提供する。この組成物は、殺虫、殺ダニ、殺線虫または
殺軟体動物組成物であることが好ましい。
【０１５３】
　組成物は、散布可能な粉末（ＤＰ）、可溶性粉末（ＳＰ）、水溶性顆粒（ＳＧ）、水分
散性顆粒（ＷＧ）、水和剤（ＷＰ）、顆粒（ＧＲ）（遅放性または速放性）、可溶性濃縮
物（ＳＬ）、油に混和性の液体（ＯＬ）、超低量液体（ＵＬ）、乳化性濃縮物（ＥＣ）、
分散性濃縮物（ＤＣ）、エマルジョン（水中油型（ＥＷ）および油中水型（ＥＯ）の両方
）、マイクロエマルジョン（ＭＥ）、懸濁濃縮物（ＳＣ）、エアロゾル、煙霧／燻蒸配合
物、カプセル懸濁液（ＣＳ）および種子処理配合物を含む多数の配合物タイプから選択さ
れることが可能である。いずれの事例においても、選択される配合物タイプは、想定され
ている特定の目的、ならびに、式（Ｉ）の化合物の物理的、化学的および生物学的特性に
応じることとなる。
【０１５４】
　散布可能な粉末（ＤＰ）は、式（Ｉ）の化合物を、１種以上の固体希釈剤（例えば天然
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クレイ、カオリン、葉ろう石、ベントナイト、アルミナ、モンモリロナイト、キースラガ
ー、チョーク、珪藻土、リン酸カルシウム、炭酸カルシウムおよび炭酸マグネシウム、硫
黄、石灰、小麦粉、タルク、ならびに、他の有機および無機固体キャリア）と混合し、こ
の混合物を微粉末に機械的に粉砕することにより調製され得る。
【０１５５】
　可溶性粉末（ＳＰ）は、式（Ｉ）の化合物を、１種以上の水溶性無機塩（重炭酸ナトリ
ウム、炭酸ナトリウムまたは硫酸マグネシウムなど）もしくは１種以上の水溶性有機固形
分（多糖類など）、および任意により、１種以上の湿潤剤、１種以上の分散剤、または前
記薬剤の混合物と混合して、水への分散性／溶解度を向上させることにより調製され得る
。次いで、混合物は微粉末に粉砕される。同様の組成物が粒状化されて、水溶性顆粒（Ｓ
Ｇ）が形成されてもよい。
【０１５６】
　水和剤（ＷＰ）は、式（Ｉ）の化合物を、１種以上の固体希釈剤またはキャリア、１種
以上の湿潤剤、ならびに、好ましくは、１種以上の分散剤、および任意により、１種以上
の懸濁剤と混合して、液体における分散性を促進させることにより調製され得る。次いで
、混合物は微粉末に粉砕される。同様の組成物が粒状化されて、水分散性顆粒（ＷＧ）が
形成されてもよい。
【０１５７】
　顆粒（ＧＲ）は、式（Ｉ）の化合物と、１種以上の粉末固体希釈剤もしくはキャリアと
の混合物を造粒することにより形成され得、または式（Ｉ）の化合物（または好適な薬剤
中のその溶液）を多孔性の顆粒状材料（軽石、アタパルジャイトクレイ、フーラー土、キ
ースラガー、珪藻土または粉砕されたトウモロコシ穂軸など）中に吸収させ、もしくは、
式（Ｉ）の化合物（または好適な薬剤中のその溶液）を硬質の核材料（砂、ケイ酸、炭酸
塩鉱物、硫酸塩またはリン酸塩など）に吸収させ、必要に応じて乾燥させることにより予
め形成されている圧縮粉顆粒から形成され得る。吸収または吸着を助けるために通常用い
られる薬剤としては、溶剤（脂肪族および芳香族石油溶剤、アルコール、エーテル、ケト
ン、ならびに、エステルなど）および固着材（ポリ酢酸ビニル、ポリビニルアルコール、
デキストリン、糖質および植物油など）が挙げられる。１種以上の他の添加剤もまた顆粒
中に含まれていてもよい（例えば、乳化剤、湿潤剤または分散剤）。
【０１５８】
　分散性濃縮物（ＤＣ）は、式（Ｉ）の化合物を水、またはケトン、アルコールあるいは
グリコールエーテルなどの有機溶剤中に溶解させることにより調製され得る。これらの溶
液は、表面活性剤を含有していてもよい（例えば、水による希釈を向上させるか、または
噴霧タンク中での結晶化を防止するため）。
【０１５９】
　乳化性濃縮物（ＥＣ）または水中油型エマルジョン（ＥＷ）は、式（Ｉ）の化合物を有
機溶剤（任意により、１種以上の湿潤剤、１種以上の乳化剤または前記薬剤の混合物を有
する）中に溶解させることにより調製され得る。ＥＣにおいて好適に用いられる有機溶剤
としては、芳香族炭化水素（ＳＯＬＶＥＳＳＯ　１００、ＳＯＬＶＥＳＳＯ　１５０およ
びＳＯＬＶＥＳＳＯ　２００（ＳＯＬＶＥＳＳＯは登録商標である）により例示されるア
ルキルベンゼンまたはアルキルナフタレンなど）、ケトン（シクロヘキサノンまたはメチ
ルシクロヘキサノンなど）、およびアルコール（ベンジルアルコール、フルフリルアルコ
ールまたはブタノールなど）、Ｎ－アルキルピロリドン（Ｎ－メチルピロリドンまたはＮ
－オクチルピロリドンなど）、脂肪酸のジメチルアミド（Ｃ8～Ｃ10脂肪酸ジメチルアミ
ドなど）、および塩素化炭化水素が挙げられる。ＥＣ生成物は、水に添加されると自然に
乳化して、適切な器具での噴霧用途が可能なほどに十分な安定性を有するエマルジョンを
もたらし得る。ＥＷの調製では、液体（室温で液体ではない場合には、典型的には７０℃
未満といった適切な温度で溶融されていてもよい）として、または溶液（適切な溶剤中に
溶解させることにより）で式（Ｉ）の化合物を得、次いで、得られた液体または溶液が１
種以上のＳＦＡを含有する水中に、高せん断下で乳化してエマルジョンがもたらされる。
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ＥＷにおいて好適に用いられる溶剤としては、植物油、塩素化炭化水素（クロロベンゼン
など）、芳香族溶剤（アルキルベンゼンまたはアルキルナフタレンなど）、および水への
溶解度が低い他の適切な有機溶剤が挙げられる。
【０１６０】
　ミクロエマルジョン（ＭＥ）は、１種以上の溶剤と１種以上のＳＦＡとのブレンドを水
と混合して、熱力学的に安定な等方性液体配合物を自然にもたらすことにより調製され得
る。式（Ｉ）の化合物は、最初は、水または溶剤／ＳＦＡブレンドのいずれかの中に存在
している。ＭＥにおいて好適に用いられる溶剤としては、ＥＣまたはＥＷにおける使用に
ついて前述されているものが挙げられる。ＭＥは、水中油型または油中水型系のいずれか
であり得（どちらの系が存在しているかは、伝導率の測定によって判定され得る）、同一
の配合物中の水溶性および油溶性有害生物防除剤の混合に好適であればよい。ＭＥは、マ
イクロエマルジョンのままで、または従来の水中油型エマルジョンを形成して水中に好適
に希釈される。
【０１６１】
　懸濁濃縮物（ＳＣ）は、式（Ｉ）の化合物の微細な不溶性固体粒子の水性または不水性
懸濁液を含んでいてもよい。ＳＣは、式（Ｉ）の固体化合物を、好適な媒体中で、任意に
より１種以上の分散剤と共にボールミルまたはビーズミルにかけて、化合物の微細な粒子
懸濁液をもたらすことにより調製され得る。１種以上の湿潤剤が組成物中に含まれていて
もよく、懸濁剤が、粒子の沈降速度を低減するために含まれていてもよい。あるいは、式
（Ｉ）の化合物は、乾式ミルにかけられ、および明細書中に上述されている薬剤を含有す
る水に添加されることにより、所望の最終生成物がもたらされてもよい。
【０１６２】
　エアロゾル配合物は、式（Ｉ）の化合物および好適な噴射剤（例えばｎ－ブタン）を含
む。式（Ｉ）の化合物はまた、好適な媒体（例えば水、またはｎ－プロパノールなどの水
和性の液体）中に溶解または分散されて、非加圧式の手動噴霧ポンプにおける使用のため
の組成物がもたらされてもよい。
【０１６３】
　式（Ｉ）の化合物は、乾燥状態で火工混合物と混合されて、閉鎖空間において化合物を
含有する煙を発生させるために好適な組成物が形成されてもよい。
【０１６４】
　カプセル懸濁液（ＣＳ）は、ＥＷ配合物の調製と同様に調製され得るが、油滴の各々が
高分子シェルに内包されており、式（Ｉ）の化合物と、任意により、これのためのキャリ
アまたは希釈剤とが含有されている、油滴の水性分散体が得られるような追加の重合ステ
ージが伴う。高分子シェルは、界面重縮合反応より、もしくは、コアセルベーション手法
の一方により生成され得る。組成物は式（Ｉ）の化合物の徐放をもたらし得、種子処理に
用いられ得る。式（Ｉ）の化合物はまた、生分解性高分子マトリックス中に配合されて、
化合物がゆっくりとした、徐放性とされてもよい。
【０１６５】
　組成物は、１種以上の添加剤が含まれていることで組成物の生物学的性能（例えば、式
（Ｉ）の化合物の濡れ性、保持性、あるいは、表面上での分布；被処理表面上での雨に対
する耐性；または摂取もしくは易動性を向上することにより）が向上されていてもよい。
このような添加剤としては、表面活性剤、例えば一定の鉱油もしくは天然の植物油（大豆
油およびナタネ油など）といった油系の噴霧添加剤、およびこれらと他の生体活性増強（
ｂｉｏ－ｅｎｈａｎｃｉｎｇ）補助剤（式（Ｉ）の化合物の作用を補助もしくは改変し得
る処方成分）とのブレンドが挙げられる。
【０１６６】
　式（Ｉ）の化合物はまた、例えば、乾燥種子処理調用粉末（ＤＳ）、水溶性粉末（ＳＳ
）、あるいは、スラリー処理用の水分散性粉末（ＷＳ）を含む粉末組成物、または流動性
濃縮物（ＦＳ）、溶液（ＬＳ）、あるいは、カプセル懸濁液（ＣＳ）を含む液体組成物と
いった種子処理剤として用いられるために配合されてもよい。ＤＳ、ＳＳ、ＷＳ、ＦＳお
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よびＬＳ組成物の調製は、それぞれ、上述したＤＰ、ＳＰ、ＷＰ、ＳＣおよびＤＣ組成物
の調製ときわめて類似している。種子を処理するための組成物は、種子への組成物の接着
を補助する薬剤を含み得る（例えば、鉱油またはフィルム形成性バリア）。
【０１６７】
　湿潤剤、分散剤および乳化剤は、カチオン性、アニオン性、両性またはノニオン性の表
面ＳＦＡであり得る。
【０１６８】
　好適なカチオン性のＳＦＡとしては、第４級アンモニウム化合物（例えばセチルトリメ
チルアンモニウムブロミド）、イミダゾリン、およびアミン塩が挙げられる。
【０１６９】
　好適なアニオン性ＳＦＡとしては、脂肪酸のアルカリ金属塩、脂肪族モノエステルの硫
酸塩（例えばラウリル硫酸ナトリウム）、スルホン化芳香族化合物の塩（例えばドデシル
ベンゼンスルホン酸ナトリウム、ドデシルベンゼンスルホン酸カルシウム、ブチルナフタ
レンスルホネート、およびジ－イソプロピル－ナフタレンスルホン酸ナトリウムとトリ－
イソプロピル－ナフタレンスルホン酸ナトリウムとの混合物）、エーテル硫酸塩、アルコ
ールエーテル硫酸塩（例えばナトリウムラウレス－３－スルフェート）、エーテルカルボ
キシレート（例えばナトリウムラウレス－３－カルボキシレート）、リン酸エステル（例
えば、ラウリルアルコールと四リン酸との反応といった１種以上の脂肪族アルコールとリ
ン酸（主にモノエステル）または五酸化リン（主にジ－エステル）との反応からの生成物
；また、これらの生成物はエトキシル化されていてもよい）、スルホスクシナメート、パ
ラフィンまたはオレフィンスルホン酸塩、タウレートおよびリグノスルホネートが挙げら
れる。
【０１７０】
　好適な両性ＳＦＡとしては、ベタイン、プロピオネート、およびグリシネートが挙げら
れる。
【０１７１】
　好適なノニオン性のＳＦＡとしては、エチレンオキシド、プロピレンオキシド、ブチレ
ンオキシド、またはこれらの混合物などのアルキレンオキシドと、脂肪族アルコール（オ
レイルアルコールまたはセチルアルコールなど）もしくはアルキルフェノール（オクチル
フェノール、ノニルフェノールまたはオクチルクレゾールなど）との縮合物；長鎖脂肪酸
またはヘキシトール無水物由来の部分エステル；前記部分エステルとエチレンオキシドと
の縮合物；ブロックポリマー（エチレンオキシドおよびプロピレンオキシドを含む）；ア
ルカノールアミド；単純エステル（例えば脂肪酸ポリエチレングリコールエステル）；ア
ミンオキシド（例えばラウリルジメチルアミンオキシド）；ならびに、レシチンが挙げら
れる。
【０１７２】
　好適な懸濁剤としては、親水性コロイド（多糖類、ポリビニルピロリドンまたはナトリ
ウムカルボキシメチルセルロースなど）および膨潤粘土（ベントナイトまたはアタパルジ
ャイトなど）が挙げられる。
【０１７３】
　式（Ｉ）の化合物は、有害生物防除化合物を適用する公知の手段のいずれかによって適
用されればよい。例えば、式（Ｉ）の化合物は、配合された状態もしくは未配合の状態で
、有害生物に、または有害生物の場所（有害生物の棲息地、または有害生物に侵襲されや
すい栽培植物など）に、または群葉、茎、枝あるいは根を含む植物のいずれかの部位に、
植える前の種子に、または植物が成長しているか、もしくは、植えられる他の媒体（根の
周囲の土壌、一般的な土壌、田面水または水耕栽培システムなど）に直接的に適用され得
るか、または式（Ｉ）の化合物は、噴霧され、散布され、浸漬により適用され、クリーム
もしくはペースト配合物として適用され、気化されて適用され、あるいは、土壌もしくは
水環境中の組成物（顆粒状組成物もしくは水溶性バッグに充填された組成物など）の分布
もしくは取込みを介して適用され得る。
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【０１７４】
　式（Ｉ）の化合物はまた、植物に注入されるか、または電気式噴霧技術または他の低体
積法を用いて植生に噴霧されるか、または土地または大気潅漑システムにより適用されれ
ばよい。
【０１７５】
　水性調製物（水溶液または分散体）として用いられる組成物は、一般に、有効成分を高
い割合で含有している濃縮物の形態で提供され、この濃縮物は水に加えられてから使用さ
れる。ＤＣ、ＳＣ、ＥＣ、ＥＷ、ＭＥ、ＳＧ、ＳＰ、ＷＰ、ＷＧおよびＣＳを含んでいて
もよいこれらの濃縮物は、度々、長期にわたる保管に耐え、このような保管の後に、水に
加えられて、従来の噴霧器具による適用が可能であるよう十分な時間均質なままである水
性調製物を形成することが可能であることが要求される。このような水性調製物は、用い
られる目的に応じて様々な量の式（Ｉ）の化合物（例えば０．０００１～１０重量％）を
含有し得る。
【０１７６】
　式（Ｉ）の化合物は、肥料（例えば窒素－、カリウム－またはリン－含有肥料）との混
合物において用いられ得る。好適な配合物タイプは肥料の顆粒を含む。混合物は、２５重
量％以下の式（Ｉ）の化合物を含有していることが好ましい。
【０１７７】
　本発明はまた、従って、肥料および式（Ｉ）の化合物を含む肥料組成物を提供する。
【０１７８】
　本発明の組成物は、例えば微量元素といった生物学的活性を有している他の化合物、ま
たは殺菌・殺カビ活性を有しているか、もしくは、植物の成長を調整する活性、除草活性
、殺虫活性、殺線虫活性、あるいは、殺ダニ活性を備えている化合物を含有していてもよ
い。
【０１７９】
　式（Ｉ）の化合物は、組成物の単独有効成分であり得、または式（Ｉ）の化合物は、例
えば殺虫剤、殺菌・殺カビ剤あるいは除草剤といった有害生物防除剤、または適切な場合
には共力剤もしくは植物成長調節剤などの１種以上の追加の有効成分と混合されていても
よい。追加の有効成分は、幅広い範囲の活性もしくはその場所での高い持続性；式（Ｉ）
の化合物の活性の補助もしくは活性の補完（例えば、効果速度を高めることにより、もし
くは、忌避性を克服すことにより）；または個々の成分への耐性の発生の克服もしくは防
止の助力を有する組成物を提供し得る。特定の追加の有効成分は、組成物の意図された実
用性に応じることとなる。
【０１８０】
　本発明の化合物は動物の衛生分野においても有用であり、例えば、これらは、動物中の
、もしくは、動物上の寄生性無脊椎有害生物に対して、より好ましくは寄生性無脊椎有害
生物に対して用いられ得る。有害生物の例としては、線虫、吸虫、条虫、ハエ、ダニ、ト
リック（ｔｒｉｃｋ）、シラミ、ノミ、カメムシおよびウジが挙げられる。動物は非ヒト
動物であり、例えば、ウシ、ブタ、ヒツジ、ヤギ、ウマ、あるいは、ロバといった例えば
農業に関連する動物、または例えばイヌもしくはネコといった伴侶動物である。
【０１８１】
　さらなる態様において、本発明は、治療処置法における使用のための本発明の化合物を
提供する。
【０１８２】
　さらなる態様において、本発明は、有害生物の防除的に有効な量の本発明の化合物を投
与するステップを含む動物中もしくは動物上の寄生性無脊椎有害生物を防除する方法に関
する。投与は、例えば経口投与、非経口投与、または例えば動物の体表への外部投与であ
り得る。さらなる態様において、本発明は、動物中もしくは動物上の寄生性無脊椎有害生
物を防除するための本発明の化合物に関する。さらなる態様において、本発明は、動物中
もしくは動物上の寄生性無脊椎有害生物を防除するための薬剤の製造における本発明の化
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合物の使用に関する。
【０１８３】
　さらなる態様において、本発明は、動物が生息する環境に有害生物の防除的に有効な量
の本発明の化合物を投与するステップを含む寄生性無脊椎有害生物を防除する方法に関す
る。
【０１８４】
　さらなる態様において、本発明は、動物に有害生物の防除的に有効な量の本発明の化合
物を投与するステップを含む寄生性無脊椎有害生物から動物を保護する方法に関する。さ
らなる態様において、本発明は、寄生性無脊椎有害生物からの動物の保護において使用さ
れる本発明の化合物に関する。さらなる態様において、本発明は、寄生性無脊椎有害生物
から動物を保護するための薬剤の製造における本発明の化合物の使用に関する。
【０１８５】
　さらなる態様において、本発明は、動物に有害生物の防除的に有効な量の本発明の化合
物を投与するステップを含む寄生性無脊椎有害生物に悩まされている動物を処置する方法
を提供する。さらなる態様において、本発明は、寄生性無脊椎有害生物に悩まされている
動物の処置において使用される本発明の化合物に関する。さらなる態様において、本発明
は、寄生性無脊椎有害生物に悩まされている動物を処置する薬剤の製造における本発明の
化合物の使用に関する。
【０１８６】
　さらなる態様において、本発明は、本発明の化合物および薬学的に好適な賦形物を含む
医薬組成物を提供する。
【０１８７】
　本発明の化合物は、単独で、もしくは、１種以上の他の生物学的に有効な成分との組み
合わせで用いられ得る。
【０１８８】
　一態様において、本発明は、有害生物の防除的に有効な量の成分Ａと有害生物の防除的
に有効な量の成分Ｂとを含み、成分Ａが本発明の化合物であり、および成分Ｂが以下に記
載の化合物である複合生成物を提供する。
【０１８９】
　本発明の化合物は、駆虫薬薬剤との組み合わせで用いられ得る。このような駆虫薬とし
ては、欧州特許第３５７４６０号明細書、欧州特許第４４４９６４号明細書および欧州特
許第５９４２９１号明細書に記載されているとおり、イベルメクチン、アベルメクチン、
アバメクチン、エマメクチン、エピリノメクチン、ドラメクチン、セラメクチン、モキシ
デクチン、ネマデクチンおよびミルベマイシン誘導体などの化合物の大環式ラクトンクラ
スから選択される化合物が挙げられる。追加の駆虫薬としては、米国特許第５０１５６３
０号明細書、国際公開第９４１５９４４号パンフレットおよび国際公開第９５２２５５２
号パンフレットに記載されているものなどの半合成および生合成アベルメクチン／ミルベ
マイシン誘導体が挙げられる。追加の駆虫薬としては、アルベンダゾール、カンベンダゾ
ール、フェンベンダゾール、フルベンダゾール、メベンダゾール、オキシフェンダゾール
、オキシベンダゾール、パルベンダゾール、およびこのクラスの他の構成要素などのベン
ズイミダゾールが挙げられる。追加の駆虫薬としては、イミダゾチアゾール、およびテト
ラミソール、レバミゾール、パモ酸ピランテル（ｐｙｒａｎｔｅｌ　ｐａｍｏａｔｅ）、
オキサンテルまたはモランテルなどのテトラヒドロピリミジンが挙げられる。追加の駆虫
薬としては、トリクラベンダゾールおよびクロルスロンなどのフルキシド、ならびに、プ
ラジカンテルおよびエプシプランテルなどのセストサイド（ｃｅｓｔｏｃｉｄｅ）が挙げ
られる。
【０１９０】
　本発明の化合物は、パラヘルクアミド／マルクホルチンクラスの駆虫薬の誘導体および
類似体、ならびに、米国特許第５４７８８５５号明細書、米国特許第４６３９７７１号明
細書および独国特許第１９５２０９３６号明細書に開示されているものなどの抗寄生虫性
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オキサゾリンとの組み合わせで用いられ得る。
【０１９１】
　本発明の化合物は、国際公開第９６１５１２１号パンフレットに記載されている一般的
なクラスのジオキソモルホリン抗寄生虫性薬剤の誘導体および類似体との組み合わせで、
また、国際公開第９６１１９４５号パンフレット、国際公開第９３１９０５３号パンフレ
ット、国際公開第９３２５５４３号パンフレット、欧州特許第６２６３７５号明細書、欧
州特許第３８２１７３号明細書、国際公開第９４１９３３４号パンフレット、欧州特許第
３８２１７３号明細書、および欧州特許第５０３５３８号明細書に記載のものなどの駆虫
活性環式デプシペプチドとの組み合わせで用いられ得る。
【０１９２】
　本発明の化合物は、他の外寄生生物撲滅薬；例えば、フィプロニル；ピレスロイド；有
機リン酸エステル；ルフェヌロンなどの昆虫成長調節剤；テブフェノジド等などのエクジ
ソンアゴニスト；イミダクロプリド等などのネオニコチノイドとの組み合わせで用いられ
得る。
【０１９３】
　本発明の化合物は、例えば国際公開第９５／１９３６３号パンフレットまたは国際公開
第０４／７２０８６号パンフレットに記載のものといったテルペンアルカロイドであって
、特にこれらに開示の化合物との組み合わせで用いられ得る。
【０１９４】
　本発明の化合物が組み合わされて用いられ得るこのような生物学的に有効な化合物の他
の例としては、これらに限定されることはないが、以下が挙げられる。
【０１９５】
　有機リン酸エステル：アセフェート、アザメチホス、アジンホス－エチル、アジンホス
－メチル、ブロモホス、ブロモホス－エチル、カズサホス、クロルエトキシホス、クロル
ピリホス、クロルフェンビンホス、クロルメホス、デメトン、デメトン－Ｓ－メチル、デ
メトン－Ｓ－メチルスルホン、ジアリホス、ダイアジノン、ジクロルボス、ジクロトホス
、ジメトエート、ジスルホトン、エチオン、エトプロホス、エトリムホス、ファンファー
、フェナミホス、フェニトロチオン、フェンスルホチオン、フェンチオン、フルピラゾホ
ス、フォノホス、ホルモチオン、ホスチアゼート、ヘプテノホス、イサゾホス、イソチオ
エート、イソキサチオン、マラチオン、メタクリホス、メタミドホス、メチダチオン、メ
チル－パラチオン、メビンホス、モノクロトホス、ナレド、オメトエート、オキシデメト
ン－メチル、パラオキソン、パラチオン、パラチオン－メチル、フェントエート、ホサロ
ン、ホスホラン、ホスホカルブ、ホスメット、ホスファミドン、ホレート、ホキシム、ピ
リミホス、ピリミホス－メチル、プロフェノホス、プロパホス、プロエタムホス、プロチ
オホス、ピラクロホス、ピリダペンチオン、キナルホス、スルプロホス、テメホス、テル
ブホス、テブピリムホス、テトラクロルビンホス、チメトン（ｔｈｉｍｅｔｏｎ）、トリ
アゾホス、トリクロルホン、バミドチオン。
【０１９６】
　カルバメート：アラニカルブ、アルジカルブ、２－ｓｅｃ－ブチルフェニルメチルカル
バメート、ベンフラカルブ、カルバリル、カルボフラン、カルボスルファン、クロエトカ
ルブ、エチオフェンカルブ、フェノキシカルブ、フェンチオカルブ、フラチオカルブ、Ｈ
ＣＮ－８０１、イソプロカルブ、インドキサカルブ、メチオカルブ、メソミル、５－メチ
ル－ｍ－クメニルブチリル（メチル）カルバメート、オキサミル、ピリミカーブ、プロポ
キスル、チオジカルブ、チオファノックス、トリアザメート、ＵＣ－５１７１７。
【０１９７】
　ピレスロイド：アクリナチン（ａｃｒｉｎａｔｈｉｎ）、アレトリン、アルファメトリ
ン（ａｌｐｈａｍｅｔｒｉｎ）、５－ベンジル－３－フリルメチル（Ｅ）－（１Ｒ）－シ
ス－２，２－ジメチル－３－（２－オキソチオラン－３－イリデンメチル）シクロプロパ
ンカルボキシレート、ビフェントリン、β－シフルトリン、シフルトリン、α－シペルメ
トリン、β－シペルメトリン、ビオアレトリン、ビオアレトリン（（Ｓ）－シクロペンチ
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ル異性体）、ビオレスメトリン、ビフェントリン、ＮＣＩ－８５１９３、シクロプロトリ
ン、シハロトリン、シチトリン、シフェノトリン、デルタメトリン、エムペントリン、エ
スフェンバレレート、エトフェンプロクス、フェンフルトリン、フェンプロパトリン、フ
ェンバレレート、フルシトリネート、フルメトリン、フルバリネート（Ｄ異性体）、イミ
プロトリン、シハロトリン、λ－シハロトリン、ペルメトリン、フェノトリン、プラレト
リン、ピレトリン（天然生成物）、レスメスリン、テトラメトリン、トランスフルトリン
、θ－シペルメトリン、シラフルオフェン、ｔ－フルバリネート、テフルトリン、トラロ
メトリン、ζ－シペルメトリン。
【０１９８】
　節足動物成長調節剤：ａ）キチン合成抑制剤：ベンゾイル尿素：クロルフルアズロン、
ジフルベンズロン、フルアズロン、フルシクロクスロン、フルフェノクスロン、ヘキサフ
ルムロン、ルフェヌロン、ノバルロン、テフルベンズロン、トリフルムロン、ブプロフェ
ジン、ジオフェノラン、ヘキシチアゾクス、エトキサゾール、クロルフェンタジン；ｂ）
エクジソンアンタゴニスト：ハロフェノジド、メトキシフェノジド、テブフェノジド；ｃ
）ジュベノイド：ピリプロキシフェン、メトプレン（Ｓ－メトプレンを含む）、フェノキ
シカルブ；ｄ）脂質生合成抑制剤：スピロジクロフェン。
【０１９９】
　他の抗寄生虫薬：アセキノシル、アミトラズ、ＡＫＤ－１０２２、ＡＮＳ－１１８、ア
ザジラクチン、バチルスチューリンゲンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎ
ｓｉｓ）、ベンサルタップ、ビフェナゼート、ビナパクリル、ブロモプロピレート、ＢＴ
Ｇ－５０４、ＢＴＧ－５０５、カンフェクロール、カルタップ、クロロベンジレート、ク
ロルジメホルム、クロルフェナピル、クロマフェノジド、クロチアニジン（ｃｌｏｔｈｉ
ａｎｉｄｉｎｅ）、シロマジン、ジアクロデン、ジアフェンチウロン、ＤＢＩ－３２０４
、ジナクチン、ジヒドロキシメチルジヒドロキシピロリジン、ジノブトン、ジノカップ、
エンドスルファン、エチプロール、エトフェンプロクス、フェナザキン、フルマイト、Ｍ
ＴＩ－８００、フェンピロキシメート、フルアクリピリム、フルベンジミン、フルブロシ
トリネート、フルフェンジン、フルフェンプロックス、フルプロキシフェン、ハロフェン
プロックス（ｈａｌｏｆｅｎｐｒｏｘ）、ヒドラメチルノン、ＩＫＩ－２２０、カネマイ
ト、ＮＣ－１９６、ニームガード、ニジノルテルフラン、ニテンピラム、ＳＤ－３５６５
１、ＷＬ－１０８４７７、ピリダリル、プロパルギット、プロトリフェンブト、ピメトロ
ジン（ｐｙｍｅｔｈｒｏｚｉｎｅ）、ピリダベン、ピリミジフェン、ＮＣ－１１１１、Ｒ
－１９５、ＲＨ－０３４５、ＲＨ－２４８５、ＲＹＩ－２１０、Ｓ－１２８３、Ｓ－１８
３３、ＳＩ－８６０１、シラフルオフェン、シロマジン、スピノサド、テブフェンピラド
、テトラジホン、テトラナクチン（ｔｅｔｒａｎａｃｔｉｎ）、チアクロプリド、チオシ
クラム、チアメトキサム、トルフェンピラド、トリアザメート、トリエトキシスピノシン
、トリナクチン、ベルブチン、ベルタレク、ＹＩ－５３０１。
【０２００】
　殺菌・殺カビ剤：アシベンゾラル、アルジモルフ、アンプロピルホス、アンドプリム、
アザコナゾール、アゾキシストロビン、ベナラキシル、ベノミル、ビアラホス、ブラスト
サイジン－Ｓ、ボルドー液、ブロムコナゾール、ブピリメート、カプロパミド、カプタホ
ール、キャプタン、カルベンダジム、クロルフェナゾール、クロロネブ、クロルピクリン
、クロロタロニル、クロゾリネート、オキシ塩化銅、銅塩、シフルフェナミド、シモキサ
ニル、シプロコナゾール、シプロジニル、シプロフラム、ＲＨ－７２８１、ジクロシメッ
ト、ジクロブトラゾール、ジクロメジン、ジクロラン、ジフェンコナゾール、ＲＰ－４０
７２１３、ジメトモルフ、ドモキシストロビン（ｄｏｍｏｘｙｓｔｒｏｂｉｎ）、ジニコ
ナゾール、ジニコナゾール－Ｍ、ドジン、エディフェンホス、エポキシコナゾール、ファ
モキサドン、フェンアミドン、フェナリモル、フェンブコナゾール、フェンカラミド、フ
ェンピクロニル、フェンプロピジン、フェンプロピモルフ、酢酸トリフェニルスズ、フル
アジナム、フルジオキソニル、フルメトベル（ｆｌｕｍｅｔｏｖｅｒ）、フルモルフ／フ
ルモルリン、トリフェニルスズヒドロキシド、フルオキサストロビン、フルキンコナゾー
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ル、フルシラゾール、フルトラニル、フルトリアホール、ホルペット、ホセチル－アルミ
ニウム、フララキシル、フラメタピル（ｆｕｒａｍｅｔａｐｙｒ）、ヘキサコナゾール、
イプコナゾール、イプロベンホス、イプロジオン、イソプロチオラン、カスガマイシン、
クルソキシム（ｋｒｓｏｘｉｍ）－メチル、マンコゼブ、マンネブ、メフェノキサム、メ
プロニル、メタラキシル、メトコナゾール、メトミノストロビン／フェノミノストロビン
、メトラフェノン、ミクロブタニル、ネオ－アソジン、ニコビフェン、オリザストロビン
、オキサジキシル、ペンコナゾール、ペンシクロン、プロベナゾール、プロクロラズ、プ
ロパモカルブ、プロピオコナゾール、プロキナジド、プロチオコナゾール、ピリフェノッ
クス、ピラクロストロビン、ピリメタニル、ピロキロン、キノキシフェン、スピロキサミ
ン、硫黄、テブコナゾール、テトラコナゾール（ｔｅｔｒｃｏｎａｚｏｌｅ）、チアベン
ダゾール、チフルザミド、チオファネート－メチル、チラム、チアジニル、トリアジメホ
ン、トリアジメノール、トリシクラゾール、トリフロキシストロビン、トリチコナゾール
、バリダマイシン、ビンクロジン。
【０２０１】
　生物剤：バチルスチューリンゲンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉ
ｓ　ｓｓｐ　ａｉｚａｗａｉ，ｋｕｒｓｔａｋｉ）、バチルスチューリンゲンシス（Ｂａ
ｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）デルタエンドトキシン、バキュロウイルス
、昆虫病原性バクテリア、ウイルスおよび真菌。
【０２０２】
　殺菌剤：クロルテトラサイクリン、オキシテトラサイクリン、ストレプトマイシン。
【０２０３】
　他の生物剤：エンロフロキサシン、フェバンテル、ペネタメート、モロキシカム、セフ
ァレキシン、カナマイシン、ピモベンダン、クレンブテロール、オメプラゾール、チアム
リン、ベナゼプリル、ピリプロール、セフキノム、フロルフェニコール、ブセレリン、セ
フォベシン、ツラスロマイシン、セフチオウル（ｃｅｆｔｉｏｕｒ）、カルプロフェン、
メタフルミゾン、プラジカランテル（ｐｒａｚｉｑｕａｒａｎｔｅｌ）、トリクラベンダ
ゾール。
【０２０４】
　他の有効成分と組み合わせで用いられる場合、本発明の化合物は、以下のものとの組み
合わせで用いられることが好ましい（ここで、「Ｔｘ」は、式（Ｉ）の化合物、特に、式
（Ｉ）の１種の化合物、または表Ａ１～Ａ１２および表Ｂから選択される１つの特定の化
合物であって、所与の有効成分との相乗的組み合わせをもたらし得るものを意味する）：
イミダクロプリド＋Ｔｘ、エンロフロキサシン＋Ｔｘ、プラジカンテル＋Ｔｘ、ピランテ
ルエンボネート＋Ｔｘ、フェバンテル＋Ｔｘ、ペネタメート＋Ｔｘ、マロキシカム＋Ｔｘ
、セファレキシン＋Ｔｘ、カナマイシン＋Ｔｘ、ピモベンダン＋Ｔｘ、クレンブテロール
＋Ｔｘ、フィプロニル＋Ｔｘ、イベルメクチン＋Ｔｘ、オメプラゾール＋Ｔｘ、チアムリ
ン＋Ｔｘ、ベナゼプリル＋Ｔｘ、ミルベマイシン＋Ｔｘ、シロマジン＋Ｔｘ、チアメトキ
サム＋Ｔｘ、ピリプロール＋Ｔｘ、デルタメトリン＋Ｔｘ、セフキノム＋Ｔｘ、フロルフ
ェニコール＋Ｔｘ、ブセレリン＋Ｔｘ、セフォベシン＋Ｔｘ、ツラスロマイシン＋Ｔｘ、
セフチオウル＋Ｔｘ、セラメクチン＋Ｔｘ、カルプロフェン＋Ｔｘ、メタフルミゾン＋Ｔ
ｘ、モキシデクチン＋Ｔｘ、メトプレン（Ｓ－メトプレンを含む）＋Ｔｘ、クロルスロン
＋Ｔｘ、ピランテル＋Ｔｘ、アミトラズ＋Ｔｘ、トリクラベンダゾール＋Ｔｘ、アベルメ
クチン＋Ｔｘ、アバメクチン＋Ｔｘ、エマメクチン＋Ｔｘ、エピリノメクチン＋Ｔｘ、ド
ラメクチン＋Ｔｘ、セラメクチン＋Ｔｘ、ネマデクチン＋Ｔｘ、アルベンダゾール＋Ｔｘ
、カンベンダゾール＋Ｔｘ、フェンベンダゾール＋Ｔｘ、フルベンダゾール＋Ｔｘ、メベ
ンダゾール＋Ｔｘ、オキシフェンダゾール＋Ｔｘ、オキシベンダゾール＋Ｔｘ、パルベン
ダゾール＋Ｔｘ、テトラミソール＋Ｔｘ、レバミゾール＋Ｔｘ、ピランテルパモエート＋
Ｔｘ、オキサンテル＋Ｔｘ、モランテル＋Ｔｘ、トリクラベンダゾール＋Ｔｘ、エプシプ
ランテル＋Ｔｘ、フィプロニル＋Ｔｘ、ルフェヌロン＋Ｔｘ、エクジソン＋Ｔｘまたはテ
ブフェノジド＋Ｔｘ；より好ましくは、エンロフロキサシン＋Ｔｘ、プラジカンテル＋Ｔ
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ｘ、ピランテルエンボネート＋Ｔｘ、フェバンテル＋Ｔｘ、ペネタメート＋Ｔｘ、マロキ
シカム＋Ｔｘ、セファレキシン＋Ｔｘ、カナマイシン＋Ｔｘ、ピモベンダン＋Ｔｘ、クレ
ンブテロール＋Ｔｘ、オメプラゾール＋Ｔｘ、チアムリン＋Ｔｘ、ベナゼプリル＋Ｔｘ、
ピリプロール＋Ｔｘ、セフキノム＋Ｔｘ、フロルフェニコール＋Ｔｘ、ブセレリン＋Ｔｘ
、セフォベシン＋Ｔｘ、ツラスロマイシン＋Ｔｘ、セフチオウル＋Ｔｘ、セラメクチン＋
Ｔｘ、カルプロフェン＋Ｔｘ、モキシデクチン＋Ｔｘ、クロルスロン＋Ｔｘ、ピランテル
＋Ｔｘ、エピリノメクチン＋Ｔｘ、ドラメクチン＋Ｔｘ、セラメクチン＋Ｔｘ、ネマデク
チン＋Ｔｘ、アルベンダゾール＋Ｔｘ、カンベンダゾール＋Ｔｘ、フェンベンダゾール＋
Ｔｘ、フルベンダゾール＋Ｔｘ、メベンダゾール＋Ｔｘ、オキシフェンダゾール＋Ｔｘ、
オキシベンダゾール＋Ｔｘ、パルベンダゾール＋Ｔｘ、テトラミソール＋Ｔｘ、レバミゾ
ール＋Ｔｘ、ピランテルパモエート＋Ｔｘ、オキサンテル＋Ｔｘ、モランテル＋Ｔｘ、ト
リクラベンダゾール＋Ｔｘ、エプシプランテル＋Ｔｘ、ルフェヌロン＋Ｔｘまたはエクジ
ソン＋Ｔｘ；さらにより好ましくはエンロフロキサシン＋Ｔｘ、プラジカンテル＋Ｔｘ、
ピランテルエンボネート＋Ｔｘ、フェバンテル＋Ｔｘ、ペネタメート＋Ｔｘ、マロキシカ
ム＋Ｔｘ、セファレキシン＋Ｔｘ、カナマイシン＋Ｔｘ、ピモベンダン＋Ｔｘ、クレンブ
テロール＋Ｔｘ、オメプラゾール＋Ｔｘ、チアムリン＋Ｔｘ、ベナゼプリル＋Ｔｘ、ピリ
プロール＋Ｔｘ、セフキノム＋Ｔｘ、フロルフェニコール＋Ｔｘ、ブセレリン＋Ｔｘ、セ
フォベシン＋Ｔｘ、ツラスロマイシン＋Ｔｘ、セフチオウル＋Ｔｘ、セラメクチン＋Ｔｘ
、カルプロフェン＋Ｔｘ、モキシデクチン＋Ｔｘ、クロルスロン＋Ｔｘまたはピランテル
＋Ｔｘ。
【０２０５】
　比の例としては、１００：１～１：６０００、５０：１～１：５０、２０：１～１：２
０、さらに特に１０：１～１：１０、５：１～１：５、２：１～１：２、４：１～２：１
、１：１または５：１または５：２または５：３または５：４または４：１または４：２
または４：３または３：１または３：２または２：１または１：５または２：５または３
：５または４：５または１：４または２：４または３：４または１：３または２：３また
は１：２または１：６００または１：３００または１：１５０または１：３５または２：
３５または４：３５または１：７５または２：７５または４：７５または１：６０００ま
たは１：３０００または１：１５００または１：３５０または２：３５０または４：３５
０または１：７５０または２：７５０または４：７５０が挙げられる。これらの混合比は
、一方で重量比を含み、また、他方でモル比を含むと理解される。
【０２０６】
　特に注目すべきは、追加の有効成分が、式Ｉの化合物とは異なる作用部位を有している
組み合わせである。一定の事例において、同様の防除範囲を有しているが、異なる作用部
位を有している少なくとも１種の他の寄生性無脊椎有害生物防除有効成分との組み合わせ
が耐性管理に関して特に有利となる。それ故、本発明の複合生成物は、有害生物の防除的
に有効な量の式Ｉの化合物と、同様の防除範囲を有しているが異なる作用部位を有してい
る有害生物の防除的に有効な量の少なくとも１種の追加の寄生性無脊椎有害生物防除有効
成分とを含み得る。
【０２０７】
　当業者は、環境中において、および生理的条件下において、化学化合物の塩はその対応
する非塩形態と平衡にあるため、塩は、非塩形態の生物学的実用性を共有することを認識
している。
【０２０８】
　それ故、本発明の化合物の広く多様な塩（および本発明の有効成分と組み合わされて用
いられる有効成分）が無脊椎有害生物および動物寄生虫の防除に有用であり得る。塩とし
ては、臭化水素酸、塩酸、硝酸、リン酸、硫酸、酢酸、酪酸、フマル酸、乳酸、マレイン
酸、マロン酸、シュウ酸、プロピオン酸、サリチル酸、酒石酸、４－トルエンスルホン酸
または吉草酸などの無機酸もしくは有機酸との酸付加塩が挙げられる。本発明の化合物は
Ｎ－オキシドをも含む。従って、本発明は、そのＮ－オキシドおよび塩を含む本発明の化
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合物と、そのＮ－オキシドおよび塩を含む追加の有効成分との組み合わせを含む。
【０２０９】
　動物衛生において用いられる組成物はまた、配合助剤、および当業者に配合物助剤とし
て既知である添加剤（これらのいく種かは固体希釈剤、液体希釈剤または界面活性剤とし
ても機能するとみなされ得る）を含有していてもよい。このような配合助剤および添加剤
は：ｐＨ（緩衝剤）、プロセス中の発泡（ポリオルガノシロキサンなどの消泡剤）、有効
成分の沈降（懸濁剤）、粘度（チクソトロープ性増粘剤）、容器内の微生物性の増殖（抗
菌剤）、生成物の凍結（不凍剤）、色（染料／顔料分散体）、洗浄性（塗膜形成剤または
展着剤）、蒸発（蒸発遅延剤）、および他の配合物属性を制御し得る。塗膜形成剤として
は、例えば、ポリ酢酸ビニル、ポリ酢酸ビニルコポリマー、ポリビニルピロリドン－酢酸
ビニルコポリマー、ポリビニルアルコール、ポリビニルアルコールコポリマーおよびワッ
クスが挙げられる。配合助剤および添加剤の例としては、ＭｃＣｕｔｃｈｅｏｎ’ｓ第２
巻：Ｆｕｎｃｔｉｏｎａｌ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ，年刊国際および北米版，ＭｃＣｕｔｃ
ｈｅｏｎ’ｓ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ，Ｍａｎｕｆａｃｔｕｒｉｎｇ　Ｃｏｎｆｅｃｔｉｏｎ
ｅｒ　Ｐｕｂｌｉｓｈｉｎｇ　Ｃｏ．発行；ならびに、国際公開第０３／０２４２２２号
パンフレットに列挙されているものが挙げられる。
【０２１０】
　本発明の化合物は、他の補助剤を伴わずに適用されることが可能であるが、ほとんどの
場合、１種以上の有効成分を好適なキャリア、希釈剤および界面活性剤と共に含むと共に
、おそらくは、想定される最終用途に応じて食品と組み合わされた配合物で適用されるで
あろう。適用方法の一つでは、複合生成物の水分散体または精製油溶液の噴霧が伴う。噴
霧油、噴霧油濃縮物、拡展展着剤、補助剤、他の溶剤、およびピペロニルブトキシドなど
の共力剤との組成物が、度々、化合物の効力を増強させる。このような噴霧剤は、缶、ボ
トルまたは他の容器などの噴霧容器から、ポンプにより、または例えば加圧エアロゾル噴
霧缶といった加圧容器から放出させることにより適用されることが可能である。このよう
な噴霧組成物は、例えば、噴霧、ミスト、泡、煙または霧といった種々の形態をとること
が可能である。それ故、このような噴霧組成物は、場合によって、噴射剤、発泡剤等をさ
らに含んでいることが可能である。注目すべきは、有害生物の防除的に有効な量の本発明
の化合物およびキャリアを含む噴霧組成物である。このような噴霧組成物の一実施形態は
、有害生物の防除的に有効な量の本発明の化合物および噴射剤を含む。代表的な噴射剤と
しては、これらに限定されないが、メタン、エタン、プロパン、ブタン、イソブタン、ブ
テン、ペンタン、イソペンタン、ネオペンタン、ペンテン、ヒドロフルオロカーボン、ク
ロロフルオロカーボン、ジメチルエーテル、および前述のものの混合物が挙げられる。注
目すべきは、蚊、ブユ、サシバエ、メクラアブ、アブ、大型のハチ（ｗａｓｐ）、スズメ
バチ（ｙｅｌｌｏｗ　ｊａｃｋｅｔ）、スズメバチ（ｈｏｒｎｅｔ）、マダニ、クモ、ア
リ、ナット等からなる群から選択される少なくとも１種の寄生性無脊椎有害生物（個別に
または組み合わせで）の防除に用いられる噴霧組成物（および噴霧容器から分取されるこ
のような噴霧組成物を利用する方法）である。
【０２１１】
　動物寄生虫の防除は、ホスト動物の体表（例えば、肩、腋窩、腹部、大腿の内側部分）
に寄生する外部寄生虫、およびホスト動物の体内（例えば、胃、腸管、肺、血管、皮下リ
ンパ組織）に寄生する内部寄生虫の防除を含む。外部寄生性または病害伝搬性有害生物と
しては、例えば、ツツガムシ、マダニ、シラミ、蚊、ハエ、ダニおよびノミが挙げられる
。内部寄生虫としては、イヌ糸状虫、鉤虫および蠕虫が挙げられる。本発明の化合物は、
外部寄生性有害生物の対処に特に好適であり得る。本発明の化合物は、動物における寄生
虫による侵襲または感染の全身および／または非全身防除に好適であり得る。
【０２１２】
　本発明の化合物は、野生動物、家畜、および農作業用動物を含む対象動物に侵襲する寄
生性無脊椎有害生物の対処に好適であり得る。家畜は、食品もしくは繊維などの製品を作
るために、またはその労働力のために農業環境において意図的に飼育された家畜動物を称
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するために用いられる用語（単数形または複数形で）であり；家畜の例としては、ウシ、
ヒツジ、ヤギ、ウマ、ブタ、ロバ、ラクダ、バッファロー、ウサギ、雌鳥、シチメンチョ
ウ、カモおよびガチョウ（例えば、食肉、乳、バター、卵、毛皮、皮革、羽毛および／ま
たは毛糸のために飼育された）が挙げられる。寄生虫に対処することにより、致死率およ
び性能低下（食肉、乳、毛糸、皮革、卵等の観点で）が低減され、従って、本発明の化合
物の適用では、より経済的で単純な動物の畜産が実現される。
【０２１３】
　本発明の化合物は、伴侶動物およびペット（例えば、イヌ、ネコ、飼い鳥および観賞魚
）、リサーチおよび実験用動物（例えば、ハムスター、テンジクネズミ、ラットおよびマ
ウス）、ならびに、動物園、野生の棲息地および／または野生環境において飼育されてい
る動物に感染する無脊椎有害寄生性生物に対処するために好適であり得る。
【０２１４】
　本発明の実施形態において、動物は、好ましくは脊椎動物であり、およびより好ましく
は哺乳類、鳥類または魚類である。特定の実施形態において、対象動物は、哺乳類（ヒト
などの大型類人猿を含む）である。他の哺乳類標的としては、霊長類（例えば、サル）、
ウシ亜科（例えば、ウシまたは酪牛）、ブタ（例えば、ブタ（ｈｏｇ）またはブタ（ｐｉ
ｇ））、ヒツジ（例えば、ヤギまたはヒツジ）、ウマ科（例えば、ウマ）、イヌ科（例え
ば、イヌ）、ネコ科（例えば、イエネコ）、ラクダ、シカ、ロバ、バッファロー、アンテ
ロープ、ウサギ、およびげっ歯類（例えば、テンジクネズミ、リス、ラット、マウス、ス
ナネズミ、およびハムスター）が挙げられる。鳥類としては、ガン・カモ科（ハクチョウ
、カモおよびガチョウ）、ハト科（例えば、ハト（ｄｏｖｅ）およびハト（ｐｉｇｅｏｎ
））、キジ科（例えば、パートリッジ、ライチョウおよびシチメンチョウ）、テシエンニ
ーデ（Ｔｈｅｓｉｅｎｉｄａｅ）（例えば、ニワトリ）、オウム類（例えば、インコ、コ
ンゴウインコ、およびオウム）、猟鳥、および走禽類（例えば、ダチョウ）が挙げられる
。
【０２１５】
　本発明の化合物により処置もしくは保護された鳥は、商業的または非商業的鳥類飼養に
関連していることが可能である。これらは、とりわけ、ハクチョウ、ガチョウおよびカモ
などのガン・カモ科、ハト（ｄｏｖｅ）およびドバトなどのハト科、パートリッジ、ライ
チョウおよびシチメンチョウなどのキジ科、ニワトリなどのテシエンニーデ（Ｔｈｅｓｉ
ｅｎｉｄａｅ）、ならびに、インコ、コンゴウインコおよびペットまたはコレクタ市場用
に飼育されたオウムなどのオウム類を含む。
【０２１６】
　本発明の目的に関して、「魚類」という用語は、特に限定はされないが、魚類のテレオ
スティ（Ｔｅｌｅｏｓｔｉ）類、すなわち、硬骨魚を含むと理解される。テレオスティ（
Ｔｅｌｅｏｓｔｉ）類にはサケ目（サケ科を含む）とスズキ目（クロマス科を含む）との
両方が包含される。処置を受ける可能性のある魚類の例としては、とりわけ、サケ科、ハ
タ科、タイ科、カワスズメ科、およびクロマス科が挙げられる。
【０２１７】
　他の動物もまた本発明の方法から利益を受けることが想定され、有袋類（カンガルーな
ど）、爬虫類（養殖されているカメなど）、および寄生生物による感染または侵襲の処置
もしくは予防において本発明の方法が安全であり、かつ、効果的である他の経済的に重要
な飼育動物が含まれる。
【０２１８】
　有害生物の防除的に有効な量の本発明の化合物の保護されるべき動物への投与により防
除される寄生性無脊椎有害生物の例としては、外寄生生物（節足動物、ダニ等）および内
寄生生物（蠕虫、例えば、線虫、吸虫、条虫、鈎頭虫等）が挙げられる。
【０２１９】
　一般に寄生虫症と記載される病害または病害群は、蠕虫として知られる寄生性のワーム
による動物ホストの感染による。「蠕虫」という用語は、線虫、吸虫、条虫および鈎頭虫
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を含んでいることが意味される。寄生虫症は、ブタ、ヒツジ、ウマ、ウシ、ヤギ、イヌ、
ネコおよび家禽などの家畜動物において流行しており、重大な経済問題である。
【０２２０】
　蠕虫のうち、線虫と記載されるワームの群は、動物の種々の種に広範な、そして、時に
は重篤な感染をもたらす。
【０２２１】
　本発明の化合物によって処置されることが予期される線虫としては、特にこれらに限定
されないが、以下の属：アカントケイロネマ属、アエルロストロンギルス属、鉤虫属、住
血線虫属、アスカリディア属、回虫属、ブルギア属、ブノストムム属、毛頭虫属、チャベ
ルチア属、クーペリア属、クレノソーマ属、ディクチオカウルス属、ジオクトフィーメ（
Ｄｉｏｃｔｏｐｈｙｍｅ）、ジペタロネーマ属、裂頭条虫属、イヌ糸状虫属、ドラクンク
ルス属、エンテロビウス属、フィラロイデス属、捻転胃虫属、ヘテラキス属、ラゴキルア
スカリス属、ロア糸状虫属、マンソネラ属、ムエレリウス属、アメリカ鉤虫属、ネマトジ
ルス属、腸結節虫属、オステルタジア属、蟯虫属、パラフィラリア属、パラスカリス属、
フィサロプテラ属、プロトストロギルス属、セタリア属、スピロセルカ属、ステファノフ
ィラリア属、糞線虫属、ストロンギルス属、テラジア属、トキサスカリス属、トキソカラ
属、旋毛虫属、トリコネマ属、毛様線虫属、鞭虫属、ウンシナリア属およびブケレリア属
が挙げられる。
【０２２２】
　上記のうち、上記で参照される動物に感染する線虫の最も一般的な属は、捻転胃虫属、
毛様線虫属、オステルタジア属、ネマトジルス属、クーペリア属、回虫属、ブノストムム
属、腸結節虫属、チャベルチア属、鞭虫属、ストロンギルス属、トリコネマ属、ディクチ
オカウルス属、毛頭虫属、ヘテラキス属、トキソカラ属、アスカリディア属、蟯虫属、鉤
虫属、ウンシナリア属、トキサスカリス属およびパラスカリス属である。ネマトジルス属
、クーペリア属および腸結節虫属などのこれらのうちのある種は主に腸管に侵襲する一方
で、捻転胃虫属およびオステルタジア属などの他のものは胃においてより多く見られ、ま
た、ディクチオカウルス属などの他のものは肺において見つかる。さらに他の寄生虫は、
心臓および血管、皮下およびリンパ組織等などの他の組織に存在している可能性がある。
【０２２３】
　本発明および本発明の方法により処置されると推定される吸虫としては、特に限定され
ないが、以下の属：アラリア属、ファスキオラ属、ナノフィエタス属、オピストルキス属
、肺吸虫属および住血吸虫属が挙げられる。
【０２２４】
　本発明および本発明の方法により処置されると推定される条虫としては、特に限定され
ないが、以下の属：裂頭条虫属、ジプリジウム属、スピロメトラ属およびテニア属が挙げ
られる。
【０２２５】
　ヒトの胃腸管の寄生虫の最も一般的な属は、鉤虫属、アメリカ鉤虫属、回虫属、ストロ
ンギーハイデス属（Ｓｔｒｏｎｇｙ　ｈｉｄｅｓ）、旋毛虫属、毛頭虫属、鞭虫属および
エンテロビウス属である。血液または他の組織および胃腸管外の器官において見られる寄
生虫の他の医学上重要な属は、ブケレリア属、ブルギア属、オンコセルカ属およびロア糸
状虫属、およびドラクンクルス属、ならびに、腸管外ステージの腸内寄生虫糞線虫属およ
び旋毛虫属などのフィラリア虫である。
【０２２６】
　数多くの他の蠕虫属および種は技術分野において公知であり、これらはまた、本発明の
化合物によって処置されると想定される。これらは、Ｔｅｘｔｂｏｏｋ　ｏｆ　Ｖｅｔｅ
ｒｉｎａｒｙ　Ｃｌｉｎｉｃａｌ　Ｐａｒａｓｉｔｏｌｏｇｙ，第１巻，Ｈｅｌｍｉｎｔ
ｈｓ，Ｅ．Ｊ．Ｌ．Ｓｏｕｌｓｂｙ，Ｆ．Ａ．　Ｄａｖｉｓ　Ｃｏ．，Ｐｈｉｌａｄｅｌ
ｐｈｉａ，Ｐａ．；Ｈｅｌｍｉｎｔｈｓ，Ａｒｔｈｒｏｐｏｄｓ　ａｎｄ　Ｐｒｏｔｏｚ
ｏａ（Ｍｏｎｎｉｇ’ｓ　Ｖｅｔｅｒｉｎａｒｙ　Ｈｅｌｍｉｎｔｈｏｌｏｇｙ　ａｎｄ
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　Ｅｎｔｏｍｏｌｏｇｙの第６版），Ｅ．Ｊ．Ｌ．Ｓｏｕｌｓｂｙ，Ｗｉｌｌｉａｍｓ　
ａｎｄ　Ｗｉｌｋｉｎｓ　Ｃｏ．，Ｂａｌｔｉｍｏｒｅ，Ｍｄ．においてかなり詳細に示
されている。
【０２２７】
　本発明の化合物は、多数の動物外寄生生物（例えば、ほ乳類および鳥類の節足外寄生生
物）に対して有効であり得る。
【０２２８】
　昆虫およびダニ有害生物としては、例えば、ハエおよび蚊、ダニ、マダニ、シラミ、ノ
ミ、カメムシ、寄生性ウジ等などの刺咬昆虫が挙げられる。
【０２２９】
　成虫のハエとしては、例えば、ノサシバエまたはノサシバエ（Ｈａｅｍａｔｏｂｉａ　
ｉｒｒｉｔａｎｓ）、アブまたはアブ属の一種（Ｔａｂａｎｕｓ　ｓｐｐ．）、サシバエ
またはサシバエ（Ｓｔｏｍｏｘｙｓ　ｃａｌｃｉｔｒａｎｓ）、ブユまたはブユ属の一種
（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｓｐｐ．）、メクラアブまたはメクラアブ属の一種（Ｃｈｒｙｓｏ
ｐｓ　ｓｐｐ．）、シラミバエまたはヒツジシラミバエ（Ｍｅｌｏｐｈａｇｕｓ　ｏｖｉ
ｎｕｓ）、およびツェツェバエまたはツェツェバエ属の一種（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｓｐｐ
．）が挙げられる。寄生性のハエのウジとしては、例えば、ヒツジバエ（ヒツジバエ（Ｏ
ｅｓｔｒｕｓ　ｏｖｉｓ）およびウサギヒフバエ属の一種（Ｃｕｔｅｒｅｂｒａ　ｓｐｐ
．））、クロバエまたはフェニシア属の一種（Ｐｈａｅｎｉｃｉａ　ｓｐｐ．）、ラセン
虫またはラセンウジバエ（Ｃｏｃｈｌｉｏｍｙｉａ　ｈｏｍｉｎｉｖｏｒａｘ）、ウシバ
エまたはヒフバエ属の一種（Ｈｙｐｏｄｅｒｍａ　ｓｐｐ．）、フリースワーム、および
ウマのウマバエが挙げられる。蚊としては、例えば、イエカ属の一種（Ｃｕｌｅｘ　ｓｐ
ｐ．）、ハマダラカ属の一種（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ｓｐｐ．）、およびヤブカ属の一種
（Ａｅｄｅｓ　ｓｐｐ．）が挙げられる。
【０２３０】
　ダニとしては、ニワトリダニ、デルマルファニッサスガルファリナルファエ（Ｄｅｒｍ
ａｌｐｈａｎｙｓｓｕｓ　ｇａｌｐｈａｌｌｉｎａｌｐｈａｅ）などの例えば、虫気門類
ダニ（ｍｅｓｏｓｔｉｇｍａｔｉｄｓ）といったメソスティグムアルファタルファの一種
（Ｍｅｓｏｓｔｉｇｍａｌｐｈａｔａｌｐｈａ　ｓｐｐ．）；例えば、サルファルコプテ
ススカルファビエイ（Ｓａｌｐｈａｒｃｏｐｔｅｓ　ｓｃａｌｐｈａｂｉｅｉ）といった
ヒゼンダニ科の一種（Ｓａｒｃｏｐｔｉｄａｅ　ｓｐｐ．）などのヒゼンダニまたは疥癬
ダニ；ウシショクヒヒゼンダニ（Ｃｈｏｒｉｏｐｔｅｓ　ｂｏｖｉｓ）およびヒツジキュ
ウセンヒゼンダニ（Ｐｓｏｒｏｐｔｅｓ　ｏｖｉｓ）を含むキュウセンダニ科の一種（Ｐ
ｓｏｒｏｐｔｉｄａｅ　ｓｐｐ．）などのキュウセンヒゼンダニ；例えば北米ツツガムシ
（Ｔｒｏｍｂｉｃｕｌａｌｐｈａ　ａｌｐｈａｌｆｒｅｄｄｕｇｅｓｉ）といった例えば
、ツツガムシ科の一種（Ｔｒｏｍｂｉｃｕｌｉｄａｅ　ｓｐｐ．）といったツツガムシが
挙げられる。
【０２３１】
　マダニとしては、例えばアルガルファス属の一種（Ａｒｇａｌｐｈａｓ　ｓｐｐ．）お
よびカズキダニ属の一種（Ｏｒｎｉｔｈｏｄｏｒｏｓ　ｓｐｐ．）といったヒメダニ科の
一種（Ａｒｇａｓｉｄａｅ　ｓｐｐ．）を含む軟マダニ；マダニ科の一種（Ｉｘｏｄｉｄ
ａｅ　ｓｐｐ．）、例えばリピセファルファルスサングイネウス（Ｒｈｉｐｉｃｅｐｈａ
ｌｐｈａｌｕｓ　ｓａｎｇｕｉｎｅｕｓ）、アメリカイヌカクマクダニ（Ｄｅｒｍａｃｅ
ｎｔｏｒ　ｖａｒｉａｂｉｌｉｓ）、アンダーソンカクマクダニ（Ｄｅｒｍａｃｅｎｔｏ
ｒ　ａｎｄｅｒｓｏｎｉ）、アムブリオンマアメリカヌム（Ａｍｂｌｙｏｍｍａ　ａｍｅ
ｒｉｃａｎｕｍ）、クロアシマダニ（Ｉｘｏｄｅｓ　ｓｃａｐｕｌａｒｉｓ）、および他
のコイタマダニの一種（Ｒｈｉｐｉｃｅｐｈａｌｕｓ　ｓｐｐ．）（上記のウシマダニ属
の一種（Ｂｏｏｐｈｉｌｕｓ）を含む）を含む硬マダニが例えば挙げられる。
【０２３２】
　シラミとしては、例えば、タンカクハジラミ属の一種（Ｍｅｎｏｐｏｎ　ｓｐｐ．）お
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よびボビコーラ属の一種（Ｂｏｖｉｃｏｌａ　ｓｐｐ．）といった例えばシラミ；ハジラ
ミ、例えば、ブタジラミ属の一種（Ｈａｅｍａｔｏｐｉｎｕｓ　ｓｐｐ．）、ケモノホソ
ジラミ属の一種（Ｌｉｎｏｇｎａｔｈｕｓ　ｓｐｐ．）、およびソレノポテス属の一種（
Ｓｏｌｅｎｏｐｏｔｅｓ　ｓｐｐ．）が挙げられる。
【０２３３】
　ノミとしては、例えば、イヌノミ（Ｃｔｅｎｏｃｅｐｈａｌｉｄｅｓ　ｃａｎｉｓ）お
よびネコノミ（Ｃｔｅｎｏｃｅｐｈａｌｉｄｅｓ　ｆｅｌｉｓ）などのイヌノミ属の一種
（Ｃｔｅｎｏｃｅｐｈａｌｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）；ケオプスネズミノミ（Ｘｅｎｏｐｓｙ
ｌｌａ　ｃｈｅｏｐｉｓ）などのネズミノミ属の一種（Ｘｅｎｏｐｓｙｌｌａ　ｓｐｐ．
）；ならびに、ヒトノミ（Ｐｕｌｅｘ　ｉｒｒｉｔａｎｓ）などのヒトノミ属の一種（Ｐ
ｕｌｅｘ　ｓｐｐ．）が挙げられる。
【０２３４】
　カメムシとしては、例えば、トコジラミ（Ｃｉｍｉｃｉｄａｅ）または例えば、トコジ
ラミ（Ｃｉｍｅｘ　ｌｅｃｔｕｌａｒｉｕｓ）；オオサシガメ（ｋｉｓｓｉｎｇ　ｂｕｇ
）としても知られるオオサシガメ（ｔｒｉａｔｏｍｉｄ　ｂｕｇ）を含むオオサシガメ亜
科の一種（Ｔｒｉａｔｏｍｉｎａｅ　ｓｐｐ．）；例えば、ベネズエラサシガメ（Ｒｈｏ
ｄｎｉｕｓ　ｐｒｏｌｉｘｕｓ）およびサシガメ属の一種（Ｔｒｉａｔｏｍａ　ｓｐｐ．
）が挙げられる。
【０２３５】
　一般に、ハエ、ノミ、シラミ、蚊、ブユ、ダニ、マダニおよび蠕虫は、家畜および伴侶
動物の分野に多大な損失をもたらす。また、節足動物寄生虫はヒトにとって不快であり、
病原生物をヒトおよび動物に媒介する可能性がある。
【０２３６】
　数多くの他の寄生性無脊椎有害生物が技術分野において公知であり、また、発明の化合
物によって処置されることが予期される。これらは、Ｍｅｄｉｃａｌ　ａｎｄ　Ｖｅｔｅ
ｒｉｎａｒｙ　Ｅｎｔｏｍｏｌｏｇｙ，Ｄ．Ｓ．Ｋｅｔｔｌｅ，Ｊｏｈｎ　Ｗｉｌｅｙ　
ＡＮＤ　Ｓｏｎｓ，Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ　ａｎｄ　Ｔｏｒｏｎｔｏ；Ｃｏｎｔｒｏｌ　ｏｆ
　Ａｒｔｈｒｏｐｏｄ　Ｐｅｓｔｓ　ｏｆ　Ｌｉｖｅｓｔｏｃｋ：Ａ　Ｒｅｖｉｅｗ　ｏ
ｆ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ，Ｒ．Ｏ．Ｄｒｕｍｍａｎｄ，Ｊ．Ｅ．Ｇｅｏｒｇｅ，および
Ｓ．Ｅ．Ｋｕｎｚ，ＣＲＣ　Ｐｒｅｓｓ，Ｂｏｃａ　Ｒａｔｏｎ，ＦＩａ．にかなり詳細
に列挙されている。
【０２３７】
　本発明の化合物はまた：ノサシバエ（Ｈａｅｍａｔｏｂｉａ（Ｌｙｐｅｒｏｓｉａ）ｉ
ｒｒｉｔａｎｓ）（ノサシバエ）、ブユ属の一種（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｓｐｐ．）（ブユ
）、ツェツェバエ属の一種（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｓｐｐ．）（ツェツェバエ）、ヒドロテ
アイリタンス（Ｈｙｄｒｏｔａｅａ　ｉｒｒｉｔａｎｓ）（ヘッドフライ（ｈｅａｄ　ｆ
ｌｙ））、ムスカオータムナリス（Ｍｕｓｃａ　ａｕｔｕｍｎａｌｉｓ）（イエバエの一
種（ｆａｃｅ　ｆｌｙ））、イエバエ（Ｍｕｓｃａ　ｄｏｍｅｓｔｉｃａ）（イエバエ）
、モレリアシンプレックス（Ｍｏｒｅｌｌｉａ　ｓｉｍｐｌｅｘ）（スイートフライ（ｓ
ｗｅａｔ　ｆｌｙ））、タバナス属の一種（Ｔａｂａｎｕｓ　ｓｐｐ．）（アブ）、ウシ
バエ（Ｈｙｐｏｄｅｒｍａ　ｂｏｖｉｓ）、キスジウシバエ（Ｈｙｐｏｄｅｒｍａ　ｌｉ
ｎｅａｔｕｍ）、ヒロズキンバエ（Ｌｕｃｉｌｉａ　ｓｅｒｉｃａｔａ）、ヒツジキンバ
エ（Ｌｕｃｉｌｉａ　ｃｕｐｒｉｎａ）（グリーンブローフライ（ｇｒｅｅｎ　ｂｌｏｗ
ｆｌｙ））、カリフォラ属の一種（Ｃａｌｌｉｐｈｏｒａ　ｓｐｐ．）（クロバエ）、プ
ロトフォルミアの一種（Ｐｒｏｔｏｐｈｏｒｍｉａ　ｓｐｐ．）、ヒツジバエ（Ｏｅｓｔ
ｒｕｓ　ｏｖｉｓ）（ナーサルボットフライ）、サシバエ属の一種（Ｃｕｌｉｃｏｉｄｅ
ｓ　ｓｐｐ．）（ヌカカ）、ウマシラミバエ（Ｈｉｐｐｏｂｏｓｃａ　ｅｑｕｉｎｅ）、
ウマバエ（Ｇａｓｔｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｔｅｓｔｉｎａｌｉｓ）、アトアカウマバエ
（Ｇａｓｔｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｈａｅｍｏｒｒｈｏｉｄａｌｉｓ）およびムネアカウマバ
エ（Ｇａｓｔｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｎａｓａｌｉｓ）などのハエ；ウシハジウラミ（Ｂｏｖ
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ｉｃｏｌａ（Ｄａｍａｌｉｎｉａ）ｂｏｖｉｓ）、ウマハジラミ（Ｂｏｖｉｃｏｌａ　ｅ
ｑｕｉ）、ウマジラミ（Ｈａｅｍａｔｏｐｉｎｕｓ　ａｓｉｎｉ）、ネコハジラミ（Ｆｅ
ｌｉｃｏｌａ　ｓｕｂｒｏｓｔｒａｔｕｓ）、ヘテロドックススピニゲル（Ｈｅｔｅｒｏ
ｄｏｘｕｓ　ｓｐｉｎｉｇｅｒ）、イヌジラミ（Ｌｉｇｎｏｎａｔｈｕｓ　ｓｅｔｏｓｕ
ｓ）およびイヌハジラミ（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｃｔｅｓ　ｃａｎｉｓ）などのシラミ；ヒツ
ジシラミバエ（Ｍｅｌｏｐｈａｇｕｓ　ｏｖｉｎｕｓ）などのシラミバエ；ならびに、キ
ュウセンヒゼンダニ属の一種（Ｐｓｏｒｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）、サルコプテススカベイ
（Ｓａｒｃｏｐｔｅｓ　ｓｃａｂｅｉ）、ウシショクヒヒゼンダニ（Ｃｈｏｒｉｏｐｔｅ
ｓ　ｂｏｖｉｓ）、ウマニキビダニ（Ｄｅｍｏｄｅｘ　ｅｑｕｉ）、ツメダニ属の一種（
Ｃｈｅｙｌｅｔｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、ネコショウヒゼンダニ（Ｎｏｔｏｅｄｒｅｓ　
ｃａｔｉ）、ツツガムシ属の一種（Ｔｒｏｍｂｉｃｕｌａ　ｓｐｐ．）およびミミダニ（
Ｏｔｏｄｅｃｔｅｓ　ｃｙａｎｏｔｉｓ）（ミミダニ）などのダニを含む外寄生生物に対
しても有効であり得る。
【０２３８】
　本発明の処置は、例えば、錠剤、カプセル、飲料、水薬調製物、粒質物、ペースト、丸
薬、経飼料法、あるいは、座薬の形態での経腸投与により；または例えば、注射（筋肉内
、皮下、静脈、腹腔内を含む）もしくは移植などによる非経口投与により；または鼻噴投
与などによる従来の手段により成される。
【０２３９】
　本発明の化合物が追加の生物学的に有効な成分との組み合わせで適用される場合、これ
らは、例えば個別の組成物として別々に投与されてもよい。この場合、生物学的に有効な
成分は同時に、または順次に投与されればよい。あるいは、生物学的に有効な成分は１種
の組成物の成分であり得る。
【０２４０】
　本発明の化合物は、例えば皮下または経口投与される緩効性配合物中に、徐放形態で投
与され得る。
【０２４１】
　典型的には、本発明の殺寄生虫組成物は、任意により、追加の生物学的に有効な成分、
またはそのＮ－オキシドもしくは塩との、意図された投与経路（例えば、経口もしくは注
射などの非経口投与）に対して、および標準的な技法に従って選択された賦形物および助
剤を含む１種以上の薬学的にもしくは獣医学的に許容可能なキャリアを伴う組み合わせで
、本発明の化合物を含む。加えて、好適なキャリアは、ｐＨおよび含水量に関連する安定
性などの考察を含む、組成物中の１種以上の有効成分との親和性に基づいて選択される。
従って、注目すべきは、寄生虫的に有効量の本発明の化合物を、任意により、追加の生物
学的に有効な成分および少なくとも１種のキャリアとの組み合わせで含む、寄生性有害無
脊椎生物から動物を保護するための本発明の化合物である。
【０２４２】
　静脈、筋肉内および皮下注射を含む非経口投与のために、本発明の化合物は、油性もし
くは水性ビヒクル中の懸濁液、溶液またはエマルジョン中に配合されることが可能であり
、および懸濁剤、安定化剤および／または分散剤などの補助剤を含有していてもよい。
【０２４３】
　本発明の化合物はまた、大量注射または大量注射用に配合され得る。注射用の医薬組成
物としては、好ましくは、医薬品配合物の技術分野において公知であるとおり他の賦形物
または助剤を含有する生理学的に適合した緩衝剤中の有効成分（例えば有効な化合物の塩
）の水溶性形態の水溶液が挙げられる。また、有効な化合物の懸濁液は、親油性ビヒクル
中に調製され得る。好適な親油性ビヒクルとしては、ゴマ油などの脂肪油、エチルオレア
ートおよびトリグリセリドなどの合成脂肪酸エステル、またはリポソームなどの材料が挙
げられる。
【０２４４】
　水性注射懸濁液は、ナトリウムカルボキシメチルセルロース、ソルビトール、またはデ
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キストランなどの懸濁液の粘度を高める物質を含有していてもよい。注射用配合物は、例
えばアンプルまたは多用量容器中といった単位投与量形態で提供されてもよい。あるいは
、有効成分は、使用前に例えば滅菌発熱性物質除去水といった好適なビヒクルと共に構成
に供される粉末形態であってもよい。
【０２４５】
　前述の配合物に追加して、本発明の化合物はデポ調剤として配合されてもよい。このよ
うな長時間作用型配合物は、移植（例えば、皮下または筋肉内）により、または筋肉内ま
たは皮下注射により投与され得る。
【０２４６】
　本発明の化合物は、好適な高分子または疎水性材料と共に（例えば、薬理学的に許容可
能な油とのエマルジョンで）、イオン交換樹脂と共に、または特に限定されないが、難溶
性の塩などの難溶性の誘導体として、この投与経路のために配合されていてもよい。
【０２４７】
　吸入による投与のために、本発明の化合物は、加圧充填またはネブライザ、および例え
ば、特に限定されないが、ジクロロジフルオロメタン、トリクロロフルオロメタン、ジク
ロロテトラフルオロエタンあるいは二酸化炭素といった好適な噴射剤を用いる、エアロゾ
ル噴霧の形態で送達されることが可能である。加圧エアロゾルの場合、投与単位は、定量
が送達されるようバルブを備えていることにより制御され得る。
【０２４８】
　吸入器または注入器において用いられる例えばゼラチンのカプセルおよびカートリッジ
は、化合物の粉末混合物、およびラクトースまたはデンプンなどの好適な粉末基剤を含有
して配合されていてもよい。
【０２４９】
　本発明の化合物は、経口投与および摂食からの全身アベイラビリティをもたらす有利な
薬物動態学的特性および薬力学的特性を有していてもよい。従って、保護されるべき動物
による摂食の後の、血流における殺寄生虫的に有効な濃度の本発明の化合物が、ノミ、マ
ダニおよびシラミなどの吸血有害生物から処置された動物を保護し得る。従って、注目す
べきは、経口投与用の形態での寄生性無脊椎有害生物から動物を保護するための組成物で
ある（すなわち、殺寄生虫的有効量の本発明の化合物に追加して、経口投与および濃厚飼
料キャリアに好適なバインダおよび充填材から選択される１種以上のキャリアを含む）。
【０２５０】
　溶液（最も容易に吸収され安い形態）、エマルジョン、懸濁液、ペースト、ゲル、カプ
セル、錠剤、ボーラス、粉末、顆粒、第一胃内滞留および飼料／水／リックブロックの形
態での経口投与のために、本発明の化合物は、糖質および糖質誘導体（例えば、ラクトー
ス、スクロース、マンニトール、ソルビトール）、デンプン（例えば、トウモロコシデン
プン、コムギデンプン、イネデンプン、ジャガイモデンプン）、セルロースおよび誘導体
（例えば、メチルセルロース、カルボキシメチルセルロース、エチルヒドロキシセルロー
ス）、タンパク質誘導体（例えば、ゼイン、膠）、ならびに、合成ポリマー（例えば、ポ
リビニルアルコール、ポリビニルピロリドン）などの経口投与組成物に好適であると技術
分野において公知であるバインダ／充填材と共に配合されることが可能である。所望の場
合には、潤滑剤（例えば、ステアリン酸マグネシウム）、崩壊剤（例えば、架橋ポリビニ
ルピロリジノン、寒天、アルギン酸）および染料もしくは顔料を添加することが可能であ
る。また、ペーストおよびゲルは、度々、組成物と口腔との接触を維持して、容易に吐き
出されないよう補助するための接着剤（例えば、アカシア、アルギン酸、ベントナイト、
セルロース、キサンタンガム、コロイド状マグネシウムケイ酸アルミニウム）を含有して
いる。
【０２５１】
　一実施形態において、本発明の組成物は、咀嚼および／または食用生成物（例えば、咀
嚼用処置または食用錠剤）に配合される。このような生成物は、理想的には、本発明の化
合物の経口投与が容易となるよう、保護されるべき動物によって好まれる味、テクスチャ



(69) JP 2017-502037 A 2017.1.19

10

20

30

40

50

および／または芳香を有している。
【０２５２】
　殺寄生虫組成物が濃厚飼料の形態である場合、キャリアは、典型的には、高性能飼料、
飼料穀類またはタンパク質濃縮物から選択される。
【０２５３】
　このような濃厚飼料含有組成物は、殺寄生虫有効成分に追加して、動物の健康もしくは
成長を促進し、屠殺される動物からの肉質、またはその他の家畜学への有用性を向上する
添加剤を含んでいることが可能である。
【０２５４】
　これらの添加剤は、例えば、ビタミン、抗生物質、化学療法剤、静菌剤、静菌・静カビ
剤、コクシジウム抑制剤およびホルモンを含んでいることが可能である。
【０２５５】
　本発明の化合物はまた、例えば、カカオバターまたは他のグリセリドなどの従来の座薬
基剤を用いて、座薬または停留浣腸などの肛門直腸組成物に配合されてもよい。
【０２５６】
　本発明の方法のための配合物は、ＢＨＴ（ブチル化ヒドロキシトルエン）などの抗酸化
剤を含んでいてもよい。抗酸化剤は、一般に、０．１～５パーセント（ｗｔ／ｖｏｌ）の
量で存在する。配合物のいく種かは、特にスピノサドが含まれている場合、活性薬剤を溶
解させるためにオレイン酸などの溶解剤を必要とする。これらのポアオン配合物において
用いられる一般的な展着剤としては、ミリスチン酸イソプロピル、イソプロピルパルミテ
ート、飽和Ｃ12～Ｃ18脂肪族アルコールのカプリル酸／カプリン酸エステル、オレイン酸
、オレイルエステル、エチルオレアート、トリグリセリド、シリコーンオイルおよびジプ
ロピレングリコールメチルエーテルが挙げられる。本発明の方法用のポアオン配合物は公
知の技術に従って調製される。ポアオンが溶液である場合、殺寄生虫剤／殺虫剤が、必要
に応じて加熱および攪拌を用いながら、キャリアまたはビヒクルと混合される。補助的な
もしくは追加の処方成分を活性薬剤とキャリアとの混合物に添加することが可能であり、
またはこれらは、キャリアの添加前に活性薬剤と混合されることが可能である。エマルジ
ョンまたは懸濁液の形態でのポアオン配合物は、公知の技術を用いて同様に調製される。
【０２５７】
　比較的疎水性の医薬品化合物のための他の送達系が採用され得る。リポソームおよびエ
マルジョンは、疎水性薬用のビヒクルまたはキャリアの送達の周知の例である。加えて、
ジメチルスルホキシドなどの有機溶剤が必要な場合には用いられてもよい。
【０２５８】
　効果的な寄生性無脊椎有害生物の防除に必要とされる適用量（例えば、「有害生物防除
的に有効な量」）は、防除されるべき寄生性無脊椎有害生物の種、有害生物のライフサイ
クル、ライフステージ、そのサイズ、場所、時季、ホスト作物もしくは動物、摂食挙動、
交配挙動、環境水分、温度等などの要因に応じることとなる。当業者は、所望のレベルの
寄生性無脊椎有害生物防除に必要な有害生物防除的に有効な量を容易に判定することが可
能である。
【０２５９】
　獣医学的用途においては通常、本発明の化合物は、特に、寄生性無脊椎有害生物から保
護されるべき恒温動物といった動物に、有害生物防除的に有効な量で投与される。
【０２６０】
　有害生物防除的に有効な量は、標的寄生性無脊椎有害生物の発生もしくは活動を低減さ
せる観察可能な効果を達成するために必要な有効成分の量である。当業者は、有害生物防
除的に有効な用量は、本発明の方法に有用な種々の化合物および組成物、所望される有害
生物防除効果および期間、標的寄生性無脊椎有害生物種、保護されるべき動物、適用形態
等について様々であることが可能であり、特定の結果を達成するために必要とされる量は
、単純な実験を通じて判定されることが可能であることを認めるであろう。
【０２６１】
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　動物への経口または非経口投与について、好適な間隔で投与される本発明の組成物の用
量は、典型的には、動物の体重を基準として、約０．０１ｍｇ／ｋｇ～約１００ｍｇ／ｋ
ｇ、および好ましくは約０．０１ｍｇ／ｋｇ～約３０ｍｇ／ｋｇの範囲である。
【０２６２】
　本発明の組成物の動物への好適な投与間隔は、約毎日～約毎年の範囲である。注目すべ
きは、約毎週～約６月に一回の範囲の投与間隔である。特に注目すべきは、毎月の投与間
隔である（すなわち、化合物を動物に毎月一回投与する）。
【０２６３】
　本発明はまた、有害生物（蚊および他の病原媒介者など；また、ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ
．ｗｈｏ．ｉｎｔ／ｍａｌａｒｉａ／ｖｅｃｔｏｒ＿ｃｏｎｔｒｏｌ／ｉｒｓ／ｅｎ／を
参照のこと）を防除する方法を提供する。一実施形態においては、有害生物を防除する方
法は、標的有害生物に、その生息地に、または表面もしくは基材に、ブラシ、ローラ、吹
付け、塗布または浸漬によって本発明の組成物を適用するステップを含む。一例として、
壁、天井または床面などの表面のＩＲＳ（屋内残留噴霧）適用が本発明の方法により想定
されている。他の実施形態においては、このような組成物を、網、衣類、寝具、カーテン
およびテントの（またはこれらの製造に用いられることが可能である）形態の不織布また
は布材料などの基材に適用することが想定されている。
【０２６４】
　一実施形態において、このような有害生物を防除する方法は、効果的な残存性の有害生
物防除活性が表面もしくは基材にもたらされるよう、標的有害生物、その生息地、または
表面もしくは基材に、殺有害生物的に有効な量の本発明の組成物を適用するステップを含
む。このような適用は、本発明の有害生物防除組成物をブラシ、ローラ、吹付け、塗布ま
たは浸漬することにより達成され得る。一例として、効果的な残存性の有害生物防除活性
が表面上にもたらされるよう、壁、天井または床面などの表面へのＩＲＳ適用が本発明の
方法により想定されている。他の実施形態においては、網、衣類、寝具、カーテンおよび
テントの（またはこれらの製造に用いられることが可能である）形態の布材料などの基材
における有害生物の残存性防除のためのこのような組成物の適用が想定されている。
【０２６５】
　不織布、布または網を含む処理されるべき基材は、綿、ラフィア、ジュート、亜麻、サ
イザル、麻布もしくはウールなどの天然繊維、またはポリアミド、ポリエステル、ポリプ
ロピレン、ポリアクリロニトリルなどの合成繊維等からなるものであり得る。ポリエステ
ルが特に好適である。生地処理方法は、例えばＨａｎｄｂｕｃｈ　Ｔｅｘｔｉｌｖｅｒｅ
ｄｌｕｎｇ：Ｂａｎｄ　１：Ａｕｓｒｕｅｓｔｕｎｇ，Ｂａｎｄ　２：Ｆａｒｂｇｅｂｕ
ｎｇ，Ｂａｎｄ　３：Ｂｅｓｃｈｉｃｈｔｕｎｇ，Ｂａｎｄ　４：Ｕｍｗｅｌｔｔｅｃｈ
ｎｉｋ；　Ｖｅｒｌａｇ：Ｄｅｕｔｓｃｈｅｒ　Ｆａｃｈｖｅｒｌａｇ；　Ａｕｆｌａｇ
ｅ：１５．，ｕｅｂｅｒａｒｂｅｉｔｅｔｅ　Ａｕｓｇａｂｅ（１７．Ａｐｒｉｌ　２０
０６）；　ＩＳＢＮ－１０：３８６６４１０１２３；　ＩＳＢＮ－１３：９７８－３８６
６４１０１２１から公知であり、特に、Ｂａｎｄ　１：Ａｕｓｒｕｅｓｔｕｎｇ　ｐａｇ
ｅｓ　２７－１９８、より好ましくは、ｐａｇｅ　１１８；または国際公開第２００８１
５１９８４号パンフレットもしくは国際公開第２００３０３４８２３号パンフレットもし
くは米国特許第５６３１０７２号明細書もしくは国際公開第２００５６４０７２号パンフ
レットもしくは国際公開第２００６１２８８７０号パンフレットもしくは欧州特許第１７
２４３９２号明細書もしくは国際公開第２００５０６４０７２号パンフレットもしくは国
際公開第２００５１１３８８６号パンフレットもしくは国際公開第２００７０９０７３９
号パンフレットを参照のこと。
【０２６６】
　本明細書において用いられるところ、「植物」という用語は、実生、潅木および高木を
含む。
【０２６７】
　「作物」または「植物」という用語は、例えば、特にバチルス属（Ｂａｃｉｌｌｕｓ）
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の毒素生成バクテリア由来の公知のものなどの１種以上の選択的に作用する毒素を合成す
ることが可能であるよう組換えＤＮＡ技術を用いて形質転換された作物植物をも含むと理
解されるべきである。
【０２６８】
　このような形質転換植物によって発現されることが可能である毒素としては、例えば、
セレウス菌（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃｅｒｅｕｓ）またはバチルスポピリエ（Ｂａｃｉｌｌ
ｕｓ　ｐｏｐｉｌｌｉａｅ）由来の殺虫性タンパク質；または例えばＣｒｙ１Ａｂ、Ｃｒ
ｙ１Ａｃ、Ｃｒｙ１Ｆ、Ｃｒｙ１Ｆａ２、Ｃｒｙ２Ａｂ、Ｃｒｙ３Ａ、Ｃｒｙ３Ｂｂ１も
しくはＣｒｙ９Ｃといったδ－エンドトキシンなどのバチルスチューリンゲンシス（Ｂａ
ｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）由来の殺虫性タンパク質、または例えばＶ
ｉｐ１、Ｖｉｐ２、Ｖｉｐ３もしくはＶｉｐ３Ａといった栄養型殺虫性タンパク質（Ｖｉ
ｐ）；またはフォトラブダスルミネッセンス（Ｐｈｏｔｏｒｈａｂｄｕｓ　ｌｕｍｉｎｅ
ｓｃｅｎｓ）、ゼノラブダスネマトフィルス（Ｘｅｎｏｒｈａｂｄｕｓ　ｎｅｍａｔｏｐ
ｈｉｌｕｓ）などの、例えばフォトラブダス属の一種（Ｐｈｏｔｏｒｈａｂｄｕｓ　ｓｐ
ｐ．）もしくはゼノラブダス属の一種（Ｘｅｎｏｒｈａｂｄｕｓ　ｓｐｐ．）といった線
虫共生バクテリアの殺虫性タンパク質；サソリ毒素、クモ毒素、大型のハチ（ｗａｓｐ）
毒素および他の昆虫特異的神経毒素などの動物によって生成される毒素；ストレプトミセ
ス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｔｅ）毒素などの真菌によって生成される毒素、エンドウマ
メレクチン、オオムギレクチンまたはマツユキソウレクチンなどの植物レクチン；アグル
チニン；トリプシン抑制剤、セリンタンパク分解酵素抑制剤、パタチン、シスタチン、パ
パイン抑制剤などのプロテイナーゼ抑制剤；リシン、トウモロコシ－ＲＩＰ、アブリン、
ルフィン、サポリンまたはブリオジンなどのリボソーム－不活性化タンパク質（ＲＩＰ）
；３－ヒドロキシステロイドキシダーゼ、エクジステロイド－ＵＤＰ－グリコシル－トラ
ンスフェラーゼ、コレステロールオキシダーゼ、エクジソン抑制剤、ＨＭＧ－ＣＯＡ－レ
ダクターゼなどのステロイド代謝酵素、ナトリウムまたはカルシウム遮断剤などのイオン
チャネル遮断剤、幼虫ホルモンエステラーゼ、利尿ホルモン受容体、スチルベンシンター
ゼ、ビベンジルシンターゼ、キチナーゼおよびグルカナーゼが挙げられる。
【０２６９】
　本発明に関連して、例えばＣｒｙ１Ａｂ、Ｃｒｙ１Ａｃ、Ｃｒｙ１Ｆ、Ｃｒｙ１Ｆａ２
、Ｃｒｙ２Ａｂ、Ｃｒｙ３Ａ、Ｃｒｙ３Ｂｂ１もしくはＣｒｙ９Ｃといったδ－エンドト
キシン、または例えばＶｉｐ１、Ｖｉｐ２、Ｖｉｐ３もしくはＶｉｐ３Ａといった栄養型
殺虫性タンパク質（Ｖｉｐ）とは、特にハイブリッド毒素、切断型毒素および修飾毒素で
もあることが理解されるべきである。ハイブリッド毒素は、これらのタンパク質の異なる
ドメインの新たな組み合わせによって組換えで生成される（例えば、国際公開第０２／１
５７０１号パンフレットを参照のこと）。例えば切断型Ｃｒｙ１Ａｂといった切断型毒素
が公知である。修飾毒素の場合、天然毒素の１種以上のアミノ酸が置換される。このよう
なアミノ酸置換において、好ましくは自然に存在しないタンパク分解酵素認識配列が毒素
に挿入され、例えば、Ｃｒｙ３Ａ０５５の場合には、カテプシン－Ｇ－認識配列がＣｒｙ
３Ａ毒素に挿入される（国際公開第０３／０１８８１０号パンフレットを参照のこと）。
【０２７０】
　このような毒素、またはこのような毒素を合成可能な形質転換植物の例が、例えば、欧
州特許出願公開第Ａ－０　３７４　７５３号明細書、国際公開第９３／０７２７８号パン
フレット、国際公開第９５／３４６５６号パンフレット、欧州特許出願公開第Ａ－０　４
２７　５２９号明細書、欧州特許出願公開第Ａ－４５１　８７８号明細書および国際公開
第０３／０５２０７３号パンフレットに開示されている。
【０２７１】
　このような形質転換植物の調製プロセスは一般に当業者に公知であり、例えば、上記の
刊行物において記載されている。ＣｒｙＩ－タイプデオキシリボ核酸およびその調製は、
例えば、国際公開第９５／３４６５６号パンフレット、欧州特許出願公開第Ａ－０　３６
７　４７４号明細書、欧州特許出願公開第Ａ－０　４０１　９７９号明細書および国際公
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開第９０／１３６５１号パンフレットから公知である。
【０２７２】
　形質転換植物に含有される毒素は、有害な昆虫に対する耐性を植物に付与する。このよ
うな昆虫は昆虫の分類群のいずれかのものであることが可能であるが、特に、甲虫（鞘翅
目）、双翅昆虫（双翅目）および蝶（鱗翅目）に通例見出される。殺虫耐性をコードし、
１種以上の毒素を発現する１種以上の遺伝子を含有する形質転換植物は公知であり、その
いくつかは市販されている。このような植物の例は：ＹｉｅｌｄＧａｒｄ（登録商標）（
Ｃｒｙ１Ａｂ毒素を発現するトウモロコシ品種）；ＹｉｅｌｄＧａｒｄ　Ｒｏｏｔｗｏｒ
ｍ（登録商標）（Ｃｒｙ３Ｂｂ１毒素を発現するトウモロコシ品種）；ＹｉｅｌｄＧａｒ
ｄ　Ｐｌｕｓ（登録商標）（Ｃｒｙ１ＡｂおよびＣｒｙ３Ｂｂ１毒素を発現するトウモロ
コシ品種）；Ｓｔａｒｌｉｎｋ（登録商標）（Ｃｒｙ９Ｃ毒素を発現するトウモロコシ品
種）；Ｈｅｒｃｕｌｅｘ　Ｉ（登録商標）（Ｃｒｙ１Ｆａ２毒素および酵素ホスフィノト
リシンＮ－アセチルトランスフェラーゼ（ＰＡＴ）を発現して除草剤グルホシネートアン
モニウムに対する耐性を達成されているトウモロコシ品種）；ＮｕＣＯＴＮ　３３Ｂ（登
録商標）（Ｃｒｙ１Ａｃ毒素を発現する綿品種）；Ｂｏｌｌｇａｒｄ　Ｉ（登録商標）（
Ｃｒｙ１Ａｃ毒素を発現する綿品種）；Ｂｏｌｌｇａｒｄ　ＩＩ（登録商標）（Ｃｒｙ１
ＡｃおよびＣｒｙ２Ａｂ毒素を発現する綿品種）；ＶｉｐＣｏｔ（登録商標）（Ｖｉｐ３
ＡおよびＣｒｙ１Ａｂ毒素を発現する綿品種）；ＮｅｗＬｅａｆ（登録商標）（Ｃｒｙ３
Ａ毒素を発現するジャガイモ品種）；Ｎａｔｕｒｅ－Ｇａｒｄ（登録商標）、Ａｇｒｉｓ
ｕｒｅ（登録商標）ＧＴ　Ａｄｖａｎｔａｇｅ（ＧＡ２１グリホサート－耐性形質）、Ａ
ｇｒｉｓｕｒｅ（登録商標）ＣＢ　Ａｄｖａｎｔａｇｅ（Ｂｔ１１コーン穿孔性害虫（Ｃ
Ｂ）形質）およびＰｒｏｔｅｃｔａ（登録商標）である。
【０２７３】
　このような形質転換作物のさらなる例は以下のとおりである。
【０２７４】
１．Ｓｙｎｇｅｎｔａ　Ｓｅｅｄｓ　ＳＡＳ，Ｃｈｅｍｉｎ　ｄｅ　ｌ’Ｈｏｂｉｔ　２
７，Ｆ－３１　７９０　Ｓｔ．Ｓａｕｖｅｕｒ，Ｆｒａｎｃｅ製Ｂｔ１１トウモロコシ、
登録番号Ｃ／ＦＲ／９６／０５／１０。切断型Ｃｒｙ１Ａｂ毒素のトランスジェニック発
現により、アワノメイガ（ヨーロッパアワノメイガ（Ｏｓｔｒｉｎｉａ　ｎｕｂｉｌａｌ
ｉｓ）およびセサミアノナグリオイデス（Ｓｅｓａｍｉａ　ｎｏｎａｇｒｉｏｉｄｅｓ）
）に対する耐性が付与された遺伝子操作されたトウモロコシ（Ｚｅａ　ｍａｙｓ）。Ｂｔ
１１トウモロコシはまた、酵素ＰＡＴをトランスジェニック発現して除草剤グルホシネー
トアンモニウムに対する耐性を達成している。
【０２７５】
２．Ｓｙｎｇｅｎｔａ　Ｓｅｅｄｓ　ＳＡＳ，Ｃｈｅｍｉｎ　ｄｅ　ｌ’Ｈｏｂｉｔ　２
７，Ｆ－３１　７９０　Ｓｔ．Ｓａｕｖｅｕｒ，Ｆｒａｎｃｅ製Ｂｔ１７６トウモロコシ
、登録番号Ｃ／ＦＲ／９６／０５／１０。Ｃｒｙ１Ａｂ毒素のトランスジェニック発現に
よって、アワノメイガ（ヨーロッパアワノメイガ（Ｏｓｔｒｉｎｉａ　ｎｕｂｉｌａｌｉ
ｓ）およびセサミアノナグリオイデス（Ｓｅｓａｍｉａ　ｎｏｎａｇｒｉｏｉｄｅｓ））
に対する耐性が付与された遺伝子操作されたトウモロコシ（Ｚｅａ　ｍａｙｓ）。Ｂｔ１
７６トウモロコシはまた、酵素ＰＡＴをトランスジェニック発現して除草剤グルホシネー
トアンモニウムに対する耐性を達成している。
【０２７６】
３．Ｓｙｎｇｅｎｔａ　Ｓｅｅｄｓ　ＳＡＳ，Ｃｈｅｍｉｎ　ｄｅ　ｌ’Ｈｏｂｉｔ　２
７，Ｆ－３１　７９０　Ｓｔ．Ｓａｕｖｅｕｒ，Ｆｒａｎｃｅ製ＭＩＲ６０４トウモロコ
シ、登録番号Ｃ／ＦＲ／９６／０５／１０。修飾Ｃｒｙ３Ａ毒素のトランスジェニック発
現により昆虫耐性が付与されたトウモロコシ。この毒素は、カテプシン－Ｇ－タンパク分
解酵素認識配列の挿入により修飾されたＣｒｙ３Ａ０５５である。このような形質転換ト
ウモロコシ植物の調製は、国際公開第０３／０１８８１０号パンフレットに記載されてい
る。
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【０２７７】
４．Ｍｏｎｓａｎｔｏ　Ｅｕｒｏｐｅ　Ｓ．Ａ．２７０－２７２　Ａｖｅｎｕｅ　ｄｅ　
Ｔｅｒｖｕｒｅｎ，Ｂ－１１５０　Ｂｒｕｓｓｅｌｓ，Ｂｅｌｇｉｕｍ製ＭＯＮ８６３ト
ウモロコシ、登録番号Ｃ／ＤＥ／０２／９。ＭＯＮ８６３は、Ｃｒｙ３Ｂｂ１毒素を発現
し、一定の鞘翅目昆虫に対する耐性を有する。
【０２７８】
５．Ｍｏｎｓａｎｔｏ　Ｅｕｒｏｐｅ　Ｓ．Ａ．２７０－２７２　Ａｖｅｎｕｅ　ｄｅ　
Ｔｅｒｖｕｒｅｎ，Ｂ－１１５０　Ｂｒｕｓｓｅｌｓ，Ｂｅｌｇｉｕｍ製ＩＰＣ５３１綿
、登録番号Ｃ／ＥＳ／９６／０２。
【０２７９】
６．Ｐｉｏｎｅｅｒ　Ｏｖｅｒｓｅａｓ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ，Ａｖｅｎｕｅ　Ｔｅ
ｄｅｓｃｏ，７　Ｂ－１１６０　Ｂｒｕｓｓｅｌｓ，Ｂｅｌｇｉｕｍ製１５０７トウモロ
コシ、登録番号Ｃ／ＮＬ／００／１０。一定の鱗翅目昆虫に対する耐性を達成するタンパ
ク質Ｃｒｙ１Ｆの発現、および除草剤グルホシネートアンモニウムに対する耐性を達成す
るためのＰＡＴタンパク質の発現のために遺伝子操作されたトウモロコシ。
【０２８０】
７．Ｍｏｎｓａｎｔｏ　Ｅｕｒｏｐｅ　Ｓ．Ａ．２７０－２７２　Ａｖｅｎｕｅ　ｄｅ　
Ｔｅｒｖｕｒｅｎ，Ｂ－１１５０　Ｂｒｕｓｓｅｌｓ，Ｂｅｌｇｉｕｍ製ＮＫ６０３×Ｍ
ＯＮ８１０トウモロコシ、登録番号Ｃ／ＧＢ／０２／Ｍ３／０３。遺伝子操作品種ＮＫ６
０３およびＭＯＮ８１０を交配させることによる従来交配型ハイブリッドトウモロコシ品
種からなる。ＮＫ６０３×ＭＯＮ８１０トウモロコシは、アグロバクテリウム属の一種（
Ａｇｒｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｓｐｐ．）の菌株ＣＰ４から得られるタンパク質ＣＰ４　
ＥＰＳＰＳをトランスジェニック発現し、これにより、除草剤Ｒｏｕｎｄｕｐ（登録商標
）（グリホサートを含有）に対する耐性が付与され、また、バチルスチューリンゲンシス
（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐ．ｋｕｒｓｔａｋｉ）か
ら得られるＣｒｙ１Ａｂ毒素をトランスジェニック発現し、これにより、アワノメイガを
含む一定の鱗翅目に対する耐性がもたらされる。
【０２８１】
　本発明による組成物の活性は、他の殺虫的、殺ダニ的および／または殺菌・殺カビ的に
活性な処方成分を加えることにより、相当な広範化、および流行している状況に対する適
応が可能である。式Ｉの化合物と他の殺虫的、殺ダニ的および／または殺菌・殺カビ的に
活性な処方成分との混合物はまた、より広い意味で、相乗的活性とも説明可能であるさら
に意外な利点を有し得る。例えば、植物によるより優れた耐性、低い殺草性、異なる成長
段階昆虫を防除可能であること、または例えば粉砕もしくは混合の最中、保管もしくは使
用の最中といった製造中の挙動が良好であることである。
【０２８２】
　ここで、活性処方成分に対する好適な添加物は、例えば、以下の分類の活性処方成分が
代表的である：有機リン化合物、ニトロフェノール誘導体、チオ尿素、幼虫ホルモン、ホ
ルムアミジン、ベンゾフェノン誘導体、尿素、ピロール誘導体、カルバメート、ピレスロ
イド、塩素化炭化水素、アシル尿素、ピリジルメチレンアミノ誘導体、マクロライド、ネ
オニコチノイドおよびバチルスチューリンゲンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇ
ｉｅｎｓｉｓ）調製物。
【０２８３】
　式Ｉの化合物と活性処方成分との以下の混合物が好ましい（「ＴＸ」という略記は、「
式（Ｉ）の１種の特定の化合物、または表Ａ１～Ａ１２および表Ｂから選択される１種の
特定の化合物を意味する）。
石油（代替名）（６２８）＋ＴＸから構成される物質群から選択される補助剤、
１，１－ビス（４－クロロフェニル）－２－エトキシエタノール（ＩＵＰＡＣ名）（９１
０）＋ＴＸ、２，４－ジクロロフェニルベンゼンスルホネート（ＩＵＰＡＣ／Ｃｈｅｍｉ
ｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ名）（１０５９）＋ＴＸ、２－フルオロ－Ｎ－メチル－Ｎ－
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１－ナフチルアセタミド（ＩＵＰＡＣ名）（１２９５）＋ＴＸ、４－クロロフェニルフェ
ニルスルホン（ＩＵＰＡＣ名）（９８１）＋ＴＸ、アバメクチン（１）＋ＴＸ、アセキノ
シル（３）＋ＴＸ、アセトプロール［ＣＣＮ］＋ＴＸ、アクリナトリン（９）＋ＴＸ、ア
ルジカルブ（１６）＋ＴＸ、アルドキシカルブ（８６３）＋ＴＸ、α－シペルメトリン（
２０２）＋ＴＸ、アミジチオン（８７０）＋ＴＸ、アミドフルメト［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ア
ミドチオエート（８７２）＋ＴＸ、アミトン（８７５）＋ＴＸ、シュウ酸水素アミトン（
８７５）＋ＴＸ、アミトラズ（２４）＋ＴＸ、アラマイト（８８１）＋ＴＸ、三酸化ヒ素
（８８２）＋ＴＸ、ＡＶＩ３８２（化合物コード）＋ＴＸ、ＡＺ６０５４１（化合物コー
ド）＋ＴＸ、アジンホスエチル（４４）＋ＴＸ、アジンホスメチル（４５）＋ＴＸ、アゾ
ベンゼン（ＩＵＰＡＣ名）（８８８）＋ＴＸ、アゾシクロチン（４６）＋ＴＸ、アゾトエ
ート（８８９）＋ＴＸ、ベノミル（６２）＋ＴＸ、ベノキサホス（代替名）［ＣＣＮ］＋
ＴＸ、ベンゾキメート（７１）＋ＴＸ、ベンジル安息香酸塩（ＩＵＰＡＣ名）［ＣＣＮ］
＋ＴＸ、ビフェナゼート（７４）＋ＴＸ、ビフェントリン（７６）＋ＴＸ、ビナパクリル
（９０７）＋ＴＸ、ブロフェンバレレート（代替名）＋ＴＸ、ブロモシクレン（９１８）
＋ＴＸ、ブロモホス（９２０）＋ＴＸ、ブロモホスエチル（９２１）＋ＴＸ、ブロモプロ
ピレート（９４）＋ＴＸ、ブプロフェジン（９９）＋ＴＸ、ブトカルボキシム（１０３）
＋ＴＸ、ブトキシカルボキシム（１０４）＋ＴＸ、ブチルピリダベン（代替名）＋ＴＸ、
多硫酸カルシウム（ＩＵＰＡＣ名）（１１１）＋ＴＸ、カンフェクロール（９４１）＋Ｔ
Ｘ、カルバノレート（９４３）＋ＴＸ、カルバリル（１１５）＋ＴＸ、カルボフラン（１
１８）＋ＴＸ、カルボフェノチオン（９４７）＋ＴＸ、ＣＧＡ５０’４３９（開発コード
）（１２５）＋ＴＸ、チノメチオナート（１２６）＋ＴＸ、クロルベンシド（９５９）＋
ＴＸ、クロルジメホルム（９６４）＋ＴＸ、クロルジメホルムヒドロクロリド（９６４）
＋ＴＸ、クロルフェナピル（１３０）＋ＴＸ、クロルフェネトール（９６８）＋ＴＸ、ク
ロルフェンソン（９７０）＋ＴＸ、クロルフェンスルフィド（９７１）＋ＴＸ、クロルフ
ェンビンホス（１３１）＋ＴＸ、クロロベンジラート（９７５）＋ＴＸ、クロロメブホル
ム（９７７）＋ＴＸ、クロロメチウロン（９７８）＋ＴＸ、クロロプロピレート（９８３
）＋ＴＸ、クロルピリホス（１４５）＋ＴＸ、クロルピリホスメチル（１４６）＋ＴＸ、
クロルチオホス（９９４）＋ＴＸ、シネリンＩ（６９６）＋ＴＸ、シネリンＩＩ（６９６
）＋ＴＸ、シネリンス（６９６）＋ＴＸ、クロフェンテジン（１５８）＋ＴＸ、クロサン
テル（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、クマホス（１７４）＋ＴＸ、クロタミトン（代替名）
［ＣＣＮ］＋ＴＸ、クロトキシホス（１０１０）＋ＴＸ、クフラエブ（１０１３）＋ＴＸ
、シアントエート（１０２０）＋ＴＸ、シフルメトフェン（ＣＡＳ登録番号：４００８８
２－０７－７）＋ＴＸ、シハロトリン（１９６）＋ＴＸ、シヘキサチン（１９９）＋ＴＸ
、シペルメトリン（２０１）＋ＴＸ、ＤＣＰＭ（１０３２）＋ＴＸ、ＤＤＴ（２１９）＋
ＴＸ、デメフィオン（１０３７）＋ＴＸ、デメフィオン－Ｏ（１０３７）＋ＴＸ、デメフ
ィオン－Ｓ（１０３７）＋ＴＸ、デメトン（１０３８）＋ＴＸ、デメトンメチル（２２４
）＋ＴＸ、デメトン－Ｏ（１０３８）＋ＴＸ、デメトン－Ｏ－メチル（２２４）＋ＴＸ、
デメトン－Ｓ（１０３８）＋ＴＸ、デメトン－Ｓ－メチル（２２４）＋ＴＸ、デメトン－
Ｓ－メチルスルホン（１０３９）＋ＴＸ、ジアフェンチウロン（２２６）＋ＴＸ、ジアリ
ホス（１０４２）＋ＴＸ、ダイアジノン（２２７）＋ＴＸ、ジクロフルアニド（２３０）
＋ＴＸ、ジクロルボス（２３６）＋ＴＸ、ジクリホス（代替名）＋ＴＸ、ジコホル（２４
２）＋ＴＸ、ジクロトホス（２４３）＋ＴＸ、ジエノクロル（１０７１）＋ＴＸ、ジメホ
クス（１０８１）＋ＴＸ、ジメトエート（２６２）＋ＴＸ、ジナクチン（代替名）（６５
３）＋ＴＸ、ジネクス（１０８９）＋ＴＸ、ジネクスジクレキシン（１０８９）＋ＴＸ、
ジノブトン（２６９）＋ＴＸ、ジノカップ（２７０）＋ＴＸ、ジノカップ－４［ＣＣＮ］
＋ＴＸ、ジノカップ－６［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ジノクトン（１０９０）＋ＴＸ、ジノペント
ン（１０９２）＋ＴＸ、ジノスルホン（１０９７）＋ＴＸ、ジノテルボン（１０９８）＋
ＴＸ、ジオキサチオン（１１０２）＋ＴＸ、ジフェニルスルホン（ＩＵＰＡＣ名）（１１
０３）＋ＴＸ、ジスルフィラム（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ジスルホトン（２７８）＋
ＴＸ、ＤＮＯＣ（２８２）＋ＴＸ、ドフェナピン（１１１３）＋ＴＸ、ドラメクチン（代
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替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、エンドスルファン（２９４）＋ＴＸ、エンドチオン（１１２１
）＋ＴＸ、ＥＰＮ（２９７）＋ＴＸ、エピリノメクチン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、エ
チオン（３０９）＋ＴＸ、エトエートメチル（１１３４）＋ＴＸ、エトキサゾール（３２
０）＋ＴＸ、エトリムホス（１１４２）＋ＴＸ、フェナザフロル（１１４７）＋ＴＸ、フ
ェナザキン（３２８）＋ＴＸ、酸化フェンブタスズ（３３０）＋ＴＸ、フェノチオカルブ
（３３７）＋ＴＸ、フェンプロパトリン（３４２）＋ＴＸ、フェンピラド（代替名）＋Ｔ
Ｘ、フェンピロキシメート（３４５）＋ＴＸ、フェンソン（１１５７）＋ＴＸ、フェント
リファニル（１１６１）＋ＴＸ、フェンバレレート（３４９）＋ＴＸ、フィプロニル（３
５４）＋ＴＸ、フルアクリピリム（３６０）＋ＴＸ、フルアズロン（１１６６）＋ＴＸ、
フルベンジミン（１１６７）＋ＴＸ、フルシクロクスロン（３６６）＋ＴＸ、フルシトリ
ネート（３６７）＋ＴＸ、フルエネチル（１１６９）＋ＴＸ、フルフェノクスロン（３７
０）＋ＴＸ、フルメトリン（３７２）＋ＴＸ、フルオルベンシド（１１７４）＋ＴＸ、フ
ルバリネート（１１８４）＋ＴＸ、ＦＭＣ１１３７（開発コード）（１１８５）＋ＴＸ、
ホルメタネート（４０５）＋ＴＸ、ホルメタネートヒドロクロリド（４０５）＋ＴＸ、ホ
ルモチオン（１１９２）＋ＴＸ、ホルムパラネート（１１９３）＋ＴＸ、γ－ＨＣＨ（４
３０）＋ＴＸ、グリオジン（１２０５）＋ＴＸ、ハルフェンプロクス（４２４）＋ＴＸ、
ヘプテノホス（４３２）＋ＴＸ、ヘキサデシルシクロプロパンカルボキシレート（ＩＵＰ
ＡＣ／Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ名）（１２１６）＋ＴＸ、ヘキシチアゾク
ス（４４１）＋ＴＸ、ヨードメタン（ＩＵＰＡＣ名）（５４２）＋ＴＸ、イソカルボホス
（代替名）（４７３）＋ＴＸ、イソプロピルＯ－（メトキシアミノチオホスホリル）サリ
チレート（ＩＵＰＡＣ名）（４７３）＋ＴＸ、イベルメクチン（代替名）［ＣＣＮ］＋Ｔ
Ｘ、ジャスモリンＩ（６９６）＋ＴＸ、ジャスモリンＩＩ（６９６）＋ＴＸ、ジョドフェ
ンホス（１２４８）＋ＴＸ、リンダン（４３０）＋ＴＸ、ルフェヌロン（４９０）＋ＴＸ
、マラチオン（４９２）＋ＴＸ、マロノベン（１２５４）＋ＴＸ、メカルバム（５０２）
＋ＴＸ、メホスフォラン（１２６１）＋ＴＸ、メスルフェン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ
、メタクリホス（１２６６）＋ＴＸ、メタミドホス（５２７）＋ＴＸ、メチダチオン（５
２９）＋ＴＸ、メチオカルブ（５３０）＋ＴＸ、メソミル（５３１）＋ＴＸ、臭化メチル
（５３７）＋ＴＸ、メトルカルブ（５５０）＋ＴＸ、メビンホス（５５６）＋ＴＸ、メキ
サカルベート（１２９０）＋ＴＸ、ミルベメクチン（５５７）＋ＴＸ、ミルベマイシンオ
キシム（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ミパホクス（１２９３）＋ＴＸ、モノクロトホス（
５６１）＋ＴＸ、モルホチオン（１３００）＋ＴＸ、モキシデクチン（代替名）［ＣＣＮ
］＋ＴＸ、ナレド（５６７）＋ＴＸ、ＮＣ－１８４（化合物コード）＋ＴＸ、ＮＣ－５１
２（化合物コード）＋ＴＸ、ニフルリジド（１３０９）＋ＴＸ、ニッコマイシン（代替名
）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ニトリラカルブ（１３１３）＋ＴＸ、ニトリラカルブ１：１塩化亜
鉛錯体（１３１３）＋ＴＸ、ＮＮＩ－０１０１（化合物コード）＋ＴＸ、ＮＮＩ－０２５
０（化合物コード）＋ＴＸ、オメトエート（５９４）＋ＴＸ、オキサミル（６０２）＋Ｔ
Ｘ、オキシデプロホス（１３２４）＋ＴＸ、オキシジスルホトン（１３２５）＋ＴＸ、ｐ
ｐ’－ＤＤＴ（２１９）＋ＴＸ、パラチオン（６１５）＋ＴＸ、ペルメトリン（６２６）
＋ＴＸ、石油（代替名）（６２８）＋ＴＸ、フェンカプトン（１３３０）＋ＴＸ、フェン
トエート（６３１）＋ＴＸ、ホレート（６３６）＋ＴＸ、ホサロン（６３７）＋ＴＸ、ホ
スホラン（１３３８）＋ＴＸ、ホスメット（６３８）＋ＴＸ、ホスファミドン（６３９）
＋ＴＸ、ホキシム（６４２）＋ＴＸ、ピリミホスメチル（６５２）＋ＴＸ、ポリクロロテ
ルペン（慣習名）（１３４７）＋ＴＸ、ポリナクチン（代替名）（６５３）＋ＴＸ、プロ
クロノール（１３５０）＋ＴＸ、プロフェノホス（６６２）＋ＴＸ、プロマシル（１３５
４）＋ＴＸ、プロパルギット（６７１）＋ＴＸ、プロペタムホス（６７３）＋ＴＸ、プロ
ポキスル（６７８）＋ＴＸ、プロチダチオン（１３６０）＋ＴＸ、プロトエート（１３６
２）＋ＴＸ、ピレトリンＩ（６９６）＋ＴＸ、ピレトリンＩＩ（６９６）＋ＴＸ、ピレト
リン（６９６）＋ＴＸ、ピリダベン（６９９）＋ＴＸ、ピリダフェンチオン（７０１）＋
ＴＸ、ピリミジフェン（７０６）＋ＴＸ、ピリミテート（１３７０）＋ＴＸ、キナルホス
（７１１）＋ＴＸ、キンチオホス（１３８１）＋ＴＸ、Ｒ－１４９２（開発コード）（１
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３８２）＋ＴＸ、ＲＡ－１７（開発コード）（１３８３）＋ＴＸ、ロテノン（７２２）＋
ＴＸ、シュラダン（１３８９）＋ＴＸ、セブホス（代替名）＋ＴＸ、セラメクチン（代替
名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ＳＩ－０００９（化合物コード）＋ＴＸ、ソファミド（１４０２
）＋ＴＸ、スピロジクロフェン（７３８）＋ＴＸ、スピロメシフェン（７３９）＋ＴＸ、
ＳＳＩ－１２１（開発コード）（１４０４）＋ＴＸ、スルフィラム（代替名）［ＣＣＮ］
＋ＴＸ、スルフラミド（７５０）＋ＴＸ、スルホテプ（７５３）＋ＴＸ、スルフル（７５
４）＋ＴＸ、ＳＺＩ－１２１（開発コード）（７５７）＋ＴＸ、τ－フルバリネート（３
９８）＋ＴＸ、テブフェンピラド（７６３）＋ＴＸ、ＴＥＰＰ（１４１７）＋ＴＸ、テル
バム（代替名）＋ＴＸ、テトラクロルビンホス（７７７）＋ＴＸ、テトラジホン（７８６
）＋ＴＸ、テトラナクチン（代替名）（６５３）＋ＴＸ、テトラスル（１４２５）＋ＴＸ
、チアフェノクス（代替名）＋ＴＸ、チオカルボキシム（１４３１）＋ＴＸ、チオファノ
ックス（８００）＋ＴＸ、チオメトン（８０１）＋ＴＸ、チオキノックス（１４３６）＋
ＴＸ、ツリンギエンシン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、トリアミホス（１４４１）＋ＴＸ
、トリアラテン（１４４３）＋ＴＸ、トリアゾホス（８２０）＋ＴＸ、トリアズロン（代
替名）＋ＴＸ、トリクロルホン（８２４）＋ＴＸ、トリフェノホス（１４５５）＋ＴＸ、
トリナクチン（代替名）（６５３）＋ＴＸ、バミドチオン（８４７）＋ＴＸ、バニリプロ
ール［ＣＣＮ］およびＹＩ－５３０２（化合物コード）＋ＴＸから構成される物質群から
選択される殺ダニ剤、
ベトキサジン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ニオクタノン酸銅（ＩＵＰＡＣ名）（１７０）＋ＴＸ、
硫酸銅（１７２）＋ＴＸ、シブトリン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ジクロン（１０５２）＋ＴＸ、
ジクロロフェン（２３２）＋ＴＸ、エンドタール（２９５）＋ＴＸ、フェンチン（３４７
）＋ＴＸ、消石灰［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ナーバム（５６６）＋ＴＸ、キノクラミン（７１４
）＋ＴＸ、キノンアミド（１３７９）＋ＴＸ、シマジン（７３０）＋ＴＸ、酢酸トリフェ
ニルスズ（ＩＵＰＡＣ名）（３４７）および水酸化トリフェニルスズ（ＩＵＰＡＣ名）（
３４７）＋ＴＸから構成される物質群から選択される殺藻剤、
アバメクチン（１）＋ＴＸ、クルホメート（１０１１）＋ＴＸ、ドラメクチン（代替名）
［ＣＣＮ］＋ＴＸ、エマメクチン（２９１）＋ＴＸ、エマメクチン安息香酸塩（２９１）
＋ＴＸ、エピリノメクチン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、イベルメクチン（代替名）［Ｃ
ＣＮ］＋ＴＸ、ミルベマイシンオキシム（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、モキシデクチン（
代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ピペラジン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、セラメクチン（代替名）［Ｃ
ＣＮ］＋ＴＸ、スピノサド（７３７）およびチオファネート（１４３５）＋ＴＸから構成
される物質群から選択される駆虫薬、
クロラロース（１２７）＋ＴＸ、エンドリン（１１２２）＋ＴＸ、フェンチオン（３４６
）＋ＴＸ、ピリジン－４－アミン（ＩＵＰＡＣ名）（２３）およびストリキニン（７４５
）＋ＴＸから構成される物質群から選択される殺鳥剤、
１－ヒドロキシ－１Ｈ－ピリジン－２－チオン（ＩＵＰＡＣ名）（１２２２）＋ＴＸ、４
－（キノキサリン－２－イルアミノ）ベンゼンスルホンアミド（ＩＵＰＡＣ名）（７４８
）＋ＴＸ、８－硫酸ヒドロキシキノリン（４４６）＋ＴＸ、ブロノポール（９７）＋ＴＸ
、ニオクタノン酸銅（ＩＵＰＡＣ名）（１７０）＋ＴＸ、水酸化銅（ＩＵＰＡＣ名）（１
６９）＋ＴＸ、クレゾール［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ジクロロフェン（２３２）＋ＴＸ、ジピリ
チオン（１１０５）＋ＴＸ、ドジチン（１１１２）＋ＴＸ、フェナミノスルフ（１１４４
）＋ＴＸ、ホルムアルデヒド（４０４）＋ＴＸ、ヒドラルガフェン（代替名）［ＣＣＮ］
＋ＴＸ、カスガマイシン（４８３）＋ＴＸ、カスガマイシンヒドロクロリド水和物（４８
３）＋ＴＸ、ニッケルビス（ジメチルジチオカルバメート）（ＩＵＰＡＣ名）（１３０８
）＋ＴＸ、ニトラピリン（５８０）＋ＴＸ、オクチリノン（５９０）＋ＴＸ、オキソリン
酸（６０６）＋ＴＸ、オキシテトラサイクリン（６１１）＋ＴＸ、硫酸ヒドロキシキノリ
ンカリウム（４４６）＋ＴＸ、プロベナゾール（６５８）＋ＴＸ、ストレプトマイシン（
７４４）＋ＴＸ、ストレプトマイシンセスキスルフェート（７４４）＋ＴＸ、テクロフタ
ラム（７６６）＋ＴＸ、およびチオメルサール（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸから構成され
る物質群から選択される殺バクテリア剤、
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リンゴコカクモンハマキ（Ａｄｏｘｏｐｈｙｅｓ　ｏｒａｎａ）ＧＶ（代替名）（１２）
＋ＴＸ、アグロバクテリウムラジオバクター（Ａｇｒｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｒａｄｉｏ
ｂａｃｔｅｒ）（代替名）（１３）＋ＴＸ、アムブリセイウス属の一種（Ａｍｂｌｙｓｅ
ｉｕｓ　ｓｐｐ．）（代替名）（１９）＋ＴＸ、アナグラファファルシフェラ（Ａｎａｇ
ｒａｐｈａ　ｆａｌｃｉｆｅｒａ）ＮＰＶ（代替名）（２８）＋ＴＸ、アングルスアトム
ス（Ａｎａｇｒｕｓ　ａｔｏｍｕｓ）（代替名）（２９）＋ＴＸ、アブラコバチ（Ａｐｈ
ｅｌｉｎｕｓ　ａｂｄｏｍｉｎａｌｉｓ）（代替名）（３３）＋ＴＸ、コレマンアブラバ
チ（Ａｐｈｉｄｉｕｓ　ｃｏｌｅｍａｎｉ）（代替名）（３４）＋ＴＸ、ショクガタマバ
エ（Ａｐｈｉｄｏｌｅｔｅｓ　ａｐｈｉｄｉｍｙｚａ）（代替名）（３５）＋ＴＸ、オー
トグラファカリホルニカ（Ａｕｔｏｇｒａｐｈａ　ｃａｌｉｆｏｒｎｉｃａ　ＮＰＶ）（
代替名）（３８）＋ＴＸ、バシラスフィルムス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｆｉｒｍｕｓ）（代
替名）（４８）＋ＴＸ、バシラススファエリクス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｐｈａｅｒｉｃ
ｕｓ　Ｎｅｉｄｅ）（学名）（４９）＋ＴＸ、バチルスチューリンゲンシス（Ｂａｃｉｌ
ｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　Ｂｅｒｌｉｎｅｒ）（学名）（５１）＋ＴＸ、バ
チルスチューリンゲンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓ
ｐ．ａｉｚａｗａｉ）（学名）（５１）＋ＴＸ、バチルスチューリンゲンシス（Ｂａｃｉ
ｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐ．ｉｓｒａｅｌｅｎｓｉｓ）（学名
）（５１）＋ＴＸ、バチルスチューリンゲンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉ
ｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐ．ｊａｐｏｎｅｎｓｉｓ）（学名）（５１）＋ＴＸ、バチルスチ
ューリンゲンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐ．ｋｕ
ｒｓｔａｋｉ）（学名）（５１）＋ＴＸ、バチルスチューリンゲンシス（Ｂａｃｉｌｌｕ
ｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐ．ｔｅｎｅｂｒｉｏｎｉｓ）（学名）（５
１）＋ＴＸ、ベアウベリアバッシアナ（Ｂｅａｕｖｅｒｉａ　ｂａｓｓｉａｎａ）（代替
名）（５３）＋ＴＸ、ベアウベリアブロングニアルチイ（Ｂｅａｕｖｅｒｉａ　ｂｒｏｎ
ｇｎｉａｒｔｉｉ）（代替名）（５４）＋ＴＸ、ヤマトクサカゲロウ（Ｃｈｒｙｓｏｐｅ
ｒｌａ　ｃａｒｎｅａ）（代替名）（１５１）＋ＴＸ、ツマアカオオヒメテントウ（Ｃｒ
ｙｐｔｏｌａｅｍｕｓ　ｍｏｎｔｒｏｕｚｉｅｒｉ）（代替名）（１７８）＋ＴＸ、コド
リンガ（Ｃｙｄｉａ　ｐｏｍｏｎｅｌｌａ）ＧＶ（代替名）（１９１）＋ＴＸ、ハモグリ
コマユバチ（Ｄａｃｎｕｓａ　ｓｉｂｉｒｉｃａ）（代替名）（２１２）＋ＴＸ、イサエ
アヒメコバチ（Ｄｉｇｌｙｐｈｕｓ　ｉｓａｅａ）（代替名）（２５４）＋ＴＸ、オンシ
ツツヤコバチ（Ｅｎｃａｒｓｉａ　ｆｏｒｍｏｓａ）（学名）（２９３）＋ＴＸ、サバク
ツヤコバチ（Ｅｒｅｔｍｏｃｅｒｕｓ　ｅｒｅｍｉｃｕｓ）（代替名）（３００）＋ＴＸ
、アメリカタバコガ（Ｈｅｌｉｃｏｖｅｒｐａ　ｚｅａ）ＮＰＶ（代替名）（４３１）＋
ＴＸ、ヘテロルハブジチスバクテリオホラ（Ｈｅｔｅｒｏｒｈａｂｄｉｔｉｓ　ｂａｃｔ
ｅｒｉｏｐｈｏｒａ）およびＨ．メギジス（Ｈ．ｍｅｇｉｄｉｓ）（代替名）（４３３）
＋ＴＸ、ヒポダミアコンベルゲンス（Ｈｉｐｐｏｄａｍｉａ　ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｓ）（
代替名）（４４２）＋ＴＸ、フジコナヒゲナガトビコバチ（Ｌｅｐｔｏｍａｓｔｉｘ　ｄ
ａｃｔｙｌｏｐｉｉ）（代替名）（４８８）＋ＴＸ、マクロロフスカリジノサス（Ｍａｃ
ｒｏｌｏｐｈｕｓ　ｃａｌｉｇｉｎｏｓｕｓ）（代替名）（４９１）＋ＴＸ、ヨトウガ（
Ｍａｍｅｓｔｒａ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）ＮＰＶ（代替名）（４９４）＋ＴＸ、メタフィ
クスヘルボルス（Ｍｅｔａｐｈｙｃｕｓ　ｈｅｌｖｏｌｕｓ）（代替名）（５２２）＋Ｔ
Ｘ、メタリジウムアニソプリアエ（Ｍｅｔａｒｈｉｚｉｕｍ　ａｎｉｓｏｐｌｉａｅ　ｖ
ａｒ．ａｃｒｉｄｕｍ）（学名）（５２３）＋ＴＸ、メタリジウムアニソプリアエ（Ｍｅ
ｔａｒｈｉｚｉｕｍ　ａｎｉｓｏｐｌｉａｅ　ｖａｒ．ａｎｉｓｏｐｌｉａｅ）（学名）
（５２３）＋ＴＸ、マツノキハバチ（Ｎｅｏｄｉｐｒｉｏｎ　ｓｅｒｔｉｆｅｒ　ＮＰＶ
）およびＮ．レコンテイ（Ｎ．ｌｅｃｏｎｔｅｉ　ＮＰＶ）（代替名）（５７５）＋ＴＸ
、ヒメハナカメムシ属の一種（Ｏｒｉｕｓ　ｓｐｐ．）（代替名）（５９６）＋ＴＸ、パ
エシロマイセスフモソロセウス（Ｐａｅｃｉｌｏｍｙｃｅｓ　ｆｕｍｏｓｏｒｏｓｅｕｓ
）（代替名）（６１３）＋ＴＸ、チリカブリダニ（Ｐｈｙｔｏｓｅｉｕｌｕｓ　ｐｅｒｓ
ｉｍｉｌｉｓ）（代替名）（６４４）＋ＴＸ、シロイチモジヨトウ（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒ
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ａ　ｅｘｉｇｕａ）マルチカプシド核多角体ウイルス（学名）（７４１）＋ＴＸ、ステイ
ネルネマビビオニス（Ｓｔｅｉｎｅｒｎｅｍａ　ｂｉｂｉｏｎｉｓ）（代替名）（７４２
）＋ＴＸ、ステイネルネマカルポカプサエ（Ｓｔｅｉｎｅｒｎｅｍａ　ｃａｒｐｏｃａｐ
ｓａｅ）（代替名）（７４２）＋ＴＸ、ステイネルネマフェルチアエ（Ｓｔｅｉｎｅｒｎ
ｅｍａ　ｆｅｌｔｉａｅ）（代替名）（７４２）＋ＴＸ、ステイネルネマグラセリ（Ｓｔ
ｅｉｎｅｒｎｅｍａ　ｇｌａｓｅｒｉ）（代替名）（７４２）＋ＴＸ、ステイネルネマリ
オブラエｂ（Ｓｔｅｉｎｅｒｎｅｍａ　ｒｉｏｂｒａｖｅ）（代替名）（７４２）＋ＴＸ
、ステイネルネマリオブラビス（Ｓｔｅｉｎｅｒｎｅｍａ　ｒｉｏｂｒａｖｉｓ）（代替
名）（７４２）＋ＴＸ、ステイネルネマスカプテリスキ（Ｓｔｅｉｎｅｒｎｅｍａ　ｓｃ
ａｐｔｅｒｉｓｃｉ）（代替名）（７４２）＋ＴＸ、ステイネルネマ属の一種（Ｓｔｅｉ
ｎｅｒｎｅｍａ　ｓｐｐ．）（代替名）（７４２）＋ＴＸ、トリコグラマ属の一種（Ｔｒ
ｉｃｈｏｇｒａｍｍａ　ｓｐｐ．）（代替名）（８２６）＋ＴＸ、チフロドロムスオクシ
デンタリス（Ｔｙｐｈｌｏｄｒｏｍｕｓ　ｏｃｃｉｄｅｎｔａｌｉｓ）（代替名）（８４
４）およびベルチシリウムレカニイ（Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｌｅｃａｎｉｉ）（代
替名）（８４８）＋ＴＸから構成される物質群から選択される生物剤、
ヨードメタン（ＩＵＰＡＣ名）（５４２）および臭化メチル（５３７）＋ＴＸから構成さ
れる物質群から選択される土壌不毛剤、
アホレート［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ビサジル（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ブスルファン（代
替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ジフルベンズロン（２５０）＋ＴＸ、ジマチフ（代替名）［Ｃ
ＣＮ］＋ＴＸ、ヘメル［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ヘムパ［ＣＣＮ］＋ＴＸ、メテパ［ＣＣＮ］＋
ＴＸ、メチオテパ［ＣＣＮ］＋ＴＸ、メチルアホレート［ＣＣＮ］＋ＴＸ、モルジド［Ｃ
ＣＮ］＋ＴＸ、ペンフルロン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、テパ［ＣＣＮ］＋ＴＸ、チオ
ヘムパ（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、チオテパ（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、トレタミン
（代替名）［ＣＣＮ］およびウレデパ（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸから構成される物質群
から選択される不妊化剤、
（Ｅ）－デカ－５－エン－１－イルアセテートを伴う（Ｅ）－デカ－５－エン－１－オー
ル（ＩＵＰＡＣ名）（２２２）＋ＴＸ、（Ｅ）－トリデカ－４－エン－１－イルアセテー
ト（ＩＵＰＡＣ名）（８２９）＋ＴＸ、（Ｅ）－６－メチルヘプタ－２－エン－４－オー
ル（ＩＵＰＡＣ名）（５４１）＋ＴＸ、（Ｅ，Ｚ）－テトラデカ－４，１０－ジエン－１
－イルアセテート（ＩＵＰＡＣ名）（７７９）＋ＴＸ、（Ｚ）－ドデカ－７－エン－１－
イルアセテート（ＩＵＰＡＣ名）（２８５）＋ＴＸ、（Ｚ）－ヘキサデカ－１１－エナル
（ＩＵＰＡＣ名）（４３６）＋ＴＸ、（Ｚ）－ヘキサデカ－１１－エン－１－イルアセテ
ート（ＩＵＰＡＣ名）（４３７）＋ＴＸ、（Ｚ）－ヘキサデカ－１３－エン－１１－イン
－１－イルアセテート（ＩＵＰＡＣ名）（４３８）＋ＴＸ、（Ｚ）－イコス－１３－エン
－１０－オン（ＩＵＰＡＣ名）（４４８）＋ＴＸ、（Ｚ）－テトラデカ－７－エン－１－
アル（ＩＵＰＡＣ名）（７８２）＋ＴＸ、（Ｚ）－テトラデカ－９－エン－１－オール（
ＩＵＰＡＣ名）（７８３）＋ＴＸ、（Ｚ）－テトラデカ－９－エン－１－イルアセテート
（ＩＵＰＡＣ名）（７８４）＋ＴＸ、（７Ｅ，９Ｚ）－ドデカ－７，９－ジエン－１－イ
ルアセテート（ＩＵＰＡＣ名）（２８３）＋ＴＸ、（９Ｚ，１１Ｅ）－テトラデカ－９，
１１－ジエン－１－イルアセテート（ＩＵＰＡＣ名）（７８０）＋ＴＸ、（９Ｚ，１２Ｅ
）－テトラデカ－９，１２－ジエン－１－イルアセテート（ＩＵＰＡＣ名）（７８１）＋
ＴＸ、１４－メチルオクタデカ－１－エン（ＩＵＰＡＣ名）（５４５）＋ＴＸ、４－メチ
ルノナン－５－オールを伴う４－メチルノナン－５－オン（ＩＵＰＡＣ名）（５４４）＋
ＴＸ、α－ムルチストリアチン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ブレビコミン（代替名）［
ＣＣＮ］＋ＴＸ、コドレルレ（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、コドレモン（代替名）（１６
７）＋ＴＸ、クエルレ（代替名）（１７９）＋ＴＸ、ジスパールア（２７７）＋ＴＸ、ド
デカ－８－エン－１－イルアセテート（ＩＵＰＡＣ名）（２８６）＋ＴＸ、ドデカ－９－
エン－１－イルアセテート（ＩＵＰＡＣ名）（２８７）＋ＴＸ、ドデカ－８＋ＴＸ、１０
－ジエン－１－イルアセテート（ＩＵＰＡＣ名）（２８４）＋ＴＸ、ドミニカルア（代替
名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、エチル４－メチルオクタノエート（ＩＵＰＡＣ名）（３１７）＋



(79) JP 2017-502037 A 2017.1.19

10

20

30

40

50

ＴＸ、オイゲノール（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、フロンタリン（代替名）［ＣＣＮ］＋
ＴＸ、ゴシップルア（代替名）（４２０）＋ＴＸ、グランドルア（４２１）＋ＴＸ、グラ
ンドルアＩ（代替名）（４２１）＋ＴＸ、グランドルアＩＩ（代替名）（４２１）＋ＴＸ
、グランドルアＩＩＩ（代替名）（４２１）＋ＴＸ、グランドルアＩＶ（代替名）（４２
１）＋ＴＸ、ヘキサルア［ＣＣＮ］＋ＴＸ、イプスジエノール（代替名）［ＣＣＮ］＋Ｔ
Ｘ、イプセノール（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ジャポニルア（代替名）（４８１）＋Ｔ
Ｘ、リネアチン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、リトルア（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ル
ープルア（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、メドルア［ＣＣＮ］＋ＴＸ、メガトモ酸（代替名
）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、メチルオイゲノール（代替名）（５４０）＋ＴＸ、ムスカルア（５
６３）＋ＴＸ、オクタデカ－２，１３－ジエン－１－イルアセテート（ＩＵＰＡＣ名）（
５８８）＋ＴＸ、オクタデカ－３，１３－ジエン－１－イルアセテート（ＩＵＰＡＣ名）
（５８９）＋ＴＸ、オルフラルア（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、オリクタルア（代替名）
（３１７）＋ＴＸ、オストラモン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、シグルア［ＣＣＮ］＋Ｔ
Ｘ、ソルジジン（代替名）（７３６）＋ＴＸ、スルカトール（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ
、テトラデカ－１１－エン－１－イルアセテート（ＩＵＰＡＣ名）（７８５）＋ＴＸ、ト
リメドルア（８３９）＋ＴＸ、トリメドルアＡ（代替名）（８３９）＋ＴＸ、トリメドル
アＢ1（代替名）（８３９）＋ＴＸ、トリメドルアＢ2（代替名）（８３９）＋ＴＸ、トリ
メドルアＣ（代替名）（８３９）およびトランクコール（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸから
構成される物質群から選択される昆虫フェロモン、
２－（オクチルチオ）－エタノール（ＩＵＰＡＣ名）（５９１）＋ＴＸ、ブトピロノキシ
ル（９３３）＋ＴＸ、ブトキシ（ポリプロピレングリコール）（９３６）＋ＴＸ、ジブチ
ルアジペート（ＩＵＰＡＣ名）（１０４６）＋ＴＸ、フタル酸ジブチル（１０４７）＋Ｔ
Ｘ、ジブチルコハク酸塩（ＩＵＰＡＣ名）（１０４８）＋ＴＸ、ジエチルトルアミド［Ｃ
ＣＮ］＋ＴＸ、ジメチルカルベート［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ジメチルフタレート［ＣＣＮ］＋
ＴＸ、エチルヘキサンジオール（１１３７）＋ＴＸ、ヘキサミド［ＣＣＮ］＋ＴＸ、メト
キンブチル（１２７６）＋ＴＸ、メチルネオデカンアミド［ＣＣＮ］＋ＴＸ、オキサメー
ト［ＣＣＮ］およびピカリジン［ＣＣＮ］＋ＴＸから構成される物質群から選択される昆
虫忌避剤、
１－ジクロロ－１－ニトロエタン（ＩＵＰＡＣ／Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ
名）（１０５８）＋ＴＸ、１，１－ジクロロ－２，２－ビス（４－エチルフェニル）－エ
タン（ＩＵＰＡＣ名）（１０５６）、＋ＴＸ、１，２－ジクロロプロパン（ＩＵＰＡＣ／
Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ名）（１０６２）＋ＴＸ、１，２－ジクロロプロ
パンを伴う１，３－ジクロロプロペン（ＩＵＰＡＣ名）（１０６３）＋ＴＸ、１－ブロモ
－２－クロロエタン（ＩＵＰＡＣ／Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ名）（９１６
）＋ＴＸ、２，２，２－トリクロロ－１－（３，４－ジクロロフェニル）酢酸エチル（Ｉ
ＵＰＡＣ名）（１４５１）＋ＴＸ、２，２－ジクロロビニル２－エチルスルフィニルエチ
ルメチルリン酸（ＩＵＰＡＣ名）（１０６６）＋ＴＸ、２－（１，３－ジチオラン－２－
イル）フェニルジメチルカルバメート（ＩＵＰＡＣ／Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃ
ｔｓ名）（１１０９）＋ＴＸ、２－（２－ブトキシエトキシ）エチルチオシアネート（Ｉ
ＵＰＡＣ／Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ名）（９３５）＋ＴＸ、２－（４，５
－ジメチル－１，３－ジオキソラン－２－イル）フェニルメチルカルバメート（ＩＵＰＡ
Ｃ／Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ名）（１０８４）＋ＴＸ、２－（４－クロロ
－３，５－キシリルオキシ）エタノール（ＩＵＰＡＣ名）（９８６）＋ＴＸ、２－クロロ
ビニルジエチルリン酸（ＩＵＰＡＣ名）（９８４）＋ＴＸ、２－イミダゾリドン（ＩＵＰ
ＡＣ名）（１２２５）＋ＴＸ、２－イソバレリルインダン－１，３－ジオン（ＩＵＰＡＣ
名）（１２４６）＋ＴＸ、２－メチル（プロプ－２－イニル）アミノフェニルメチルカル
バメート（ＩＵＰＡＣ名）（１２８４）＋ＴＸ、２－チオシアナトエチルラウレート（Ｉ
ＵＰＡＣ名）（１４３３）＋ＴＸ、３－ブロモ－１－クロロプロプ－１－エン（ＩＵＰＡ
Ｃ名）（９１７）＋ＴＸ、３－メチル－１－フェニルピラゾール－５－イルジメチルカル
バメート（ＩＵＰＡＣ名）（１２８３）＋ＴＸ、４－メチル（プロプ－２－イニル）アミ
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ノ－３，５－キシリルメチルカルバメート（ＩＵＰＡＣ名）（１２８５）＋ＴＸ、５，５
－ジメチル－３－オキソシクロヘキサ－１－エニルジメチルカルバメート（ＩＵＰＡＣ名
）（１０８５）＋ＴＸ、アバメクチン（１）＋ＴＸ、アセフェート（２）＋ＴＸ、アセタ
ミプリド（４）＋ＴＸ、アセチオン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、アセトプロール［ＣＣ
Ｎ］＋ＴＸ、アクリナトリン（９）＋ＴＸ、アクリロニトリル（ＩＵＰＡＣ名）（８６１
）＋ＴＸ、アラニカルブ（１５）＋ＴＸ、アルジカルブ（１６）＋ＴＸ、アルドキシカル
ブ（８６３）＋ＴＸ、アルドリン（８６４）＋ＴＸ、アレトリン（１７）＋ＴＸ、アロサ
ミジン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、アリキシカルブ（８６６）＋ＴＸ、α－シペルメト
リン（２０２）＋ＴＸ、α－エクジソン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、リン化アルミニウ
ム（６４０）＋ＴＸ、アミジチオン（８７０）＋ＴＸ、アミドチオエート（８７２）＋Ｔ
Ｘ、アミノカルブ（８７３）＋ＴＸ、アミトン（８７５）＋ＴＸ、シュウ酸水素アミトン
（８７５）＋ＴＸ、アミトラズ（２４）＋ＴＸ、アナバシン（８７７）＋ＴＸ、アチダチ
オン（８８３）＋ＴＸ、ＡＶＩ３８２（化合物コード）＋ＴＸ、ＡＺ６０５４１（化合物
コード）＋ＴＸ、アザジラクチン（代替名）（４１）＋ＴＸ、アザメチホス（４２）＋Ｔ
Ｘ、アジンホスエチル（４４）＋ＴＸ、アジンホスメチル（４５）＋ＴＸ、アゾトエート
（８８９）＋ＴＸ、バチルスチューリンゲンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉ
ｅｎｓｉｓ）δエンドトキシン（代替名）（５２）＋ＴＸ、バリウムヘキサフルオロシリ
ケート（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、バリウムポリスルフィド（ＩＵＰＡＣ／Ｃｈｅｍｉ
ｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ名）（８９２）＋ＴＸ、バルトリン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、バイ
エル２２／１９０（開発コード）（８９３）＋ＴＸ、バイエル２２４０８（開発コード）
（８９４）＋ＴＸ、ベンジオカルブ（５８）＋ＴＸ、ベンフラカルブ（６０）＋ＴＸ、ベ
ンサルタップ（６６）＋ＴＸ、β－シフルトリン（１９４）＋ＴＸ、β－シペルメトリン
（２０３）＋ＴＸ、ビフェントリン（７６）＋ＴＸ、ビオアレトリン（７８）＋ＴＸ、ビ
オアレトリンＳ－シクロペンテニル異性体（代替名）（７９）＋ＴＸ、バイオエタノメト
リン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ビオパーメトリン（９０８）＋ＴＸ、ビオレスメトリン（８０）
＋ＴＸ、ビス（２－クロロエチル）エーテル（ＩＵＰＡＣ名）（９０９）＋ＴＸ、ビスト
リフルロン（８３）＋ＴＸ、ホウ酸ナトリウム（８６）＋ＴＸ、ブロフェンバレレート（
代替名）＋ＴＸ、ブロムフェンビンホス（９１４）＋ＴＸ、ブロモシクレン（９１８）＋
ＴＸ、ブロモ－ＤＤＴ（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ブロモホス（９２０）＋ＴＸ、ブロ
モホスエチル（９２１）＋ＴＸ、ブフェンカルブ（９２４）＋ＴＸ、ブプロフェジン（９
９）＋ＴＸ、ブタカルブ（９２６）＋ＴＸ、ブタチオホス（９２７）＋ＴＸ、ブトカルボ
キシム（１０３）＋ＴＸ、ブトネート（９３２）＋ＴＸ、ブトキシカルボキシム（１０４
）＋ＴＸ、ブチルピリダベン（代替名）＋ＴＸ、カズサホス（１０９）＋ＴＸ、ヒ酸カル
シウム［ＣＣＮ］＋ＴＸ、シアン化カルシウム（４４４）＋ＴＸ、多硫酸カルシウム（Ｉ
ＵＰＡＣ名）（１１１）＋ＴＸ、カンフェクロール（９４１）＋ＴＸ、カルバノレート（
９４３）＋ＴＸ、カルバリル（１１５）＋ＴＸ、カルボフラン（１１８）＋ＴＸ、二硫化
炭素（ＩＵＰＡＣ／Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ名）（９４５）＋ＴＸ、四塩
化炭素（ＩＵＰＡＣ名）（９４６）＋ＴＸ、カルボフェノチオン（９４７）＋ＴＸ、カル
ボスルファン（１１９）＋ＴＸ、カルタップ（１２３）＋ＴＸ、カルタップヒドロクロリ
ド（１２３）＋ＴＸ、セバジン（代替名）（７２５）＋ＴＸ、クロルビシクレン（９６０
）＋ＴＸ、クロルダン（１２８）＋ＴＸ、クロルデコン（９６３）＋ＴＸ、クロルジメホ
ルム（９６４）＋ＴＸ、クロルジメホルムヒドロクロリド（９６４）＋ＴＸ、クロルエト
キシホス（１２９）＋ＴＸ、クロルフェナピル（１３０）＋ＴＸ、クロルフェンビンホス
（１３１）＋ＴＸ、クロルフルアズロン（１３２）＋ＴＸ、クロルメホス（１３６）＋Ｔ
Ｘ、クロロホルム［ＣＣＮ］＋ＴＸ、クロルピクリン（１４１）＋ＴＸ、クロルホキシム
（９８９）＋ＴＸ、クロルプラゾホス（９９０）＋ＴＸ、クロルピリホス（１４５）＋Ｔ
Ｘ、クロルピリホスメチル（１４６）＋ＴＸ、クロルチオホス（９９４）＋ＴＸ、クロマ
フェノジド（１５０）＋ＴＸ、シネリンＩ（６９６）＋ＴＸ、シネリンＩＩ（６９６）＋
ＴＸ、シネリンス（６９６）＋ＴＸ、ｃｉｓ－レスメスリン（代替名）＋ＴＸ、シスメト
リン（８０）＋ＴＸ、クロシトリン（代替名）＋ＴＸ、クロエトカルブ（９９９）＋ＴＸ
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、クロサンテル（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、クロチアニジン（１６５）＋ＴＸ、アセト
亜ヒ酸銅［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ヒ酸銅［ＣＣＮ］＋ＴＸ、オレイン酸銅［ＣＣＮ］＋ＴＸ、
クマホス（１７４）＋ＴＸ、クミトエート（１００６）＋ＴＸ、クロタミトン（代替名）
［ＣＣＮ］＋ＴＸ、クロトキシホス（１０１０）＋ＴＸ、クルホメート（１０１１）＋Ｔ
Ｘ、氷晶石（代替名）（１７７）＋ＴＸ、ＣＳ７０８（開発コード）（１０１２）＋ＴＸ
、シアノフェンホス（１０１９）＋ＴＸ、シアノホス（１８４）＋ＴＸ、シアントエート
（１０２０）＋ＴＸ、シクレトリン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、シクロプロトリン（１８８）＋Ｔ
Ｘ、シフルトリン（１９３）＋ＴＸ、シハロトリン（１９６）＋ＴＸ、シペルメトリン（
２０１）＋ＴＸ、シフェノトリン（２０６）＋ＴＸ、シロマジン（２０９）＋ＴＸ、シチ
オエート（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ｄ－リモネン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ｄ－
テトラメトリン（代替名）（７８８）＋ＴＸ、ＤＡＥＰ（１０３１）＋ＴＸ、ダゾメット
（２１６）＋ＴＸ、ＤＤＴ（２１９）＋ＴＸ、デカルボフラン（１０３４）＋ＴＸ、デル
タメトリン（２２３）＋ＴＸ、デメフィオン（１０３７）＋ＴＸ、デメフィオン－Ｏ（１
０３７）＋ＴＸ、デメフィオン－Ｓ（１０３７）＋ＴＸ、デメトン（１０３８）＋ＴＸ、
デメトンメチル（２２４）＋ＴＸ、デメトン－Ｏ（１０３８）＋ＴＸ、デメトン－Ｏ－メ
チル（２２４）＋ＴＸ、デメトン－Ｓ（１０３８）＋ＴＸ、デメトン－Ｓ－メチル（２２
４）＋ＴＸ、デメトン－Ｓ－メチルスルホン（１０３９）＋ＴＸ、ジアフェンチウロン（
２２６）＋ＴＸ、ジアリホス（１０４２）＋ＴＸ、ジアミダホス（１０４４）＋ＴＸ、ダ
イアジノン（２２７）＋ＴＸ、ジカプトン（１０５０）＋ＴＸ、ジクロロフェンチオン（
１０５１）＋ＴＸ、ジクロルボス（２３６）＋ＴＸ、ジクリホス（代替名）＋ＴＸ、ジク
レシル（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ジクロトホス（２４３）＋ＴＸ、ジシクラニル（２
４４）＋ＴＸ、ディルドリン（１０７０）＋ＴＸ、ジエチル５－メチルピラゾール－３－
イルリン酸（ＩＵＰＡＣ名）（１０７６）＋ＴＸ、ジフルベンズロン（２５０）＋ＴＸ、
ジロール（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ジメフルトリン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ジメホクス（
１０８１）＋ＴＸ、ジメタン（１０８５）＋ＴＸ、ジメトエート（２６２）＋ＴＸ、ジメ
トリン（１０８３）＋ＴＸ、ジメチルビンホス（２６５）＋ＴＸ、ジメチラン（１０８６
）＋ＴＸ、ジネクス（１０８９）＋ＴＸ、ジネクスジクレキシン（１０８９）＋ＴＸ、ジ
ノプロプ（１０９３）＋ＴＸ、ジノサム（１０９４）＋ＴＸ、ジノセブ（１０９５）＋Ｔ
Ｘ、ジノテフラン（２７１）＋ＴＸ、ジオフェノラン（１０９９）＋ＴＸ、ジオキサベン
ゾホス（１１００）＋ＴＸ、ジオキサカルブ（１１０１）＋ＴＸ、ジオキサチオン（１１
０２）＋ＴＸ、ジスルホトン（２７８）＋ＴＸ、ジチクロホス（１１０８）＋ＴＸ、ＤＮ
ＯＣ（２８２）＋ＴＸ、ドラメクチン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ＤＳＰ（１１１５）
＋ＴＸ、エクジステロン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ＥＩ１６４２（開発コード）（１
１１８）＋ＴＸ、エマメクチン（２９１）＋ＴＸ、エマメクチン安息香酸塩（２９１）＋
ＴＸ、ＥＭＰＣ（１１２０）＋ＴＸ、エムペントリン（２９２）＋ＴＸ、エンドスルファ
ン（２９４）＋ＴＸ、エンドチオン（１１２１）＋ＴＸ、エンドリン（１１２２）＋ＴＸ
、ＥＰＢＰ（１１２３）＋ＴＸ、ＥＰＮ（２９７）＋ＴＸ、エポフェノナン（１１２４）
＋ＴＸ、エピリノメクチン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、エスフェンバレレート（３０２
）＋ＴＸ、エタホス（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、エチオフェンカルブ（３０８）＋ＴＸ
、エチオン（３０９）＋ＴＸ、エチプロール（３１０）＋ＴＸ、エトエートメチル（１１
３４）＋ＴＸ、エトプロホス（３１２）＋ＴＸ、ギ酸エチル（ＩＵＰＡＣ名）［ＣＣＮ］
＋ＴＸ、エチル－ＤＤＤ（代替名）（１０５６）＋ＴＸ、エチレンジブロミド（３１６）
＋ＴＸ、ジクロロエタン（化学名）（１１３６）＋ＴＸ、エチレンオキシド［ＣＣＮ］＋
ＴＸ、エトフェンプロックス（３１９）＋ＴＸ、エトリムホス（１１４２）＋ＴＸ、ＥＸ
Ｄ（１１４３）＋ＴＸ、ファンファー（３２３）＋ＴＸ、フェナミホス（３２６）＋ＴＸ
、フェナザフロル（１１４７）＋ＴＸ、フェンクロルホス（１１４８）＋ＴＸ、フェネタ
カルブ（１１４９）＋ＴＸ、フェンフルトリン（１１５０）＋ＴＸ、フェニトロチオン（
３３５）＋ＴＸ、フェノブカルブ（３３６）＋ＴＸ、フェノキサクリム（１１５３）＋Ｔ
Ｘ、フェノキシカルブ（３４０）＋ＴＸ、フェンピリトリン（１１５５）＋ＴＸ、フェン
プロパトリン（３４２）＋ＴＸ、フェンピラド（代替名）＋ＴＸ、フェンスルホチオン（
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１１５８）＋ＴＸ、フェンチオン（３４６）＋ＴＸ、フェンチオンエチル［ＣＣＮ］＋Ｔ
Ｘ、フェンバレレート（３４９）＋ＴＸ、フィプロニル（３５４）＋ＴＸ、フロニカミド
（３５８）＋ＴＸ、フルベンジアミド（ＣＡＳ登録番号：２７２４５１－６５－７）＋Ｔ
Ｘ、フルコフロン（１１６８）＋ＴＸ、フルシクロクスロン（３６６）＋ＴＸ、フルシト
リネート（３６７）＋ＴＸ、フルエネチル（１１６９）＋ＴＸ、フルフェネリム［ＣＣＮ
］＋ＴＸ、フルフェノクスロン（３７０）＋ＴＸ、フルフェンプロックス（１１７１）＋
ＴＸ、フルメトリン（３７２）＋ＴＸ、フルバリネート（１１８４）＋ＴＸ、ＦＭＣ１１
３７（開発コード）（１１８５）＋ＴＸ、フォノホス（１１９１）＋ＴＸ、ホルメタネー
ト（４０５）＋ＴＸ、ホルメタネートヒドロクロリド（４０５）＋ＴＸ、ホルモチオン（
１１９２）＋ＴＸ、ホルムパラネート（１１９３）＋ＴＸ、ホスメチラン（１１９４）＋
ＴＸ、ホスピレート（１１９５）＋ＴＸ、ホスチアゼート（４０８）＋ＴＸ、ホスチエタ
ン（１１９６）＋ＴＸ、フラチオカルブ（４１２）＋ＴＸ、フレトリン（１２００）＋Ｔ
Ｘ、γ－シハロトリン（１９７）＋ＴＸ、γ－ＨＣＨ（４３０）＋ＴＸ、グアザチン（４
２２）＋ＴＸ、グアザチン酢酸塩（４２２）＋ＴＸ、ＧＹ－８１（開発コード）（４２３
）＋ＴＸ、ハルフェンプロクス（４２４）＋ＴＸ、ハロフェノジド（４２５）＋ＴＸ、Ｈ
ＣＨ（４３０）＋ＴＸ、ＨＥＯＤ（１０７０）＋ＴＸ、ヘプタクロル（１２１１）＋ＴＸ
、ヘプテノホス（４３２）＋ＴＸ、ヘテロホス［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ヘキサフルムロン（４
３９）＋ＴＸ、ＨＨＤＮ（８６４）＋ＴＸ、ヒドラメチルノン（４４３）＋ＴＸ、シアン
化水素（４４４）＋ＴＸ、ヒドロプレン（４４５）＋ＴＸ、ヒキンカルブ（１２２３）＋
ＴＸ、イミダクロプリド（４５８）＋ＴＸ、イミプロトリン（４６０）＋ＴＸ、インドキ
サカルブ（４６５）＋ＴＸ、ヨードメタン（ＩＵＰＡＣ名）（５４２）＋ＴＸ、ＩＰＳＰ
（１２２９）＋ＴＸ、イサゾホス（１２３１）＋ＴＸ、イソベンザン（１２３２）＋ＴＸ
、イソカルボホス（代替名）（４７３）＋ＴＸ、イソドリン（１２３５）＋ＴＸ、イソフ
ェンホス（１２３６）＋ＴＸ、イソラン（１２３７）＋ＴＸ、イソプロカルブ（４７２）
＋ＴＸ、イソプロピルＯ－（メトキシアミノチオホスホリル）サリチレート（ＩＵＰＡＣ
名）（４７３）＋ＴＸ、イソプロチオラン（４７４）＋ＴＸ、イソチオエート（１２４４
）＋ＴＸ、イソキサチオン（４８０）＋ＴＸ、イベルメクチン（代替名）［ＣＣＮ］＋Ｔ
Ｘ、ジャスモリンＩ（６９６）＋ＴＸ、ジャスモリンＩＩ（６９６）＋ＴＸ、ジョドフェ
ンホス（１２４８）＋ＴＸ、幼虫ホルモンＩ（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、幼虫ホルモン
ＩＩ（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、幼虫ホルモンＩＩＩ（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ケ
レバン（１２４９）＋ＴＸ、キノプレン（４８４）＋ＴＸ、λ－シハロトリン（１９８）
＋ＴＸ、砒酸鉛［ＣＣＮ］＋ＴＸ、レピメクチン（ＣＣＮ）＋ＴＸ、レプトホス（１２５
０）＋ＴＸ、リンダン（４３０）＋ＴＸ、リリムホス（１２５１）＋ＴＸ、ルフェヌロン
（４９０）＋ＴＸ、リチダチオン（１２５３）＋ＴＸ、ｍ－クメニルメチルカルバメート
（ＩＵＰＡＣ名）（１０１４）＋ＴＸ、リン化マグネシウム（ＩＵＰＡＣ名）（６４０）
＋ＴＸ、マラチオン（４９２）＋ＴＸ、マロノベン（１２５４）＋ＴＸ、マジドクス（１
２５５）＋ＴＸ、メカルバム（５０２）＋ＴＸ、メカルホン（１２５８）＋ＴＸ、メナゾ
ン（１２６０）＋ＴＸ、メホスフォラン（１２６１）＋ＴＸ、塩化第一水銀（５１３）＋
ＴＸ、メスルフェンホス（１２６３）＋ＴＸ、メタフルミゾン（ＣＣＮ）＋ＴＸ、メタム
（５１９）＋ＴＸ、メタムカリウム（代替名）（５１９）＋ＴＸ、メタムナトリウム（５
１９）＋ＴＸ、メタクリホス（１２６６）＋ＴＸ、メタミドホス（５２７）＋ＴＸ、ノル
ニコチン（ＩＵＰＡＣ／Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ名）（１２６８）＋ＴＸ
、メチダチオン（５２９）＋ＴＸ、メチオカルブ（５３０）＋ＴＸ、メトクロトホス（１
２７３）＋ＴＸ、メソミル（５３１）＋ＴＸ、メトプレン（５３２）＋ＴＸ、メトキンブ
チル（１２７６）＋ＴＸ、メトトリン（代替名）（５３３）＋ＴＸ、メトキシクロル（５
３４）＋ＴＸ、メトキシフェノジド（５３５）＋ＴＸ、臭化メチル（５３７）＋ＴＸ、メ
チルイソチオシアネート（５４３）＋ＴＸ、メチルクロロホルム（代替名）［ＣＣＮ］＋
ＴＸ、塩化メチレン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、メトフルトリン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、メトルカルブ
（５５０）＋ＴＸ、メトキサジアゾン（１２８８）＋ＴＸ、メビンホス（５５６）＋ＴＸ
、メキサカルベート（１２９０）＋ＴＸ、ミルベメクチン（５５７）＋ＴＸ、ミルベマイ
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シンオキシム（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ミパホクス（１２９３）＋ＴＸ、ミレックス
（１２９４）＋ＴＸ、モノクロトホス（５６１）＋ＴＸ、モルホチオン（１３００）＋Ｔ
Ｘ、モキシデクチン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ナフタロホス（代替名）［ＣＣＮ］＋
ＴＸ、ナレド（５６７）＋ＴＸ、ナフタレン（ＩＵＰＡＣ／Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ａｂｓｔ
ｒａｃｔｓ名）（１３０３）＋ＴＸ、ＮＣ－１７０（開発コード）（１３０６）＋ＴＸ、
ＮＣ－１８４（化合物コード）＋ＴＸ、ニコチン（５７８）＋ＴＸ、ニコチンスルフェー
ト（５７８）＋ＴＸ、ニフルリジド（１３０９）＋ＴＸ、ニテンピラム（５７９）＋ＴＸ
、ニチアジン（１３１１）＋ＴＸ、ニトリラカルブ（１３１３）＋ＴＸ、ニトリラカルブ
１：１塩化亜鉛錯体（１３１３）＋ＴＸ、ＮＮＩ－０１０１（化合物コード）＋ＴＸ、Ｎ
ＮＩ－０２５０（化合物コード）＋ＴＸ、ノルニコチン（慣習名）（１３１９）＋ＴＸ、
ノバルロン（５８５）＋ＴＸ、ノビフルムロン（５８６）＋ＴＸ、Ｏ－５－ジクロロ－４
－ヨードフェニルＯ－エチルエチルホスホノチオエート（ＩＵＰＡＣ名）（１０５７）＋
ＴＸ、Ｏ，Ｏ－ジエチルＯ－４－メチル－２－オキソ－２Ｈ－クロメン－７－イルホスホ
ロチオネート（ＩＵＰＡＣ名）（１０７４）＋ＴＸ、Ｏ，Ｏ－ジエチルＯ－６－メチル－
２－プロピルピリミジン－４－イルホスホロチオネート（ＩＵＰＡＣ名）（１０７５）＋
ＴＸ、Ｏ，Ｏ，Ｏ’，Ｏ’－テトラプロピルジチオピロホスフェート（ＩＵＰＡＣ名）（
１４２４）＋ＴＸ、オレイン酸（ＩＵＰＡＣ名）（５９３）＋ＴＸ、オメトエート（５９
４）＋ＴＸ、オキサミル（６０２）＋ＴＸ、オキシデメトンメチル（６０９）＋ＴＸ、オ
キシデプロホス（１３２４）＋ＴＸ、オキシジスルホトン（１３２５）＋ＴＸ、ｐｐ’－
ＤＤＴ（２１９）＋ＴＸ、パラ－ジクロロベンゼン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、パラチオン（６１
５）＋ＴＸ、パラチオンメチル（６１６）＋ＴＸ、ペンフルロン（代替名）［ＣＣＮ］＋
ＴＸ、ペンタクロロフェノール（６２３）＋ＴＸ、ラウリン酸ペンタクロロフェニル（Ｉ
ＵＰＡＣ名）（６２３）＋ＴＸ、ペルメトリン（６２６）＋ＴＸ、石油（代替名）（６２
８）＋ＴＸ、ＰＨ６０－３８（開発コード）（１３２８）＋ＴＸ、フェンカプトン（１３
３０）＋ＴＸ、フェノトリン（６３０）＋ＴＸ、フェントエート（６３１）＋ＴＸ、ホレ
ート（６３６）＋ＴＸ、ホサロン（６３７）＋ＴＸ、ホスホラン（１３３８）＋ＴＸ、ホ
スメット（６３８）＋ＴＸ、ホスニクロル（１３３９）＋ＴＸ、ホスファミドン（６３９
）＋ＴＸ、ホスフィン（ＩＵＰＡＣ名）（６４０）＋ＴＸ、ホキシム（６４２）＋ＴＸ、
ホキシムメチル（１３４０）＋ＴＸ、ピリメタホス（１３４４）＋ＴＸ、ピリミカーブ（
６５１）＋ＴＸ、ピリミホスエチル（１３４５）＋ＴＸ、ピリミホスメチル（６５２）＋
ＴＸ、ポリクロロジシクロペンタジエン異性体（ＩＵＰＡＣ名）（１３４６）＋ＴＸ、ポ
リクロロテルペン（慣習名）（１３４７）＋ＴＸ、亜ヒ酸カリウム［ＣＣＮ］＋ＴＸ、カ
リウムチオシアネート［ＣＣＮ］＋ＴＸ、プラレトリン（６５５）＋ＴＸ、プレコセンＩ
（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、プレコセンＩＩ（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、プレコセン
ＩＩＩ（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、プリミドホス（１３４９）＋ＴＸ、プロフェノホス
（６６２）＋ＴＸ、プロフルトリン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、プロマシル（１３５４）＋ＴＸ、
プロメカルブ（１３５５）＋ＴＸ、プロパホス（１３５６）＋ＴＸ、プロペタムホス（６
７３）＋ＴＸ、プロポキスル（６７８）＋ＴＸ、プロチダチオン（１３６０）＋ＴＸ、プ
ロチオホス（６８６）＋ＴＸ、プロトエート（１３６２）＋ＴＸ、プロトリフェンブト［
ＣＣＮ］＋ＴＸ、ピメトロジン（６８８）＋ＴＸ、ピラクロホス（６８９）＋ＴＸ、ピラ
ゾホス（６９３）＋ＴＸ、ピレスメトリン（１３６７）＋ＴＸ、ピレトリンＩ（６９６）
＋ＴＸ、ピレトリンＩＩ（６９６）＋ＴＸ、ピレトリン（６９６）＋ＴＸ、ピリダベン（
６９９）＋ＴＸ、ピリダリル（７００）＋ＴＸ、ピリダフェンチオン（７０１）＋ＴＸ、
ピリミジフェン（７０６）＋ＴＸ、ピリミテート（１３７０）＋ＴＸ、ピリプロキシフェ
ン（７０８）＋ＴＸ、カッシア（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、キナルホス（７１１）＋Ｔ
Ｘ、キナルホスメチル（１３７６）＋ＴＸ、キノチオン（１３８０）＋ＴＸ、キンチオホ
ス（１３８１）＋ＴＸ、Ｒ－１４９２（開発コード）（１３８２）＋ＴＸ、ラホキサニド
（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、レスメスリン（７１９）＋ＴＸ、ロテノン（７２２）＋Ｔ
Ｘ、ＲＵ１５５２５（開発コード）（７２３）＋ＴＸ、ＲＵ２５４７５（開発コード）（
１３８６）＋ＴＸ、リアニア（代替名）（１３８７）＋ＴＸ、リアノジン（慣習名）（１
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３８７）＋ＴＸ、サバジラ（代替名）（７２５）＋ＴＸ、シュラダン（１３８９）＋ＴＸ
、セブホス（代替名）＋ＴＸ、セラメクチン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ＳＩ－０００
９（化合物コード）＋ＴＸ、ＳＩ－０２０５（化合物コード）＋ＴＸ、ＳＩ－０４０４（
化合物コード）＋ＴＸ、ＳＩ－０４０５（化合物コード）＋ＴＸ、シラフルオフェン（７
２８）＋ＴＸ、ＳＮ７２１２９（開発コード）（１３９７）＋ＴＸ、亜ヒ酸ナトリウム［
ＣＣＮ］＋ＴＸ、シアン化ナトリウム（４４４）＋ＴＸ、ナトリウムフッ化物（ＩＵＰＡ
Ｃ／Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ名）（１３９９）＋ＴＸ、ヘキサフルオロケ
イ酸ナトリウム（１４００）＋ＴＸ、ペンタクロロフェノキシドナトリウム塩（６２３）
＋ＴＸ、セレン酸ナトリウム（ＩＵＰＡＣ名）（１４０１）＋ＴＸ、チオシアン酸ナトリ
ウム［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ソファミド（１４０２）＋ＴＸ、スピノサド（７３７）＋ＴＸ、
スピロメシフェン（７３９）＋ＴＸ、スピロテトラマト（ＣＣＮ）＋ＴＸ、スルコフロン
（７４６）＋ＴＸ、スルコフロンナトリウム（７４６）＋ＴＸ、スルフラミド（７５０）
＋ＴＸ、スルホテプ（７５３）＋ＴＸ、スルフリルフッ化物（７５６）＋ＴＸ、スルプロ
ホス（１４０８）＋ＴＸ、タール油（代替名）（７５８）＋ＴＸ、τ－フルバリネート（
３９８）＋ＴＸ、チオナジン（１４１２）＋ＴＸ、ＴＤＥ（１４１４）＋ＴＸ、テブフェ
ノジド（７６２）＋ＴＸ、テブフェンピラド（７６３）＋ＴＸ、テブピリムホス（７６４
）＋ＴＸ、テフルベンズロン（７６８）＋ＴＸ、テフルトリン（７６９）＋ＴＸ、テメホ
ス（７７０）＋ＴＸ、ＴＥＰＰ（１４１７）＋ＴＸ、テラレスリン（１４１８）＋ＴＸ、
テルバム（代替名）＋ＴＸ、テルブホス（７７３）＋ＴＸ、テトラクロロエタン［ＣＣＮ
］＋ＴＸ、テトラクロルビンホス（７７７）＋ＴＸ、テトラメトリン（７８７）＋ＴＸ、
θ－シペルメトリン（２０４）＋ＴＸ、チアクロプリド（７９１）＋ＴＸ、チアフェノク
ス（代替名）＋ＴＸ、チアメトキサム（７９２）＋ＴＸ、チクロホス（１４２８）＋ＴＸ
、チオカルボキシム（１４３１）＋ＴＸ、チオシクラム（７９８）＋ＴＸ、チオシクラム
水素オキサレート（７９８）＋ＴＸ、チオジカルブ（７９９）＋ＴＸ、チオファノックス
（８００）＋ＴＸ、チオメトン（８０１）＋ＴＸ、チオナジン（１４３４）＋ＴＸ、チオ
スルタップ（８０３）＋ＴＸ、チオスルタップナトリウム（８０３）＋ＴＸ、ツリンギエ
ンシン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、トルフェンピラド（８０９）＋ＴＸ、トラロメトリ
ン（８１２）＋ＴＸ、トランスフルトリン（８１３）＋ＴＸ、トランスパーメトリン（１
４４０）＋ＴＸ、トリアミホス（１４４１）＋ＴＸ、トリアザメート（８１８）＋ＴＸ、
トリアゾホス（８２０）＋ＴＸ、トリアズロン（代替名）＋ＴＸ、トリクロルホン（８２
４）＋ＴＸ、トリクロルメタホス－３（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、トリクロロナト（１
４５２）＋ＴＸ、トリフェノホス（１４５５）＋ＴＸ、トリフルムロン（８３５）＋ＴＸ
、トリメタカルブ（８４０）＋ＴＸ、トリプレン（１４５９）＋ＴＸ、バミドチオン（８
４７）＋ＴＸ、バニリプロール［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ベラトリジン（代替名）（７２５）＋
ＴＸ、ベラトリン（代替名）（７２５）＋ＴＸ、ＸＭＣ（８５３）＋ＴＸ、キシリルカル
ブ（８５４）＋ＴＸ、ＹＩ－５３０２（化合物コード）＋ＴＸ、ζ－シペルメトリン（２
０５）＋ＴＸ、ζメトリン（代替名）＋ＴＸ、亜鉛ホスフィド（６４０）＋ＴＸ、ゾラプ
ロホス（１４６９）およびＺＸＩ８９０１（開発コード）（８５８）＋ＴＸ、シアントラ
ニリプロール［７３６９９４－６３－１９］＋ＴＸ、クロラントラニリプロール［５００
００８－４５－７］＋ＴＸ、シエノピラフェン［５６０１２１－５２－０］＋ＴＸ、シフ
ルメトフェン［４００８８２－０７－７］＋ＴＸ、ピリフルキナゾン［３３７４５８－２
７－２］＋ＴＸ、スピネトラム［１８７１６６－４０－１＋１８７１６６－１５－０］＋
ＴＸ、スピロテトラマト［２０３３１３－２５－１］＋ＴＸ、スルホキサフロル［９４６
５７８－００－３］＋ＴＸ、フルフィプロール［７０４８８６－１８－０］＋ＴＸ、メペ
ルフルトリン［９１５２８８－１３－０］＋ＴＸ、テトラメチルフルトリン［８４９３７
－８８－２］＋ＴＸから構成される物質群から選択される殺虫剤、
ビス（トリブチルスズ）オキシド（ＩＵＰＡＣ名）（９１３）＋ＴＸ、ブロモアセタミド
［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ヒ酸カルシウム［ＣＣＮ］＋ＴＸ、クロエトカルブ（９９９）＋ＴＸ
、アセト亜ヒ酸銅［ＣＣＮ］＋ＴＸ、硫酸銅（１７２）＋ＴＸ、フェンチン（３４７）＋
ＴＸ、第二鉄リン酸（ＩＵＰＡＣ名）（３５２）＋ＴＸ、メタアルデヒド（５１８）＋Ｔ
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Ｘ、メチオカルブ（５３０）＋ＴＸ、ニクロスアミド（５７６）＋ＴＸ、ニクロスアミド
オラミン（５７６）＋ＴＸ、ペンタクロロフェノール（６２３）＋ＴＸ、ペンタクロロフ
ェノキシドナトリウム塩（６２３）＋ＴＸ、チオナジン（１４１２）＋ＴＸ、チオジカル
ブ（７９９）＋ＴＸ、酸化トリブチルスズ（９１３）＋ＴＸ、トリフェンモルフ（１４５
４）＋ＴＸ、トリメタカルブ（８４０）＋ＴＸ、酢酸トリフェニルスズ（ＩＵＰＡＣ名）
（３４７）および水酸化トリフェニルスズ（ＩＵＰＡＣ名）（３４７）＋ＴＸ、ピリプロ
ール［３９４７３０－７１－３］＋ＴＸから構成される物質群から選択される殺軟体動物
剤、
ＡＫＤ－３０８８（化合物コード）＋ＴＸ、１，２－ジブロモ－３－クロロプロパン（Ｉ
ＵＰＡＣ／Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ名）（１０４５）＋ＴＸ、１，２－ジ
クロロプロパン（ＩＵＰＡＣ／Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ名）（１０６２）
＋ＴＸ、１，２－ジクロロプロパンを伴う１，３－ジクロロプロペン（ＩＵＰＡＣ名）（
１０６３）＋ＴＸ、１，３－ジクロロプロペン（２３３）＋ＴＸ、３，４－ジクロロテト
ラヒドロチオフェン１，１－ジオキシド（ＩＵＰＡＣ／Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ａｂｓｔｒａ
ｃｔｓ名）（１０６５）＋ＴＸ、３－（４－クロロフェニル）－５－メチルロダニン（Ｉ
ＵＰＡＣ名）（９８０）＋ＴＸ、５－メチル－６－チオキソ－１，３，５－チアジアジナ
ン－３－イル酢酸（ＩＵＰＡＣ名）（１２８６）＋ＴＸ、６－イソペンテニルアミノプリ
ン（代替名）（２１０）＋ＴＸ、アバメクチン（１）＋ＴＸ、アセトプロール［ＣＣＮ］
＋ＴＸ、アラニカルブ（１５）＋ＴＸ、アルジカルブ（１６）＋ＴＸ、アルドキシカルブ
（８６３）＋ＴＸ、ＡＺ６０５４１（化合物コード）＋ＴＸ、ベンクロチアズ［ＣＣＮ］
＋ＴＸ、ベノミル（６２）＋ＴＸ、ブチルピリダベン（代替名）＋ＴＸ、カズサホス（１
０９）＋ＴＸ、カルボフラン（１１８）＋ＴＸ、二硫化炭素（９４５）＋ＴＸ、カルボス
ルファン（１１９）＋ＴＸ、クロルピクリン（１４１）＋ＴＸ、クロルピリホス（１４５
）＋ＴＸ、クロエトカルブ（９９９）＋ＴＸ、サイトカイニン（代替名）（２１０）＋Ｔ
Ｘ、ダゾメット（２１６）＋ＴＸ、ＤＢＣＰ（１０４５）＋ＴＸ、ＤＣＩＰ（２１８）＋
ＴＸ、ジアミダホス（１０４４）＋ＴＸ、ジクロロフェンチオン（１０５１）＋ＴＸ、ジ
クリホス（代替名）＋ＴＸ、ジメトエート（２６２）＋ＴＸ、ドラメクチン（代替名）［
ＣＣＮ］＋ＴＸ、エマメクチン（２９１）＋ＴＸ、エマメクチン安息香酸塩（２９１）＋
ＴＸ、エピリノメクチン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、エトプロホス（３１２）＋ＴＸ、
エチレンジブロミド（３１６）＋ＴＸ、フェナミホス（３２６）＋ＴＸ、フェンピラド（
代替名）＋ＴＸ、フェンスルホチオン（１１５８）＋ＴＸ、ホスチアゼート（４０８）＋
ＴＸ、ホスチエタン（１１９６）＋ＴＸ、ルフラール（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ＧＹ
－８１（開発コード）（４２３）＋ＴＸ、ヘテロホス［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ヨードメタン（
ＩＵＰＡＣ名）（５４２）＋ＴＸ、イサミドホス（１２３０）＋ＴＸ、イサゾホス（１２
３１）＋ＴＸ、イベルメクチン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、カイネチン（代替名）（２
１０）＋ＴＸ、メカルホン（１２５８）＋ＴＸ、メタム（５１９）＋ＴＸ、メタムカリウ
ム（代替名）（５１９）＋ＴＸ、メタムナトリウム（５１９）＋ＴＸ、臭化メチル（５３
７）＋ＴＸ、メチルイソチオシアネート（５４３）＋ＴＸ、ミルベマイシンオキシム（代
替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、モキシデクチン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ミロテシウムベ
ルカリア（Ｍｙｒｏｔｈｅｃｉｕｍ　ｖｅｒｒｕｃａｒｉａ）組成物（代替名）（５６５
）＋ＴＸ、ＮＣ－１８４（化合物コード）＋ＴＸ、オキサミル（６０２）＋ＴＸ、ホレー
ト（６３６）＋ＴＸ、ホスファミドン（６３９）＋ＴＸ、ホスホカルブ［ＣＣＮ］＋ＴＸ
、セブホス（代替名）＋ＴＸ、セラメクチン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、スピノサド（
７３７）＋ＴＸ、テルバム（代替名）＋ＴＸ、テルブホス（７７３）＋ＴＸ、テトラクロ
ロチオフェン（ＩＵＰＡＣ／Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ名）（１４２２）＋
ＴＸ、チアフェノクス（代替名）＋ＴＸ、チオナジン（１４３４）＋ＴＸ、トリアゾホス
（８２０）＋ＴＸ、トリアズロン（代替名）＋ＴＸ、キシレノルス［ＣＣＮ］＋ＴＸ、Ｙ
Ｉ－５３０２（化合物コード）およびゼアチン（代替名）（２１０）＋ＴＸ、フルエンス
ルホン［３１８２９０－９８－１］＋ＴＸから構成される物質群から選択される殺線虫剤
、
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エチルキサントゲン酸カリウム［ＣＣＮ］およびニトラピリン（５８０）＋ＴＸから構成
される物質群から選択される硝化抑制剤、
アシベンゾラル（６）＋ＴＸ、アシベンゾラル－Ｓ－メチル（６）＋ＴＸ、プロベナゾー
ル（６５８）およびオオイタドリ（Ｒｅｙｎｏｕｔｒｉａ　ｓａｃｈａｌｉｎｅｎｓｉｓ
）抽出物（代替名）（７２０）＋ＴＸから構成される物質群から選択される植物活性化剤
、
２－イソバレリルインダン－１，３－ジオン（ＩＵＰＡＣ名）（１２４６）＋ＴＸ、４－
（キノキサリン－２－イルアミノ）ベンゼンスルホンアミド（ＩＵＰＡＣ名）（７４８）
＋ＴＸ、α－クロロヒドリン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、リン化アルミニウム（６４０）＋ＴＸ、
アンツ（８８０）＋ＴＸ、三酸化ヒ素（８８２）＋ＴＸ、炭酸バリウム（８９１）＋ＴＸ
、ビスチオセミ（９１２）＋ＴＸ、ブロジファクム（８９）＋ＴＸ、ブロマジオロン（９
１）＋ＴＸ、ブロメタリン（９２）＋ＴＸ、シアン化カルシウム（４４４）＋ＴＸ、クロ
ラロース（１２７）＋ＴＸ、クロロファシノン（１４０）＋ＴＸ、コレカルシフェロール
（代替名）（８５０）＋ＴＸ、クマクロル（１００４）＋ＴＸ、クマフリル（１００５）
＋ＴＸ、クマテトラリル（１７５）＋ＴＸ、クリミジン（１００９）＋ＴＸ、ジフェナク
ム（２４６）＋ＴＸ、ジフェチアロン（２４９）＋ＴＸ、ジファシノン（２７３）＋ＴＸ
、エルゴカルシフェロール（３０１）＋ＴＸ、フロクマフェン（３５７）＋ＴＸ、フルオ
ロアセタミド（３７９）＋ＴＸ、フルプロパジン（１１８３）＋ＴＸ、フルプロパジンヒ
ドロクロリド（１１８３）＋ＴＸ、γ－ＨＣＨ（４３０）＋ＴＸ、ＨＣＨ（４３０）＋Ｔ
Ｘ、シアン化水素（４４４）＋ＴＸ、ヨードメタン（ＩＵＰＡＣ名）（５４２）＋ＴＸ、
リンダン（４３０）＋ＴＸ、リン化マグネシウム（ＩＵＰＡＣ名）（６４０）＋ＴＸ、臭
化メチル（５３７）＋ＴＸ、ノルボルミド（１３１８）＋ＴＸ、ホスアセチム（１３３６
）＋ＴＸ、ホスフィン（ＩＵＰＡＣ名）（６４０）＋ＴＸ、リン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ピン
ドン（１３４１）＋ＴＸ、亜ヒ酸カリウム［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ピリヌロン（１３７１）＋
ＴＸ、シリロシド（１３９０）＋ＴＸ、亜ヒ酸ナトリウム［ＣＣＮ］＋ＴＸ、シアン化ナ
トリウム（４４４）＋ＴＸ、フルオロ酢酸ナトリウム（７３５）＋ＴＸ、ストリキニン（
７４５）＋ＴＸ、硫酸タリウム［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ワルファリン（８５１）および亜鉛ホ
スフィド（６４０）＋ＴＸから構成される物質群から選択される殺鼠剤、
２－（２－ブトキシエトキシ）－エチルピペロニレート（ＩＵＰＡＣ名）（９３４）＋Ｔ
Ｘ、５－（１，３－ベンゾジオキソール－５－イル）－３－ヘキシルシクロヘキサ－２－
エノン（ＩＵＰＡＣ名）（９０３）＋ＴＸ、ファルネソールを伴うネロリドール（代替名
）（３２４）＋ＴＸ、ＭＢ－５９９（開発コード）（４９８）＋ＴＸ、ＭＧＫ２６４（開
発コード）（２９６）＋ＴＸ、ピペロニルブトキシド（６４９）＋ＴＸ、ピプロタール（
１３４３）＋ＴＸ、プロピル異性体（１３５８）＋ＴＸ、Ｓ４２１（開発コード）（７２
４）＋ＴＸ、セサメックス（１３９３）＋ＴＸ、セサスモリン（１３９４）およびスルホ
キシド（１４０６）＋ＴＸから構成される物質群から選択される共力剤、
アントラキノン（３２）＋ＴＸ、クロラロース（１２７）＋ＴＸ、ナフテン酸銅［ＣＣＮ
］＋ＴＸ、オキシ塩化銅（１７１）＋ＴＸ、ダイアジノン（２２７）＋ＴＸ、ジシクロペ
ンタジエン（化学名）（１０６９）＋ＴＸ、グアザチン（４２２）＋ＴＸ、グアザチン酢
酸塩（４２２）＋ＴＸ、メチオカルブ（５３０）＋ＴＸ、ピリジン－４－アミン（ＩＵＰ
ＡＣ名）（２３）＋ＴＸ、チラム（８０４）＋ＴＸ、トリメタカルブ（８４０）＋ＴＸ、
ナフテン酸亜鉛［ＣＣＮ］およびジラム（８５６）＋ＴＸから構成される物質群から選択
される動物忌避剤、
イマニン（代替名）［ＣＣＮ］およびリバビリン（代替名）［ＣＣＮ］＋ＴＸから構成さ
れる物質群から選択される抗ウイルス剤、
酸化水銀（ＩＩ）（５１２）＋ＴＸ、オクチリノン（５９０）およびチオファネートメチ
ル（８０２）＋ＴＸから構成される物質群から選択される創傷保護剤、
ならびに、アザコナゾール（６０２０７－３１－０］＋ＴＸ、ビテルタノール［７０５８
５－３６－３］＋ＴＸ、ブロムコナゾール［１１６２５５－４８－２］＋ＴＸ、シプロコ
ナゾール［９４３６１－０６－５］＋ＴＸ、ジフェンコナゾール［１１９４４６－６８－
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３］＋ＴＸ、ジニコナゾール［８３６５７－２４－３］＋ＴＸ、エポキシコナゾール［１
０６３２５－０８－０］＋ＴＸ、フェンブコナゾール［１１４３６９－４３－６］＋ＴＸ
、フルキンコナゾール［１３６４２６－５４－５］＋ＴＸ、フルシラゾール［８５５０９
－１９－９］＋ＴＸ、フルトリアホール［７６６７４－２１－０］＋ＴＸ、ヘキサコナゾ
ール［７９９８３－７１－４］＋ＴＸ、イマザリル［３５５５４－４４－０］＋ＴＸ、イ
ミベンコナゾール［８６５９８－９２－７］＋ＴＸ、イプコナゾール［１２５２２５－２
８－７］＋ＴＸ、メトコナゾール［１２５１１６－２３－６］＋ＴＸ、ミクロブタニル［
８８６７１－８９－０］＋ＴＸ、ペフラゾエート［１０１９０３－３０－４］＋ＴＸ、ペ
ンコナゾール［６６２４６－８８－６］＋ＴＸ、プロチオコナゾール［１７８９２８－７
０－６］＋ＴＸ、ピリフェノックス［８８２８３－４１－４］＋ＴＸ、プロクロラズ［６
７７４７－０９－５］＋ＴＸ、プロピコナゾール［６０２０７－９０－１］＋ＴＸ、シメ
コナゾール［１４９５０８－９０－７］＋ＴＸ、テブコナゾール［１０７５３４－９６－
３］＋ＴＸ、テトラコナゾール［１１２２８１－７７－３］＋ＴＸ、トリアジメホン［４
３１２１－４３－３］＋ＴＸ、トリアジメノール［５５２１９－６５－３］＋ＴＸ、トリ
フルミゾール［９９３８７－８９－０］＋ＴＸ、トリチコナゾール［１３１９８３－７２
－７］＋ＴＸ、アンシミドール［１２７７１－６８－５］＋ＴＸ、フェナリモル［６０１
６８－８８－９］＋ＴＸ、ヌアリモル［６３２８４－７１－９］＋ＴＸ、ブピリメート［
４１４８３－４３－６］＋ＴＸ、ジメチリモール［５２２１－５３－４］＋ＴＸ、エチリ
モール［２３９４７－６０－６］＋ＴＸ、ドデモルフ［１５９３－７７－７］＋ＴＸ、フ
ェンプロピジン［６７３０６－００－７］＋ＴＸ、フェンプロピモルフ［６７５６４－９
１－４］＋ＴＸ、スピロキサミン［１１８１３４－３０－８］＋ＴＸ、トリデモルフ［８
１４１２－４３－３］＋ＴＸ、シプロジニル［１２１５５２－６１－２］＋ＴＸ、メパニ
ピリム［１１０２３５－４７－７］＋ＴＸ、ピリメタニル［５３１１２－２８－０］＋Ｔ
Ｘ、フェンピクロニル［７４７３８－１７－３］＋ＴＸ、フルジオキソニル［１３１３４
１－８６－１］＋ＴＸ、ベナラキシル［７１６２６－１１－４］＋ＴＸ、フララキシル［
５７６４６－３０－７］＋ＴＸ、メタラキシル［５７８３７－１９－１］＋ＴＸ、Ｒ－メ
タラキシル［７０６３０－１７－０］＋ＴＸ、オフレース［５８８１０－４８－３］＋Ｔ
Ｘ、オキサジキシル［７７７３２－０９－３］＋ＴＸ、ベノミル［１７８０４－３５－２
］＋ＴＸ、カルベンダジム［１０６０５－２１－７］＋ＴＸ、デバカルブ［６２７３２－
９１－６］＋ＴＸ、フベリダゾール［３８７８－１９－１］＋ＴＸ、チアベンダゾール［
１４８－７９－８］＋ＴＸ、クロゾリネート［８４３３２－８６－５］＋ＴＸ、ジクロゾ
リン［２４２０１－５８－９］＋ＴＸ、イプロジオン［３６７３４－１９－７］＋ＴＸ、
ミクロゾリン［５４８６４－６１－８］＋ＴＸ、プロシミドン［３２８０９－１６－８］
＋ＴＸ、ビンクロゾリン［５０４７１－４４－８］＋ＴＸ、ボスカリド［１８８４２５－
８５－６］＋ＴＸ、カルボキシン［５２３４－６８－４］＋ＴＸ、フェンフラム［２４６
９１－８０－３］＋ＴＸ、フルトラニル［６６３３２－９６－５］＋ＴＸ、メプロニル［
５５８１４－４１－０］＋ＴＸ、オキシカルボキシン［５２５９－８８－１］＋ＴＸ、ペ
ンチオピラド［１８３６７５－８２－３］＋ＴＸ、チフルザミド［１３００００－４０－
７］＋ＴＸ、グアザチン［１０８１７３－９０－６］＋ＴＸ、ドジン［２４３９－１０－
３］［１１２－６５－２］（遊離塩基）＋ＴＸ、イミノクタジン［１３５１６－２７－３
］＋ＴＸ、アゾキシストロビン［１３１８６０－３３－８］＋ＴＸ、ジモキシストロビン
［１４９９６１－５２－４］＋ＴＸ、エネストロビン｛Ｐｒｏｃ．ＢＣＰＣ，Ｉｎｔ．Ｃ
ｏｎｇｒ．，Ｇｌａｓｇｏｗ，２００３，１，９３｝＋ＴＸ、フルオキサストロビン［３
６１３７７－２９－９］＋ＴＸ、クレソキシムメチル［１４３３９０－８９－０］＋ＴＸ
、メトミノストロビン［１３３４０８－５０－１］＋ＴＸ、トリフロキシストロビン［１
４１５１７－２１－７］＋ＴＸ、オリザストロビン［２４８５９３－１６－０］＋ＴＸ、
ピコキシストロビン［１１７４２８－２２－５］＋ＴＸ、ピラクロストロビン［１７５０
１３－１８－０］＋ＴＸ、フェルバム［１４４８４－６４－１］＋ＴＸ、マンコゼブ［８
０１８－０１－７］＋ＴＸ、マンネブ［１２４２７－３８－２］＋ＴＸ、メチラム［９０
０６－４２－２］＋ＴＸ、プロピネブ［１２０７１－８３－９］＋ＴＸ、チラム［１３７
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－２６－８］＋ＴＸ、ジネブ［１２１２２－６７－７］＋ＴＸ、ジラム［１３７－３０－
４］＋ＴＸ、カプタホール［２４２５－０６－１］＋ＴＸ、キャプタン［１３３－０６－
２］＋ＴＸ、ジクロフルアニド［１０８５－９８－９］＋ＴＸ、フルオロイミド［４１２
０５－２１－４］＋ＴＸ、ホルペット［１３３－０７－３］＋ＴＸ、トリルフルアニド［
７３１－２７－１］＋ＴＸ、ボルドー液［８０１１－６３－０］＋ＴＸ、水酸化銅（ＩＩ
）［２０４２７－５９－２］＋ＴＸ、塩化銅［１３３２－４０－７］＋ＴＸ、硫酸銅［７
７５８－９８－７］＋ＴＸ、酸化銅（ＩＩ）［１３１７－３９－１］＋ＴＸ、マンカッパ
ー［５３９８８－９３－５］＋ＴＸ、オキシン銅［１０３８０－２８－６］＋ＴＸ、ジノ
カップ［１３１－７２－６］＋ＴＸ、ニトロタルイソプロピル［１０５５２－７４－６］
＋ＴＸ、エディフェンホス［１７１０９－４９－８］＋ＴＸ、イプロベンホス［２６０８
７－４７－８］＋ＴＸ、イソプロチオラン［５０５１２－３５－１］＋ＴＸ、ホスジフェ
ン［３６５１９－００－３］＋ＴＸ、ピラゾホス［１３４５７－１８－６］＋ＴＸ、トル
コホスメチル［５７０１８－０４－９］＋ＴＸ、アシベンゾラル－Ｓ－メチル［１３５１
５８－５４－２］＋ＴＸ、アニラジン［１０１－０５－３］＋ＴＸ、ベンチアバリカルブ
［４１３６１５－３５－７］＋ＴＸ、ブラストサイジン－Ｓ［２０７９－００－７］＋Ｔ
Ｘ、チノメチオナート［２４３９－０１－２］＋ＴＸ、クロロネブ［２６７５－７７－６
］＋ＴＸ、クロロタロニル［１８９７－４５－６］＋ＴＸ、シフルフェナミド［１８０４
０９－６０－３］＋ＴＸ、シモキサニル［５７９６６－９５－７］＋ＴＸ、ジクロン［１
１７－８０－６］＋ＴＸ、ジクロシメット［１３９９２０－３２－４］＋ＴＸ、ジクロメ
ジン［６２８６５－３６－５］＋ＴＸ、ジクロラン［９９－３０－９］＋ＴＸ、ジエトフ
ェンカルブ［８７１３０－２０－９］＋ＴＸ、ジメトモルフ［１１０４８８－７０－５］
＋ＴＸ、ＳＹＰ－ＬＩ９０（フルモルフ）［２１１８６７－４７－９］＋ＴＸ、ジチアノ
ン［３３４７－２２－６］＋ＴＸ、エタボキサム［１６２６５０－７７－３］＋ＴＸ、エ
トリジアゾール［２５９３－１５－９］＋ＴＸ、ファモキサドン［１３１８０７－５７－
３］＋ＴＸ、フェンアミドン［１６１３２６－３４－７］＋ＴＸ、フェノキサニル［１１
５８５２－４８－７］＋ＴＸ、フェンチン［６６８－３４－８］＋ＴＸ、フェリムゾン［
８９２６９－６４－７］＋ＴＸ、フルアジナム［７９６２２－５９－６］＋ＴＸ、フルオ
ピコリド［２３９１１０－１５－７］＋ＴＸ、フルスルファミド［１０６９１７－５２－
６］＋ＴＸ、フェンヘキサミド［１２６８３３－１７－８］＋ＴＸ、ホセチルアルミニウ
ム［３９１４８－２４－８］＋ＴＸ、ヒメキサゾール［１０００４－４４－１］＋ＴＸ、
イプロバリカルブ［１４０９２３－１７－７］＋ＴＸ、ＩＫＦ－９１６（シアゾファミド
）［１２０１１６－８８－３］＋ＴＸ、カスガマイシン［６９８０－１８－３］＋ＴＸ、
メタスルホカルブ［６６９５２－４９－６］＋ＴＸ、メトラフェノン［２２０８９９－０
３－６］＋ＴＸ、ペンシクロン［６６０６３－０５－６］＋ＴＸ、フタリド［２７３５５
－２２－２］＋ＴＸ、ポリオキシン［１１１１３－８０－７］＋ＴＸ、プロベナゾール［
２７６０５－７６－１］＋ＴＸ、プロパモカルブ［２５６０６－４１－１］＋ＴＸ、プロ
キナジド［１８９２７８－１２－４］＋ＴＸ、ピロキロン［５７３６９－３２－１］＋Ｔ
Ｘ、キノキシフェン［１２４４９５－１８－７］＋ＴＸ、キントゼン［８２－６８－８］
＋ＴＸ、スルフル［７７０４－３４－９］＋ＴＸ、チアジニル［２２３５８０－５１－６
］＋ＴＸ、トリアゾキシド［７２４５９－５８－６］＋ＴＸ、トリシクラゾール［４１８
１４－７８－２］＋ＴＸ、トリホリン［２６６４４－４６－２］＋ＴＸ、バリダマイシン
［３７２４８－４７－８］＋ＴＸ、ゾキサミド（ＲＨ７２８１）［１５６０５２－６８－
５］＋ＴＸ、マンジプロパミド［３７４７２６－６２－２］＋ＴＸ、イソピラザム［８８
１６８５－５８－１］＋ＴＸ、セダキサン［８７４９６７－６７－６］＋ＴＸ、３－ジフ
ルオロメチル－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボン酸（９－ジクロロメチレン
－１，２，３，４－テトラヒドロ－１，４－メタノンナフタレン－５－イル）－アミド（
国際公開第２００７／０４８５５６号パンフレットに開示されている）＋ＴＸ、３－ジフ
ルオロメチル－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボン酸［２－（２，４－ジクロ
ロフェニル）－２－メトキシ－１－メチルエチル］－アミド（国際公開第２００８／１４
８５７０号パンフレットに開示されている）＋ＴＸ、１－［４－［４－［（５Ｓ）５－（
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２，６－ジフルオロフェニル）－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］
－１，３－チアゾール－２－イル］ピペリジン－１－イル］－２－［５－メチル－３－（
トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］エタノン＋ＴＸ、１－［４－［４
－［５－（２，６－ジフルオロフェニル）－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－
３－イル］－１，３－チアゾール－２－イル］ピペリジン－１－イル］－２－［５－メチ
ル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］エタノン［１００３３
１８－６７－９］（共に、国際公開第２０１０／１２３７９１号パンフレット、国際公開
第２００８／０１３９２５号パンフレット、国際公開第２００８／０１３６２２号パンフ
レットおよび国際公開第２０１１／０５１２４３号パンフレット、第２０ページに開示さ
れている）＋ＴＸ、３－ジフルオロメチル－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボ
ン酸（３’，４’，５’－トリフルオロ－ビフェニル－２－イル）－アミド（国際公開第
２００６／０８７３４３号パンフレットにおいて開示されている）＋ＴＸ、および１－メ
チル－２－（２，４，５－トリクロロ－チオフェン－３－イル）－エチル］＋ＴＸ。
【０２８４】
　例えば［３８７８－１９－１］といった有効成分に続く括弧中の参照は、Ｃｈｅｍｉｃ
ａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ　Ｒｅｇｉｓｔｒｙ　ｎｕｍｂｅｒを指している。上記の混合
相手は公知である。有効成分が「Ｔｈｅ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎｕａｌ」［Ｔｈｅ
　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎｕａｌ－Ａ　Ｗｏｒｌｄ　Ｃｏｍｐｅｎｄｉｕｍ；Ｔｈｉ
ｒｔｅｅｎｔｈ　Ｅｄｉｔｉｏｎ；Ｅｄｉｔｏｒ：Ｃ．Ｄ．Ｓ．ＴｏｍＬｉｎ；Ｔｈｅ　
Ｂｒｉｔｉｓｈ　Ｃｒｏｐ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　Ｃｏｕｎｃｉｌ］中に含まれている
場合、これらは、特定の化合物について本明細書中上記の丸括弧中に示されている項目番
号下でその中に記載されており；例えば、化合物「アバメクチン」は、項目番号（１）下
に記載されている。上記に記載の特定の化合物について「［ＣＣＮ］」が付記されている
場合、対象の化合物は［Ａ．Ｗｏｏｄ；Ｃｏｍｐｅｎｄｉｕｍ　ｏｆ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄ
ｅ　Ｃｏｍｍｏｎ　Ｎａｍｅｓ，Ｃｏｐｙｒｉｇｈｔ（著作権）１９９５－２００４］に
てインターネットを介してアクセス可能である「Ｃｏｍｐｅｎｄｉｕｍ　ｏｆ　Ｐｅｓｔ
ｉｃｉｄｅ　Ｃｏｍｍｏｎ　Ｎａｍｅｓ」に含まれており；例えば、化合物「アセトプロ
ール」は、インターネットアドレスｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ａｌａｎｗｏｏｄ．ｎｅｔ／
ｐｅｓｔｉｃｉｄｅｓ／ａｃｅｔｏｐｒｏｌｅ．ｈｔｍｌにおいて記載されている。
【０２８５】
　上記明細書において、上記の活性処方成分の大部分は、いわゆる「慣用名」、関連する
「ＩＳＯ慣用名」または他の「慣用名」を個々の事例において用いることにより言及され
ている。「慣用名」による呼称ではない場合、代わりに用いられる呼称の性質は特定の化
合物について丸括弧中に記載されており；この場合、ＩＵＰＡＣ名、ＩＵＰＡＣ／Ｃｈｅ
ｍｉｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ名、「化学名」、「慣習名」、「化合物名」もしくは「
開発コード」が用いられており、またはこれらの呼称もしくは「慣用名」のいずれも用い
られていない場合には、「代替名」が採用されている。「ＣＡＳ登録番号」とは、Ｃｈｅ
ｍｉｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ　Ｒｅｇｉｓｔｒｙ　Ｎｕｍｂｅｒを意味する。
【０２８６】
　式Ｉの化合物または表Ａ１～Ａ１２および表Ｂから選択される１種の特定の化合物と上
記の活性処方成分との混合物は、好ましくは、１００：１～１：６０００、特に５０：１
～１：５０、特に２０：１～１：２０、特に１０：１～１：１０、特に５：１および１：
５の混合比であり、２：１～１：２の比が特に好ましく、また、４：１～２：１の比も同
様に好ましく、とりわけ、１：１、または５：１、または５：２、または５：３、または
５：４、または４：１、または４：２、または４：３、または３：１、または３：２、ま
たは２：１、または１：５、または２：５、または３：５、または４：５、または１：４
、または２：４、または３：４、または１：３、または２：３、または１：２、または１
：６００、または１：３００、または１：１５０、または１：３５、または２：３５、ま
たは４：３５、または１：７５、または２：７５、または４：７５、または１：６０００
、または１：３０００、または１：１５００、または１：３５０、または２：３５０、ま
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たは４：３５０、または１：７５０、または２：７５０、または４：７５０の比が好まし
い。これらの混合比は、一方では重量比、また、他方ではモル比を含むと理解される。
【０２８７】
　上記の混合物は、上記の混合物を含む組成物を有害生物もしくはその環境に適用するス
テップを含む有害生物を防除する方法において用いられることが可能であるが、手術もし
くは治療によるヒトもしくは動物の身体の処置法、およびヒトまたは動物の身体において
実施される診断法は除かれる。
【０２８８】
　式Ｉの化合物または表Ａ１～Ａ１２および表Ｂから選択される１種の特定の１種の特定
の化合物と上記の１種以上の活性処方成分とを含む混合物は、例えば、単一の「調合済み
」形態で、「タンク混合物」などの単一の活性処方成分コンポーネントの個別の配合物か
ら組成される複合噴霧混合物で、ならびに、連続して、すなわち、数時間または数日間な
どの適度に短い間隔で次々に適用される場合には単一の活性処方成分の併用で、適用され
ることが可能である。式Ｉの化合物または表Ａ１（化合物Ａ１．１～Ａ１．１１２）から
選択される１種の特定の化合物または表Ａ１～Ａ１２および表Ｂから選択される特定の１
種の化合物、および上記の活性処方成分を適用する順番は、本発明の実施に関しては特に
重要ではない。
【０２８９】
　組成物はまた、例えば未エポキシ化またはエポキシ化植物性油（例えばエポキシ化ココ
ナツ油、ナタネ油またはダイズ油）といった安定化剤、例えばシリコーン油といった消泡
剤、防腐剤、粘度調節剤、バインダおよび／もしくは粘着剤、肥料、または特定の効果を
達成するための他の活性処方成分、例えば殺菌剤、殺菌・殺カビ剤、抗線虫薬、植物活性
化剤、殺軟体動物剤もしくは除草剤などのさらなる固体助剤もしくは液体助剤を含んでい
ることが可能である。
【０２９０】
　本発明による組成物は、それ自体は公知である様式において、助剤の不在下で、例えば
、固体活性処方成分を粉末化し、スクリーニングし、および／または固体に圧縮すること
により調製され、また、少なくとも１種の助剤の存在下に、例えば、活性処方成分を助剤
と共に均質混合し、および／または粉末化することにより調製される。組成物のこれらの
調製プロセス、およびこれらの組成物を調製するための化合物Ｉの使用もまた本発明の主
題である。
【０２９１】
　流行している状況における意図される目的、および上述の種類の有害生物を防除するた
めの組成物の使用に適合するよう選択されるべきである、吹付け、噴霧、散粉、はけ塗り
、粉衣、拡散または流しかけなどの上述の種類の有害生物の防除方法である組成物の適用
方法が本発明の他の主題である。典型的な濃度割合は、０．１～１０００ｐｐｍ、好まし
くは０．１～５００ｐｐｍの活性処方成分である。１ヘクタール当たりの適用量は、一般
に１～２０００ｇの活性処方成分／ヘクタール、特に１０～１０００ｇ／ｈａ、好ましく
は１０～６００ｇ／ｈａである。
【０２９２】
　作物保護分野における好ましい適用方法は植物の群葉への適用（葉面処理）であり、対
象となる有害生物による外寄生の脅威に合致する適用頻度および量を選択することが可能
である。あるいは、植物の生息地に液体組成物を潅注することにより、または固体形態の
活性処方成分を例えば土壌といった植物の生息地に例えば顆粒の形態で導入すること（土
壌施用）により、根系を介して活性成分を植物に到達させることが可能である（全身作用
）。水稲作物の場合、このような顆粒は、満たされた水田に計量されることが可能である
。
【０２９３】
　本発明の組成物はまた、果実、塊茎あるいは穀粒などの例えば種子といった植物繁殖体
（plant propagation material）、または苗床植物の上記の種類の有害生物に対する保護
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に好適である。繁殖体を植える前に組成物で処理することが可能であり、例えば、種子を
播種の前に処理することが可能である。あるいは、穀粒を液体組成物中に液浸させること
により、または固体組成物層を塗布することにより、組成物を種子穀粒に適用する（コー
ティング）ことが可能である。繁殖体を適用サイトに植える際、例えばドリルまきの最中
に種子畝間に組成物を適用することも可能である。植物繁殖体のこれらの処理方法、およ
びこのように処理された植物繁殖体が本発明のさらなる主題である。
【０２９４】
　本発明に係る式（Ｉ）の化合物はまた、毒性緩和剤と組み合わされて用いられることが
可能である。好ましくは、これらの混合物では、式（Ｉ）の化合物または表Ａ１～Ａ１２
および表Ｂから選択される１種の特定の化合物である。以下の毒性緩和剤を伴う混合物が
特に考慮される。
　式（Ｉ）の化合物＋クロキントセルメキシル、式（Ｉ）の化合物＋クロキントセット酸
およびその塩、式（Ｉ）の化合物＋フェンクロラゾール－エチル、式（Ｉ）の化合物＋フ
ェンクロラゾール酸およびその塩、式（Ｉ）の化合物＋メフェンピル－ジエチル、式（Ｉ
）の化合物＋メフェンピル二酸、式（Ｉ）の化合物＋イソキサジフェン－エチル、式（Ｉ
）の化合物＋イソキサジフェン酸、式（Ｉ）の化合物＋フリラゾール、式（Ｉ）の化合物
＋フリラゾールＲ異性体、式（Ｉ）の化合物＋ベノキサコール、式（Ｉ）の化合物＋ジク
ロルミド、式（Ｉ）の化合物＋ＡＤ－６７、式（Ｉ）の化合物＋オキサベトリニル、式（
Ｉ）の化合物＋シオメトリニル、式（Ｉ）の化合物＋シオメトリニルＺ－異性体、式（Ｉ
）の化合物＋フェンクロリム、式（Ｉ）の化合物＋シプロスルファミド、式（Ｉ）の化合
物＋ナフタル酸無水物、式（Ｉ）の化合物＋フルラゾール、式（Ｉ）の化合物＋Ｎ－（２
－メトキシベンゾイル）－４－［（メチルアミノカルボニル）アミノ］ベンゼンスルホン
アミド、式（Ｉ）の化合物＋ＣＬ３０４，４１５、式（Ｉ）の化合物＋ジシクロノン、式
（Ｉ）の化合物＋フルキソフェニム、式（Ｉ）の化合物＋ＤＫＡ－２４、式（Ｉ）の化合
物＋Ｒ－２９１４８および式（Ｉ）の化合物＋ＰＰＧ－１２９２。毒性緩和効果はまた、
式（Ｉ）の化合物＋ダイムロン、式（Ｉ）の化合物＋ＭＣＰＡ、式（Ｉ）の化合物＋メコ
プロップ、ならびに、式（Ｉ）の化合物＋メコプロップ－Ｐの混合物についても観察可能
である。
【０２９５】
　ＴＸの混合相手は、例えばＴｈｅ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎｕａｌ，１２ｔｈ　Ｅ
ｄｉｔｉｏｎ（ＢＣＰＣ），２０００において記載されているとおり、エステルまたは塩
の形態でもあり得る。
【０２９６】
　ＴＸと混合されるべき活性処方成分の上記の異なる列挙において、式Ｉの化合物は、好
ましくは、表Ａ１～Ａ１２および表Ｂから選択される１種の特定の化合物である。
【０２９７】
　式Ｉの化合物、特に表Ａ１～Ａ１２および表Ｂから選択される１種の特定のまたは１種
の特定の化合物と、他の殺虫剤、殺菌・殺カビ剤、除草剤、毒性緩和剤、補助剤等との上
記の混合物において、混合比は、広い範囲にわたって様々であることが可能であり、好ま
しくは１００：１～１：６０００、特に５０：１～１：５０、特に２０：１～１：２０、
特に１０：１～１：１０である。これらの混合比は、一方では重量比、また、他方ではモ
ル比を含むと理解される。
【０２９８】
　混合物は、上記の配合物において有利に用いられることが可能である（この場合、「有
効成分」はＴＸと混合相手とのそれぞれの混合物に関連する）。
【０２９９】
　いくつかの混合物は、物理的、化学的または生物学的特性が顕著に異なる有効成分を含
んでいる場合があり、これらは、同一の従来の配合物タイプに問題なく適しているわけで
はない。これらの状況においては、他の配合物タイプが調製され得る。例えば、１種の有
効成分が不水溶性の固体であり、および他のものが不水溶性の液体である場合であっても
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、固体有効成分を懸濁液として分散させ（ＳＣと同様の調製を用いて）、液体有効成分を
エマルジョンとして分散させ（ＥＷと同様の調製を用いて）ることにより、有効成分の各
々を同一の連続水性相中に分散させることが可能であり得る。得られる組成物は、サスポ
エマルジョン（ＳＥ）配合物である。
【０３００】
　ＴＸ、表Ａ１～Ａ１２および表Ｂから選択される１種の特定のまたは１種の特定の化合
物、および上記の１種以上の活性処方成分を含む混合物は、例えば、単一の「調合済み」
形態で、「タンク混合物」などの単一の活性処方成分コンポーネントの個別の配合物から
組成される複合噴霧混合物で、ならびに、連続して、すなわち、数時間または数日間など
の適度に短い間隔で次々に適用される場合には単一の活性処方成分の併用で、適用される
ことが可能である。式Ｉの化合物、または表Ａ１～Ａ１２および表Ｂから選択される１種
の特定の化合物、ならびに、上記に記載の活性処方成分を適用する順番は本発明の実施に
は重要ではない。
【０３０１】
　式（Ｉ）の化合物は、植物を種子伝染病、土壌伝染病または葉真菌病から保護するため
に、土壌、ピートまたは他の発根媒体に混合されてもよい。
【０３０２】
　組成物中に用いられる好適な共力剤の例としては、ピペロニルブトキシド、セサメック
ス、サフロキサンおよびドデシルイミダゾールが挙げられる。
【０３０３】
　組成物に包含される好適な除草剤および植物成長調節剤は、意図される標的および要求
される効果に応じることとなる。
【０３０４】
　包含され得るイネ選択性除草剤の例はプロパニルである。綿に用いられる植物成長調節
剤の例はＰＩＸ（商標）である。
【０３０５】
　いくつかの混合物は、物理的、化学的または生物学的特性が顕著に異なる有効成分を含
んでいる場合があり、これらは、同一の従来の配合物タイプに問題なく適しているわけで
はない。これらの状況においては、他の配合物タイプが調製され得る。例えば、１種の有
効成分が不水溶性の固体であり、および他のものが不水溶性の液体である場合であっても
、固体有効成分を懸濁液として分散させ（ＳＣと同様の調製を用いて）、液体有効成分を
エマルジョンとして分散させ（ＥＷと同様の調製を用いて）ることにより、有効成分の各
々を同一の連続水性相中に分散させることが可能であり得る。得られる組成物は、サスポ
エマルジョン（ＳＥ）配合物である。
【０３０６】
　以下の実施例は、本発明を例示するものであり、限定するものではない。
【実施例】
【０３０７】
　本発明の化合物は、低施用量で効力が高いことにより公知の化合物とは区別が可能であ
り、これは、実施例においてアウトラインされている実験手法を用い、必要に応じて、例
えば５０ｐｐｍ、１２．５ｐｐｍ、６ｐｐｍ、３ｐｐｍ、１．５ｐｐｍまたは０．８ｐｐ
ｍといった低施用量を用いることにより当業者によって検証が可能である。
【０３０８】
調製例
実施例Ｐ．１：Ｎ－［３－［［２－ブロモ－６－（ジフルオロメトキシ）－４－［１，２
，２，２－テトラフルオロ－１－（トリフルオロメチル）エチル］フェニル］カルバモイ
ル］－２－フルオロ－フェニル］－Ｎ－エチル－ピリジン－４－カルボキサミド（表Ｂの
項目２）
ステップ１：Ｎ－［２－ブロモ－６－（ジフルオロメトキシ）－４－［１，２，２，２－
テトラフルオロ－１－（トリフルオロメチル）エチル］フェニル］－２－フルオロ－３－
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ニトロ－ベンズアミド
【化２８】

　１１ｇの２－フルオロ－３－ニトロ－安息香酸の１７０ｍｌのジクロロメタン中の懸濁
液に、１滴のＮ，Ｎ－ジメチルホルムアミドを添加し、続いて、５．５５ｍｌの二塩化オ
キサリルを添加した。得られた黄色の懸濁液を周囲温度で５．５時間撹拌した。次いで、
この溶液を蒸発させて１２．２ｇの２－フルオロ－３－ニトロ－塩化ベンゾイルを得た。
２０．７ｇの２－ブロモ－６－（ジフルオロメトキシ）－４－［１，２，２，２－テトラ
フルオロ－１－（トリフルオロメチル）エチル］アニリンの２００ｍｌのアセトニトリル
中の溶液に、１２．２ｇの２－フルオロ－３－ニトロ－塩化ベンゾイルおよび０．８４ｇ
のヨウ化カリウムを添加し、得られた溶液を１８時間加熱還流した。次いで、溶剤を蒸発
させ、残渣を酢酸エチル中に溶解させ、水性重炭酸ナトリウムで抽出した。有機相を無水
硫酸ナトリウムで乾燥させ、溶剤を蒸発させた。このようにして、２９ｇの粗Ｎ－［２－
ブロモ－６－（ジフルオロメトキシ）－４－［１，２，２，２－テトラフルオロ－１－（
トリフルオロメチル）エチル］フェニル］－２－フルオロ－３－ニトロ－ベンズアミドを
得、これを、さらに精製することなくステップ２に用いた。1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ
，ＣＤＣｌ3，δ　ｐｐｍ単位）：８．４４（ｔ，１Ｈ），８．２８（ｔ，１Ｈ），８．
０７（ｄ，１Ｈ），７．８１（ｓ，１Ｈ），７．５２（ｍ，２Ｈ），６．６０（ｔ，１Ｈ
）．
【０３０９】
ステップ２：３－アミノ－Ｎ－［２－ブロモ－６－（ジフルオロメトキシ）－４－［１，
２，２，２－テトラフルオロ－１－（トリフルオロメチル）エチル］フェニル］－２－フ
ルオロ－ベンズアミド

【化２９】

　１５．０７ｇのＮ－［２－ブロモ－６－（ジフルオロメトキシ）－４－［１，２，２，
２－テトラフルオロ－１－（トリフルオロメチル）エチル］フェニル］－２－フルオロ－
３－ニトロ－ベンズアミドおよび３．６７ｇ鉄粉末の１００ｍｌのエタノールおよび３０
ｍｌの水中の懸濁液に、１ｍｌの濃塩酸を添加した。得られた濃色の懸濁液を７時間加熱
還流した。この混合物を周囲温度に冷まし、セライトでろ過し、溶剤を蒸発させた。残渣
を酢酸エチル中に溶解させ、塩水で洗浄した。この有機相を分離し、無水硫酸ナトリウム
で乾燥させ、蒸発させた。残渣を、ヘプタン／酢酸エチル（９：１～１：１）を溶離液と
して用いるシリカゲルによるクロマトグラフィで精製した。このようにして、５．２３ｇ
の３－アミノ－Ｎ－［２－ブロモ－６－（ジフルオロメトキシ）－４－［１，２，２，２
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－テトラフルオロ－１－（トリフルオロメチル）エチル］フェニル］－２－フルオロ－ベ
ンズアミドを得た。1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3，δ　ｐｐｍ単位）：８．１
３（ｄ，１Ｈ），７．８０（ｓ，１Ｈ），７．５２（ｓ，１Ｈ），７．４５（ｔ，１Ｈ）
，７．１１（ｔ，１Ｈ），６．９９（ｔ，１Ｈ），６．６０（ｔ，１Ｈ），３．９０（ｓ
，ブロード，２Ｈ）．
【０３１０】
ステップ３：Ｎ－［２－ブロモ－６－（ジフルオロメトキシ）－４－［１，２，２，２－
テトラフルオロ－１－（トリフルオロメチル）エチル］フェニル］－３－（エチルアミノ
）－２－フルオロ－ベンズアミド
【化３０】

　２．３２ｇの３－アミノ－Ｎ－［２－ブロモ－６－（ジフルオロメトキシ）－４－［１
，２，２，２－テトラフルオロ－１－（トリフルオロメチル）エチル］フェニル］－２－
フルオロ－ベンズアミド、０．２７ｍｌの酢酸および０．２０ｇのアセトアルデヒドの１
９．２ｍｌのメタノール中の溶液に、３１１ｍｇのシアノ水素化ホウ素ナトリウムを添加
した。この反応混合物を周囲温度で２時間撹拌した。次いで、溶剤を蒸発させ、残渣を、
エタールアセテート（ｅｔｈａｌ　ａｃｅｔａｔｅ）／ヘプタン（１：１９～１：４）を
溶離液として用いるシリカゲルによるクロマトグラフィで精製した。このようにして、１
．９８ｇのＮ－［２－ブロモ－６－（ジフルオロメトキシ）－４－［１，２，２，２－テ
トラフルオロ－１－（トリフルオロメチル）エチル］フェニル］－３－（エチルアミノ）
－２－フルオロ－ベンズアミドを得た。1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3，δ　ｐ
ｐｍ単位）：８．１２（ｄ，１Ｈ），７．７９（ｓ，１Ｈ），７．５０（ｓ，１Ｈ），７
．３４（ｔ，１Ｈ），７．１５（ｔ，１Ｈ），６．９０（ｔ，１Ｈ），６．６０（ｔ，１
Ｈ），３．９８（ｓ，ブロード，１Ｈ），３．２３（ｑ，２Ｈ），１．３２（ｔ，３Ｈ）
．
【０３１１】
ステップ４：Ｎ－［３－［［２－ブロモ－６－（ジフルオロメトキシ）－４－［１，２，
２，２－テトラフルオロ－１－（トリフルオロメチル）エチル］フェニル］カルバモイル
］－２－フルオロ－フェニル］－Ｎ－エチル－ピリジン－４－カルボキサミド（表Ｂの項
目２）

【化３１】

　０．７０ｇのＮ－［２－ブロモ－６－（ジフルオロメトキシ）－４－［１，２，２，２
－テトラフルオロ－１－（トリフルオロメチル）エチル］フェニル］－３－（エチルアミ
ノ）－２－フルオロ－ベンズアミドの４．９ｍｌのテトラヒドロフラン中の溶液に、２６
７ｍｇの塩化イソニコチノイルヒドロクロリドを添加した。この懸濁液を７０℃に１時間
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タン／メタノール（１．５～４％メタノール）を溶離液として用いるシリカゲルによるク
ロマトグラフィで精製した。それ故、７６５ｍｇのＮ－［３－［［２－ブロモ－６－（ジ
フルオロメトキシ）－４－［１，２，２，２－テトラフルオロ－１－（トリフルオロメチ
ル）エチル］フェニル］カルバモイル］－２－フルオロ－フェニル］－Ｎ－エチル－ピリ
ジン－４－カルボキサミドを、ｍｐ＝１８６～１８８℃である固体として得た。1Ｈ　Ｎ
ＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3，δ　ｐｐｍ単位）：８．５０（ｓ，ブロード，２Ｈ）
，８．０２（ｔ，１Ｈ），７．８３（ｄ，１Ｈ），７．７８（ｓ，１Ｈ），７．４９（ｓ
，１Ｈ），７．４３（ｔ，１Ｈ），７．２８（ｔ，１Ｈ），７．１８（ｓ，ブロード，２
Ｈ），６．５５（ｔ，１Ｈ），４．００（ｍ，ブロード，２Ｈ），１．２８（ｔ，ブロー
ド，３Ｈ）．
【０３１２】
実施例Ｐ．２：Ｎ－［３－［［２－ブロモ－６－（ジフルオロメトキシ）－４－［１，２
，２，２－テトラフルオロ－１－（トリフルオロメチル）エチル］フェニル］カルバモイ
ル］－２－フルオロ－フェニル］－Ｎ－エチル－１－オキシド－ピリジン－１－イウム－
４－カルボキサミド（表Ｂの項目１１）
【化３２】

　４５４ｍｇのＮ－［３－［［２－ブロモ－６－（ジフルオロメトキシ）－４－［１，２
，２，２－テトラフルオロ－１－（トリフルオロメチル）エチル］フェニル］カルバモイ
ル］－２－フルオロ－フェニル］－Ｎ－エチル－ピリジン－４－カルボキサミドの６．７
ｍｌのジクロロメタン中の溶液に、１７３ｍｇの３－クロロ過安息香酸酸を添加した。得
られた清透な溶液を周囲温度で１８時間撹拌した。次いで、溶剤を蒸発させ、残渣を、ジ
クロロメタン／メタノール（１．５～１０％メタノール）を溶離液として用いるシリカゲ
ルによるクロマトグラフィで精製した。これにより、４２１ｍｇのＮ－［３－［［２－ブ
ロモ－６－（ジフルオロメトキシ）－４－［１，２，２，２－テトラフルオロ－１－（ト
リフルオロメチル）エチル］フェニル］カルバモイル］－２－フルオロ－フェニル］－Ｎ
－エチル－１－オキシド－ピリジン－１－イウム－４－カルボキサミドをｍｐ＝１０３～
１０６℃である固体として得た。1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3，δ　ｐｐｍ単
位）：８．０７（ｔ，１Ｈ），８．０１（ｄ，２Ｈ），７．８８（ｄ，１Ｈ），７．８０
（ｓ，１Ｈ），７．５０（ｓ，１Ｈ），７．４５（ｔ，１Ｈ），７．３６（ｔ，１Ｈ），
７．２１（ｄ，２Ｈ），６．６０（ｔ，１Ｈ），３．９５（ｍ，ブロード，２Ｈ），１．
２７（ｔ，３Ｈ）．
【０３１３】
実施例Ｐ．３：Ｎ－［２－クロロ－６－（ジフルオロメトキシ）－４－［１，２，２，２
－テトラフルオロ－１－（トリフルオロメチル）エチル］フェニル］－３－［（４－シア
ノベンゾイル）アミノ］－２－メトキシ－ベンズアミド（表Ｂの項目１４）
ステップ１：Ｎ－［２－クロロ－６－（ジフルオロメトキシ）－４－［１，２，２，２－
テトラフルオロ－１－（トリフルオロメチル）エチル］フェニル］－２－フルオロ－３－
ニトロ－ベンズアミド
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【化３３】

　１２．３ｇの２－フルオロ－３－ニトロ－安息香酸を３ｍｌのジクロロメタン中に溶解
させ、１滴のＮ，Ｎ－ジメチルホルムアミドを添加した。次いで、６．２ｍｌの二塩化オ
キサリルを３０分間かけてゆっくりと添加し、この混合物を周囲温度で３．５時間撹拌し
、次いで、溶剤を蒸発させた。残渣を７０ｍｌのアセトニトリル中に溶解させ、２０ｇの
２－クロロ－６－（ジフルオロメトキシ）－４－［１，２，２，２－テトラフルオロ－１
－（トリフルオロメチル）エチル］アニリンおよび０．９２ｇのヨウ化カリウムの１５０
ｍＬのアセトニトリル中の溶液にゆっくりと添加した。この反応混合物を１８時間加熱還
流し、周囲温度に冷まし、溶剤を蒸発させた。残渣を酢酸エチル中に入れ、飽和水性重炭
酸ナトリウムで洗浄し、有機相を分離し、無水硫酸ナトリウムで乾燥させ、蒸発させた。
これにより、３１．５ｇの粗Ｎ－［２－クロロ－６－（ジフルオロメトキシ）－４－［１
，２，２，２－テトラフルオロ－１－（トリフルオロメチル）エチル］フェニル］－２－
フルオロ－３－ニトロ－ベンズアミドを得、これをさらに精製することなくステップ２に
用いた。1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3，δ　ｐｐｍ単位）：８．４３（ｔ，１
Ｈ），８．２８（ｔ，１Ｈ），８．１０（ｄ，１Ｈ），７．６７（ｓ，１Ｈ），７．５０
（ｍ，２Ｈ），６．６０（ｔ，１Ｈ）．
【０３１４】
ステップ２：Ｎ－［２－クロロ－６－（ジフルオロメトキシ）－４－［１，２，２，２－
テトラフルオロ－１－（トリフルオロメチル）エチル］フェニル］－２－メトキシ－３－
ニトロ－ベンズアミド

【化３４】

　１１．１ｇのＮ－［２－クロロ－６－（ジフルオロメトキシ）－４－［１，２，２，２
－テトラフルオロ－１－（トリフルオロメチル）エチル］フェニル］－２－フルオロ－３
－ニトロ－ベンズアミドを１９０ｍｌのメタノール中に溶解させ、５．８６ｇの炭酸カリ
ウムを添加した。この混合物を５０℃に３時間加熱した。次いで、溶剤を蒸発させ、残渣
をジクロロメタンおよび水で抽出し、層を分離した。有機層を無水硫酸ナトリウムで乾燥
させ、溶剤を蒸発させた。このようにして、１１．０４ｇの粗Ｎ－［２－クロロ－６－（
ジフルオロメトキシ）－４－［１，２，２，２－テトラフルオロ－１－（トリフルオロメ
チル）エチル］フェニル］－２－メトキシ－３－ニトロ－ベンズアミドを得、これをさら
に精製することなくステップ３に用いた。1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3，δ　
ｐｐｍ単位）：９．１２（ｓ，１Ｈ），８．３８（ｄ，１Ｈ），８．０５（ｄ，１Ｈ），
７．６５（ｓ，１Ｈ），７．４５（ｓ，１Ｈ），７．４３（ｔ，１Ｈ），６．６１（ｔ，
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１Ｈ），４．１４（ｓ，３Ｈ）．
【０３１５】
ステップ３：３－アミノ－Ｎ－［２－クロロ－６－（ジフルオロメトキシ）－４－［１，
２，２，２－テトラフルオロ－１－（トリフルオロメチル）エチル］フェニル］－２－メ
トキシ－ベンズアミド
【化３５】

　１１．０４ｇのＮ－［２－クロロ－６－（ジフルオロメトキシ）－４－［１，２，２，
２－テトラフルオロ－１－（トリフルオロメチル）エチル］フェニル］－２－メトキシ－
３－ニトロ－ベンズアミドの２００ｍｌのエタノール中の溶液に、４０ｍｌの水を添加し
、続いて、０．７７ｍｌの濃塩酸および２．８５ｇ鉄粉末を添加した。この混合物を１８
時間加熱還流し、次いで、周囲温度に冷まし、セライトでろ過し、溶剤を蒸発させた。こ
れにより、１０．０６ｇの３－アミノ－Ｎ－［２－クロロ－６－（ジフルオロメトキシ）
－４－［１，２，２，２－テトラフルオロ－１－（トリフルオロメチル）エチル］フェニ
ル］－２－メトキシ－ベンズアミドを得、これをさらに精製することなくステップ４に用
いた。1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3，δ　ｐｐｍ単位）：９．４６（ｓ，１Ｈ
），７．６２（ｓ，１Ｈ），７．５０（ｄ，１Ｈ），７．４５（ｓ，１Ｈ），７．１０（
ｔ，１Ｈ），６．９７（ｄ，１Ｈ），６．６１（ｔ，１Ｈ），３．９８（ｓ，３Ｈ），３
．９３（ｓ，ブロード，２Ｈ）．
【０３１６】
ステップ４：Ｎ－［２－クロロ－６－（ジフルオロメトキシ）－４－［１，２，２，２－
テトラフルオロ－１－（トリフルオロメチル）エチル］フェニル］－３－［（４－シアノ
ベンゾイル）アミノ］－２－メトキシ－ベンズアミド（表Ｂの項目１４）
【化３６】

　１２３ｍｇの３－アミノ－Ｎ－［２－クロロ－６－（ジフルオロメトキシ）－４－［１
，２，２，２－テトラフルオロ－１－（トリフルオロメチル）エチル］フェニル］－２－
メトキシ－ベンズアミドの２．４ｍｌのアセトニトリル中の溶液に、４ｍｇのヨウ化カリ
ウムおよび４８ｍｇの４－シアノ塩化ベンゾイルを添加した。この混合物を３時間加熱還
流し、次いで、周囲温度に冷まし、溶剤を蒸発させた。残渣をジクロロメタン中に溶解さ
せ、飽和水性亜硫酸ナトリウム、次いで、水性重炭酸ナトリウム、次いで、塩水で洗浄し
た。有機相を無水硫酸ナトリウムで乾燥させ、溶剤を蒸発させた。これにより、さらに精
製することなく、１３２ｍｇのＮ－［２－クロロ－６－（ジフルオロメトキシ）－４－［
１，２，２，２－テトラフルオロ－１－（トリフルオロメチル）エチル］フェニル］－３
－［（４－シアノベンゾイル）アミノ］－２－メトキシ－ベンズアミドをｍｐ＝９０～１
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）：８．９６（ｓ，１Ｈ），８．６３（ｄ，１Ｈ），８．５０（ｓ，１Ｈ），８．０２（
ｄ，２Ｈ），７．８５（ｍ，３Ｈ），７．６４（ｓ，１Ｈ），７．４６（ｓ，１Ｈ），７
．３７（ｔ，１Ｈ），６．６３（ｔ，１Ｈ），４．０３（ｓ，３Ｈ）．
【０３１７】
実施例Ｐ．４：Ｎ－［３－［［２－ブロモ－６－（ジフルオロメトキシ）－４－［１，２
，２，２－テトラフルオロ－１－（トリフルオロメチル）エチル］フェニル］カルバモイ
ル］－２－メトキシ－フェニル］－Ｎ－メチル－１－オキシド－ピリジン－１－イウム－
４－カルボキサミド（表Ｂの項目１８３）
ステップ１：Ｎ－［２－ブロモ－６－（ジフルオロメトキシ）－４－［１，２，２，２－
テトラフルオロ－１－（トリフルオロメチル）エチル］フェニル］アセトアミド
【化３７】

　２－ブロモ－６－（ジフルオロメトキシ）－４－［１，２，２，２－テトラフルオロ－
１（トリフルオロメチル）エチル］アニリン（１．０ｇ）の無水酢酸（５．５ｍｌ）中の
溶液に、数滴の濃硫酸を添加した。得られた溶液を６０℃で２００分間加熱した。出発時
のアニリンが消費された後に、続いて、反応混合物のアリコートをＬＣ－ＭＳ分析に供し
た。この溶液を氷水混合物に注ぎ入れ、得られたエマルジョンを酢酸エチルで抽出した。
組み合わせた有機層を硫酸ナトリウムで乾燥させ、減圧下で蒸発させた。粗固体をテトラ
ヒドロフラン中に溶解させ、３０％（ｗ／ｗ）水性水酸化ナトリウムで処理し、２０℃で
３０分間撹拌した。アセトイミド（反応の副生成物）からアセトアミドへの加水分解に続
いて、反応混合物のアリコートをＬＣ－ＭＳ分析に供した。エマルジョンを酢酸エチルで
抽出し、有機相を硫酸ナトリウムで乾燥させた。溶剤を蒸発させた後、粗生成物を、溶離
液勾配（１００％ヘプタン～４０％酢酸エチル－６０％ヘプタン）を用いるシリカゲルに
よるクロマトグラフィで精製した。溶剤を蒸発させた後、所望の生成物を得た。1Ｈ　Ｎ
ＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3，δ　ｐｐｍ単位）：７．７５（ｓ，１Ｈ），７．４６
（ｓ，１Ｈ），６．９０（ｓ，１Ｈ），６．５４（ｔ，Ｊ＝６８Ｈｚ，１Ｈ），２．２５
（ｓ，３Ｈ）．
【０３１８】
ステップ２：Ｎ－［３－［アセチル－［２－ブロモ－６－（ジフルオロメトキシ）－４－
［１，２，２，２－テトラフルオロ－１－（トリフルオロメチル）エチル］フェニル］カ
ルバモイル］－２－メトキシ－フェニル］－Ｎ－メチル－ピリジン－４－カルボキサミド
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【化３８】

　Ｎ－［２－ブロモ－６－（ジフルオロメトキシ）－４－［１，２，２，２－テトラフル
オロ－１－（トリフルオロメチル）エチル］フェニル］アセトアミド（０．７６ｇ）の１
，２－ジクロロエタン（５．１ｍｌ）中の溶液に、０℃で、トリエチルアミン（０．６０
ｇ）、続いて、０．５２ｇの２－メトキシ－３－［メチル（ピリジン－４－カルボニル）
アミノ］塩化ベンゾイル（２－メトキシ－３－［メチル（ピリジン－４－カルボニル）ア
ミノ］安息香酸、塩化オキサリル、および１，２－ジクロロエタン中の触媒量のジメチル
ホルムアミドから調製した）を添加した。この反応は、懸濁液を２０℃で１５時間攪拌し
た後に完了した（ＬＣ－ＭＳ分析）。次いで、この反応混合物を蒸発させ、残渣を酢酸エ
チル中に溶解させ、この溶液を炭酸水素ナトリウムの水溶液で洗浄した。有機相を硫酸ナ
トリウムで乾燥させ、蒸発させ、残渣を、ジクロロメタン中の１％メチルアルコールから
ジクロロメタン中の１０％メチルアルコールの勾配を用いる、シリカゲルによるクロマト
グラフィに供した。所望の化合物を、７８～８１℃の融点を示す固体として単離した。
【０３１９】
ステップ３：Ｎ－［３－［［２－ブロモ－６－（ジフルオロメトキシ）－４－［１，２，
２，２－テトラフルオロ－１－（トリフルオロメチル）エチル］フェニル］カルバモイル
］－２－メトキシ－フェニル］－Ｎ－メチル－ピリジン－４－カルボキサミド（表Ｂの項
目１８２）

【化３９】

　Ｎ－［３－［アセチル－［２－ブロモ－６－（ジフルオロメトキシ）－４－［１，２，
２，２－テトラフルオロ－１－（トリフルオロメチル）エチル］フェニル］カルバモイル
］－２－メトキシ－フェニル］－Ｎ－メチル－ピリジン－４－カルボキサミド（０．２７
８ｇ）のテトラヒドロフラン（１．７ｇ）中の溶液に、水性水酸化ナトリウム（１Ｍ、１
．５５ｍｌ）を添加し、得られたエマルジョンを１．５時間、２０℃で撹拌した。転換に
続いてＬＣ－ＭＳ分析を行った。この反応混合物を水と酢酸エチルとの間で分割した。有
機相を硫酸ナトリウムで乾燥させ、蒸発させて、所望の化合物を７３～７７℃で溶融する
固体として得た。これを、さらに精製することなく次のステップにおいて用いた。
【０３２０】
ステップ４：Ｎ－［３－［［２－ブロモ－６－（ジフルオロメトキシ）－４－［１，２，
２，２－テトラフルオロ－１－（トリフルオロメチル）エチル］フェニル］カルバモイル
］－２－メトキシ－フェニル］－Ｎ－メチル－１－オキシド－ピリジン－１－イウム－４



(100) JP 2017-502037 A 2017.1.19

10

20

－カルボキサミド（表Ｂの項目１８３）
【化４０】

　Ｎ－［３－［［２－ブロモ－６－（ジフルオロメトキシ）－４－［１，２，２，２－テ
トラフルオロ－１－（トリフルオロメチル）エチル］フェニル］カルバモイル］－２－メ
トキシ－フェニル］－Ｎ－メチル－ピリジン－４－カルボキサミド（０．１４５ｇ）のジ
クロロメタン（１．７０ｇ）中の溶液を０．０５２ｇの７５％メタ－クロロ過安息香酸で
処理した。２０℃で５時間攪拌した後、完全な転換がＬＣ－ＭＳおよびＴＬＣ分析により
観察された。この反応混合物を濃縮し、ジクロロメタン中の１％メチルアルコールからジ
クロロメタン中の７％メチルアルコールの勾配を用いるシリカゲルによるカラムクロマト
グラフィーに供した。1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3，δ　ｐｐｍ単位）：９．
７２（ｂｒ．ｓ，１Ｈ），８．０８（ｄｄ，１Ｈ），７．９６（ｂｒ．ｄｓ，２Ｈ），７
．７６（ｓ，１Ｈ），７．５６（ｄｄ，１Ｈ），７．４５（ｓ，１Ｈ），７．４０（ｔ，
１Ｈ），７．２０（ｂｒ．ｄ，２Ｈ），６．６０（ｔ，Ｊ＝７２Ｈｚ，１Ｈ），３．８９
（ｓ，３Ｈ），３．５６（ｓ，３Ｈ）．
【０３２１】
　表Ｂの化合物を、上記のものと同一または同様の方法で調製した。
【０３２２】
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【表３－３６】

【０３２３】
ＬＣ－ＭＳ法：ＺＣＱ１３
Ｗａｔｅｒｓ製ＺＱ　Ｍａｓｓ　Ｓｐｅｃｔｒｏｍｅｔｅｒ（シングル四重極型質量分析
計）
機器パラメータ：
　イオン化法：エレクトロスプレー
　極性：陽イオンおよび陰イオン
　毛管：３．００ｋＶ
　コーン：３０Ｖ
　抽出器：２．００Ｖ
　ソース温度：１５０℃、
　脱溶媒温度：３５０℃
　コーンガス流：５０Ｌ／Ｈｒ
　脱溶媒ガス流：４００Ｌ／Ｈｒ
　質量範囲：１００～９００Ｄａ
Ｗａｔｅｒｓ製Ａｃｑｕｉｔｙ　ＵＰＬＣ：
　バイナリポンプ、被加熱カラムコンパートメントおよびダイオード－アレイ検出器。
　溶剤デガッサ、バイナリポンプ、被加熱カラムコンパートメントおよびダイオード－ア
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レイ検出器。
　カラム：Ｗａｔｅｒｓ　ＵＰＬＣ　ＨＳＳ　Ｔ３、１．８μｍ、３０×２．１ｍｍ、
　温度：６０℃
　ＤＡＤ波長範囲（ｎｍ）：２１０～５００
　溶剤勾配：
　　Ａ＝Ｈ２Ｏ＋５％　ＭｅＯＨ＋０．０５％　ＨＣＯＯＨ
　　Ｂ＝アセトニトリル＋０．０５％　ＨＣＯＯＨ
【０３２４】
【表４】

【０３２５】
ＬＣ－ＭＳ法：ＳＱＤ１３
Ｗａｔｅｒｓ製ＳＱＤ質量分光計（シングル四重極型質量分析計）
機器パラメータ：
　イオン化法：エレクトロスプレー
　極性：陽イオンおよび陰イオン
　キャピラリ：３．００ｋＶ
　コーン：３０Ｖ
　抽出器：２．００Ｖ
　ソース温度：１５０℃、
　脱溶媒温度：３５０℃
　コーンガス流：５０Ｌ／Ｈｒ
　脱溶媒ガス流：６５０Ｌ／Ｈｒ
　質量範囲：１００～９００Ｄａ
Ｗａｔｅｒｓ製Ａｃｑｕｉｔｙ　ＵＰＬＣ：
　バイナリポンプ、被加熱カラムコンパートメントおよびダイオード－アレイ検出器。
　溶剤デガッサ、バイナリポンプ、被加熱カラムコンパートメントおよびダイオード－ア
レイ検出器。
　カラム：Ｗａｔｅｒｓ　ＵＰＬＣ　ＨＳＳ　Ｔ３、１．８μｍ、３０×２．１ｍｍ、
　温度：６０℃
　ＤＡＤ波長範囲（ｎｍ）：２１０～５００
　溶剤勾配：
Ａ＝Ｈ２Ｏ＋５％　ＭｅＯＨ＋０．０５％　ＨＣＯＯＨ
Ｂ＝アセトニトリル＋０．０５％　ＨＣＯＯＨ
【０３２６】
【表５】

【０３２７】
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ＬＣ－ＭＳ法：ＵＰＬＣ１
Ｗａｔｅｒｓ製ＡＣＱＵＩＴＹ　ＳＱＤ質量分光計（シングル四重極型質量分析計）
イオン化法：エレクトロスプレー
極性：陽イオン
キャピラリ（ｋＶ）３．００、コーン（Ｖ）２０．００、抽出器（Ｖ）３．００、ソース
温度（℃）１５０、脱溶媒温度（℃）４００、コーンガス流（Ｌ／Ｈｒ）６０、脱溶媒ガ
ス流（Ｌ／Ｈｒ）７００
質量範囲：１００～８００Ｄａ
ＤＡＤ波長範囲（ｎｍ）：２１０～４００
方法　以下のＨＰＬＣ勾配条件を伴うＷａｔｅｒｓ製ＡＣＱＵＩＴＹ　ＵＰＬＣ
（溶剤Ａ：水／メタノール９：１、０．１％ギ酸および溶剤Ｂ：アセトニトリル、０．１
％ギ酸）
【０３２８】
【表６】

【０３２９】
ＬＣ－ＭＳ法：ＵＰＬＣ２
Ｗａｔｅｒｓ製ＺＱ２０００質量分光計（シングル四重極型質量分析計）
イオン化法：エレクトロスプレー
極性：陽イオン
キャピラリ（ｋＶ）３．５、コーン（Ｖ）６０．００、抽出器（Ｖ）３．００、ソース温
度（℃）１５０、脱溶媒温度（℃）３５０、コーンガス流（Ｌ／Ｈｒ）５０、脱溶媒ガス
流（Ｌ／Ｈｒ）８００
質量範囲：１４０～８００Ｄａ
ＤＡＤ波長範囲（ｎｍ）：２１０～４００
方法　以下のＨＰＬＣ勾配条件を伴うＷａｔｅｒｓ製ＡＣＱＵＩＴＹ　ＵＰＬＣ
（溶剤Ａ：水／メタノール９：１、０．１％ギ酸および溶剤Ｂ：アセトニトリル、０．１
％ギ酸）
【０３３０】
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【表７】

【０３３１】
ＬＣ－ＭＳ法：ＵＰＬＣ２　Ｓｈｏｒｔ
Ｗａｔｅｒｓ製ＺＱ２０００質量分光計（シングル四重極型質量分析計）
イオン化法：エレクトロスプレー
極性：陽イオン
キャピラリ（ｋＶ）３．５、コーン（Ｖ）６０．００、抽出器（Ｖ）３．００、ソース温
度（℃）１５０、脱溶媒温度（℃）３５０、コーンガス流（Ｌ／Ｈｒ）５０、脱溶媒ガス
流（Ｌ／Ｈｒ）８００
質量範囲：１４０～８００Ｄａ
ＤＡＤ波長範囲（ｎｍ）：２１０～４００
方法　以下のＨＰＬＣ勾配条件を伴うＷａｔｅｒｓ製ＡＣＱＵＩＴＹ　ＵＰＬＣ
（溶剤Ａ：水／メタノール９：１、０．１％ギ酸および溶剤Ｂ：アセトニトリル、０．１
％ギ酸）
【０３３２】

【表８】

【０３３３】
生物学的実施例
　これらの実施例は、式（Ｉ）の化合物の殺虫および殺ダニ特性を示す。テストは以下の
とおり行った。
【０３３４】
ジアブロチカバルテアタ（Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ　ｂａｌｔｅａｔａ）（コーンルートワ
ーム）：
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　人工餌料の入った２４ウェルマイクロタイタープレート（ＭＴＰ）をピペットにより、
２００ｐｐｍの施用量（ウェル中の濃度は１８ｐｐｍ）でテスト溶液で処理した。乾燥の
後、ＭＴＰに２幼虫を外寄生させた（ウェル当たり６～１０）。５日間のインキュベーシ
ョン期間の後、サンプルを幼虫の死亡率について確認した。
【０３３５】
　以下の化合物が、ジアブロチカバルテアタ（Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ　ｂａｌｔｅａｔａ
）の少なくとも８０％防除をもたらした：１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、
１１、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８、１９、２０、２１、２２、２３、２
４、２５、２６、２７、２８、３１、３２、３３、３５、３６、３７、３８、３９、４０
、４１、４２、４３、４５、４６、４７、４８、４９、５０、５１、５２、５３、５４、
５５、５６、５７、５８、５９、６０、６１、６２、６３、６４、６６、６８、６９、７
０、７１、７４、７６、７７、７８、７９、８０、８１、８２、８３、８４、８６、８７
、８９、９０、９１、９２、９３、９４、９５、９９、１００、１０１、１０２、１０３
、１０４、１０５、１０８、１０９、１１０、１１１、１１２、１１３、１１４、１１５
、１１６、１１７、１１８、１１９、１２０、１２１、１２２、１２３、１２５、１２６
、１２７、１２８、１２９、１３０、１３１、１３２、１３３、１３４、１３５、１３６
、１３８、１３９、１４０、１４１、１４２、１４３、１４５、１４６、１４７、１４８
、１４９、１５０、１５１、１５２、１５３、１５４、１５５、１５６、１５７、１５８
、１５９、１６０、１６２、１６３、１８３。
【０３３６】
モモアカアブラムシ（Ｍｙｚｕｓ　ｐｅｒｓｉｃａｅ）（モモアカアブラムシ）：
　ヒマワリの葉片を２４ウェルマイクロタイタープレート中の寒天の上に置き、２００ｐ
ｐｍの施用量でテスト溶液を噴霧した。乾燥させた後、葉片に様々な齢数のアブラムシ個
体群を外寄生させた。６ＤＡＴのインキュベーション期間後、サンプルを死亡率について
確認した。
【０３３７】
　以下の化合物が、モモアカアブラムシ（Ｍｙｚｕｓ　ｐｅｒｓｉｃａｅ）の少なくとも
８０％防除をもたらした：１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、１１、１２、１
３、１４、１５、１６、１７、１８、１９、２０、２１、２２、２３、２４、２５、２６
、２７、２８、３１、３２、３５、３６、３７、３８、３９、４０、４１、４３、４５、
４７、４８、４９、５０、５１、５２、５３、５４、５６、５７、５９、６０、６１、６
３、６４、６６、６８、６９、７０、７１、７３、７６、７８、７９、８１、８２、８３
、８４、８６、８９、９２、９３、９４、９５、９６、９７、９９、１００、１０１、１
０２、１０３、１０５、１０８、１０９、１１１、１１２、１１９、１２０、１２２、１
２３、１２５、１２７、１２８、１３１、１３２、１３５、１３８、１３９、１４０、１
４１、１４２、１４３、１４７、１４９、１５５、１５６、１５８、１５９、１６２。
【０３３８】
モモアカアブラムシ（Ｍｙｚｕｓ　ｐｅｒｓｉｃａｅ）（モモアカアブラムシ）：
　テスト化合物をピペットにより２４ウェルプレートに入れ、スクロース溶液と混合した
。施用量：１２．５ｐｐｍ。プレートを、延伸したＰａｒａｆｉｌｍで閉じた。２４個の
孔を有するプラスチック製のステンシルをプレート上に置き、外寄生させたエンドウの実
生をＰａｒａｆｉｌｍ上に直接置く。外寄生されたプレートをゲル吸取り紙および他のプ
ラスチック製のステンシルで閉じ、次いで、上下を逆さまにする。外寄生から５日後、サ
ンプルを死亡率について確認した。
【０３３９】
　以下の化合物が、モモアカアブラムシ（Ｍｙｚｕｓ　ｐｅｒｓｉｃａｅ）の少なくとも
８０％防除をもたらした：１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、１１、１２、１
３、１４、１５、１６、１７、１８、１９、２０、２１、２２、２３、２４、２５、２６
、２７、２８、３１、３２、３３、３６、３８、３９、４０、４１、４４、４５、４７、
４９、５０、５１、５３、５４、５６、５７、５９、６０、６１、６２、６４、６６、６
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８、７０、７４、７６、７８、８１、８３、８４、８６、８９、９３、９９、１００、１
０１、１０２、１０３、１０４、１０５、１０８、１０９、１１０、１１１、１１３、１
１４、１１５、１１６、１１７、１１９、１２０、１２２、１２３、１２５、１２６、１
２７、１２８、１３５、１３８、１３９、１４１、１５２、１５５、１５６、１５８、１
５９、１６０、１６２、１８３。
【０３４０】
コナガ（Ｐｌｕｔｅｌｌａ　ｘｙｌｏｓｔｅｌｌａ）（コナガ）：
　人工餌料の入った２４ウェルマイクロタイタープレート（ＭＴＰ）をピペットにより、
２００ｐｐｍの施用量（ウェル中の濃度は１８ｐｐｍ）でテスト溶液で処理した。乾燥の
後、ＭＴＰに２幼虫を外寄生させた（ウェル当たり７～１２）。６日間のインキュベーシ
ョン期間の後、サンプルを幼虫の死亡率について確認した。
【０３４１】
　以下の化合物が、コナガ（Ｐｌｕｔｅｌｌａ　ｘｙｌｏｓｔｅｌｌａ）の少なくとも８
０％防除をもたらした：１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、１１、１２、１３
、１４、１５、１６、１７、１８、１９、２０、２１、２２、２３、２４、２５、２６、
２７、２８、３１、３２、３３、３４、３５、３６、３７、３８、３９、４０、４１、４
２、４３、４４、４５、４６、４７、４８、４９、５０、５１、５２、５３、５４、５５
、５６、５７、５８、５９、６０、６１、６２、６３、６４、６６、６８、６９、７０、
７１、７２、７４、７５、７６、７７、７８、７９、８０、８１、８２、８３、８４、８
６、８７、８８、８９、９０、９１、９２、９３、９４、９５、９６、９７、９９、１０
０、１０１、１０２、１０３、１０４、１０５、１０８、１０９、１１０、１１１、１１
２、１１３、１１４、１１５、１１７、１１８、１１９、１２０、１２１、１２２、１２
３、１２５、１２６、１２７、１２８、１２９、１３０、１３１、１３２、１３３、１３
４、１３５、１３８、１３９、１４０、１４１、１４２、１４３、１４４、１４５、１４
６、１４７、１４９、１５０、１５１、１５２、１５４、１５５、１５６、１５７、１５
８、１５９、１６０、１６２、１６３。
【０３４２】
エジプトヨトウ（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｌｉｔｔｏｒａｌｉｓ）（エジプトコットンリ
ーフワーム）：
　綿の葉片を２４ウェルマイクロタイタープレート中の寒天の上に置き、２００ｐｐｍの
施用量でテスト溶液を噴霧した。乾燥させた後、葉片に５匹のＬ１幼虫を外寄生させた。
サンプルを、処理から３日後に（ＤＡＴ）死亡率について確認した。
【０３４３】
　以下の化合物が、エジプトヨトウ（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｌｉｔｔｏｒａｌｉｓ）の
少なくとも８０％防除をもたらした：１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、１１
、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８、１９、２０、２１、２２、２３、２４、
２５、２６、２７、２８、３１、３２、３３、３４、３５、３６、３７、３８、３９、４
０、４１、４２、４３、４４、４５、４６、４７、４８、４９、５０、５１、５２、５３
、５４、５５、５６、５７、５８、５９、６０、６１、６２、６３、６４、６５、６６、
６８、６９、７０、７１、７２、７３、７４、７５、７６、７７、７８、７９、８０、８
１、８２、８３、８４、８５、８６、８７、８８、８９、９０、９１、９２、９３、９４
、９５、９６、９７、９８、９９、１００、１０１、１０２、１０３、１０４、１０５、
１０８、１０９、１１０、１１１、１１２、１１３、１１４、１１５、１１６、１１７、
１１８、１１９、１２０、１２１、１２２、１２３、１２５、１２６、１２７、１２８、
１２９、１３０、１３１、１３２、１３３、１３４、１３５、１３８、１３９、１４０、
１４１、１４２、１４３、１４４、１４５、１４６、１４７、１４９、１５０、１５１、
１５２、１５４、１５５、１５６、１５７、１５８、１５９、１６０、１６２。
【０３４４】
ナミハダニ（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｕｒｔｉｃａｅ）（ナミハダニ）：
　２４ウェルマイクロタイタープレート中の寒天上のインゲンの葉片に、テスト溶液を２
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００ｐｐｍの施用量で噴霧した。乾燥の後、葉片に様々な齢数のダニ個体群を外寄生させ
る。８日間後、葉片を卵の死亡率、幼虫の死亡率および成虫の死亡率について確認する。
【０３４５】
　以下の化合物が、ナミハダニ（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｕｒｔｉｃａｅ）の少なくと
も８０％防除をもたらした：１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、１１、１２、
１３、１４、１５、１６、１７、１８、１９、２０、２１、２２、２３、２４、２５、２
６、２７、２８、３１、３２、３５、３６、３７、３８、３９、４０、４３、４６、４７
、４８、４９、５０、５１、５３、５４、５７、６０、６１、６２、６４、６６、６８、
７０、７１、７４、７６、７７、７８、７９、８１、８３、８４、８６、８７、８９、９
２、９３、９４、９５、９７、９９、１００、１０１、１０２、１０３、１０８、１０９
、１１２、１１９、１２０、１２２、１２７、１２８、１２９、１３３、１３５、１３９
、１４１、１５２、１５４、１５６、１５８、１６２。
【０３４６】
ネギアザミウマ（Ｔｈｒｉｐｓ　ｔａｂａｃｉ）（タマネギアザミウマ）：
　ヒマワリ葉片を２４－ウェルマイクロタイタープレート中の寒天上に置き、２００ｐｐ
ｍの施用量でテスト溶液を噴霧した。乾燥させた後、葉片を、様々な齢のアブラムシ個体
群で侵襲させた。７日間のインキュベーション期間の後、サンプルを、死亡率について調
べた。
【０３４７】
　以下の化合物が、ネギアザミウマ（Ｔｈｒｉｐｓ　ｔａｂａｃｉ）の少なくとも８０％
防除をもたらした：１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、１１、１２、１３、１
４、１５、１６、１７、１８、１９、２０、２１、２２、２３、２４、２５、２６、２７
、２８、３１、３２、３３、３４、３５、３６、３７、３８、３９、４０、４１、４２、
４３、４５、４６、４７、４８、４９、５０、５１、５２、５３、５４、５５、５６、５
７、５８、５９、６０、６１、６３、６４、６６、６８、６９、７０、７１、７４、７５
、７６、７７、７８、７９、８０、８１、８２、８３、８４、８６、８７、８８、８９、
９０、９２、９３、９４、９５、９７、９９、１００、１０１、１０２、１０３、１０４
、１０５、１０８、１０９、１１０、１１１、１１２、１１４、１１５、１１６、１１７
、１１９、１２０、１２１、１２２、１２３、１２５、１２６、１２７、１２８、１２９
、１３１、１３２、１３３、１３４、１３５、１３８、１３９、１４０、１４１、１４２
、１４３、１４４、１４５、１４７、１４８、１４９、１５０、１５１、１５２、１５３
、１５４、１５５、１５６、１５７、１５８、１５９、１６０、１６２、１６３。
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